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製の花
村いちめんの春ー一彩りを添えてくれるのは

村の粘産、梨の花です。

まっしろなこの花、毎年4月L句から F旬くらい妾で

わたしたちのHを楽し妥せてくれ妥す。

今年は暖かいBが続き、励花も早妥ったようです。
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梁
瀬
勝
治
さ
ん

(
5
6歳・
新
里
）
を

収
入
役
に
選
任
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ

ま
し
た
。 梁

瀬
さ
ん
選
任

収
人
役
に

橋
本
さ
ん
選
任

助
役
に

平成 2 年度／／

規
制
条
例
制
定

ラ
ブ
ホ
テ
ル
建
築

公
平
委
員
に
再
任

積
極
型
予
算

第
一
回
村
議
会
定
例
会
は
、

三
月
九
日
か
ら
十
七
日
ま
で
、

九
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
一

般
会
計
を
は
じ
め
各
種
会
計
の

平
成
二
年
度
予
算
、
助
役
・
収

入
役
選
任
な
ど
が
提
案
さ
れ
慎

重
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原

案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
主
な
も
の
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

橋
本
亀
三
郎
さ
ん
(
6
3歳・
斗
合
田
）

を
助
役
に
選
任
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

大
塚
雅
勇
さ
ん

村
監
査
委
員
の
大
塚
雅
勇
さ
ん
を
再

度
、
同
委
員
に
選
任
す
る
こ
と
が
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

蓮
見
正
吉
さ
ん

村
公
平
委
員
会
委
員
の
蓮
見
正
吉
さ

ん
を
再
度
、
同
委
員
に
選
任
す
る
こ
と

が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

〔
目
的
〕

青
少
年
の
健
全
育
成
の
観
点
か
ら
、

ラ
ブ
ホ
テ
ル
の
営
業
を
行
う
施
設
の
建

築
に
対
し
、
必
要
な
規
制
を
行
い
、
良

好
な
生
活
環
境
の
実
現
を
は
か
る
。

〔
定
義
〕

「
ラ
ブ
ホ
テ
ル
」
と
は
、
人
の
宿
泊
、

休
憩
に
供
す
る
た
め
の
施
設
の
う
ち
、\ 

監
査
委
員
に
再
任

竺
ふ
る
さ
と
公
園
事
業
な
と

決算予種各

収入役

梁瀬勝治

収
入
役
就
任
あ
い
さ
つ

補
佐
役
と
し
て

全
力
を
傾
注

陽
春
の
候
と
な
り
ま
し
た
。
明
和

村
の
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
、
長
い
間
村
行
政
発
展

の
た
め
に
、
多
大
な
ご
功
績
を
残
さ

れ
た
関
口
助
役
の
ご
勇
退
に
伴
い
、

そ
の
後
任
と
し
て
不
肖
私
ご
と
き
も

助役

橋本亀三郎

の
が
四
月
一
日
付
を
も
っ
て
助
役
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
え
も
な

い
光
栄
と
存
じ
感
激
い
た
し
て
お
り

ま
す
が
、
そ
の
責
務
の
重
大
さ
を
思

う
と
き
、
も
と
よ
り
の
浅
学
韮
オ
、

と
う
て
い
そ
の
器
で
な
く
、
果
し
て

そ
の
職
責
を
全
う
で
き
得
る
か
ど
う

か
危
惧
の
念
で
一
杯
で
ご
ざ
い
ま
す
。

幸
い
人
格
、
識
見
と
も
に
卓
越
さ
れ

た
斎
藤
村
長
の
も
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

微
力
で
あ
り
ま
す
が
、
精
い
っ
ぱ
い

の
努
力
を
致
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

議
会
議
員
・
区
長
・
各
種
団
体
役

員
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
村
民
一
人

一
人
の
皆
様
方
に
格
別
な
る
ご
指
導

と
ご
支
援
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
ま
し
て
紙
面
を
通
じ
就
任
の
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

職
責
の
重
大
さ
を

痛
感

こ
の
た
び
、
は
か
ら
ず
も
収
入
役

と
い
う
重
責
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま

し
て
、
そ
の
職
責
の
重
大
さ
を
ひ
し

ひ
し
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

も
と
よ
り
浅
学
韮
オ
、
そ
の
器
で

円千
, 
3
 
4
 

ー

6
 

額
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付
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円
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、
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6

千
円
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村
民
の
皆
様
、
村
の
広
報
紙
、
「
広

報
め
い
わ
」
の
紙
面
を
お
借
り
し
ま

し
て
助
役
退
任
の
あ
い
さ
つ
を
申
し

上
げ
ま
す
。

村
民
の
皆
様
方
に
は
ま
す
ま
す
ご

健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。さ

て
、
私
は
、
こ
の
た
び
三
月
―
―
­

十
一
日
を
も
っ
て
、
一
身
上
の
都
合

あ
リ
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

1
4年
4

カ
月
ご
指
導
ご
協
力 前・助役

関口浅次

／
メ

異
性
を
同
伴
す
る
客
に
利
用
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
施
設

〔
届
出
〕

旅
館
の
建
築
等
（
増
改
築
、
改
造
）

を
し
よ
う
と
す
る
者
は
村
長
に
届
出
が

必
要〔

勧
告
〕
·

村
長
は
届
出
が
あ
っ
た
者
に
対
し
勧

告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

〔
建
築
規
制
区
域
〕

村
内
全
域

〔
中
止
命
令
〕

規
定
に
違
反
す
る
も
の
は
中
止
命
令

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

〔
立
入
調
査
〕

建
築
現
場
に
立
入
り
、
必
要
な
調
査

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

〔
罰
則
〕

中
止
命
令
に
違
反
し
た
者
は
、
六
月

以
下
の
懲
役
又
は
三
万
円
以
下
の
罰
金

に
よ
り
助
役
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

顧
み
ま
す
と
昭
和
五
十
年
十
二
月

一
日
、
助
役
拝
命
以
来
、
十
四
年
四

ヵ
月
の
長
い
間
、
明
る
い
村
政
推
進

の
た
め
村
長
補
佐
役
と
し
て
勤
務
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
幸
い
、
奈

良
村
長
、
斎
藤
村
長
の
適
切
な
ご
指

示
と
議
会
の
皆
様
を
は
じ
め
各
種
団

体
、
村
民
皆
様
方
か
ら
大
変
温
か
い

ご
指
導
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し

て
、
そ
の
任
を
終
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。こ

れ
か
ら
は
、
一
村
民
と
し
て
村

発
展
の
た
め
、
ご
協
力
申
し
上
げ
た

い
と
存
じ
ま
す
。

退
任
に
あ
た
り
、
村
民
各
位
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
ま

し
て
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

収入役退任あいさつ
は
な
く
、
は
た
し
て
全
う
で
き
る
か

ど
う
か
心
配
で
は
あ
り
ま
す
が
、
就

任
し
た
か
ら
に
は
、
村
民
皆
様
の
ご

期
待
に
そ
う
よ
う
最
善
の
努
力
を
い

た
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ふ
り
か
え
り
ま
す
と
、
昭
和
二
十

七
年
旧
千
江
田
村
役
場
に
就
職
以
来
、

三
十
七
年
余
の
歳
月
が
流
れ
去
り
ま

し
た
。

ご
協
力
、
感
謝
し
ま
す

春
眠
暁
を
覚
え
ず

と
か
、
誠
に
よ
い
季

節
に
な
り
ま
し
た
が

村
民
の
皆
様
も
ご
健

勝
に
て
ご
精
励
の
事

と
存
じ
ま
す
。

私
こ
の
た
び
一
身

上
の
都
合
に
よ
り
、

去
る
三
月
三
十
一
日

を
も
ち
ま
し
て
収
入

役
を
退
任
い
た
し
ま

し
た
。

何
事
も
な
く
無
事
退
任

前・収入役
宮沢恒雄

こ
の
間
、
村
民
皆
様
と
直
接
に
接

し
ら
れ
た
仕
事
に
就
か
せ
て
い
た
だ

い
た
経
験
を
生
か
し
、
前
宮
沢
収
入

役
の
十
四
年
余
に
わ
た
る
立
派
な
業

績
を
汚
す
こ
と
な
く
、
業
務
に
精
励

す
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
村

民
皆
様
の
温
か
い
ご
指
導
、
ご
協
力

を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
就

任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

顧
み
ま
す
に
、
昭
和
二
十
二
年
一

月
旧
佐
貫
村
役
場
に
農
地
委
員
会
書

記
と
し
て
奉
職
、
以
来
四
十
三
年
間
、

し
か
も
七
代
の
村
長
に
つ
か
え
、
今

日
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
て
誠

に
感
激
で
あ
り
ま
す
。

特
に
昭
和
五
十
年
十
二
月
二
日
収

入
役
に
就
任
以
来
十
四
年
間
と
い
う

長
い
間
、
明
和
村
の
財
政
を
預
る
も

の
と
し
て
最
善
を
つ
く
し
て
来
た
つ

も
り
で
あ
り
ま
す
も
の
の
浅
学
韮
オ

皆
様
の
ご
期
待
に
沿
う
こ
と
が
出
来

た
か
ど
う
か
危
惧
し
て
お
り
ま
す
が
、

皆
様
の
ご
指
導
と
ご
支
援
に
よ
り
ま

し
て
何
等
の
事
故
も
な
く
無
事
退
任

す
る
事
が
出
来
ま
し
た
事
を
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

お
わ
り
に
明
和
村
の
発
展
と
皆
様

の
ご
健
康
と
ご
精
進
を
祈
念
致
し
ま

し
て
誠
に
失
礼
で
す
が
広
報
紙
を
通

じ
退
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

資
本
的
収
入
額
が
資
本
的
支
出
額
に

対
し
て
不
足
す
る
額
4
4

、

3
6
3

千

円
は
過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
1

7
、

7
3
9

千
円
。
建
設
改
良
積
立
金

2
3

、

0
0
0

千
円
等
で
補
て
ん
す
る
。

▼
給
水
戸
数

2
、

9
2
9

戸

▼
年
間
総
給
水
量

1

、
6
8
9
、
9
5
0
3
m

＊
▼
-
日
平
均
給
水
量

4
、
6
3
0
3
m

水 道事業 国
民
健
康
保
険
税

2

億
3
0

、

9
3
8

千
円

国
庫
支
出
金

1
億
4
5

、

8
1
6
千
円

療
養
給
付
費
交
付
金5

1

、

8
2
0

千
円

◎
主
な
歳
出

保
険
給
付
費

3

億
4
3

、

8
3
0

千
円

老
人
保
健
拠
出
金

8
4
、
7
0
3

千
円

◎
収
益
的
収
入

9

、

6
0
3
万
4

千
円

◎
収
益
的
支
出

9
、
0
4
4
万
3
千
円

◎
資
本
的
収
入

2
2

、
0
0
0

千
円

◎
資
本
的
支
出

6
、
6
3
6
万
3

千
円
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I
 

村
民
税

固
定
資
産
税

村
た
ば
こ
税

軽
自
動
車
税

特
別
士
地
保
有
税

4
億
2
0
、
4
5
3
千
円

4

億
1
5
、
0
9
7
千
円

3
3
、
8
5
5
千
円

1
1
、
5
4
3
千
円

2
千
円

〈
村
税
の
内
わ
け
〉

:..... 

回
く一般会計＞

回
[]:: 

り］｀｀

こ ロ（ヘ戸ロ
3億円

村

[ 税

2 億円

] 
1 億円

構成比

33.3% 
5.5 % 2.3 % 2.6 % 3.0 % 4.1 % 5.2 % 6.5 % 9.5 % 28.0% ( 伸び率) 
(29.4%) (13.3%) (-)  (17 2%) (50.4%) (1.4%) (1108.3%) (12 1%) 13.2% 
減 減

わ
が
国
経
済
は
数
年
来
、
安
定
成
長

を
遂
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
こ
に
き
て
や
や
景
気
の
鈍
化
の
兆
候

が
み
ら
れ
る
な
ど
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
貿
易
摩
擦
の
緩
和
、
技
術
革

新
の
推
進
、
内
需
の
拡
大
、
労
働
時
間

の
短
縮
、
そ
れ
に
ソ
連
を
は
じ
め
と
し

た
東
欧
諸
国
の
激
変
な
ど
幾
多
の
課
題

を
か
か
え
、
内
外
と
も
に
厳
し
い
環
境

下
に
あ
り
ま
す
。

本
村
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
村
民
各

位
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
賜
り
常
に
健

全
財
政
を
念
頭
に
村
民
の
福
祉
向
上
、

よ
り
高
度
な
文
化
水
準
の
向
上
に
努
め
、

子
孫
に
残
せ
る
豊
か
な
明
る
い
明
和
村

建
設
の
た
め
、
村
民
一
丸
と
な
っ
て
ま

い
進
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

時
代
は
昭
和
か
ら
平
成
へ
と
変
わ
り

二
年
目
を
迎
え
、
よ
り
豊
か
な
社
会
へ

と
、
日
々
発
展
す
る
今
日
、
政
治
の
果

す
べ
き
役
割
は
誠
に
大
な
る
も
の
が
ご

ざ
い
ま
す
。

平
成
二
年
度
予
算
編
成
に
あ
た
り
ま

し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
諸
情
勢
を
踏
ま

え
、
さ
ら
に
行
政
改
革
大
綱
、
第
三
次

総
合
計
画
を
基
本
と
し
、
村
の
実
情
と

将
来
を
考
え
合
わ
せ
、
来
る
べ
く
二
十

一
世
紀
に
向
け
て
確
固
た
る
基
盤
づ
く

り
を
積
極
的
に
推
進
し
「
健
康
と
豊
か

な
自
然
に
つ
つ
ま
れ
た
、
活
力
と
う
る

お
い
の
あ
る
郷
土
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
、

一
般
経
費
を
極
力
抑
制
す
る
と
共
に
、

投
資
的
経
費
へ
の
重
点
配
分
を
行
い
、

経
費
の
効
率
化
に
徹
し
、
国
の
方
針
、

地
方
財
政
計
画
を
指
針
と
し
て
予
算
編

成
に
あ
た
っ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

主
な
施
策
と
し
ま
し
て
は
、
明
和
工

業
団
地
造
成
工
事
完
了
に
伴
う
優
良
企

業
の
誘
致
、
総
合
ふ
る
さ
と
公
園
建
設

用
地
取
得
を
は
じ
め
と
し
た
事
業
の
具

体
化
、
桜
並
木
路
の
整
備
、
東
小
大
規

模
改
造
工
事
、
粗
大
ゴ
ミ
及
び
簡
易
焼

却
炉
普
及
事
業
、
生
活
関
連
環
境
整
備
、

農
業
基
盤
整
備
、
道
路
改
良
、
福
祉
の

向
上
、
教
育
文
化
の
振
興
、
そ
れ
に
弁

護
士
を
招
い
て
の
無
料
法
律
相
談
な
ど

グ
ロ
ー
バ
ル
に
、
豊
か
さ
の
追
求
に
も

配
慮
し
つ
つ
一
般
会
計
予
算
を
二
十
六

億
四
千
三
百
万
円
と
定
め
ま
し
た
。
前

年
比
七
％
、
一
億
七
千
四
百
万
円
の
増

と
な
り
ま
す
。

一
方
、
特
別
会
計
で
は
老
人
保
健
会

計
三
億
四
千
三
百
八
十
万
円
、
国
民
健

康
保
険
会
計
四
億
六
千
百
四
十
三
万
九

千
円
、
水
道
事
業
会
計
（
収
益
・
資
本

的
支
出
の
合
計
額
）
一
億
五
千
六
百
八

十
万
六
千
円
、
そ
れ
ぞ
れ
予
算
決
定
を

い
た
だ
い
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

新
年
度
も
村
民
各
位
の
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

明
和
村
長
斎
藤

明
る
い
郷
土
づ
く
り
』

『
子
孫
に
誇
れ
る

憲
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※千円

公 園 費（ふるさと創生事業など）
..................... 2億46,420

道路改良・舗装工事費………… 2億91,430

測量調査委託料・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・20,600

物 件 補 償 費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 25,750

住 宅 管 理 費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• 7,179 
出

26億4,300万円

ツ←ッツ＇ \ 
前年比 7 ％増

.9% 
1 

国 民 年 金 費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 億45,998

老人家庭奉仕員派遣事業委託料…… 5,024

単位老人クラブ育成助成金………… 1,586

敬 老 年 金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2,515 

老人保健特別会計繰出金………• •…•17,380 

老人福祉センター費・・・・・・・・・・・・・・・・，•.. • ｷ21, 280 
保育園費・ュ· •9C....... ;-..:... 1 億14,877

性質別経費内わけ

土木費
7 憶2206万1 千円
＊構成比27.3%
◎伸び率42.4%

費
費
費

件
助
債

人
扶
公

... 
義
務
的
経
費

6 億68,766千円経投
――｀普通建設事業費など

資 8 億90,596千円

60,272千円巴包

1 億80,543千円他
一ぞ物件費・維持補修費など

塁 8 億42,823千円

小学校費（東小南校舎大規模改造、

外構工事など） 1 億43,300

中 学 校 費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ··49,343 

幼 稚 園 費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •46,382

青少年対策費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• 3,420 

公 民 館・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 17,563

保健体育費（村体育協会交付金、利根
川総合運動場維持管理委託など） 21,701

文書広報費

（村勢要覧、広毅紙発行など）…15,778

交通対策費（道路反射鏡設置工事など）
........................... 5,799 

町村幹部職員海外研修補助金・・・・・・・・・・.. 430 

区行政交付金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1,665 

法律相談事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. 700 

農業委員会費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. 7,535 

マイ クロノゞス購入費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・17,000

新農構、穀類乾燥調整貯蔵施設建設補助金

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14,510

測量調査委託料・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・18,461

用・排水、農道改良など工事費… 1 億50,601

金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 億04,828

子・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •75,715

邑楽館林医療事務組合出資金……… 7,908

国保特別会計繰出金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. 8,000 

循環器健診など委託料・・・・・・・・・・・・・・・・・・16,715

合併処理浄化槽設置補助金••……… •20,700

保健センター費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2,937 

家庭雑排水処理施設設置補助金……… 400

廃棄物処理など委託料・・・・・・・・・・・・・・・・・・23,918

簡易焼却炉購入助成金・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1,050 

館林衛生施設組合負担金••………… •29,859

｀担金（常備・非常備・
................. 1 億13,176

............. ｷ..... ｷ 53,550 

村商工会助成金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. 5,000 

商業設備近代化資金貸付等…………11,817

..................... 4,700 

..................... 6,000 
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三
月
一
日
、
館
林
市
農
協
、
明
和
農

協
、
千
江
田
農
協
の
一
二
農
協
が
合
併
し

新
生
館
林
市
農
協
が
ス
タ
ー
ト
。

そ
の
発
足
式
と
館
林
・
明
和
地
区
農

協
合
併
推
進
協
議
会
の
解
散
式
が
三
月

六
日
、
館
林
市
農
協
本
所
協
同
ホ
ー
ル

で
開
か
れ
、
館
林
市
長
、
明
和
村
長
、

農
協
中
央
会
副
会
長
、
そ
れ
に
役
員
、

組
合
長
な
ど
農
協
関
係
者
お
よ
そ
二
百

人
が
出
席
、
合
併
を
祝
い
ま
し
た
。

式
で
は
ま
ず
、
合
併
へ
の
経
過
報
告
、

協
議
会
の
収
支
決
算
報
告
、
新
役
員
の

紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

組
合
長
に
長
倉
孫
―
二
さ
ん
、
副
組
合

長
に
新
井
初
太
郎
さ
ん
、
専
務
に
坂
上

貞
雄
・
中
里
利
男
さ
ん
が
就
任
。
ほ
か

理
事
五
十
八
人
、
監
事
十
八
人
の
構
成

で
す
。
役
員
を
代
表
し
て
長
倉
組
合
長

が
「
わ
が
地
域
の
農
業
発
展
の
た
め
、

役
員
一
同
、
一
丸
と
な
っ
て
経
営
に
努

力
し
ま
す
」
と
力
強
く
あ
い
さ
つ
を
行

い
拍
手
を
浴
び
ま
し
た
。

組
合
員
は
七
千
三
百
入
余
、
県
内
第

な
っ
て
経
営
に
努
力

ス
タ
ッ
フ
一
同
一
丸
と

三
月
十
六
日
、
明
中
卒

業
式
が
行
わ
れ
二
百
六
名

が
晴
れ
の
卒
業
証
書
を
手

に
、
恩
師
、
父
母
、
在
校

生
ら
が
見
送
る
な
か
、
そ

れ
ぞ
れ
希
望
を
ふ
く
ら
ま

せ
母
校
を
後
に
し
ま
し
た
。

関
東
学
園
大
附
属
高
校
4
4
名
（
男
2
8
・
女
1
6
)

館
林
商
工
高
校
2
6
名
（
男
1
8
・
女8
)

恩師・在校生らに送られて
r 々

i \、 19 -

大
泉
高
校

館
林
女
子
高
校

認
名
（
男
8
・
女
1
4
)

1
7名

一
百
六
名
、母
校
を
あ
と
に

二
位
、
貯
金
残
高
は

二
月
末
で
お
よ
そ
八

百
億
円
と
県
内
は
も

ち
ろ
ん
、
全
国
で
も

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
な

り
ま
す
。〈

明
中
卒
業
式
〉
---

板
倉
高
校

1
4名
（
男
6
・
女8
)

西
邑
楽
高
校
認
名
（
男
4
·
今

8
)

太
田
東
高
校
9
名
（
男

3

・
女6
)

足
利
学
園
高
校
9
名
（
男
3
・
女

6
)

館
林
高
校
8
名

上
岡
学
園
専
門
高
校
6
名
（
男
2
・
女4
)

太
田
高
校

5

名

足
工
大
附
属
高
校
4
名
（
男

4
)

足
利
短
大
附
属
高
校
2
名
（
女
2
)

館
林
高
校
定
時
制

2

名
（
男2
)

常
磐
高
校

2

名
（
男1
・
女1
)

足
利
女
子
高
校
2
名

館
林
高
等
技
術
専
門
校
2

名
（
男2
)

羽
生
実
業
高
校

2

名
（
女2
)

葛
生
高
校

2

名
（
男2
)

佐
野
日
大
高
校

2

名
（
男1
・
女1
)

太
田
女
子
高
校

1

名

太
田
工
業
高
校

1

名

太
田
市
立
商
業
高
校

1

名
（
女1
)

熊
谷
女
子
高
校
1
名

佐
野
弥
生
高
校

1

名
（
女1
)

群
馬
美
容
高
等
専
修
学
校
1

名
（
女
1
)

鴻
果
服
装
専
門
学
校
1

名
（
女1
)

就
職
な
ど
7
名

164 人が

ナイスショッ卜

孝秋裕名
志夫雪
92 80 99 グロス
.... 
71.6 71.6 71.4NET 

第
一
回
明
和
村
ゴ
ル
フ
会
コ
ン
ペ
が

三
月
二
十
七
日
、
板
倉
ゴ
ル
フ
場
で
開

か
れ
、
総
数
百
六
十
四
名
が
腕
前
を
競

い
あ
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
次
の
方
々
が
上
位
入
賞

さ
れ
ま
し
た
。

順
位
氏

優
勝

1
1

鎌
田

準
優
勝
1
1

永
吉

三
位

1
1

野
本

地
区

新
里

田
島

千
津
井

第 1 回明和村

コルフ会コンペ

}

J

 

/f ¥ 

干明館



(7) 平成 2 年 4 月 10 日 広 報 め い わ 第343号

本村の受賞者と閑係者

宮川さん、柿泊さん、明中剣道部

□―表彰受ける一ー／
元年度の善行少年表彰式が 3 月

8 日、館林警察署で行われ少年、

少女21 人と 1 団体が表彰されまし

た、これは館林地区学校警察連絡

協議会と館林警察署が例年、 1 年

間を通じ、勇気と思いやりの心に

あふれた善行少年・少女をたたえ

る表彰です。

今回、明和村では小学生 2 人、

中学剣道部員が表彰されましたの

で紹介します。

家
族
や
友
達
な
ど
、
ま
わ
り
の
人
に

い
つ
も
思
い
や
り
の
心
で
接
し
て
い
る
。

思
い
や
り
の

が
ん
ば
り
や

柿沼雅くん

（表彰時東小 6)

善行少年表彰

分
け
へ
だ
て
な
く
、
だ
れ
と
で
も
心

良
く
接
す
る
優
し
い
心
の
持
ち
主
。
級

友
の
だ
れ
か
ら
も
好
か
れ
、
信
頼
さ
れ

て
い
る
。
比
較
的
お
と
な
し
い
子
に
は

常
に
そ
の
立
場
に
た
っ
て
気
づ
か
い
、

思
い
や
り
の
あ
る
心
温
ま
る
行
動
を
し

て
い
る
。

ま
た
、
登
・
下
校
の
際
、
下
級
生
、

特
に
低
学
年
生
に
は
、
雨
の
日
な
ど
荷

物
を
も
っ
て
あ
げ
た
り
し
て
み
ん
な
か

ら
感
謝
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
立
場
で

思
い
や
り

宮川紗耶花ちゃん

（表彰時西小 6)

県
中
体
連
夏
季
大
会
帰
路
で
の
で
き

ご
と
。
J

R

前
橋
駅
で
老
人
に
「

太
田
へ
行
く
に
は
？
」
と
た
ず
ね
ら
れ

親
切
に
教
え
て
あ
げ
た
。

し
か
も
、
乗
り
換
え
、
待
ち
時
間
に

お
茶
を
買
っ
て
き
て
一
緒
に
飲
ん
だ
り

し
た
。
車
中
で
も
話
を
弾
ま
せ
、
一
行

の
下
車
駅
は
先
の
川
俣
駅
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
太
田
駅
で
い
っ
た
ん
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
下
車
、
タ
ク
シ
ー
乗

場
ま
で
手
を
ひ
き
案
内
し
た
。
こ
の
心

温
ま
る
行
為
に
感
激
し
た
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
か
ら
礼
状
が
届
き
、
他
の
生
徒
に
好

感
を
与
え
た
。

明中剣道部
代表 2 人

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら

「
あ
り
が
と
う
」

家
族
が
入
院
し
て
い
る
時
な
ど
、
食
事

の
準
備
や
片
付
け
な
ど
進
ん
で
行
い
家

人
を
助
け
て
い
る
。

困
っ
て
い
る
友
達
、
下
級
生
に
は
お

し
み
な
く
手
を
さ
し
の
べ
る
優
し
い
心

の
持
ち
主
。
奉
仕
活
動
や
係
活
動
に
も

率
先
し
て
と
り
く
み
、
最
後
ま
で
責
任

を
も
っ
て
事
に
あ
た
る
。
こ
れ
等
の
こ

と
が
、
ク
ラ
ス
、
学
年
に
波
及
し
好
感

さ
れ
て
い
る
。

位
1
1
荒
木
義
介

7
6．
□

大
輪

7
 

位
1
1

飯
塚
正
弘

7
5．
訊
江
口

7
 

（
※
飯
塚
さ
ん
はB
G

賞
獲
得
）

位
1
1
田
中
明
和

9
3．
訊
矢
島

7
 

位
1
1

神
田
博
史

9
2．
闊
大
佐
四

7
 

位
1
1

久
保
庭
丈
助
9
1
.
7
3新
里

位
1
1

飯
島
正
昭

8
5
.
7
3新
里

位
1
1

奥
沢
隆
史

8
5
.
7
3新
里

〔
※
ベ
ス
ト1
0位
紹
介
敬
称
略
〕

※
シ
ン
ペ
リ
ア
方
式
。
ネ
ッ
ト
同
点

の
場
合
は
若
年
齢
者
が
下
位
と
な
る
。

十九八七六 五四

1 位の鎌田（後左）・ 2 位の永吉（後も）
飯塚（前左） • 3 位の野本（前も）さん

BGの
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＿公民館まつり

茶道・心を静めて

.----9  

ヽ

’ 

ヘー→

「
今
年
は
ど
ん
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る

か
楽
し
み
で
す
」
と
す
っ
か
り
村
民
の

間
に
定
着
し
た
公
民
館
ま
つ
り
。
三
月

十
・
十
一
日
の
両
日
、
中
央
公
民
館
で

開
か
れ
ま
し
た
。

公
民
館
事
業
の
各
種
教
室
講
座
の
成

果
発
表
、
作
品
展
示
を
は
じ
め
、
わ
た

あ
め
、
ヨ
ー
ヨ
ー
風
せ
ん
の
無
料
サ
ー

ビ
ス
、
手
づ
く
り
み
そ
実
演
、
消
防
は

し
ご
車
体
験
乗
車
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室
、

茶
道
、
そ
れ
に
講
堂
ス
テ
ー
ジ
で
は
カ

ラ
オ
ケ
、
舞
踊
、
着
付
け
教
室
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
趣
向
を
凝
ら
し
た
自
慢
の
芸

を
披
露
し
訪
れ
た
人
た
ち
を
楽
し
ま
せ

て
い
ま
し
た
。

軽スポーツ

仁＝ここ；•= ·-、こ••、…· •r ：ヽ·、ヘ，，. 

疇展示 , ご｀‘｀て、＜．＾ヽ

｛
卒
園
記
念
と
、
中
央
幼
稚
園
で
高

i
さ
2
m

、
幅
誌
m
ほ
ど
の
ジ
ャ
ン
ボ
お

~
ひ
な
さ
ま
を
作
り
節
句
を
祝
い
ま
し
た
。

i
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
を
二
つ
重
ね
、
そ
れ

ー
に
新
聞
紙
を
幾
重
に
も
は
り
、
色
付
け

：
を
し
て
出
来
上
り
。
園
児
た
ち
は
「
や

｛
っ
た
ね
」
、
「
大
き
い
な
」
と
見
上
げ
な

｀
之
ら
完
成
を
ん
で
い
ま
し
た
。

東
幼
稚
園
で
一
年
間
の
成
長
ぶ
り
を

父
母
ら
に
み
て
も
ら
お
う
と
、
「
大
き
く

な
っ
た
会
」
が
三
月
三
日
開
か
れ
ま
し

た
。
マ
ッ
ト
体
操
や
竹
馬
乗
り
な
ど
、

一
年
間
で
修
得
し
た
成
果
を
披
露
。
「
子

ど
も
の
成
長
は
早
い
も
の
、
こ
の
間
ま
．

で
泣
き
ベ
ソ
を
か
い
て
い
た
子
が
こ
ん

な
に
成
長
す
る
な
ん
て
…
…
」
と
目
頭

を
熱
く
感
激
し
て
い
ま
し
た
。

大
輪
の
門
間
徳
吉
さ
ん
宅
で
ス
ズ
メ

バ
チ
が
大
き
な
巣
を
つ
く
り
話
題
に
な

っ
て
い
ま
す
。
庭
木
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ほ
ど
の
大
き
さ
。
不
気
味
な
感
じ
だ
が
、

良
く
み
る
と
模
様
も
あ
ざ
や
か
ー
、

ち
ょ
っ
と
し
た
芸
術
品
。
ケ
ー
ス
に
入

れ
て
大
切
に
保
存
し
ま
す
」
と
ビ
ッ
ク

リ
ぎ
み
に
話
す
門
間
さ
ん
。
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入賞した堀口くん（左）と大沢さん
（右）

自
分
た
ち
が
ニ
ヵ

月
観
察
し
な
が
ら
育

て
た
サ
ケ
稚
魚
を
放

流
す
る
「
カ
ム
・
バ

ッ
ク
サ
ー
モ
ン
運
動
」

が
三
月
四
日
、
梅
原

地
先
の
利
根
川
で
行

わ
れ
、
大
勢
の
家
族

連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。「

か
な
ら
ず
戻
っ

て
来
い
よ
」
の
子
ど

も
た
ち
の
願
い
を
感

じ
る
か
の
よ
う
に
、

稚
魚
は
勢
い
良
く
銀

リ
ン
を
薙
か
せ
水
中

に
旅
立
ち
ま
し
た
。

（
子
ど
も
育
成
連
絡

協
議
会
な
ど
主
催
）
。

剣
道
大
会
結
果

本
村
を
は
じ
め
、
近
隣
市
町
村
か
ら

も
多
数
参
加
、
総
数
二
百
五
十
人
が
日

頃
の
鍛
練
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
本
村
で
は
次
の
二
名
が

入
賞
さ
れ
ま
し
た
。
〔
％
、
敬
称
略
〕

④
中
学
生
男
子
の
部

三
位
、
堀
口
幸
徳
（
入
賞
時
明
中
2
)

④
中
学
生
女
子
の
部

二
位
、
大
沢
静
（
入
賞
時
明
中

2
)

こ
の
ほ
ど
、
明
和
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
は
、
長
年
に
わ
た
り
優
れ
た
活
動

◎
明
和
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

群
馬
県
体
育
協
会
、
群
馬
県
ス
]

[
ボ
ー
ツ
少
年
団
本
部
長
表
彰

今
年
も
西
小
で
卒
業
生
を
送
る
は
な

む
け
に
と
、
在
校
生
、
P
T
A

役
員
、

を
展
開
し
、
多
大
な
成
果
を
あ
げ
ま
し

こ
。t
 同ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
昭
和
五
十

八
年
に
発
足
以
来
、
各
種
大
会
に
参
加
、

ま
た
、
地
域
の
奉
仕
活
動
等
に
積
極
的

に
参
加
し
、
剣
道
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

多
年
に
わ
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

育
成
に
努
め
、
健
全
な
青
少
年
ス
ポ
ー

ツ
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
。
落
合
さ
ん

は
明
和
F
C

（
少
年
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
）

の
コ
ー
チ
と
し
て
、
子
ど
も
を
指
導
、

勤
務
後
あ
る
い
は
休
日
な
ど
連
日
、
サ

◎
落
合
康
秀
さ
ん

教
職
員
ら
が
三
月
三
日
、
「
ふ
る
さ
と

劇
」
を
上
演
し
ま
し
た
。
劇
を
通
じ
て

ふ
る
さ
と
明
和
を
心
に
刻
ん
で
も
ら
お

う
と
例
年
行
っ
て
い
ま
す
。
出
し
物
は

村
の
偉
人
ら
を
題
材
に
し
た
も
の
で
、

脚
本
、
照
明
、
衣
裳
な
ど
す
べ
て
手
づ

゜

く
り

こ
の
劇
は
、
吉
永
校
長
が
昭
和
五
十

二
年
同
校
教
頭
時
代
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
も
の
。
同
校
長
が
三
月
退
職
す
る
こ

と
か
ら
今
回
は
、
こ
れ
ま
で
上
演
の
総

集
編
。
校
長
自
ら
も
一
役
を
演
じ
ま
し

た
。
歴
代
の
P
T
A

役
員
も
、
か
つ
て

演
じ
た
当
時
を
思
い
巡
ら
し
懐
し
そ
う

に
見
物
、
一
段
と
充
実
し
た
劇
に
見
入

っ
て
い
ま
し
た
。

ッ
カ
ー
を
通
じ
て
少
年
の
健
全
育
成
に

情
熱
を
注
い
で
い
ま
す
。

p
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ロ

在
宅
障
害
者
に

タ
ク
シ
ー
利
用
券
交
付

在
宅
の
障
害
者
が
外
出
時
に
タ
ク
シ

ー
を
利
用
す
る
場
合
、
そ
の
料
金
の
一

部
を
補
助
す
る
「
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用

券
」
を
、
地
区
の
民
生
委
員
を
通
し
て

次
の
と
お
り
交
付
し
ま
す
。

5
対
象
者

〇
身
体
障
害
者
手
脹
1
級
・
2
級
の
方

及
び
療
育
手
脹
の
障
害
程
度
が
A
の
方

（
但
し
、
自
動
車
税
、
軽
自
動
車
税

の
減
免
を
受
け
て
い
な
い
方
）

0
7
0
歳
以
上
の
一
人
ぐ
ら
し
、
6
5
歳
以

上
で
、
い
ず
れ
か
一
方
が
7
0
歳
以
上

で
あ
る
2
人
ぐ
ら
し
世
帯
の
方
（
但

し
、
四
輪
自
動
車
を
所
有
し
て
い
な

い
世
帯
）

〇
母
子
家
庭
世
帯
の
方
（
但
し
、
四
輪

自
動
車
を
所
有
し
て
い
な
い
世
帯
）

5
補
助
額

0

運
賃
の
基
本
料
金
（
初
乗
り
料
金
）

5
利
用
券
の
交
付 寧B 0

0
0
 

: 
0
0
0
 

(10) 

ロ

0

対
象
者
1

人
に
年
間
2
4枚

5
利
用
方
法

0

タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
に
身
体
障
害
者

手
帳
等
を
見
せ
、
利
用
券
を
1
枚
渡

し
て
く
だ
さ
い
。

0
利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー

0

川
俣
タ
ク
シ
ー
、
館
林
無
線
タ
ク
シ

ー
共
同
配
車
セ
ン
タ
ー
加
盟
社
（
多

々
良
タ
ク
シ
ー
、
館
林
合
同
タ
ク
シ

ー
、
つ
つ
じ
タ
ク
シ
ー
）
、
み
ど
り
タ

ク
シ
ー
、
す
み
れ
タ
ク
シ
ー
、
朝
日

タ
ク
シ
ー

な
お
、
4
月
中
に
利
用
券
を
交
付
し

ま
す
が
、
該
当
す
る
方
で
、
利
用
券
が

届
か
な
い
場
合
は
、
地
区
の
民
生
委
員

ま
た
は
住
民
課
福
祉
係
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。送

迎
バ
ス
運
行
日
変
更

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

4
月
か
ら
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
送

迎
バ
ス
運
行
日
の
み
が
次
の
と
お
り
変

わ
り
、
時
間
、
停
留
場
所
は
従
来
ど
お

り
で
す
。

0

火
曜
日
1
1

川
俣
、
須
賀
、
大
輪

0

水
曜
日
1
1

矢
島
、
入
ケ
谷
、
大
佐
貫

0

金
曜
日
1
1

斗
合
田
、
下
江
黒
、
上
江
黒

0

土
曜
日
1
1

千
津
井
、
江
口
、
田
島

0

日
曜
日
1
1

南
大
島
、
梅
原
、
中
谷

お
間
違
え
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。登

記
簿
等
の
閲
覧

4

月
か
ら
有
料

登
記
所
に
あ
る
会
社
の
登
記
簿
及
び

各
種
法
人
の
登
記
簿
の
閲
覧
は
、
4
月

1
日
か
ら
有
料
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
登
記
手
数
料
も
次
の
よ
う
に

村
の
顆
問
弁
護
士

法
律
相
談
に
応
じ
ま
す

が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

0

不
動
産
・
会
社
・
法
人
の
登
記
簿
等

の
閲
覧
…
…
…
…
…
…
…
3
0
0
円

0

同
登
記
簿
等
の
謄
．
抄
本
：
5
0
0
円

〇
印
鑑
等
の
証
明
書
…
…
…
3
0
0
円

※
詳
し
く
は
、
法
務
局

(
6
7
2
1
3
1

3
9
)
へ
。

安
い
で
評
判
の

植
木
は
い
か
が

0

と
き
1
1
4
月
2
9
日
団
1
5
月
5
日

田
午
前
9
時

1

午
後
6
時

0
と
こ
ろ

1
1

村
商
工
会
館
前

0

明
和
村
植
木
生
産
組
合
主
催

0

展
示
品
1
1
花
き
花
木
、
鉢
物
、

な
ど
各
種
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
経
済
課
へ
。

庭
木

村
で
は
今
年
度
（
平
成
2
年
4
月
）
か
ら
月
1
回
（
毎
月
1
0
日
、

但
し
1
0
日
が
日
曜
、
祝
日
に
な
る
場
合
は
翌
日
、
第
2
土
曜
日
に

な
る
場
合
は
翌
々
日
に
な
る
）
次
の
と
お
り
無
料
法
律
相
談
を
実

施
し
ま
す
。
事
故
、
事
件
、
相
続
、
贈
与
と
い
っ
た
法
律
に
関
係

し
た
一
般
事
項
に
つ
い
て
、
村
の
顧
問
弁
護
士
（
明
和
村
出
身
）
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

5
5
月
の
相
談
日

0

日
時

1
1
5

月
1
0
日
困
午
前
1
0
時
か
ら
午
後1
時
ま
で

0

場
所
1
1
明
和
村
役
場
会
議
室

0

対
象

1
1

明
和
村
民
一
般

そ
の
ほ
か
、
く
わ
し
く
は
役
場
総
務
課
に
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

文化講演会く無科＞

館林市出身見城美枝子さん

「変わりゆく時代と女性たち」

時／ 5 月 14 日（月）

から。

会場／館林市三の丸芸術ホール。

申込み／ 4 月 23 日から受付（先着順）

東電館林営業所窓ロへ。

日 午後 5 時30分

0

と
き
1
1
4
月
1
9
日
困
5
月

1
日
因
午
前

9

時
3
0分
1

1
0時
3
0
分
受
付

0

と
こ
ろ
1
1
保
健
セ
ン
タ
ー

0

と
き
1
1
4
月
1
6
日
同

1
0
時1
午
後
3
時

0
と
こ
ろ

1
1

役
場
会
議
室

0

毎
月
第
1
木
曜
日
の
午
前
1
0
時

ー
午
後
3
時
（
休
日
の
場
合
は

翌
週
）

0

と
こ
ろ
1
1
館
林
市
役
所

交
通
事
故
相
談

0

毎
月
第
3
木
曜
日
の
午
前
1
0
時

ー
午
後
3
時

0
と
こ
ろ

1
1

館
林
市
役
所

年
金
相
談

午
前

人
権
・
行
政
・
心
配
i
J
と
相
談

健
康
相
談

0

毎
月
第
2
木
曜
日
の
午
後
1
時

1
2

時
受
付

0

と
こ
ろ
1
1
保
健
セ
ン
タ
ー

乳
児
健
診

※今月の納め 軽自動車税・納期銀は 5 月 1 日。国民年金・水道料・納期限は 4 月 27 日。期限までに納めましょう。
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村 の ス
っ

＿、、

c き

4 月

11 日

12 日

13 日

15 日

17 日

ヶ

19 日

20 日

23 日

24 日

ヶ

明中新入学生徒交通安全

教室

村ボランティア連絡協議

会総会

区長初会議

利根川総合運動場クリー

ン作戦

ソフトボールリーグ戦開

会式

道路改良促進協議会

村政功労者表彰

体育施設利用団体協議会

衛生協力会総会

老人クラブ連絡協議会総

会

農業委員会

五
万
円
の
報
償
金

村
結
婚
相
談
所
で
は
、
活
動
を
よ
り

推
進
す
る
た
め
、
平
成
二
年
四
月
一
日

か
ら
花
嫁
、
花
婿
を
と
り
も
っ
た
方
、

（
媒
酌
人
）
に
報
償
金
一
件
に
つ
き
五
万

円
を
交
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

村
の
後
継
者
育
成
事
業
の
一
環
と
し

て
適
齢
者
の
結
婚
を
促
進
し
、
村
に
在

住
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
郷
土
愛

を
深
め
、
や
が
て
は
村
の
担
い
手
、
後

継
者
に
な
っ
て
も
ら
お
う
と
制
度
化
し

た
も
の
で
す
。

仲
人
さ
ん
に

※予定ですので変わる場合もあります

報
償
金
交
付
対
象
と
な
る
の
は
次
の

よ
う
な
結
婚
の
仲
介
を
さ
れ
た
方
で
す
。

一
、
花
嫁
、
花
婿
と
も
明
和
村
在
住
者

で
婚
姻
後
も
引
き
続
き
明
和
村
に
在

住
す
る
場
合
。

一
、
花
嫁
、
花
婿
の
い
ず
れ
か
一
方
が

明
和
村
在
住
者
で
婚
姻
後
、
引
き
続

き
明
和
村
に
在
住
す
る
場
合
。

※
こ
の
場
合
、
い
ず
れ
も
媒
酌
人
は

村
内
・
村
外
者
を
問
い
ま
せ
ん
。

対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
方
は
役
場

総
務
課
に
申
出
く
だ
さ
い
。

一
寄
付
あ
り
が
と
う
一

屠
奈
良
修
三
さ
ん
（
田
島
）
は
五
万
円

0
群
馬
県
民
生
協
明
和
地
区
委
員
会
は

一
万
円

屠
田
島
弘
さ
ん
（
南
大
島
）
は
十
万
円

〇
東
京
電
力
閥
館
林
営
業
所
は
一
万
三

千
円

そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
と
村
社
会
福
祉
協
議
会

（
奉
仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

事
異
動

4
月
1
日
付
（
）
は
前
職

【
転
出
】

▼
館
林
五
小
江
原
文
子
（
東
小
）
▼
館

林
二
中
伏
島
均
（
東
小
）
▼
嬬
恋
田

代
小
宮
崎
文
江
（
東
小
）
▼
邑
楽
中
野

小
上
原
千
鶴
子
（
西
小
）
▼
館
林
一
小

伏
島
則
子
（
西
小
）
▼
館
林
八
小
教
頭

飯
塚
邦
夫
（
明
中
）
▼
太
田
宝
泉
南
小
一

中
野
幸
弘
（
明
中
）
▼
笠
懸
中
添
田
良

之
（
明
中
）

【
転
入
】

▼
東
小
校
長
佐
藤
紀
一
（
板
倉
西
小
）

▼
東
小
教
頭
関
根
二
朗
（
館
林
六
小
）

▼
東
小
落
合
久
美
（
太
田
韮
川
小
）
▼

東
小
池
尻
野
貞
恵
（
邑
楽
長
柄
小
）
▼

西
小
濱
野
紀
久
（
館
林
六
小
）
▼
西
小

井
上
哲
男
（
桐
生
西
小
）
▼
西
小
廣
川

正
子
（
太
田
養
護
）
▼
明
中
笠
井
智
郁

（
邑
楽
中
）
▼
明
中
櫻
井
義
久
（
太
田
南

中
）
▼
明
中
星
野
希
代
美
（
館
林
二
中
）

▼
明
中
古
瀬
衛
（
前
橋
城
東
小
）
▼

明
中
高
瀬
陽
子
（
館
林
二
中
）

【
転
補
】
（
管
内
異
動
）

▼
東
小
川
田
恵
美
子
（
西
小
）
▼
西
小

校
長
宇
治
川
哲
也
（
東
小
）
▼
西
小

宗
川
久
（
明
中
）
▼
明
中
青
木
佳
子

（
東
小
）

【
新
採
用
】

▼
東
小
首
村
智
恵
子
▼
東
小
金
崎

豊
彦
▼
西
小
小
島
千
亜
紀
▼
西
小

山
ロ
一
彦
▼
西
小
塚
田
陽
子
▼
西
小

田
部
井
恵
美
子
▼
明
中
教
頭
松
沢
宏

明
（
中
央
公
民
館
）
▼
明
中
新
島
英

幸
▼
明
中
飯
泉
尚
士

【
退
職
】
3
月
3
1
日
付

▼
川
島
富
男
（
東
小
）
▼
吉
永
正
一

人

（
西

島
田
欣
重
（
建
設
課
）

小
）
▼
須
藤
守
二
（
西
小
）
▼
福
田
利
子
▼
商
工
係

（
明
中
）
▼
田
代
す
み
江
（
明
中
）
▼
石
塚
◎
建
設
課
”

一
生
（
明
中
）
県
教
育
指
導
王
事
へ
▼
野
▼
工
務
係
長
心
得
高
橋
伸
吉
（
建
設
課
）
元

村
正
人
（
明
中
）
村
教
委
社
教
主
事
へ
▼
水
道
管
理
係
長
須
永
賢
一
（
水
道
係
そ

【
幼
稚
園
】
長
）
▼
水
道
工
務
係
長
心
得
原
口
享
直

マ
束
幼
稚
園
矢
之
貴
洋
子
（
中
幼
）
▼
（
経
済
課
）
▼
工
務
係
瀬
下
嘉
彦
（
経
済
巨
を方

東
幼
稚
園
秋
山
み
ゆ
き
（
西
幼
）
▼
中
課
）

央
幼
稚
園
宮
川
み
ど
り
（
東
幼
）
▼
西
◎
企
画
開
発
課
え

幼
稚
園
諸
貫
一
美
（
中
幼
）
▼
企
画
係
長
田
口
晴
美
（
教
育
委
員
考

【
新
採
用
】
会
社
会
体
育
係
長
）
▼
都
市
計
画
係
長
な

勺

▼
中
央
幼
稚
園
小
平
清
子
矢
島
修
一
（
建
課
設
工
務
係
長
）
▼
開
発

0定

【
小
・
中
学
校
】
（
給
食
調
理
人
）
係
長
心
得
吉
永
清
重
（
企
画
開
発
課
▼

固

マ
束
小
落
合
静
江
（
西
小
）
▼
東
小
都
市
計
画
係
石
川
三
郎
（
税
務
課
）
乃

平
石
妙
子
（
明
中
）
▼
西
小
谷
津
照
子
◎
議
会
事
務
局
て

（
東
小
）
▼
西
小
中
村
ひ
ろ
子
（
明
中
）
▼
事
務
局
長
飯
島
茂
雄
（
保
健
課
長
）
い

▼
明
中
篠
原
た
か
子
（
西
小
）
▼
明
中
◎
教
育
委
員
会
て

1
 

J
 

本
沢
淑
江
（
東
小
）
▼
事
務
局
長
村
田
正
己
（
経
済
課
長
）
肌

｛
告

【
新
採
用
】
▼
社
会
体
育
係
長
心
得
宮
崎
守
正
（
教
几
又

）
西
小
篠
木
サ
ダ
育
委
員
会
）
▼
社
会
体
育
係
細
田
祥
子
や

【
退
職
】
3
月
3
1
日
付
（
企
画
開
発
課
）
▼
中
央
公
民
館
五
十
力

ヒ
ヒの

▼
五
十
嵐
と
み
（
西
小
）
嵐
好
子
（
総
務
課
）
月

◎
総
務
課
◎
新
採
用
t

マ
消
防
交
通
係
長
田
口
久
夫
（
保
健
▼
公
民
館
次
長
野
村
正
人
▼
税
務
課
臼

゜

課
保
健
衛
生
係
長
）
▼
庶
務
係
奈
良
英
牛
久
保
正
和
▼
住
民
課
奈
良
佳
洋
子
“

雄
（
総
務
課
）
▼
財
政
係
篠
木
真
一
郎
◎
東
保
育
園
す

間

（
住
民
課
）
▼
庶
務
係
高
橋
初
美
（
住
民
課
）
▼
木
村
涼
子
（
中
央
保
育
園
）
▼
坂
村
夏
て

◎
税
務
課
代
（
西
保
育
園
）
▼
橋
本
芳
江
（
西
保
育
園
）
司
―

▼
第
一
係
長
荻
野
康
男
（
税
務
課
）
◎
中
央
保
育
園
人

▼
第
一
係
福
島
義
雄
（
館
林
邑
楽
農
業
▼
金
子
春
江
（
西
保
育
園
）
▼
谷
津
弘
子
~

共
済
事
務
組
合
）
（
東
保
育
園
）
は

6
 

◎
住
民
課
◎
西
保
育
園
日

ヽ
ち

マ
福
祉
係
小
林
雄
司
（
総
務
課
）
▼
田
端
佐
知
子
（
東
保
育
園
）
▼
須
藤
し
ー

◎
保
健
課
げ
子
（
中
央
保
育
園
）
▼
奈
良
芙
佐
江
か

▼
課
長
木
村
利
男
（
税
務
課
第
一
係
長
）
（
東
保
育
園
）
日

▼
保
健
衛
生
係
長
川
島
嘉
一
郎
（
総
務
◎
退
職
者
3
月
3
1
日
付
、
1
0

課
消
防
交
通
係
長
）
▼
梁
瀬
勝
治
（
教
育
委
員
会
事
務
局
長
）
月

4
 

◎
経
済
課
▼
松
沢
宏
明
（
公
民
館
次
長
）
▼
田
部
井

※
 

て
課
長
立
川
実
（
議
会
事
務
局
長
）
文
（
教
育
委
員
会
）
〔
敬
称
略
〕
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‘
員
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

4
-―9-

” 

人
人
、

戸
人
人
人

ロ
在

2
0
5
5
)
6
4
7
[

6
4
5
0
2
4
5
き
亡
出
[

現
＇
，
心
動
“

人
日
広

1
0
5
5

の
死
転
[, 

の
ー
数
数
中
人
人
[

月
公
じ
月
ー
、

寸

4

帯
象
男
女

3
3
4

i

太
口
（
生
入
'世
人
出
転
[

, ’ 

、
t
』
r
,
‘
‘
▲
r
.

冨： 館林邑楽地区 館林地区 千代田

日 産婦人科 耳鼻科 内 科外科 明和地区

4 月 15 日
白沢医院川村医院 云 館林医院 館林地区が

曜 云（72)1600 云（72)1337 須田医院 (72) 0862 云（74)2112 担当します

4 月 22 日
落合医院川田医院 大塚医院云（72)0176 寺内医院 館林地区が

当
云（72)3160 云（72)3724 ゆたか医院云（73)7308 云（72)3031 担当します

4 月 29 日
根岸医院小倉医院 記念病院云（72)3155 礫川堂医院 小西医院

番
云（72)3262 云（72)0606 神尾医院云（75)1288 云 (74)0184 云（86)2261 

古屋病院大神医院 後藤内科云（72)0134 永寿堂医院 館林地区が
5 月 6 日

云（63)6161 ff (62) 2200 上野医院ff(72) 3330 云（72)4469 担当します
医

真中医院川田国医院 森下医院云（73)7776 海宝医院 竹越医院
5 月 13 日

合 (72) 1630 云（72)3314 清河堂医院云（72)3070 云 (74)0811 云 (84)3137 

三／。00

（
江
ロ
・
三
歳
六
カ
月
）

●玲奈ちゃん…「お嫁さんになって、おいし

いおりょうりを、いっぱいつくりたいの」

•お母さん……「二人の兄の良いところも悪

いところも真似しています。ことばやしぐ

さのなかに、女の子らしさがもっとでてく

れればいいのですが……」

健司・洋子さんの長女

や
の
き
れ
い
な

矢
之
貰
玲
奈
ち
ゃ
ん

貪

3 月の

救急車出動回数
•交通事故 3 件

•急病 8 件

•その他 1 件

•計 12 件

※広報係では「わが家の華」の登場者を募集

しています。どしどし応募、ご連絡くださ

い。 連絡先＝合 (84) 3 1 1 1 へ。

了
c

か

むらこそあつこ

(5 歳・梅原）

運動の重点

1. 

.

.
 

2

3

 

む
ら
こ
そ
み
な
こ

(
7歳
・
梅
原
）

贔
謬
一
[

ー}-'
 

` 
二8

も
で
一

こ
J
月
ツ
―
―

※今月は二人のおともだちから作品が届きま

した。もっともっと送ってくださ～い

婁
鱚

`M-

— 
`u-
— 

層］の全国交通安全運動

'こう群馬賢

／三：
I 

こどもと高齢者の歩行中、自転車乗用中の

交通事故防止。

若年運転者の交通事故防止。

正しい方法によるシートベルト着用の徹底。

゜
1
1

お
く
や
み
1
1

氏
名
年
齢
世
帯
主

田
島
い
ち

8
7

弘

松
田
キ
ャ

6
7
麟
詞

江
原
薫

7
5
正
樹

荒
井
季
秋

5
9
利
幸

岡
安
福
一

6
4
菅
野
章

島
田
シ
ズ
エ

6
5
秋
太
郎

澁シ」、石
澤昇泉山氏

\、\~I• I(l ,I(lh、{, I!t 

南南江千江南地
大大津大
島島口井口島区

％％％％％封開

1
1

お
め
で
た
1
1

名
保
護
者
続
柄

や
す
な
り
泰
成
克
己
長
男

は
る
な春
菜
正
行
二
女

沙
織
利
郎
長
女

須新下地
江

賀里黒区

％知知閥

お
め
で
た

《
口̀
[

 

お
く
や
み
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ナシの花棚の下にて•田島地内

人学式
お父さん、 お母さんに手をひかれ、心弾ませ校門を（ぐるヒ゜ッカ、 ヒ゜

ッカの 1 年生 。 りりしい背に真新しいランドセルが良くにあう。

陽に反射し、 とてもまぶしし、0 「お兄ちゃん、 お姉ちゃん、 ぱ（たち、

きょうから 1 年生なんだ。教室のこと、給食のこと、

いろし、ろ教えてね」ぱ（たちがんばりま～す。

お勉強のこと、
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表彰式のようす

村
政
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
方
を
表
彰
す
る
「
村
政

功
労
者
表
彰
式
」
は
、
四
月
十
九
日
、
役
場
会
議
室

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
受
賞
さ
れ
た
方
は
、
前
村
長
の
奈
良
丑
松
さ

ん
を
は
じ
め
、
長
塩
信
之
助
さ
ん
、
早
川
リ
ツ
さ
ん
、

砂
賀
良
夫
さ
ん
の
四
人
で
す
。

い
ず
れ
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
長
い
間
村
政
発

展
に
貢
献
さ
れ
た
方
で
す
。
そ
の
四
氏
の
功
績
に
対

し
、
表
彰
規
程
に
基
づ
き
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
り

労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。
こ
の
表
彰
は
、
村
が
行
う

褒
彰
の
中
で
は
最
も
名
誉
あ
る
も
の
で
す
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。0

千
江
田
村
教
育
委
員
会
委
員
1
1

昭
和

2
7
年
1
1
月
i
3
0
年
2
月
(
2
年
4
ヵ

月
）

0

明
和
村
教
育
委
員
会
委
員
1
1

昭
和
3
0

年
3
月
ー
3
1
年
2
月
(
1
年
）

Q 

前村長

奈良丑松さん

元統計調査協力員

砂賀良夫さん

受
賞
者
の

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

0

明
和
村
村
議
会
議
員
1
1

昭
和
3
8
年
8

月
i
4
3
年
8
月
(
5年
）

゜

0

明
和
村
助
役
1
1

昭
和
4
3
年
8
月
ー
4
9

年
9
月

(
6年
2
ヵ
月
）

0

明
和
村
長
1
1

昭
和
4
9
年
1
0
月
＼
平
成

元
年
6
月

(
1
4年8
ヵ
月
）

0

明
和
村
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

委
員
1
1

昭
和
5
0
年
4
月1
現
在

(
1
5

年
）

0

明
和
中
学
校
校
医
1
1

昭
和
5
0
年
4
月

1

現
在

(
1
5年）

0

明
和
村
民
生
児
童
委
員
1
1

昭
和
4
9
年

1
2
月1
平
成
元
年
1
1
月
(
1
5年）

0

明
和
村
統
計
調
査
協
力
員
1
1

昭
和
4
5

年
4
月
1

平
成
2
年
3
月

(
2
0年）

0

明
和
村
消
防
団
第
8
分
団
長
1
1

昭
和

位
年
4
月
1
4
3
年
3
月

(
1年
） 元民生児童委員

早川リツさん

明中校医

長塩信之助さん

晨
目
月

(2) 

ロ
。
の
定
義
を
教
え
て
く
だ
さ

第
1
1
6
回
国
会
で
、
公
職
選
挙
法
が
改

正
と
な
り
ま
し
た
（
平
成
二
年
二
月
一

日
施
行
）
。
金
の
か
か
ら
な
い
政
治
の
実

施
と
選
挙
の
公
正
な
ど
を
柱
と
し
て
い

ま
す
。
そ
の
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
を
一
問

(
Q
)
、
一
答
(
A
)で
紹
介
し
て
み
ま

し
ょ
う
。m はをか公

ど知選職
うら挙の
かず区候
゜に内補
寄の者
附者等
をでか
しあ ‘ 

たる相
場こ手
合と方

゜ま止つ善
すさて意
゜れい＾
‘る知
罰ーら
則にな
のかい
対か、

ヽ

象わ亜ヽ
U“‘

とら意
なす＾
り禁知

。
金
銭
、
物
品
、
そ
の
他
の
財
産

上
の
利
益
の
供
与
、
交
布
、
約

束
を
い
い
、
党
費
、
会
費
、
そ

の
他
債
務
の
履
行
と
し
て
さ
れ

る
も
の
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

m 書婚候
一披補
名露者
義宴等
でにの
祝出妻
儀席＾

r;昌が
と秘結

こ二g
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300m2以上の土地取引き
゜

届出が必要です。

゜

国
士
利
用
計
画
法
に
基
づ
き
、
明
和

村
の
市
街
化
区
域
が
「
監
視
区
域
」
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

指
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
市
街
化

区
域
で
の
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の

土
地
取
引
は
、
届
出
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
す
。こ

れ
は
地
価
の
高
騰
を
抑
制
す
る
た

め
の
も
の
で
、
期
間
は
平
成
―
一
年
五
月

十
五
日
か
ら
平
成
七
年
五
月
十
四
日
ま

で
の
五
年
間
で
す
。

国
土
利
用
計
画
法
で
知
事
は
地
価
が

急
激
に
上
昇
し
、
あ
る
い
は
そ
の
恐
れ

が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
適
正
で
合
理
的

な
土
地
利
用
の
確
保
が
困
難
と
な
る
恐

れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
区
域
を
五
年

以
内
の
期
間
を
定
め
て
「
監
視
区
域
」

と
し
て
指
定
で
き
ま
す
。

指
定
さ
れ
た
区
域
で
は
土
地
取
引
き

の
届
出
対
象
面
積
の
基
準
を
引
下
げ
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
指
定
さ
れ
た
本
村
関
係
は
次

の
と
お
り
で
す
。

〇
届
出
対
象
面
積

三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

〇
指
定
期
間

平
成
2
年
5
月
1
5
日
ー
平
成
7
年
5

月

1
4
H

〇
知
事
は
届
出
を
し
た
土
地
取
引
き
に

対
し
て
、
価
格
と
利
用
目
的
を
審
査

し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
「
指
導
」
、
「
勧

告
」
を
行
い
、
勧
告
に
従
わ
な
い
場

合
は
、
業
者
名
な
ど
を
「
公
表
」
す

る
ほ
か
、
無
届
け
に
対
し
て
は
罰
則

規
定
を
適
用
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
役
場
企
画
開
発
課
に
お

問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

花
輪
に
つ
い
て
は
常
に
禁
止
さ

〇
れ
ま
す
。

は
ど
う
で
す
か
。

妻
（
秘
書
）
が
、
ポ
ケ
ッ
ト
マ

〇
‘
『
ー
を
出
す
こ
と
ま
で
禁
じ
て

し
ま
せ
ん
。

m か出で後
゜すあ援
こっ会
とては
がも‘
で‘そ
き花の
な輪会
いや員
の香の
で典葬
すを式

選
挙
区
内
に
あ
る
者
に
対
し
て

〇
ば
罰
則
を
も
っ
て
禁
止
さ
れ
ま

す
。駐＇で則化ii矢

すに輪補
か持を者
゜つ出等
てす本
行こ人
くとが
こ‘出
とま席
はたし

う事‘

om 
さ酒る通 等候
れ等゜常 で補
まをしの 会者
す持か会 費等
゜参し、費 をが
すで支忘
る特あ 払年
こ別れ え会
とのば る‘
はお支 か新
禁包払 ゜年
止やぇ 会
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0
斗
合
田
区
阿
部
敏
一
（
新
）

0
下
江
黒
区
篠
原
嘉
一
（
再
）

0
上
江
黒
区
江
森
昇
（
再
）

0
千
津
井
区
酒
井
俊
明
（
再
）

0
江
口
区
柿
沼
釣
一
（
再
）

0
田
島
区
奈
良
喜
一
郎
（
新
）

0
南
大
島
区
森
尻
茂
（
新
）

0
新
里
区
瀬
下
佳
平
（
新
）

0
中
谷
区
坂
上
源
次
（
再
）

〇
梅
原
区
神
谷
富
次
（
再
）

0
川
俣
区
藤
野
松
雄
（
再
）

0
須
賀
区
落
合
範
雄
（
再
）

0
大
輪
区
原
口
昭
一
（
再
）

0
入
ヶ
谷
区
金
子
礼
次
郎
（
再
）

〇
矢
島
区
奈
良
原
昭
三
郎
（
新
）

0
大
佐
貰
区
本
沢
仁
一
（
新
）

※
区
長
会
長
1
1

坂
上
源
次
、
副
会
長

1
1

原
口
昭
一
・
江
森
昇
、
会
計

1
1

神

谷
富
次 〈

区

長
〉

住
民
の
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
、
よ
り

細
か
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
等
を
適
切
、
円
滑
に
反
映
、

推
進
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
地
域
の
リ
ー

ダ
ー
、
村
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
活
躍
、

ご
協
力
い
た
だ
く
区
長
さ
ん
を
は
じ
め
、

平
成
二
年
度
の
役
員
さ
ん
が
決
ま
り
ま
し

た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
ご
活
躍
い
た
だ
き

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
文
中
、
敬
称
略
）

平
成
一〇

蓮
見
功
（
斗
合
田
）
再

〇
砂
賀
和
夫
(
”
)
新

0
川
辺
平
吉
（
下
江
黒
）
再

年
度
区
長
な
ど
役
員
さ
ん
決
ま
る

〈
交
通
指
導
員
〉

0
神
田
静
一
（
大
佐
貫
）
再

0
今
成
明
（
南
大
島
）
再

〇
柿
沼
光
（
江
口
）
再

0
石
川
俊
夫
（
矢
島
）
再

0
横
塚
寛
（
千
津
井
）
再

0
坂
登
清
松
（
中
谷
）
再

0
関
日
健
一
（
梅
原
）
新

0
松
本
巧
（
大
輪
）
新

0
機
村
高
久
（
斗
合
田
）
新

※
隊
長
1
1

神
田
静
一
、
副
隊
長
1
1

今
成

明
・
柿
沼
光

一

(4) 

〈
統
計
調
査
員
〉0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

篠中秋中金早斉松渡石柴佐田坂堀細帆小岡本奈青福柿石関野菌薗石多篠小
木島野村子川藤本辺崎崎藤部登口田足松安沢良木島沼川口本部部橋田原林

初井原 与登
真幸正保竹敏稚義利弘市勝政清菊増圭寅正春和勝一 恵志敏正忠志 喜正
司一雄光雄夫万一夫二郎味雄松治夫二雄志雄男美男光一男夫男雄男好次敏
^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ 

大矢入 大須川 梅中新 南田 江 千 上
II 佐 II ケ II II II II II II II II 大！！ !11111 1111 津！！ ！！江！！

貰島谷 輪賀俣 原谷里 島島 口 井 黒
ヽ一ヽ一ヽ一ヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽ一ヽヽヽ

新再再再再再再再再新再再再再新再再再再再新新再再再再再再再再再再再

※
統
計
調
査
協
議
会
長
1
1

関
日
与
志

男
、
副
会
長
1
1

薗
部
忠
雄
・
金
子
竹
雄

〈
衛
生
部
長
〉

0
鈴
木
勝
夫
（
斗
合
田
）
新

〇
照
内
一
郎
（
下
江
黒
）
再

0

滝
口
武
夫
（
上
江
黒
）
新

0
田
村
勝
司
（
千
津
井
）
再

〇
蜜
井
奎
二
（
江
口
）
再

0
北
島
三
郎
（
田
島
）
新

0
関
本
政
市
（
南
大
島
）
再

0
小
田
木
正
弘
（
新
里
）
再

0
坂
上
八
十
一
（
中
谷
）
再

〇
始
沢
仁
一
（
梅
原
）
新

0
藤
倉
玉
治
（
川
俣
）
新

0
加
藤
助
治
（
須
賀
）
再

〇
駒
宮
政
雄
（
大
輪
）
再

0
金
子
基
一
（
入
ヶ
谷
）
新

〇
樽
見
千
次
（
矢
島
）
新

〇
篠
木
進
一
（
大
佐
貫
）
新

※
衛
生
協
力
会
長
1
1

坂
上
八
十
一
、

副
会
長
1
1
蜜
井
奎
二
、
金
子
基
一

〇
砂
賀
良
夫
（
斗
合
田
）

〇
照
内
敏
司
（
下
江
黒
）

0
福
島
明
（
上
江
黒
）

〇
薗
部
己
行
（
千
津
井
）

0
関
口
与
志
男
（
江
口
）

0
小
菅
良
高
（
田
島
）

0
岡
安
敏
雄
（
南
大
島
）

0
谷
津
好
一
（
新
里
）

0
新
井
明
（
中
谷
）

0
山
野
井
文
治
（
梅
原
）

0
落
合
偉
良
（
川
俣
）

0
川
島
龍
司
（
須
賀
）

0
荒
木
良
知
（
大
輪
）

0
金
子
清
（
入
ヶ
谷
）

0
清
水
勝
栽
（
矢
島
）

〇
篠
木
保
雄
（
大
佐
貫
）

※
会
長
1
1

関
口
与
志
男
、

谷
津
好
―
•
清
水
勝
哉

副新再新新新新新新再新新再新新新新
会

[ 

r

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

 

i
行
政
と
の
パ
イ
。
フ
役
、
い
ろ
い
ろ
お
世
話
に
一

~
な
り
ま
す
。

―
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
｛

9
,
'
9
9
9
9
9
9
9
9

ヽ

9
9
9
9
9
9
9

ヽ
ヽ

9
9
9
9
9
9

ヽ

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
‘
‘
'

ヽ

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

ヽ

9
9
9

ヽ

9

し

子
と
も
会
育
成
〉

〈
団
体
連
絡
協
議
会
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ね
は
ん
ぴ
よ
り

鴇
鳴
い
て
涅
槃
日
和
の
つ
づ
き
け
り

流
れ
く
る
工
場
の
チ
ャ
イ
ム
春
の
風

梨
の
花
語
ら
い
明
る
し
花
粉
つ
け

如
月
や
祝
い
結
び
の
和
菓
子
買
う

啄
木
忌
一
人
の
相
撲
取
り
通
す

ち
ん
じ
，
き

椿
痔
忌
や
自
我
の
物
差
し
振
り
か
ざ
す

梨
の
花
十
年
住
み
て
水
な
じ
む

菜
の
花
や
ふ
と
口
づ
さ
む
童
べ
唄

裏
庭
や
柿
の
若
葉
の
明
る
＜
て

松
本
夜
詩
夫

野
沢
芳
子

荒
井
み
ね
子

日
名
子
春
実

高
橋
三
重
子

山
下
ふ
で

山
下
富
治

江
原
さ
い

森
戸
ひ
ろ

文
芸

だくちよしこ (10歳・大輪）

俳句会

みんなの仕辻易

(((@@® 

ドリゲースランフ°

だかねざわゆみ
(11 歳・中谷）

纏
鱚

ù __ 
ù __ 

※今月は二人のおともだちから届き

ました。ハガキに書いて、右記あ

てどしどし送って｀くださ～い。

/¥ 

作
文
・
「
さ
け
の
た
ま
ご
」

しみずやすあきくん

西小 1 （入選時）

さかうえともこちゃん

東小 1 （入選時）

さ
け
の
、
た
ま
ご
を
も
ら
い
ま
し

た
。
す
い
そ
う
に
、
い
れ
て
か
い
ま

し
た
。
ま
わ
り
を
く
ら
く
し
ま
し
た
。

ぱ
く
は
、
さ
け
の
た
ま
ご
を
ち
ゅ

う
お
う
こ
う
み
ん
か
ん
に
も
ら
い
に

い
き
ま
し
た
。
ぱ
く
は
、
だ
い
じ
ょ

う
ぶ
か
な
と
お
も
い
ま
し
た
。
で
も
、

へ
い
き
だ
と
お
も
え
ば
だ
い
じ
ょ
う

ぶ
と
お
も
っ
て
そ
だ
て
ま
し
た
。

び
ん
の
な
か
に
い
れ
て
、
水
も
、

と
き
ど
き
、
お
と
う
さ
ん
が
、

を
と
り
か
え
て
く
れ
ま
し
た
。

わ
た
し
は
、
早
く
、
さ
け
に
、
な

れ
ば
い
い
な
と
、
お
も
い
ま
し
た
。

ま
る
い
、
た
ま
ご
か
ら
、
あ
た
ま
と
、

お
な
か
が
で
て
き
ま
し
た
。

大
き
く
、
な
っ
た
と
お
も
っ
た
ら
、

し
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、

か
わ
い
そ
う
だ
と
お
も
い
ま
し
た
。

お
へ
や
の
中
が
、
あ
た
た
か
か
っ
た

か
ら
し
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
す
。

「
こ
ん
ど
は
、
大
き
く
そ
だ
て
た

い
」
と
お
も
い
ま
す
。

お
水

い
れ
ま
し
た
。
ぽ
く
は
か
げ
の
と
こ

ろ
に
お
き
ま
し
た
。
あ
た
た
か
い
と

こ
ろ
に
お
く
と
、
さ
け
の
た
ま
ご
が

し
ん
じ
ゃ
う
か
ら
、
ひ
か
げ
に
お
い

た
ほ
う
か
い
い
か
ら
で
す
。
え
さ
は
、

あ
げ
ま
せ
ん
。
ぽ
く
は
、
す
ご
い
な

あ
と
お
も
い
ま
し
た
。
だ
っ
て
、
え

さ
が
な
く
て
も
大
き
く
な
る
か
ら
で

す
。た

ま
ご
か
ら
さ
か
な
に
な
る
と
き

は
、
は
じ
め
に
目
が
で
っ
か
く
な
っ

て
、
つ
ぎ
に
う
ろ
こ
が
み
え
て
き
て
、

た
ま
ご
を
ぬ
い
で
、
さ
か
な
に
な
り

ま
す
。
九
ひ
き
も
ら
い
ま
し
た
が
三

び
き
し
か
さ
か
な
に
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
た
ま
ご
が
し
ぬ
と
、
す
ご
く

く
さ
く
て
い
や
だ
っ
た
で
す
。

作
文
・
「
さ
け
の
た
ま
ご
」

公
民
館
ま
つ
り
入
選
作
品
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さ
っ
そ
う
と
く
り
だ
す
子
I
J

，
イ
タ

四
月
十
五
日
、
南
大
島
の
厳
島
神
社

で
、
御
開
帳
祭
（
弁
財
天
大
開
扉
）
が

区
民
あ
げ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
祭
典
、
六
十
年
に
一
度
己
巳
（
つ

ち
の
と
み
）
の
年
に
開
く
例
祭
で
、
本

米
は
平
成
元
年
に
行
う
予
定
で
あ
っ
た

が
、
昭
和
天
皇
の
崩
御
等
の
事
情
に
よ

り
今
年
に
延
期
さ
れ
た
も
の
。
元
来
神

徳
高
揚
と
住
民
永
遠
の
繁
栄
と
幸
福
を

祈
る
祭
り
で
す
。

神
の
新
し
い
御
光
を
い
た
だ
き
、
地

域
の
若
返
り
、
永
遠
の
発
展
を
願
う
と

い
う
も
の
。

/
 

l＿
一
匿
―

/

[

 

ー
'
|
[
i

a
J
a
l
l
, こ

の
日
の
メ
ー
ン
行
事
の
一
っ
、
区

ち
ご

民
児
童
の
稚
児
行
列
は
見
事
な
も
の
で

区
民
か
ら
募
っ
た
小
学
生
以
下
の
男
女

児
童
お
よ
そ
百
五
十
名
が
、
冠
な
ど
を

ま
と
っ
た
稚
児
姿
で
集
落
内
を
練
り
歩

く
と
つ
め
か
け
た
沿
道
の
人
た
ち
か
ら

「
か
わ
い
い
ね
、
す
て
き
ね
」
の
声
が

行
く
先
々
で
聞
か
れ
見
物
人
を
魅
了
さ

せ
ま
し
た
。

一
行
は
一
時
間
後
、
境
内
に
到
着
。

区
長
、
神
社
総
代
な
ど
関
係
者
を
前
に

神
職
の
吉
永
吉
治
氏
が
お
祓
い
し
た
後

全
員
で
記
念
撮
影
。
ま
た
、
境
内
で
は

▲神社全景

●境内のようす

御
神
体
の
一
般
公
開
や
氏
子
な
ど
に
よ

る
芸
能
大
会
が
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
行
わ
れ
、
六
十
年
に
一
度
の
祭
典
に

区
民
こ
ぞ
っ
て
よ
い
し
れ
ま
し
た
。

厳
島
神
社
の
沿
革

い
ち
き
し
ま
ひ
め
の
み
全

祭
神
市
杵
島
姫
命
ほ
か
一

0
柱

創
建
年
月
不
詳
、
室
町
時
代
の
享
徳

元
年
(
-
四
五
二
年
）
当
社
に
奉
献
さ

れ
た
鰐
口
が
現
在
長
野
県
川
上
村
の
金

峯
山
神
社
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
鰐
口
に
「
上
州
佐
貫
庄
大
島
郷

厳
島
神
杜
鰐
日
也
、
檀
那
同
所
住
、
六

郎
三
郎
出
吉
」
と
刻
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
当
時
の
も
の
と
推
測
し
か
な
い
。

江
戸
時
代
、
下
野
国
阿
蘇
郡
か
ら
上
野

国
邑
楽
郡
に
編
入
さ
れ
、
江
戸
時
代
末

に
は
神
仏
習
合
に
よ
り
イ
ン
ド
の
神
を

祀
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
が

明
治
初
年
の
神
仏
分
離
に
よ
っ
て
再
び

厳
島
神
社
と
な
っ
た
つ
大
正
九
年
三
月

二
十
六
日
幣
傑
料
供
進
社
に
指
定
さ
れ

た
。
（
明
和
村
誌
よ
り
）
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「わあ．I すこ，•いゴミ・・・」

自
分
た
ち
で
利
用
す
る
施
設
は
自
分
た
ち
で
き
れ
い
に

と
、
四
月
十
五
日
早
朝
、
村
体
育
協
会
に
登
録
し
て
い
る
ス
ポ

ー
ツ
団
体
の
人
た
ち
お
よ
そ
五
百
人
が
、
利
根
川
総
合
運
動
場

周
辺
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

ゴ
ミ
袋
や
ス
コ
ッ
プ
片
手
に
、
溝
、
繁
み
の
中
の
空
カ
ン
や

ビ
ニ
ー
ル
拾
い
に
三
時
間
ほ
ど
汗
を
流
し
ま
し
た
。

日
曜
日
と
あ
っ
て
子
ど
も
連
れ
も
多
く
、
「
こ
の
機
に
河
川
芙

化
の
意
識
が
高
ま
れ
ば
と
考
え
参
加
さ
せ
ま
し
た
」
と
さ
っ
そ

く
ゴ
ミ
拾
い
に
。
．

こ
れ
は
例
年
、
建
設
省
な
ど
が
提
唱
し
て
い
る

I
I

河
川
美
化

運
動
I
Iに
合
わ
せ
て
実
施
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一

環
。
収
集
し
た
ゴ
ミ
は
ダ
ン
プ
カ
ー
一
台
分
ほ
ど
。
「
よ
く
こ
ん

な
に
集
っ
た
ね
」
、
「
ゴ
ミ
は
持
ち
帰
ら
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん

ね
」
と
参
加
者
の
間
か
ら
、
さ
さ
や
き
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

溝をきれいにする参加者

阿部栄作さん

（斗合田）

四
月
九
日
、
東
小
、
西
小
、
明
中
で
そ
れ
ぞ
れ
入
学
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
東
小
で
は
、
お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん

に
手
を
ひ
か
れ
真
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
い
四
十
五

名
の
ピ
ッ
カ
ピ
ッ
カ
の
一
年
生
が
誕
生
。
西
小
で
は

八
十
六
名
、
明
中
で
は
百
七
十
四
名
が
夢
を
ふ
く
ら
ま
せ

校
門
を
く
ぐ
り
ま
し
た
。

ま
ず
入
学
の
第
一
声
。
担
任
か
ら
一
人
ひ
と
り
呼

名
さ
れ
る
と
「
は
い
」
の
現
代
っ
子
ら
し
い
元
気
な
返
辞

が
響
き
わ
た
り
、
来
賓
、
父
兄
の
同
席
者
を
感
心
さ
せ
て

い
ま
し
た
。
式
後
、
教
室
に
入
り
、
先
生
か
ら
席
順
、
ゲ

夕
箱
の
指
示
を
希
望
と
ち
ょ
っ
ぴ
り
の
不
安
を
の
ぞ
か
せ

聞
き
入
る
新
入
生
で
し
た
。こ

の
ほ
ど
、
斗
合
田
の
阿
部
栄
作
さ

ん
は
、
海
部
俊
樹
内
閣
総
理
大
臣
か
ら

先
の
大
戦
に
お
け
る
旧
軍
人
軍
属
と
し

て
、
ご
労
苦
さ
れ
た
の
に
対
し
、
慰
労

し
ま
す
と
の
状
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「よろし〈お願いしま～す。」先生とのご対面
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平
成
二
年
度
群
馬
県
職
員
採
用
試
験

が
行
わ
れ
ま
す
。
上
級
試
験
（
受
付
I
I

5
月
2
8
日
1
6
月
1
5
日
）
、
初
級
試
験

（
受
付1
1
8

月
1
3
日
1
3
1
日
）
、
警
察

官
試
験
（
受
付
1
1
7

月
9
日

1
8

月
1
7

日
）
で
す
。

受
験
資
格
、
試
験
日
、
試
験
方
法
等

に
つ
い
て
は
試
験
種
類
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
の
で
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
問
合
せ
先
1
1

群
馬
県
人
事
委
員
会

群
馬
票

職
員
募
集

募

集

東
京
消
防
庁
で
は
平
成
二
年
度
消
防

官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

専
門
系
、
I

類
（
大
卒
程
度
）
、I
I類

（
短
大
卒
程
度
）
、
婦
人
の
採
用
試
験
で

す
。
受
付
期
間
、
受
験
資
格
、
試
験
日

等
は
種
類
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
問
合
せ
先
1
1
東
京
消
防
庁
人
事
部

人
事
課
（
6
0
3
(
2
1
2
)
2
1
1
1
内

線
4
4
3
3
)

へ

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に

親
し
も
う館林

商
工
高
校
開
放
講
座

合
と
き

1
1
5

月
2
9
日
因1
7

月
1
7
日

の
毎
週
火
曜
日
・
金
曜
H

゜
午
後
7

時
1
9
時

合
と
こ
ろ

1
1

県
立
館
林
商
工
高
校
（
南

大
島
地
内
）

斉
対
象

1
1
1
8歳以
上
の
群
馬
県
内
在

住
、
在
勤
者

玄
定
員

1
1
4
0
人
（
超
え
た
場
合
抽
選
）

合
内
容

1
1

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
講
座

玄
受
講
料
1
1

無
料

玄
申
込
み
1
1
5

月
1
9
日
出
ま
で
に
明
和

村
教
育
委
員
会
(
6闘
4
4
9
1
)
へ

県
造
園
緑
化
協
会
の
渡
辺
政
雄
先
生

が
わ
か
り
や
す
く
教
え
て
く
れ
ま
す
。

庭
木
の
手
入
れ

講
習
会

東
京
消
防
庁

消
防
官
募
集

(
6
0
2
7
2
悶
1
1
1
1
内
線
3
9

5
5
)

へ

あ
題
は
r

森
L

＊
と
き

1
1
5

月
2
0
日
⑪
、
午
前
1
0
時

1

正
午

＊
と
こ
ろ
1
1

群
馬
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
（
邑

楽
町
中
野
）

＊
定
員

1
1
5
0
名
（
先
着
順
）

＊
費
用

1
1

無
料

＊
申
込
み
1
1

県
緑
化
セ
ン
タ
ー

7
1
8
8
)

へ

「
森
」

平
成
三
年
歌
会
始
の
お
題
は

と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

一
、
詠
進
歌
は
、
自
作
の
歌
で
一
人
一

首
と
し
未
発
表
の
も
の
に
限
る

一
、
用
紙
は
半
紙
（
和
紙
）
と
し
、
毛

筆
で
自
書
す
る

一
、
書
式
は
、
半
紙
を
横
長
に
用
い
、

右
半
分
に
お
題
と
歌
、
左
半
分
に
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
本
名
、
ふ

り
が
な
）
、
生
年
月
日
、
職
業
（
具
体

的
に
）
を
た
て
書
き
に
す
る
（
書
式

図
—
®
)

一
、
一
人
で
二
首
以
上
詠
進
し
た
場
合
、

詠
進
歌
が
既
に
発
表
さ
れ
た
歌
と
同

村
の
法
律
相
談

6

月
は
1
1
H
⑪
で
す
。

村
の
顧
問
弁
護
士
（
明
和
村
出
身
）
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

圏
6
月
の
相
談
日

0

日
時

1
1
6

月
1
1
日
囲
、
午
前
1
0
時
1

午
後
1

時

0

場
所

1
1

明
和
村
役
場
会
議
室

0

内
容

1
1

法
律
一
般
事
項

0

対
象

1
1

明
和
村
民

※
詳
細
は
総
務
課
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

(
6闘

（書式凶）

職

業

郵
便
番
号
、
住
所ふ
り
が
な

氏
名

年
月
日
生

森

（
約
2
4セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

（約33センチメートル）

一
ま
た
は
著
し
く
類
似
し
た
場
合
、

歌
会
始
の
行
わ
れ
る
日
以
前
に
、
新

聞
、
雑
誌
そ
の
他
の
出
版
物
、
年
賀

状
等
に
よ
り
発
表
し
た
場
合
な
ど
は

失
格
と
な
る

一
、
詠
進
の
期
間

お
題
発
表
の
日
か
ら
九
月
十
日
ま
で

と
し
、
郵
送
の
場
合
、
九
月
十
日
の

消
印
ま
で
有
効

一
、
あ
て
先

「
〶1
0
0東
京
都
千
代
田
区
千
代
田

一
番
一
号
宮
内
庁
」
と
し
、
封
筒

に
「
詠
進
歌
」
と
書
き
添
え
る

年
金
相
談

0
と
き

1
1
5

月
1
5
日
因
午
前

1
0
時1
午
後
3
時

0

と
こ
ろ

1
1

役
場
会
議
室

人
権
・
行
政
・
心
配
i
一
と
相
談

0
と
き

1
1
6

月

2
1日
困

7

月

3
日
閲
午
前
9
時
3
0
分
1
1
0

時
3
0
分
受
付

0
と
こ
ろ

1
1

保
健
セ
ン
タ
ー

0
と
き

1
1

毎
月
第
1
木
曜
日
の

午
前
1
0
時1
午
後
3

時
（
休
日

の
場
合
は
翌
週
）

0

と
こ
ろ

1
1

館
林
市
役
所

交
通
事
故
相
談

0
と
き

1
1

毎
月
第
3

木
曜
日
の

午
前
1
0
時1
午
後
3
時

0

と
こ
ろ

1
1

館
林
市
役
所

健
康
相
談

0
と
き

1
1

毎
月
第
2

木
曜
日
の

午
後
1

時
1
2

時
受
付

0

と
こ
ろ

1
1

保
健
セ
ン
タ
ー

乳

日
し
ー
ノ

健
診
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村のうごき

5 月

11 日

13 B 

14 日

16 日

17 日

17 日

20 日

21 日

24 日

28 日

社会福祉協議会理事会

危険物収集（金属）

社会福祉協議会評議員会

「痔学級開講式」

老人クラブゲートボール

大会（決勝）

文化協会理事会（総会）

危険物収集（ガラス・セ

トモノ・乾電池）

農業委員会

村議会定例会

消防団ポンプ操法訓練開

始

館
林
衛
生
施
設
組
合
は
、
し
尿
く
み

取
り
料
金
を
6
月
1

日
か
ら
値
上
げ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

昭
和
5
9年
6

月
以
来
、
現
行
料
金
を

い
た
だ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
そ
の

後
の
諸
経
費
の
値
上
が
り
は
、
種
々
の

経
営
努
力
を
上
回
る
も
の
と
な
り
、
や

む
を
え
ず
今
回
値
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

改
定
料
金
は
次
の
と
お
り
で
す
。
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
顧
い
申
し
上
げ
ま

す
。

＊
改
定
料
金

1
8t
に
つ
き

1
3
0
円
（
改

定
前
1
0
3
円
）

*
6
月
1
H

以
降
、
持
ち
越
さ
れ
た
場

※予定ですので変更になる場合もあります。

合
は
改
定
料
金
と
の
差
額
は
現
金
で

お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

な
お
、
料
金
の
支
払
い
は
最
寄
り
の

「
く
み
取
り
券
取
扱
所
」
か
ら
事
前
に

購
入
し
て
お
払
い
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
衛
生
施
設
組
合

1
6
2
4
)

へ
お
問
合
せ
を
。

(
6⑰
 

0
試
験

＊
と
き

1
1
6

月

1
7日
回
午
前
9
時

＊
と
こ
ろ

1
1

関
東
学
園
大
学
ほ
か
（
太

田
市
）

＊
受
験
料
1
1

▼
甲
種
5

、

0
0
0

円
、
▼

乙
種
3

、

4
0
0

円
、
▼
丙
種
2
、
7

0
0

円

圏
講
習
会

＊
と
き

1
1
5

月

2
9日
因
午
前

9

時

＊
と
こ
ろ
1
1

館
林
市
郷
谷
公
民
館

＊
受
講
料
1
1
6

、

5
4
0

円

※
申
込
み
は
、
い
ず
れ
も
5

月

1
8日

ま
で
に
消
防
明
和
分
署

(
6闘
3
1
3

1
)
へ

し
尿
く
み
取
り
料

6

月
か
ら
値
上
げ

危
険
物
取
扱
者

試
験
と
講
習
会

し 暮

五
月
は
自
動
車
税
を
納
め
て
い
た
だ

く
月
で
す
。
納
期
は
五
月
三
十
一
日
で

す
。
納
税
通
知
書
が
届
き
ま
し
た
ら
早

め
に
最
寄
り
の
金
融
機
関
、
財
務
事
務

所
で
納
税
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
を
利
用
の
方
は
、
五
月
―
二

十
一
日
に
口
座
引
落
し
と
な
り
ま
す
の

◎一般家庭で届出を必要とする主な危険物の貯巌、取扱量

自
動
車
税
は

5

月
中
に
納
税
を

危険物名
火災予防条例に基づく 消防法に基づく許可

届出を必要とするもの を必要とするもの

ガソリン 100 昇以上200 昇未満 200 昇以上の量

灯 油 500 昇以上1000 昇未満 1000 昇以上の量

軽 油 500 ね以上1000 ね未満 1000 昇以上の量

重 油 1000 ね以上2000 ね未満 2000 昇以上の量

館
林
地
区
消
防
組
合
火
災
予
防
条
例

の
改
正
に
よ
り
、
5

月

2
3日
か
ら
一
般

家
庭
に
お
い
て
も
、
一
定
量
以
上
の
ガ

ソ
リ
ン
、
灯
油
等
の
危
険
物
を
貯
蔵
、

取
扱
う
場
合
に
は
消
防
署
に
少
量
危
険

物
貯
蔵
、
取
扱
い
の
届
出
を
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

一
般
家
庭
で
も
ガ
ソ
リ
ン

1
0
0
0
以
上
届
出
必
要

0
と
き

1
1
5

月
．

6

月
中
の

H

曜

日

5

回

0

と
こ
ろ

1
1

利
根
川
総
合
運
動
場
テ

ニ
ス
コ
ー
ト

0

対
象

1
1

村
民
一
般
（
男
・
女
）

0

定
員

1
1
3
0
人

〇
費
用

1
1

約
一
、
0
0
0

円

硬
式
テ
ニ
ス
教
室

参
加
者
募
集
（
初
心
者
向
き
）

幸

イ
ン
チ
キ
内
職
が
横
行
し
て
い
ま
す
。

う
ま
い
話
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

〈
イ
ン
チ
キ
内
職
の
例
〉

①
高
収
入
が
得
ら
れ
る
と
宣
伝
し
、
高

額
な
機
械
を
購
入
さ
せ
、
後
の
補
償

が
不
十
分
な
も
の

家
内
労
働
旬
問

イ
ン
チ
キ
内
職
に
注
意

で
預
金
残
高
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ

゜

、
つ

〔
敬
称
略
〕

②
講
習
会
と
称
し
、
多
額
の
講
習
料
を

取
り
、
出
来
た
製
品
の
買
い
上
げ
を

事
実
上
こ
ば
む
も
の

③
解
約
時
に
返
還
す
る
は
ず
の
担
保
金

を
返
還
し
な
か
っ
た
り
、
自
社
の
品

物
等
を
渡
す
も
の

r

,

'

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

J
 

一
献
血
に
ご
協
力
を

:
 
0
と
き

1
1
5

月
2
5
日
⑤
午
前
―

-
1
0
時
3
0分
1

午
後
3

時
一

{
0
と
こ
ろ

1
1
村
保
健
セ
ン
タ
ー
~

9,'‘ 

0
と
き

1
1
5

月
．

6

月
中
の
夜

1
0日
間

0

と
こ
ろ

1
1

中
央
公
民
館
（
学
科
）

・
ゴ
ル
フ
練
習
場
（
実
技
）

0

対
象

1
1

村
民
一
般
（
男
・
女
）

0

定
員

1
1
2
0
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
切
り
ま
す
）

〇
費
用

I
I
-、

0
0
0

円

〇
申
込
み
1
1
5

月

1
5日
か
ら
受
付
。

社
会
体
育
館
へ

人
事

4

月
1

日
付

◎
村
教
育
委
員
会
（
社
会
体
育
館
へ
）

石
塚
一
生
（
群
馬
県
ス
ポ
ー
ツ
派

遣
主
事
）

ゴ
ル
フ
教
室
参
加
者

募
集
（
初
心
者
対
象
）

〇
申
込
み
1
1
5

月

1
5日
か
ら
受
付
。

社
会
体
育
館
へ
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人
人
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4
5
0
6
4
8
5
8
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7
3
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一
口
在

6
5
2
2
き
亡
出
i

}
現

2

，
鳳
5
5

動
死
転
[

一
人
日
の

i
の

1

中
”

i
寸
月
数
数
月
人
人

5

公
ぃ

6

i
木
'
5

帯
傘
男
女
（

2
4

i

6

日
生
入

5

一
世
人
出
転

5

’
~
9
9
;
,
'

ー
り
~
'
i
,
'
,
i
'
i

l
'

ご
館林邑楽地区 館林地区 千代田

日 産婦人科 耳鼻科 内 科外科 明和地区

5 月 13 日
真中医院川田（耳）医院 森下医院合(73) 7776 海宝医院 竹越医院

曜 合(72) 1630 fl (72) 3314 清河堂医院合(72)3070 合 (74)0811 合 (84)3137

5 月 20 日
横田医院原 医院 安楽岡医院 ff (72)2362 津久井医院 館林地区と

当 合 (72) 0255 合 (72) 1936 横田（善）医院合 (72)4970 合 (72)3316 同じです。

5 月 27 日
浜野病院川村医院 大石医院合(74)2362 岡田医院 館林地区と

合 (88) 5678 合 (72) 1337 堀越医院合(73)415| 合 (72)3163 同じです。
番

電話で時ま すま
6 月 3 日

白沢医院川田医院 増田医院合(72) 1387 慶友病院 小西医院

医
合(72) 1600 合 (72)3724 阿久津医院合(72)3315 合 (72)6000 合 (86)2261

□ で;で
6 月 10 日

落合医院小倉医院 田内医院合(72)3855 最上医院 館林地区と

合(72)3160 合 (72)0606 須田医院合(72)0862 fl (72) 3763 同じです。

4 月の

救急車出動回数

●交通事故 5 件

●急病 9 件

●その他 5 件

●計 19 件

三。00

（
須
賀
・
2

歳
1
0ヵ
月
）

か
み
や
げ
ん
き

神
谷
元
気
く
ん

元気ちゃん……「ほく、ちかくのおみせにい

っておかしをかうのがすきなんだ。テレビ

もすきだよ。」

お母さん•…..「いつも兄弟ゲンカがたえませ

ん。いつも好奇心をもって、優しく元気に

すくすくと育ってほしいです……。」

〔明人・弘子さんの長男〕

※広報係では「わが家の華」の登場者を募集

しています。どしどし応募、こ‘‘連絡くださ

い。連絡先＝合(84)3 1 1 1 へ。

訊
し

4
ヽ
賢

に
通
言
冒
□]
]
い
[
]
[
[
[

五
月
十
九
日
、
利
根
川
水
系
連
合
水

防
演
習
が
、
千
代
田
町
瀬
戸
井
地
先
利

根
川
河
川
敷
で
行
わ
れ
ま
す
。
館
林
消

防
組
合
を
は
じ
め
、
県
警
、
日
赤
、
自

衛
隊
な
ど
約
一
千
人
が
参
加
し
ま
す
。

近
代
水
防
工
法
を
駆
使
し
た
、
「
土
の

う
作
り
」
、
「
五
徳
縫
い
」
、
ポ
ー
ト
や
ヘ

リ
コ
。
フ
タ
ー
に
よ
る
救
出
、
特
殊
車
両

に
よ
る
負
傷
者
救
出
活
動
な
ど
の
大
演

習
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
演
習
、
今
回
で
三
十
九
回
目
を

迎
え
、
規
模
、
内
容
と
も
全
国
一
を
誇

る
伝
統
あ
る
演
習
で
す
。

こ
れ
か
ら
出
水
期
を
迎
え
、
水
防
団

の
志
気
高
揚
と
水
防
技
術
、
作
業
効
率

0

を
図
り
、
さ
ら
に
住
民
の
皆
様
に
水
防

の
重
要
性
と
災
害
へ
の
認
識
を
高
め
て

い
た
だ
く
目
的
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

ど
な
た
で
も
見
学
で
き
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
、
ご
見
学
く
だ
さ

、
。

し〇
日
時

1
1

五
月
十
九
日
由
、
午
前
九

時
＼
午
後
一
時

0
会
場

1
1

千
代
田
町
瀬
戸
井
地
先
、

利
根
川
河
川
敷
（
利
根
大
堰
上
流
）

〇
参
加
団
体
1
1

建
設
省
、
群
馬
県
、
館

林
消
防
組
合
、
群
馬
県
警
、
日
本
赤

十
字
、
陸
上
自
衛
隊
な
ど
一
千
人

〇
主
催

1
1

群
馬
県
ほ
か
関
東
一
都
五

県
、
建
設
省
、
日
本
河
川
協
会
、
全

国
水
防
管
理
団
体
連
合
会

柴堀小奥鈴本橋
崎口磯澤木澤本氏

江関
森口氏

梅新夏新新夏古筐 II : 
原里島里里島田 原原区

3/i'9％％九始％％ ］店 ％％閥

※無断転用はやめましょう。農地を宅地にする場合は農業委員会の許可（届出）が必要です。

いき宗茂正ま政名
のく市治路つ雄

84 85 64-64 73 81 67 虐
信高伸憲開 信世

昇帯
義勇二治一 子主

名
保
護
者
続
柄

大
地
正
章
二
男

叩
崇
夫
二
女
梅梅地

1
1

あ
め
で
だ
I
I

お
め
で
た

《
口`<

お
く
や
み
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（
午
前
九
時
）

五
月
二
十
四
日
＿
本
会

（
木
）

月

日

日

広

: : : 
肉’匿2回村謹奎固隋奎・

開
会
（
開
瀑
）

・
諸
般
の
報
告

・
会
議
録
署
名
壌
貝
の
指
名

・
会
期
の
決
定

追
一
・
例
月
出
納
検
査
結
果
報
告
（
監
査
委
貝
）

．
陪
問
第
一
号

・
親
告
第
一
号

（
報
告
）

•
I
l
l
案
第
十
七
号
1

議
案
第
二
十
七
号

（
説
明
・
質
疑
・
討
論
・
採
決
）

・
一
般
質
問

・
閉
会

報 め し＼ わ

村t地開発公社

予算など可決

平成 2 年 6 月 10 B (2) 

出
（
総
額
三
億
二
、
〇
八
六
万

第
二
回
村
議
会
定
例
会

は
、
五
月
二
十
四
日
（
会

期
＿
日
）
開
か
れ
、
人
権

擁
護
委
員
の
推
せ
ん
な
ど

十
三
議
案
（
村
長
提
出
）

に
つ
い
て
審
議
し
、
い
す

れ
も
原
案
と
あ
り
可
決
承

認
さ
れ
ま
し
だ
。
そ
の
主

な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

【
収
益
的
収
入
・
支
出
】

〇
収
入
（
総
額
三
億
二
、
0
九
五
万
円
）

▼
事
業
収
益
（
あ
っ
せ
ん
等
事
業
収
益

な
ど
）
…
…
三
億
二
、
〇
六
五
万
円
▼
事

業
外
収
益
（
受
取
利
息
）
…
…
二
九
万
九

千
円

〇
支 平

成
二
年
度

明
和
村
土
地
開
発

公
社
予
算

千
円
）

▼
事
業
原
価
（
あ
っ
せ
ん
等
事
業
原
価

な
ど
）
…
…
三
億
一
、
四
ニ
―
万
六
千
円
）

▼
販
売
費
及
び
一
般
管
理
費
…
…
六
二

一
万
円
▼
事
業
外
費
用
（
支
払
利
息
）
四

三
万
五
千
円

【
資
本
的
収
入
・
支
出
】

唖
収
入
（
総
額
二
、
0
五
0
万
円
）

▼
長
期
借
入
金
…
…
二
、
0
五
0
万
円

蒼
支
出
（
総
額
二
、
0
五
0
万
円
）

▼
公
有
地
取
得
事
業
費
…
…
一
、
七
五

0

人
権
擁
護
委
員
の
推
せ
ん

0

平
成
2
年
度
明
和
村
土
地
開
発
公
社
予
算

〇
専
決
処
分
の
承
認
（
村
税
条
例
の
一
部
改
正
）

〇
専
決
処
分
の
承
認
（
平
成
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
）

〇
専
決
処
分
の
承
認
（
平
成
元
年
度
老
人
保
健
特
別
会
計

補
正
予
算
）

0

明
和
村
労
働
環
境
整
備
資
金
融
資
促
進
条
例
制
定

0

群
馬
県
自
治
会
館
管
理
組
合
規
約
の
変
更

0

群
馬
県
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
の
解
散

0

群
馬
県
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
の
解
散
に
伴
う
財
産

処
分

0

群
馬
県
町
村
自
然
災
害
補
償
組
合
の
解
散

0

群
馬
県
町
村
自
然
災
害
補
償
組
合
の
解
散
に
伴
う
財
産

処
分

0

群
馬
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の
設
立

0

平
成
2
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

上
程
議
案

十
月
十
四
日
、
任
期
満
了
と
な
る
人

権
擁
護
委
員
の
始
沢
重
信
さ
ん
（
梅
原

.
5
8
歳
）
を
再
度
、
同
委
員
に
推
せ
ん

す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
に

始
沢
重
信
さ
ん
再
任

0
万
円
▼
長
期
借
入
金
償
還
金

0
0
万
円

* 

゜

゜
第
1
1
6
回
国
会
で
、
公
職
選
挙
法
が

改
正
と
な
り
ま
し
た
（
平
成
2
年
2

月
1
日
施
行
）
。
お
金
の
か
か
ら
な

い
政
治
の
実
施
と
選
挙
の
公
正
な
ど

を
柱
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
改
正
の

ポ
イ
ン
ト
を
一
問
(
Q
)
、
一
答
（
A

）

で
紹
介
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

今
月
は
「
候
補
者
等
の
寄
付
禁
止

関
係
」
に
つ
い
て
で
す
。

m とえ
はば香
ど‘曲

う線は
か香金

0 ! ! 
てる
し、か

こ例

゜m 
香
典
は
金
銭
に
限
ら
れ
る
の

で
、
線
香
を
も
っ
て
い
く
こ
と

は
罰
則
を
も
っ
て
禁
止
さ
れ
ま

す
。

「
御
供
花
料
、
御
供
物
料
」

（
仏
式
）
、
「
御
神
前
、
御
玉
串

料
」
（
神
式
）
、
「
御
花
料
、
御

花
輪
料
」
（
キ
リ
ス
ト
教
式
）

な
ど
の
表
書
き
で
金
銭
を
供
与

す
る
こ
と
も
香
典
（
こ
れ
に
類

す
る
弔
意
を
表
わ
す
た
め
に
供

与
す
る
金
銭
を
含
む
）
の
供
与

に
あ
た
る
と
解
し
て
よ
い
か
。

こニユg
そ
の
と
お
り
で
す
。
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地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
村
税

条
例
が
改
正
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
個
人
村
民
税
均
等
割
の
非
課
税
限

度
額
2
5
万
6
千
円
が
2
7
万
2
千
円
に
、

同
じ
く
所
得
割
の
非
課
税
限
度
額
3
2
万

円
が
3
4
万
円
に
そ
れ
ぞ
れ
引
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

▼
精
神
障
害
者
が
軽
自
動
車
税
の
減

免
対
象
者
と
な
り
ま
し
た
。

（
い
ず
れ
も
平
成
2
年
4
月
1
日
適
用

と
な
り
ま
す
）

◎
〔
目
的
〕
中
小
企
業
者
（
団
体
）
に

対
も
労
働
環
境
整
備
に
必
要
な
資
金
の

融
資
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
人
材
の

確
保
定
着
を
図
る
。

◎
〔
融
資
の
条
件
〕
…
…
▼
資
金
使
途

1
1

中
小
企
業
者
又
は
中
小
企
業
者
団
体

が
行
う
労
働
環
境
整
備
に
要
す
る
資
金

で
あ
る
こ
と
▼
融
資
限
度
額
1
1

中
小
企

業
者
に
対
す
る
融
資
限
度
額
は
三
千
万

円
、
中
小
企
業
団
体
は
六
千
万
円
を
限

度
と
す
る
▼
融
資
期
間
1
1

最
高
十
年
と

し
、
一
年
以
内
の
据
置
期
間
を
置
く
こ

と
が
で
き
る

◎
〔
承
認
の
申
請
〕
…
…
労
働
環
境
整

備
計
画
書
を
村
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い

◎
〔
完
了
届
〕
…
…
労
働
環
境
整
備
計

明
和
村
労
働
環
境
整
備

資
金
融
資
促
進

条
例
の
制
定

村
税
条
例
の

一
部
改
正

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
、
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
一
七
七
万
九
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
二
七
億
一
、
三
九
七
万
五
千
円
に

し
ま
し
た
。

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
歳
入
】
（
）
は
補
正
後
の
総
額
。

0

地
方
交
付
税
…
一
三
七
万
九
千
円
（
八

億
一
、
七
九
八
万
八
千
円
）

0

村
債
…
…
…
…
四
0
万
円
（
一
、
一
―

0
万
円
）

【
歳
出
】

0

民
生
費
…
…
…
一
七
七
万
九
千
円
（
三

億
七
、
0
三
八
万
七
千
円
）

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
、
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
二
、
八
七
二
万
六
千
円
を
減
額
し

総
額
を
三
億
一
、
三
二
四
万
四
千
円
に
し

ま
し
た
。

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
歳
入
】

0

支
払
基
金
交
付
金
「
医
療
費
交
付
金

平
成
元
年
度

老
人
保
健
特
別
会
計
補
正

平
成
元
年
度

一
般
会
計
補
正

画
完
了
届
を
村
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い

◎
〔
期
限
前
償
還
〕
…
…
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
と
き
は
融
資
に
係
る
資

金
の
全
部
又
は
一
部
を
返
還
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

①
資
金
を
目
的
外
に
使
用
し
た
と
き

②
条
例
及
び
規
定
に
違
反
し
た
と
き

（
平
成
2
年
4
月

1
日
適
用
）

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
、
歳
出
そ

平
成
二
年
度

一
般
会
計
補
正

な
ど
」
…
…
二
、
四
七
八
万
六
千
円
減

額
（
二
億
一
、
四
九
0
万
四
千
円
）

0

国
庫
支
出
金
…
…
四
五
七
万
六
千
円

減
額
（
六
、
三
三
四
万
八
千
円
）

0

県
支
出
金
…
…
―
―
四
万
三
千
円
滅

額
（
一
、
五
八
三
万
七
千
円
）

〇
繰
入
金
…
…
一
七
七
万
九
千
円
追
加

（
一
、
九0
0
万
二
千
円
）

【
歳
出
】

〇
医
療
諸
費
「
医
療
給
付
費
な
ど
」
…
…

二
、
八
五
八
万
円
減
額
（
三
億
一
、
一
六

九
万
円
）

〇
予
備
費
…
十
四
万
六
千
円
減
額
(
-
千

円
）

れ
ぞ
れ
一
六
六
万
七
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
二
六
億
四
、
四
六
六
万
七
千
円
に

し
ま
し
た
。

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
歳
入
】

〇
諸
収
入
…
…
一
六
六
万
七
千
円
（
一
億

七
、
四
0
八
万
二
千
円
）

【
歳
出
】

〇
商
工
費
…
…
一
六
六
万
七
千
円
（
二
、

七
一
0
万
八
千
円
）

三
人
の
議
員
か
ら
五
問
の

一
般
質
問
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

内
容
等
に
つ
い
て
は
近
く
発

刊
さ
れ
る
「
議
会
だ
よ
り
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

議会風景

゜

そ
の
と
お
り
で
す
。

om 

是：: 
m どしいが

うて選弔密
か香挙問葬
゜典区しの
を内て日
供に遺の
与あ族後
する＾
る者親候
こ一族補
とにで者
は対な等

m 支がか差た補
払代゜し→者会
っわ当支会等費
場り該え費が制
合に結な L 出の
は出婚いを席結
ど席披と支し婚
うし露考払‘披

ヵ： ：胃； ：虞塁
費秘よとらに
を書いはれ候

会
費
制
の
結
婚
披
露
宴
に
出

0
席
し
て
「
会
費
」
を
支
払
つ
こ

と
は
、
そ
れ
が
「
会
食
」
で
あ

る
限
り
、
禁
止
さ
れ
な
い
。
秘

書
が
代
わ
り
に
出
席
し
て
会
費

を
支
払
う
場
合
も
、
同
様
で
す
。

罰
則
を
も
っ
て
禁
止
さ
れ
ま

O
t
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叙勲

おめでとうこざいます。

前教育長、三B3惣三郎さん

勲五等双光旭 H 章受章

教
育
文
化
、
地
方
自
治
な
ど
各
分
野

で
活
躍
、
功
績
の
あ
っ
た
方
に
贈
ら
れ

生
涯
学
習
を

逸
速
く
推
進

三田惣三郎さん

奈良丑松さん

逸速く道路

整備に着目

平
成
二
年
春
の
叙
勲
で
、
前
村
長
の

奈
良
丑
松
さ
ん
（
田
島
•
7
7
歳
）
が
勲

前
村
長
、
奈
良
丑
松
さ
ん

勲
五
等
双
光
旭
H

章
受
章

五
等
双
光
旭
日
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

奈
良
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
八
年
明
和

村
議
会
議
員
に
初
当
選
し
議
員
を
五
年

間
、
四
十
三
年
か
ら
は
六
年
余
明
和
村

助
役
と
し
て
活
躍
、
今
日
の
明
和
村
自

治
行
政
の
基
礎
を
築
き
、
四
十
九
年
に

は
地
域
住
民
か
ら
推
さ
れ
明
和
村
長
に

初
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

以
来
、
四
期
十
四
年
八
ヵ
月
余
も
の

長
期
に
わ
た
り
、
高
邁
な
政
治
信
念
と

豊
富
な
経
験
、
卓
抜
な
識
見
を
も
っ
て
、

村
の
教
育
、
文
化
、
福
祉
向
上
、
産
業

振
興
に
尽
力
、
そ
の
要
職
を
全
う
さ
れ

ま
し
た
。

と
り
わ
け
、
道
路
行
政
に
逸
速
く
着

目
し
、
道
路
網
整
備
に
努
力
さ
れ
、
高

水
準
の
改
良
、
舗
装
率
を
収
め
、
そ
の

手
腕
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
、
新
設
館
林
商
工
高
校
の

る
春
の
叙
勲
で
、
前
明
和
村
教
育
長
の

三
田
惣
三
郎
さ
ん
（
館
林
市
•
7
5
歳
）

が
勲
五
等
双
光
旭
日
章
を
受
章
さ
れ
ま

し
た
。

三
田
さ
ん
は
、
昭
和
九
年
本
県
邑
楽

郡
六
郷
村
尋
常
高
等
小
学
校
訓
導
に
就

任
し
、
教
師
と
し
て
の
第
一
歩
を
ふ
み

だ
し
て
以
来
、
四
十
九
年
ま
で
の
長
期

に
わ
た
り
教
育
一
筋
に
活
躍
さ
れ
ま
し

こ
。t
 十五

年
か
ら
二
十
三
年
ま
で
館
林
南

尋
常
小
学
校
に
勤
務
さ
れ
た
際
、
皇
后

陛
下
が
御
幼
少
の
こ
ろ
疎
開
し
て
こ
ら

れ
、
担
任
学
年
と
同
学
年
で
あ
ら
せ
ら

れ
た
た
め
、
折
り
に
触
れ
お
教
え
さ
れ

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

三
十
五
年
に
は
地
方
教
育
事
務
所
に

誘
致
、
中
央
公
民
館
、
社
会
体
育
館
、

保
健
セ
ン
タ
ー
・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
建
設
、
小
、
中
学
校
の
新
、
改
築
等

と
三
保
育
園
の
新
設
な
ど
諸
施
設
の
充

実
を
図
る
一
方
、
工
業
団
地
の
造
成
、

新
農
構
事
業
、
用
排
水
路
整
備
事
業
、

村
道
の
拡
張
な
ど
国
、
県
の
補
助
事
業

を
積
極
的
に
導
入
し
、
快
適
、
利
便
、

健
康
、
安
全
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
二
十
一

世
紀
を
展
望
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
行
政

推
進
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

き
さ
く
な
人
柄
、
緻
密
な
計
画
性
と

的
確
な
決
断
実
行
力
は
長
年
に
わ
た
り

高
い
信
任
を
得
、
助
役
時
代
を
含
め
、

二
十
一
年
も
の
長
期
に
わ
た
り
地
方
自

治
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
等
一
連
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

今
回
の
栄
誉
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

庶
務
課
長
制
度
新
設
と
同
時
に
初
代
庶

務
課
長
に
、
三
十
八
年
板
倉
町
立
東
小

校
長
、
四
十
五
年
明
和
村
立
明
和
中
校

長
な
ど
要
職
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
見
識
と
手
腕
が
認
め
ら
れ
五
十
年
に

は
本
村
教
育
委
員
会
教
育
長
に
就
任
、

校
庭
を
は
じ
め
学
校
施
設
の
開
放
、
夜

間
照
明
の
導
入
、
木
造
校
舎
の
解
消
、

利
根
川
運
動
場
新
設
、
青
少
年
健
全
育

成
の
推
進
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
結
成
、

生
涯
学
習
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
な
ど
広

範
多
種
に
わ
た
り
、
三
期
十
二
年
間
、

学
校
教
育
、
社
会
教
育
（
体
育
）
と
全

般
に
教
育
の
充
実
、
施
設
の
整
備
に
努

力
し
本
村
の
教
育
文
化
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
多
大
な
る
功
績
を
収
め
ら
れ
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

゜

青
少
年
の
健
全
育
成
に
活
躍
い
た
だ

き
ま
す
、
青
少
年
育
成
補
導
推
進
員
の

方
々
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま

す
。

〇
砂
賀
世
二
（
斗
合
田
）
新

0

青
山
尚
夫
（
下
江
黒
）
再

0

斎
藤
一
雄
（
上
江
黒
）
再

〇
薗
部
正
男
（
千
津
井
）
新

0

石
川
恵
一
（
江
口
）
新

0

都
築
登
（
田
島
）
再

0

森
尻
忠
（
南
大
島
）
再

0

赤
坂
勲
（
南
大
島
）
再

0

新
井
順
一
（
新
里
）
新

〇
細
田
増
夫
（
新
里
）
新

0

坂
上
行
男
（
中
谷
）
再

0

黒
沢
幸
雄
（
梅
原
）
再

0

黒
沢
泰
幸
（
梅
原
）
新

0

藤
野
千
利
（
川
俣
）
新

0

田
口
昭
策
（
須
賀
）
新

0

佐
藤
政
治
（
大
輪
）
再

〇
原
口
光
生
（
大
輪
）
新

0

須
藤
順
一
（
入
ヶ
谷
）
再

0

大
津
孝
男
（
矢
島
）
再

〇
鯉
沼
哲
雄
（
大
佐
貫
）
新

※
青
少
年
育
成
補
導
推
進
員
協
議
会

会
長
新
井
順
一
、
副
会
長
都
築

登
•
佐
藤
政
治
。

青少年育成補導推進員

を紹介します。

〔
敬
称
略
〕
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みんなで

不正改造車を

なく そニ
ノ

｀シ
関口浅次さん

補佐役として 14年余

今日、明和の基礎築く

前
助
役関

日
浅
次
さ
ん

県
総
合
表
彰
に

交
通
事
故
を
減
ら
し
、
安
全
で
快
適

な
「
車
社
会
」
と
し
て
い
く
た
め
に
は

ま
ず
運
転
す
る
人
の
安
全
意
識
を
高
め

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
自

動
車
の
安
全
を
確
保
し
、
公
害
を
防
止

す
る
た
め
の
車
両
の
維
持
・
管
理
も
重

要
な
役
割
と
い
え
ま
す
。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
い
ま
だ
に

街
中
で
は
暴
走
族
に
よ
る
不
正
改
造
車

や
過
積
載
を
目
的
と
し
た
不
正
改
造
車

（
ダ
ン
プ
カ
ー
な
ど
）
が
横
行
し
て
い

る
の
が
目
立
ち
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
不

正
改
造
車
は
道
路
交
通
に
危
険
を
生
じ

さ
せ
た
り
、
騒
音
や
排
出
ガ
ス
な
ど
の

平
成
―
一
年
度
、
群
馬
県
総
合
表
彰

で
前
明
和
村
助
役
の
関
口
浅
次
さ
ん

（
梅
原
、
7
1
歳
）
が
地
方
自
治
功
労

章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

公
害
の
原
因
を
ま
き
散
ら
し
た
り
し
社

会
の
迷
惑
き
わ
ま
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
不
正
改
造
車
が
横
行
し

な
い
よ
う
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
監

こ
の
表
彰
は
、
地
方
自
治
、
芸
術
文

化
な
ど
で
地
道
な
活
動
を
し
た
方
々
を

表
彰
す
る
、
県
が
行
う
褒
賞
の
中
で
は

最
も
名
誉
あ
る
も
の
で
す
。

関
口
さ
ん
は
、
昭
和
十
一
年
か
ら
五

十
年
ま
で
群
馬
県
職
員
と
し
て
奉
職
、

そ
の
間
、
太
田
・
館
林
・
桐
生
の
各
財

務
事
務
所
総
務
課
長
、
が
ん
セ
ン
タ
ー

東
毛
病
院
事
務
長
、
邑
楽
福
祉
事
務
所

長
な
ど
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
県
職
員
と

し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

視
し
快
適
な
車
社
会
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

六
月
、
七
月
は
「
不
正
改
造
車
を
排
除

す
る
運
動
」
で
す
。
私
た
ち
の
力
で
不

正
改
造
車
を
撲
滅
し
よ
う
。

き
さ
く
な
人
柄
と
バ
イ
タ
リ
テ
ィ

ー
な
実
行
力
の
評
価
は
高
く
、
そ
の

識
見
、
手
腕
が
認
め
ら
れ
昭
和
五
十

年
明
和
村
助
役
に
就
任
、
平
成
二
年

ま
で
十
四
年
余
の
長
期
に
わ
た
り
前

奈
良
村
長
、
現
斎
藤
村
長
と
二
代
の

村
長
の
補
佐
役
と
し
て
一
翼
を
担
い
、

村
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

と
り
わ
け
、
職
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
に
徹
し
、
よ
り

明
る
い
職
場
づ
く
り
に
努
め
る
と
同

時
に
、
住
民
と
の
ふ
れ
合
い
に
も
積

極
的
に
取
り
組
み
、
元
県
職
員
の
経

験
も
生
か
し
、
何
か
と
住
民
の
相
談

相
手
と
な
り
、
助
言
、
指
導
を
ほ
ど

こ
さ
れ
ま
し
た
。

い
つ
も
明
る
＜
「
助
役
さ
ん
、
浅

次
さ
ん
」
と
住
民
の
だ
れ
か
ら
も
親

し
ま
れ
た
関
口
さ
ん
。
こ
れ
等

一
連
の
功
績
が
実
り
、
今
度
の
栄
誉

と
な
っ
た
も
の
で
す
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

暴
走
族
t

み
か
け
た
ら

す
ぐ
川
番
ー
．

゜0 0 0 0 0 坂新寺塩金
上井本谷子

小

源 三正利

次清郎邦一

〇
蓮
見
行
男

0

谷
津
好
一

0

早
川
幸
男

〇
奈
良
原
紀
美
恵

0

武
井
英
夫

0

阿
部
利
江

0

飯
野
元
文

0

岩
瀬
佳
子

〇
鯉
沼
哲
雄

0

桜
井
武

〇
砂
賀
晃

0

岡
田
幸
三

0

新
島
邦
彦

〇
帆
足
千
明

0

新
井
恒
夫

^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ 明西東江新梅大新上大南千大新南
ー、 佐江大津 大
敬中小小口里原貫里黒輪島井輪里島
称―--------------

略
一ノ再新再新新新新再再再再再再再再

（
入
ヶ
谷
）
再

（
川
俣
）
再

（
下
江
黒
）
再

（
田
島
）
再

（
中
谷
）
新

〔
敬
称
略
〕

村
文
化
財
保
護

調
査
委
員

こ 村
体
育
指
導
委
員

決
ま
る
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群
馬
県
な
ど
一
都
六
県
、
建
設
省
、

日
本
河
川
協
会
な
ど
の
利
根
川
水
系
連

合
水
防
演
習
が
五
月
十
九
日
、
千
代
田

町
瀬
戸
井
地
先
の
利
根
川
河
川
敷
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
大
型
台
風
の
通
過
で
堤

防
が
危
険
な
状
況
に
な
っ
た
と
の
想
定
。

館
林
消
防
組
合
・
群
馬
県
・
群
馬
県

警
・
日
赤
・
建
設
省
な
ど
か
ら
約
三
千

人
が
演
習
に
参
加
。
水
防
団
か
「
越
水

止
め
」
や
、
「
五
徳
縫
い
」
な
ど
六
種
類

工
法
を
実
演
し
た
ほ
か
、
県
警
の
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
で
の
救
出
訓
練
、
自
衛
隊
の

重
車
両
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、
船
を
用
い

た
救
出
演
習
な
ど
も
行
わ
れ
二
千
人
の

観
衆
を
感
心
さ
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
演
習
の
総
裁
を
務
め
る
建
設

---—` 
．．一． ＾一 ー一←ミーー＝こ一·二亡：—

-—―マ―-—―-- -
•一―` ~ • ---一二·ゴ:. ----- -- "---~デ
^ -—ーと一ー一~全一三｀

ーニ
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、
"
’
J
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•90193456989·o~ 
.
,
•
9
9
9
9
9
9

・
ヽ
9
9
9
3
3 ゜

説明を受ける斎藤所長（右）

大
臣
が
出
席
し
「
水
防
活
動
は
尊
い
人

命
と
国
民
の
財
産
を
守
る
た
め
欠
か
せ

な
い
重
要
な
任
務
で
す
」
と
激
励
し
ま

し
た
。

ヽ· --..— 

斎
藤
村
長
は
五
月
十
六
日
、

東
京
電
力
館
林
営
業
所
（
所
長
、

池
田
隆
）
で
一
日
所
長
を
務
め

ま
し
た
。
こ
れ
は
「
春
の
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
旬
間
」
の

行
事
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。

斎
藤
所
長
は
、
職
員
を
前
に

「
電
気
は
私
た
ち
の
生
活
か
ら

一
時
た
り
と
も
欠
か
せ
な
い
、

公
共
性
の
高
い
も
の
。
今
後
も

安
心
し
て
使
え
る
電
気
を
供
給

し
て
く
だ
さ
い
」
と
訓
示
。

ま
た
、
各
部
署
に
出
向
き
管

内
の
業
務
内
容
や
遠
隔
地
と
の

テ
レ
ビ
討
論
（
会
議
）
シ
ス
テ

ム
な
ど
近
代
設
備
に
つ
い
て
の

説
明
を
受
け
な
が
ら
一
日
所
長

を
体
験
し
ま
し
た
。



(7) 平成 2 年 6 月 10H 広 報 め し＼ わ 第345号

編
話題募集
お気軽にご連絡ください。
84-3111 へ（広報係）

1 竺…――ご
中央幼稚園児が 5 月 14 日、自分たちの通園

路の空カンなどのゴミ拾いを行いました。先

生と一緒に村道500m ほどに汗を流し、集めた

ゴミは大きな袋に二つ。「こんなに集まりまし

たね。ゴミは捨てないようにしましょうね。」

「は～い」とけなげに拾う園児たちでした。

五
月
六
日
、
新
里
の
地
蔵
寺

で
一
カ
月
遅
れ
の
「
花
祭
り
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
周
辺
の
子

ど
も
な
ど
3
0
人
近
く
が
出
席
し
、

住
職
の
安
見
智
尋
さ
ん
か
ら
お

釈
迦
さ
ま
の
誕
生
な
ど
「
花
祭

り
」
の
こ
と
に
つ
い
て
の
お
話

を
聞
き
ま
し
た
。

ま
た
、
安
見
さ
ん
の
娘
さ
ん

の
浦
上
紀
子
さ
ん
ら
読
み
聞
か

せ
の
グ
ル
ー
プ
の
人
た
ち
が
郷

土
に
伝
わ
る
伝
記
や
絵
本
を
読

ん
で
聞
か
せ
、
甘
茶
や
お
菓
子

を
口
に
し
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

、 9.,
: ~ー.ヽ. 

• 9 • 

西
保
育
園
児
が
五
月
十
一
日
、
園
近

く
の
畑
で
「
イ
チ
ゴ
狩
り
」
を
楽
し
み

ま
し
た
。
こ
れ
は
農
業
の
鯉
沼
兵
吉
さ

ん
（
大
佐
貫
）
が
「
子
ど
も
の
こ
ろ
イ

チ
ゴ
が
大
好
き
で
、
思
い
き
り
食
べ
た

い
と
子
ど
も
心
に
思
っ
た
|
|
ご
た
ぶ

ん
い
ま
の
子
ど
も
た
ち
も
そ
う
だ
ろ
う

と
い
ち
ご
畑
を
開
放
し
た
も
の
で
す
。

園
児
の
大
部
分
が
初
め
て
と
あ
っ
て

「
わ
あ
I

．
こ
ん
な
に
大
き
い
の
が
」

「
真
赤
な
も
の
も
あ
る
よ
」
と
は
し
ゃ

ぎ
な
か
ら
、
り
り
し
い
し
ぐ
さ
で
摘
み

と
り
、
み
ん
な
で
舌
つ
づ
み
を
打
ち
ま

し
た
。

二竺←石云—
東電館林営業所では、 5 月 16 日村内の独居

老人宅の配線などの無料点検を行いました。

希望の 15戸を消防署員ら 3 名と巡回で実施。

「これで安心です。機械、電気には弱くてね、

つい手うすにしてしまうんですよ」と某老人

宅では感謝していました。
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ペンネーム
タンタン (10歳）

今月は 5 人のおともだちが送ってくれたよ、

ありがとう。さあ．1 ぼくも、わたしも今すぐ

書いて送ろう・・・・・・．I

まつもとかよ (9歳・須賀）

／＼刀キあて名

明
和
村
大
字
新
里2
8
8

明
和
村
役
場
広
報
係

じ
ゅ
う
し
ょ

な
ま
え

と
し

あ
て
先
（
表
）

今
月
は
東
小
の
、
ほ
あ
し
ま
き
ち
ゃ
ん
と
西
小
の
、

い
し
か
わ
え
つ
こ
ち
ゃ
ん
の
作
文
を
紹
介
し
ま
す
。

わ
た
し
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
お
花

が
す
き
で
す
。
お
花
の
さ
く
木
も
大
す

き
で
す
。
こ
う
み
ん
か
ん
ま
つ
り
に
、

お
花
の
さ
く
木
を
く
れ
る
と
い
う
の
で
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
わ
た
し
で
い
き
ま
し

た
。
た
く
さ
ん
の
人
が
な
ら
ん
で
い
ま

し
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
や
、
わ
た
し
は
、

も
ら
え
る
か
な
と
、
す
こ
し
し
ん
ぱ
い

で
し
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
赤
い
花

み
ず
き
の
木
が
ほ
し
か
っ
た
の
で
す
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
ば
ん
が
き
ま
し
た
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
花
み
ず
き
が
も
ら
え

ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
よ
か
っ
た
な
あ

と
お
も
い
ま
し
た
。
そ
し
た
ら
か
か
り

の
人
が
、

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
き
た
の
。
い
い
子
だ

か
ら
、
あ
な
た
に
も
あ
げ
る
よ
」
と
い

っ
て
、
金
も
く
せ
い
の
木
を
く
れ
ま
し

｢ 
た
。
わ
た
し
は
、
う
れ
し
く
な
り
ま
し

こ
。t
 さっ

そ
く
、
う
ち
に
か
え
っ
て
二
ほ

ん
の
木
を
う
え
ま
し
た
。
い
ま
で
は
花

み
ず
き
の
木
に
は
、
っ
ぱ
み
が
た
く
さ

ん
つ
い
て
い
ま
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は

花
の
さ
く
の
を
た
の
し
み
に
し
て
い
ま

す
。わ

た
し
の
も
ら
っ
た
金
も
く
せ
い
は
、

げ
ん
気
で
青
あ
お
と
し
て
い
ま
す
。
い

つ
花
が
さ
く
の
か
た
の
し
み
で
す
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
わ
た
し
も
、
も
ら

っ
た
木
を
た
い
せ
つ
に
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
木
を
見
る
と
、
こ
う
み

ん
か
ん
を
お
も
い
だ
し
ま
す
。
こ
う
み

ん
か
ん
っ
て
い
い
な
あ
と
、
お
も
い
ま

す
。

ほあしまきちゃん

東小 1 年（入選時）

作文

ア
）

Eー うみんかん』

婁
鱚

ù __ 
ù __ 

公
民
館
ま
つ
り
入
選
作
品
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明
和
支
部

肌
寒
き
早
朝
の
出
掛
け
は
薄
暗
き
静
け
く
駅
に
友
の
待
つ
姿

残
光
の
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
に
暉
き
つ
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
ニ
つ
ゆ

っ
く
り
降
り
米

三
世
代
の
同
居
は
破
局
を
迎
え
し
と
残
り
し
女
の
横
顔
沈
む

遊
覧
船
に
学
友
と
合
傘
乗
込
み
し
鯛
の
浦
に
鯛
の
緋
の
色

大
門
に
行
き
交
う
車
窓
も
ぽ
ん
や
り
に
佳
き
H

の
結
髪
揺
れ

て
は
ず
め
り

観
光
船
に
乗
り
流
れ
渦
潮
見
つ
め
つ
つ
人
世
の
流
れ
に
生
ふ

身
の
顕
つ

嫁
ぎ
ゆ
く
悲
し
さ
な
ら
む
か
和
紙
人
形

ゅ

バ
ス
畠
る
る
毎
オ
ル
ゴ
ー
ル
鳴
る

甘
で

晴
れ
の
門
出
寿
ぐ
席
に
流
れ
く
る

亡
父
の
歌
声
の
ふ
と
涙
ぐ
む

日
士
支
部 こ

ほ
ろ
ぎ短

歌
会

山
形
ト
メ

立
岡
正
夫

奈
良
照
子

泉
田
政
子

原
口
美
津
子

福
田
初
江

原
口
文
江

野
本
み
ね
子

1
年
是
易
卯

はすみだけし

(11 歳・大佐貫）

~ 

m 
まつも

みんな、どんどん送ってね
どしどし広報にのるよ I

わ
た
し
の
う
ち
は
、
み
ん
な
で
こ
う

み
ん
か
ん
を
、
り
よ
う
し
て
い
ま
す
。

わ
た
し
は
、
こ
う
み
ん
か
ん
で
、
ほ
ん

を
か
り
て
い
ま
す
。
わ
た
し
が
、
よ
う

ち
え
ん
の
こ
ろ
、
こ
う
み
ん
か
ん
に
い

っ
て
、
ほ
ん
を
、
お
ね
え
さ
ん
に
だ
し

た
ら
お
か
あ
さ
ん
が
、

「
こ
こ
に
か
り
た
ほ
ん
の
名
ま
え
を
か
く

の
よ
。
」
と
い
い
ま
し
た
。
わ
た
し
が
か

い
た
ら
、
お
ね
え
さ
ん
が
、
ほ
め
て
く

れ
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
か
り
た
い
と

き
や
か
り
た
く
な
い
と
き
が
あ
り
ま
す

が
、
い
ま
ま
で
た
く
さ
ん
ほ
ん
を
か
り

ま
し
た
。
か
み
し
ば
い
も
か
り
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

お
か
あ
さ
ん
は
、
こ
う
み
ん
か
ん
で
、

お
ち
ゃ
を
な
ら
っ
た
り
、
て
づ
く
り
き

ょ
う
し
つ
を
し
て
い
ま
す
。
お
か
あ
さ

ん
が
、
お
ち
ゃ
を
な
ら
い
だ
し
た
の
で
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
い
っ
て
み
ま
し
た
。

お
か
あ
さ
ん
が
れ
ん
し
ゅ
う
を
し
て
い

ま
し
た
。
わ
た
し
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も

や
っ
て
み
ま
し
た
。
お
か
あ
さ
ん
は
、

て
づ
く
り
ご
み
ば
こ
も
つ
く
り
ま
し
た
。

「
き
ょ
う
、
こ
れ
を
お
ほ
え
て
き
た
の
」

と
い
い
ま
し
た
。
わ
た
し
も
、
じ
ぶ
ん

の
を
つ
く
っ
て
み
ま
し
た
が
、
う
ま
く

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
か
あ
さ
ん
は
、

じ
ょ
う
ず
に
で
き
て
こ
う
み
ん
か
ん
に

か
ざ
り
ま
し
た
。

つ
ぎ
の
日
、
と
り
に
い
き
ま
し
た
。

う
ち
で
、
わ
た
し
が
、
え
の
ぐ
で
ぬ
り

ま
し
た
。
中
を
ぬ
る
の
が
で
き
な
い
の

で
、
お
に
い
ち
ゃ
ん
に
や
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
。

ケ
ー
キ
づ
く
り
を
し
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
わ
た
し
も
て
つ
だ
い
ま
し
た
。

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
い
ろ
で
ま
あ
る
い
ケ
ー

キ
を
つ
く
り
ま
し
た
。
と
て
も
お
い
し

く
で
き
て
、
み
ん
な
で
た
べ
ま
し
た
。

わ
た
し
の
か
ぞ
く
は
、
こ
う
み
ん
か
ん

で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
、
お
し
え
て
も

ら
い
ま
し
た
。
わ
た
し
は
こ
れ
か
ら
も

ほ
ん
を
か
り
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
、
お
し
え
て
も
ら
い
た
い
と
お
も
い

ま
す
。

いしかわえつこちゃん

西小 1 年（入選時）

作文

-

)

 

L
u
 
うみんかん』
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ロ 口

国
際
感
覚
を
高
め
て
、
明
日
の
群
馬

を
担
う
青
年
に
な
ろ
ぅ
ー
。
県
で
は
「
青

年
海
外
派
遣
団
員
」
を
次
の
と
お
り
募

集
し
て
い
ま
す
。

奎
資
格
…
▼
2
0
歳
以
上
3
0
歳
ま
で
の
人

（
平
成2
年
4
月
1

日
現
在
）
▼
日

本
国
籍
を
も
つ
心
身
と
も
に
健
康
な

青
年
男
女

衡
募
集
人
員
…
3
0名

圏
応
募
方
法
…
所
定
の
申
込
書
を
村
教

育
委
員
会
へ
（
申
込
み
用
紙
は
村
教

育
委
員
会
に
あ
り
ま
す
）

〇
応
募
期
間
…
6
月
1
8
日
ま
で
に
村
教

育
委
員
会
へ

〇
訪
問
国
…
カ
ナ
ダ

®
日
程
…
1
1
月
3
日
1
1
2
日(
1
0日間
）

圏
費
用
（
個
人
負
担
）
…
約
1
8
万
円
。

国
際
交
流
を

深
め
よ
う ｀三矛、[: 

東
毛
広
域
市
町
村
圏
振
興
整
備
組
合

で
は
、
施
設
の
有
効
利
用
を
図
る
た
め

学
校
利
用
期
間
外
の
一
般
貸
出
し
を
次

の
と
お
り
行
っ
て
い
ま
す
。

〇
資
格
1
1
明
和
村
や
太
田
市
な
ど
東
毛

広
域
圏
内
に
在
住
す
る
人

圏
林
間
・
使
用
で
き
る
期
間

*
7
月
2
2
日
i
8
月
1
1
日
、
8
月
1
7
日
i

3
1
日
の
間

圏
臨
海
・
使
用
で
き
る
期
間

*
8
月
1
4
日
i
2
3
日
の
間

0
場
所
1
1
林
間
…
群
馬
県
赤
城
山
。

臨
海
…
新
潟
県
出
雲
崎
町

雀
▼
料
金
等
1
1
小
・
中
学
生
三
百
円
、

高
校
生
五
百
円
、
一
般
千
円
。
い
ず

林
間
・
臨
海
学
校
を

一
般
開
放
し
ま
す

村
の
無
料
法
律
相
談

7

月
は

1
0日
内
で
す
。

村
の
顧
問
弁
護
士
（
明
和
村
出
身
）
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

®
7
月
の
相
談

0

日
時
1
1
7
月
1
0日
因
、
午
前
1
0時
ー
午
後
1
時

0

場
所
1
1
明
和
村
役
場
会
議
室

0

内
容
1
1
法
律
一
般
事
項

0

対
象
1
1
明
和
村
民

〇
申
込
み
1
1
相
談
を
希
望
す
る
人
は
7
月
1
日
か
ら
予
約

受
付
し
ま
す
の
で
総
務
課
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
と
な
り
ま
す
。

※
詳
細
は
総
務
課
へ

(
6闘
3
1
l
l
)

0
選
考
…
筆
記
試
験
、
面
接

※
詳
細
は
村
教
育
委
員
会
へ

れ
も
一
泊
゜
▼
食
事
一
食
四
百
三
十

円
ー
六
百
四
十
円
。

屠
定
員
1
1
申
込
み
順

圏
申
込
み
・
問
合
せ
1
1
当
振
興
組
合(
6

⑬
8
1
8
1
)

へ

農休日は7月6·7·8日です
令年のr農作業標準賃金」

区分 作業種目 単 位 標準額
＝日と 苗 1 箱 500円

(f,t i•(t含むff知’/j)
水 耕 起 醤アー Iレ 5,000 （トラクター） I) 

代 ヵヽ き II 6,000 
（トラクター）

稲 I 機械 II 16,000 
田植え (,'/jf．卜ち）

1 機([/i);91) 械 II 6,500 
メ l j I) 耳又 I) 

II 16,000 
（コンパイン）

作 脱 穀 II 10,000 
セ ’ソ 卜 II 28,000 （刈りJI( り・ 1111.•投・乾燥・モミすり）

業
乾燥・調整のみ 1(俵60k当g)I) 1,500 

モ ミ す り II 700 
耕 起 醤アー）レ 7,000 麦 （トラククー） I) 

施肥播種（ドリル1番） II 4,500 （名片起・ II巴事：ト・種）・・代は~別）

作 袈 土 II 2,800 （トラクター）

刈 リ 耳ン又) り II 15,000 （コン、くイ

業 セ ツ 卜 II 26,000 
（刈り取＇）から乾煤）

足ヵ 農繁期労賃 1 日当り 6,000 

賃 農繁期以外の労賃 II 5,000 

くわしくは農業委異会に問合せください。

平
成
二
年
度
保
母
試
験
が
次
の
と
お

り
行
わ
れ
ま
す
。

圏
▼
資
格
…
高
校
を
卒
業
し
た
人
、
ま

た
は
高
卒
程
度
の
学
力
を
有
す
る
人

▼
満
1
8
歳
に
達
し
て
か
ら
三
年
以
上

児
童
の
保
護
に
従
事
し
た
人

圏
試
験
…
▼
7
月
2
4
.
2
5
日
↓
筆
記
試

験
▼
7
月
2
6
.
2
7
日
↓
実
地
試
験
（
音

楽
、
声
楽
な
ど
）

蒼
会
場
：
前
橋
市
立
工
業
短
期
大
学
（
前

橋
市
光
が
丘
町
）

圏
願
書
受
付
…
6
月
1
1
日
1
2
2
日

圏
申
込
み
・
問
合
せ
…
県
庁
婦
人
児
童

課
（
6
0
2
7
2
閲
ー
1
1
1

内
線

2
4
3
4
)

へ

平
成
二
年
度

保
母
試
験

健
康
相
談

健

0

と
き
1
1
毎
月
第
2
木
曜
日
の

午
後
1

時
1
2
時
受
付

0

と
こ
ろ
1
1
保
健
セ
ン
タ
ー

0

と
き
1
1
6
月
2
1
日
困
7
月

3
日
閲
午
前
9
時
3
0
分

1
1
0

時
3
0
分
受
付

0

と
こ
ろ
1
1
保
健
セ
ン
タ
ー

人
権
・
行
政
・
心
配
i
＿
と
相
談

（
特
設
）

0

と
き
1
1
6
月
1
5
日
⑥
午
前

1
0時
ー
午
後
3
時

0

と
こ
ろ
1
1
役
場
会
議
室

0

相
談
員
1
1
法
務
局
の
専
門
担
当

官
及
び
人
権
相
談
員

年
金
相
談

0

と
き
1
1
毎
月
第
1
木
曜
日
の

午
前
1
0時
ー
午
後
3
時
（
休
日

の
場
合
は
翌
週
）

0

と
こ
ろ
1
1
館
林
市
役
所

交
通
事
故
相
談

0

と
き
1
1
6
月
1
4
日
困
の
午
前

1
0時
1

午
後
3
時

0

と
こ
ろ
1
1
館
林
市
役
所

乳

日
し
ー
ノ

玲
aク
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村 の ぅ ご き

6 月

11 日

13 日

” 
16 日

20 日

22 日

26 日

29 日

無料法律相談

例月出納検査

体育指導委員会議

長痔者（100歳）慶祝訪問（恩田

万吉宅）

体育施設利用団体協議会

農業委員会

社会を明るくする運動実施委員

会

老人福祉センターカラオケ大会

六
十
歳
に
な
っ
て
も
、
年
金
を
受
け

る
資
格
期
間
を
満
た
し
て
い
な
い
人
や

過
去
に
保
険
料
を
納
め
な
か
っ
た
期
間

か
あ
る
た
め
年
金
額
が
滅
額
さ
れ
る
人

な
ど
は
六
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
に
達
す

る
ま
で
、
引
続
き
国
民
年
金
に
加
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の

加
入
者
と
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
支

給
を
受
け
て
い
る
人
な
ど
は
加
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
六
十
歳
に
な
っ

た
ら
、
自
分
の
年
金
加
入
期
間
を
確
か

め
て
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
又
は
児
童
手
当
の
特
例
給

付
を
受
け
て
い
る
人
は
、
忘
れ
ず
「
現

忘
れ
ず
提
出

児
童
手
当
・
現
況
届

年
金
に
加
入
で
き
ま
す

6
4歳
ま
で
の
人
は
国
民

※予定ですので変更になる場合もあります。

況
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出

期
限
は
6

月

3
0日
ま
で
で
す
。

現
況
届
は
手
当
が
受
け
ら
れ
る
か
ど

う
か
を
確
認
す
る
大
切
な
手
続
き
で
す
。

提
出
し
ま
せ
ん
と
、
手
当
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
該
当
者
に
は
役
場
か
ら
通
知

す
る
予
定
で
す
。
詳
細
は
住
民
課
に
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

陽
の
強
い
日
に
、
目
が
チ
カ
チ
カ
し

た
り
、
ク
シ
ャ
ミ
、
涙
が
出
た
ら
光
化

学
ス
モ
ッ
グ
が
原
因
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
自
動
車
や
工
場
か
ら
排
出
さ
れ

る
窒
素
酸
化
物
な
ど
と
太
陽
光
線
と
の

化
学
反
応
で
発
生
す
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

注
意
報
が
発
せ
ら
れ
ま
し
た
ら
▼
洗

眼
、
う
が
い
を
頻
繁
に
す
る
▼
呼
吸
器

ク
シ
ャ
ミ
が
出
た
ら

目
が
チ
カ
チ
カ

五
月
三
十
日
か
ら
一
カ
月
間
、
「
環
境

月
間
」
で
す
。

「
環
境
に
や
さ
し
い
暮
ら
し
と
社
会

を
求
め
て
」
を
テ
ー
マ
に
市
町
村
や
関

係
団
体
で
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ

ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、
も
う
一
度
環
境

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

私
た
ち
の
力
で

住
み
よ
い
環
境
を

男
女
雇
用
機
会
均
等
法

月
間
、
作
文
募
集

疾
患
、
特
異
体
質
の
人
は
外
出
を
控
え

る
▼
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
園
等
で
は

屋
外
で
の
活
動
は
控
え
る
…
…
こ
と
が

大
切
で
す
。
※
詳
細
は
役
場
企
画
開
発

課
に
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

六
月
は
「
男
女
雇
用
機
会
均
等
月
間
」

で
す
。
群
馬
県
で
は

I
I

女
性
と
職
業
I
i

を
テ
ー
マ
に
作
文
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

0
テ
ー
マ
…
「
女
性
と
職
業
」
。
働
く
女

性
の
声
や
職
場
体
験
記
な
ど
を
投
稿

く
だ
さ
い
。

蒼
資
格
…
県
内
に
働
く
女
性
（
パ
ー
ト

も
可
）

唖
応
募
…
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
五
枚

程
度
。
題
名
は
自
由
。
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
勤
務
先
、
電
話
番
号
を

明
記

劇
締
切
り
…
6
月
3
0日

※
詳
細
は
県
庁
労
政
課
（
C
o
2
7

2

闘
1
1
1
1

内
線
3
1
6
5
)

へ

,j ¥¥V: 

, 
、上・

り生

第
9

回
老
人
ク
ラ
ブ
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
結
果 幸

1 位の南大島 A チーム

⑰
対
象

1
1

村
内
在
住
の
既
婚
者

で
編
成
す
る
チ
ー
ム

⑪
期
日

1
1
7

月
1

日

⑰
会
場

1
1

利
根
川
総
合
運
動
場

⑰
参
加
費
1
1
3
0
0
0

円

※
申
込
み
問
合
せ
1
1
6

月

2
0日

ま
で
に
社
会
体
育
館
へ

0

一
位

1
1

南
大
島
A
チ
ー
ム

（
代
表
、
小
菅
か
つ
）

0

二
位

1
1

矢
島
B

チ
ー
ム
（
代

表
、
田
中
稲
太
郎
）

0

三
位

1
1

須
賀
B

チ
ー
ム
（
代

表
、
森
田
治
郎
）

※
予
選
…
5

月

9
.
1
0
.
1
1

日
。
決
勝
5

月

1
7日
。
参
加

チ
ー
ム

3
0。
会
場
：
村
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー

南
大
島
A
チ
ー
ム

優
勝
に
輝
く

参
加
チ
ー
ム
募
集

パ
パ
さ
ん
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
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、 ll

i 村の人口 i 
i 6 月 1 日現在 i 
i世帯数 2,659戸！

' 以日総数 10,519人｝
l = ____. I 
i男 5,257 人i

！女 5,262 人i
l (5 月中の動き） ! I... -:,_.. =~,. I 
！出生 3 人 死亡 9 人i

i転入39人 転出20人！
' し—

言 館林邑楽地区 館林地区 千代田

日 産婦人科 耳鼻科 内 科外科 明和地区

6 月 17 日
根岸医院大神医院 森下医院合(73) 7776 海宝医院 竹越医院 予羞に

曜 合 (72) 3262 合 (62)2200 清河堂医院合(72) 3070 合 (74)0811 合 (84)3137

i さ：[ り6 月 24 日
古屋病院川田（耳）医院 安楽岡医院合(72) 2362 津久井医院 館林地区と

当 合 (63)616| fl' (72)3314 横田（善）医院合 (72)4970 fl (72) 33 I 6 同じです。

7 月 1 日
真中医院原 医院 大石医院合(74)2362 岡田医院 館林地区と いすま

番
合 (72) 1630 合 (72) I 936 堀越医院合(73)4151 合 (72)3163 同じです。 の

7 月 8 日
横田医院川村医院 増田医院合(72) 1387 慶友病院 小西医院 ふ話ま寺

医
fl (72)0255 合 (72) 1337 阿久津医院合(72)3315 合 (72)6000 合 (86)2261 て、で

7 月 15 日
白沢医院川田医院 田内医院合(72)3855 最上医院 館林地区と ]、:
合 (72) 1600 合 (72)3724 須田医院合(72)0862 合 (72)3763 同じてす，

三。00
福
島
由
依
ち
ゃ
ん

ゆいちゃん…「おうたをうたうのか大好き、

砂遊びはもっと好き、よごしてママにしか

られてもぜんぜんへいきなんだ．I 」

お母さん・・「保育園に通い始め、 とてもしつ

かりしてきました。反面、甘えん坊なとこ

ろも……。のびのび明る＜育ってほししヽで

す。」

〔進・美好さんの長女〕

※広報係では「わが家の華」の翌場者を募集

しています。どしどし応募、ご連絡くださ

い。連絡先＝合（84)3 1 1 1 へ。

0

江
原
正
樹
さ
ん
（
千
津
井
）
は
3
0
万
円

0

関
口
浅
次
さ
ん
（
梅
原
）
は
1
0
万
円

0

宮
沢
恒
雄
さ
ん
（
須
賀
）
は
1
0
万
円

0

鈴
木
開
一
さ
ん
（
新
里
）
は
5
万
円

〇
奥
沢
憲
治
さ
ん
（
江
口
）
は3
万
円

0

堀
口
高
勇
さ
ん
（
新
里
）
は
5
万
円

0

森
尻
仁
一
さ
ん
（
中
谷
）
は
3
万
円

0

橋
本
信
子
さ
ん
（
斗
合
田
）
は5万
円

〇
尾
花
正
久
さ
ん
（
大
輪
）
は
3
0万
円

0

日
比
野
正
美
さ
ん
（
田
島
）
は
5万
円

0

小
林
重
一
さ
ん
（
千
津
井
）
は
3万
円

0

村
田
徳
男
さ
ん
（
大
輪
）
は
5
万
円

そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
と
村
社
会
福
祉
協
議
会

（
奉
仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

（
南
大
島
・
3

歳
）

【
転
出
】

0

千
代
田
分
署
へ

0” 

吉
田
俊
男

大
越
昭

館
林
地
区
消
防
組
合

明
和
分
署
（
6
月
—
日
付
）

【
新
採
用
】

0

総
務
課関口

貴
義

〇
企
画
開
発
課

笛
木
康
央

役

前
助
役
の
関
日
浅
次
さ
ん
は
6
0
万
円

を
、
前
収
入
役
の
宮
沢
恒
雄
さ
ん
は
5
0

万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
福
祉
教
育
に
使
っ
て

く
だ
さ
い
と
村
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

丁

場
(
6月
1

日
付
）

0” 
0

本
署
か
ら

0

1

1

 

5 月の

救急車出動回数

●交通事故 3 件

●急病 3 件

●その他 1 件

●計 7 件

飯
田
栄

高
橋
正
則

安
達
法
司

高
際
靖
浩

阿
部
弘
美

（
敬
称
略
）

寄
付
あ
り
が
と
う

閃
日
浅
次
さ
ん
•
宮
沢

恒
雄
さ
ん
村
に
寄
付

〇
板
倉
分
署
へ

0

本
署
へ

0

"

 

【
転
入
】

0

千
代
田
分
署
か
ら

0” 

岡
田
邦
雄

清
水
哲
男
。

田
島
賢
次

氏
名
年
齢
世
帯
主
地
区

森
屎
祐
次
郎
8
1
仁
一
中
谷

日
比
野
和
吉

9
3
正
美
田
島

本
橋
し
ん

8
0木
村
昌
訓
下
江
黒

奥
澤
ち
ゃ
う
7
2
孝
一
大
佐
貰

尾
花
時
夫

7
4
正
久
大
輪

荻
野
義
男
7
9

岩
夫
下
江
黒

小
林
艶
子
7
1

重
一
千
津
井

村
田
金
市
7
7

徳
男
大
輪

小
田
木
き
よ
子
5
7
政
雄
新
里

% ％％孤％ % % % ％開

ー
あ
く
や
み
ー

氏
名
保
護
者
続
柄

篠
木
春
奈
好
一
郎
長
女

久
保
旦
二
波
敏
夫
―
二
女

増
田
倫
子
稔
二
女

新南大地
大佐

里島貫区

% ％芯閻

1
1

あ
め
で
だ
I
I

口C
□
 

`<
お
く
や
み
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故・尾花時夫さん

（大輪）

こ
の
ほ
ど
、
故
・
尾
花
時
夫
さ
ん

（
大
輪
・
享
年
7
4
歳
）
に
、
勲
六
等

単
光
旭
日
章
か
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

尾
花
さ
ん
は
村
議
会
議
員
を
連
続

五
期
二
十
年
務
め
ら
れ
た
の
を
は
じ

め
、
明
和
村
農
業
協
同
組
合
長
、
村

農
業
委
員
、
村
国
民
健
康
保
険
運
営

協
議
会
委
員
な
ど
の
要
職
を
歴
任
し
、

長
年
に
わ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

で
活
躍
、
村
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

▼
村
議
会
議
員
1
1

昭
和
3
4
年8
月

1
5
4年
8

月
（
副
議
長
、
経
済
常
任

委
員
長
、
文
教
厚
生
常
任
委
員
長
等

歴
任
）
▼
明
和
村
農
業
協
同
組
合
長

1
1

昭
和
5
7
年4
月

1
6
0年
1
2月
▼
明

和
村
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委

員
1
1

昭
和
3
8年
8

月

1
4
2年
3

月
・

4
8年
9
月
1
5
0年
8

月
▼
明
和
村
エ

場
誘
致
対
策
委
員
1
1

昭
和
4
1
年6
月
1

4
8年
8

月
▼
明
和
村
監
査
委
員
1
1

昭

和
4
4年
9

月
1
4
6年
8

月

議
会
人
二
十
年

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

勲
六
等
単
光
旭
H

章

故
・
尾
花
時
夫
さ
ん
に

こ
の
ほ
ど
、
中
谷
の
島
田
高
男
さ
ん

は
、
食
品
衛
生
の
改
善
と
発
展
に
貢
献

食
物
関
係
だ
け
に

気
を
つ
か
う

島田高男さん

（中谷）
再新新再新新・

新

再

こ
の
ほ
ど
、
村
の
担
い
手
、
後
継
者

育
成
の
た
め
活
躍
い
た
だ
く
村
結
婚
相

談
所
相
談
員
が
村
長
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

氏
名
選
出
区
分

0

小
暮
芳
雄
（
斗
合
田
）

0

柴
崎
春
雄
（
下
江
黒
）

〇
丸
山
紋
一
（
上
江
黒
）

0

野
本
芳
子
（
千
津
井
）

0

新
井
嵩
（
江
口
）

〇
奈
良
長
松
（
田
島
）

0

橋
本
亀
三
郎

0

瀬
下
恒
男

0

坂
上
源
次

0

関
本
宗
市

さ
れ
た
と
し
て
群
馬
県
知
事
か
ら
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

島
田
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
三
年
か
ら

食
品
衛
生
指
導
員
と
し
て
活
躍
。
村
内

の
飲
食
店
を
は
じ
め
と
し
た
食
品
衛
生

面
に
お
い
て
適
切
な
指
導
、
相
談
に
応

じ
地
域
の
食
品
衛
生
の
発
展
に
寄
与
さ

れ
て
い
ま
す
。
現
在
も
指
導
員
と
し
て

活
躍
中
、
「
食
物
関
係
だ
け
に
神
経

を
使
い
ま
す
」
と
島
田
さ
ん
。

ま
た
、
本
村
食
品
衛
生
組
合
長
、
館

林
食
品
衛
生
協
会
食
品
衛
生
指
導
部
長

な
ど
を
歴
任
さ
れ
る
な
ど
、
本
村
だ
け

で
な
く
幅
広
く
活
躍
さ
れ
、
さ
ら
に
は

健
康
づ
く
り
推
進
に
も
傾
注
さ
れ
、
数
々

の
賞
を
受
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
等
一
連
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

こ
の
た
び
の
名
誉
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

花婿花嫁さがし

おまかせ<t：：さし‘

相
談
員
に

2
1
名
を

委
嘱

0

岡
安

〇
帆
足

0

石
村

0

大
津

0

江
森

0

藤
野

0

荒
川

0

松
本

0

金
子

0

田
口

〇
蘭
田

順嘉操竹春清松秀＜邦栄
一彰治市子吉雄雄に雄

（
南
大
島
）
再

（
＂
）
新

（
新
里
）
新

（
中
谷
）
再

（
梅
原
）
再

（
川
俣
）
再

（
須
賀
）
再

（
大
輪
）
新

（
入
ヶ
谷
）
再

（
矢
島
）
新

（
大
佐
貫
）
新

〔
以
上
区
推
せ
ん
〕

（
助
役
）

（
社
会
蝠
祉
協
議
会
長
）

（
同
副
会
長
）

（
同
副
会
長
）

〔
以
上
知
識
経
験
者
〕

※
敬
称
略

゜
第
1
1
6
回
国
会
で
、
公
職
選
挙
法
が

改
正
と
な
り
ま
し
た
（
平
成
2
年
2

月
1

日
施
行
）
。
お
金
の
か
か
ら
な
い

政
治
の
実
施
と
選
挙
の
公
正
な
ど
を

柱
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
改
正
の
ポ

イ
ン
ト
を
一
問
(
Q
)
、
一
答
（

A

）

で
紹
介
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

今
月
は
「
候
補
者
等
の
寄
附
禁
止

関
係
」
に
つ
い
て
で
す
。

駐
葬
儀
の
際
の
読
経
な
ど
に
対

す
る
お
布
施
は
寄
附
に
当
た
ら

な
い
と
考
え
て
よ
い
か
。

役
務
の
提
供
に
対
す
る
債
務

〇
の
履
行
と
認
め
ら
れ
る
限
り
、

そ
の
と
お
り
で
す
。

m 
う色にる挙
ヵ~紙あこ区候
゜にると内補
揮き者はに者
奄祝かどあが
をらうる自
す差か者筆
るし゜にの
こ出選対色
とさ挙し紙
はれ区てを
どた内贈選

色
紙
を
贈
る
こ
と
は
寄
附
に

。
あ
た
る
の
で
禁
止
さ
れ
る
。
相

手
方
が
持
参
し
た
色
紙
に
揮
奄

を
す
る
こ
と
自
体
は
、
一
般
的

こg
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わだしだちの暮らしに、欠かすことのできない石油や天然ガスなどのエネル
ギー。日本は、国内で消費する全エネルギーの約80％を、諸外国からの輸入1こ

頼つています。それだけに、限られだ資源を少しでも効率良く使うよう、 Iじ＼が

けだいものです。特に夏はクーラーの使用などで、エネルギーの消費が増える

季節です。
ここでは、家庭における夏の省エネルギー対策のポイントをみてみましよう。

室
内
の
冷
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'---------------------------------------------------------------

◎
照
明こま

め
に
消
す

◎
ク
ー
ラ
ー

冷
房
効
果
に
一
工
夫

冷
蔵
庫
の
扉
を
開
け
た
ま
ま
、
な
に

を
取
ろ
う
か
考
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

夏
場
は
こ
の
動
作
が
、
冷
蔵
庫
に
大
き

な
負
担
を
か
け
ま
す
。

開
け
放
し
に
し
て
お
く
と
、
室
内
の

空
気
が
庫
内
に
流
れ
込
む
た
め
、
再
び

庫
内
の
温
度
を
下
げ
る
に
は
、
多
く
の

電
力
を
使
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
扉

の
開
閉
は
索
早
く
、
回
数
は
少
な
く
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
庫
内
に
食
品
を
詰
め
過
ぎ
な

い
よ
う
に
し
熱
い
も
の
は
さ
ま
し
て
か

ら
冷
蔵
庫
に
入
れ
る
の
も
ポ
イ
ン
ト
で

す
。

◎
入
浴入る

間
隔
を
あ
か
す
に

◎
冷
蔵
塵

開
閉
は
素
早
く

す
も
と
で
す
。

ク
ー
ラ
ー
を
つ
け
た
と
き
の
室
温
は

二
十
六
度
ー
ニ
十
七
度
が
目
安
で
す
。

こ
の
温
度
だ
と
、
冷
え
過
ぎ
か
ら
く
る

体
調
の
崩
れ
も
あ
り
ま
せ
ん
。

室
外
に
よ
し
ず
や
す
だ
れ
を
か
け
た

り
、
室
内
に
カ
ー
テ
ン
を
引
く
な
ど
の

一
工
夫
で
、
直
射
日
光
を
避
け
る
こ
と

が
で
き
、
冷
房
効
果
も
あ
が
り
ま
す
。

家
族
が
自
分
の
好
き
な
と
き
に
、
ば

ら
ば
ら
に
入
浴
す
る
と
、
そ
の
つ
ど
お

湯
を
沸
か
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

で
き
る
だ
け
続
け
て
入
浴
す
れ
ば
、
無

駄
な
エ
ネ
ル
ふ
＼
ー
を
使
わ
な
く
て
す
み

ま
す
。

午
前
中
に
浴
槽
の
な
か
へ
水
を
は
っ

て
お
く
の
も
、
省
エ
ネ
の
ポ
イ
ン
ト
。

昼
間
の
気
温
で
水
が
温
め
ら
れ
る
の
で
、

早
く
沸
き
ま
す
。

電
気
の
使
用
は

正
し
く
、
安
全
に

七
・
八
月
は
「
電
気
使
用
安
全

月
間
」
で
す
。
安
全
は
お
使
い
に

な
る
あ
な
た
が
主
役
で
す
。
安
全

に
使
用
す
る
た
め
次
の
「
5

つ
の
約

束
」
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
取
付
け
ま
し
ょ
う
、
あ
な
だ
を

守
る
漏
電
遮
断
器

一
、
し
つ
か
り
付
け
よ
う
ア
ー
ス
線

＿‘
w
.
〶
マ
ー
ク
は
安
全
マ
ー
ク

一
、
か
な
ら
す
取
扱
い
説
明
書
を
読

み
ま
し
ょ
う

一
、
使
い
終
つ
だ
ら
プ
ラ
グ
を
ぬ
き

ま
し
ょ
う

必
要
な
と
き
に
、
必
要
な
場
所
だ
け

照
明
を
つ
け
、
不
要
な
明
か
り
は
こ
ま

め
に
消
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
照
明
器
具
は
こ
ま
め
に
ふ
き
掃

除
を
し
、
い
つ
も
き
れ
い
に
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
ほ
こ
り
が
つ
い
て
い
る
と

照
明
効
果
が
お
ち
ま
す
。

゜

貴
重
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
無
駄
な
く
効

率
良
く
使
う
た
め
に
、
ま
ず
家
庭
の
中

か
ら
は
じ
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

゜
m m m ゜

｀
を
も
っ
て
禁
止
さ
れ
ま

候
補
者
等
が
町
内
会
の
野
球

大
会
に
際
し
て
カ
ッ
プ
や
記
念

品
を
贈
る
こ
と
は
ど
う
か
。

候
補
者
等
が
町
内
会
の
野
球

大
会
に
際
し
て
優
勝
者
の
持
ち

回
り
と
す
る
た
め
の
カ
ッ
プ
を

貸
与
す
る
こ
と
は
罰
則
の
対
象

と
な
る
か
。

物
品
の
貸
与
も
財
産
上
の
利

゜
益
に
供
与
に
該
当
す
る
の
で
罰

則
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

候
補
者
等
が
行
う
政
治
教
育

の
た
め
の
集
会
に
お
い
て
候
補

者
等
が
湯
茶
及
び
こ
れ
に
伴
い

通
常
用
い
ら
れ
る
程
度
の
茶
菓

を
選
挙
区
内
に
あ
る
者
に
対
し

て
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

に
は
寄
附
に
あ
た
ら
な
い
。
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今
月
は
た
く
さ
ん
の

お
と
も
だ
ち
が
送
っ
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

た
く
さ
ん
の
せ
た
い
ん

だ
け
ど
ス
ペ
）
ス
の
都

合
で
8
月
号
に
な
っ
ち

ゃ
う
ん
だ
。
の
ら
な
か

っ
た
お
と
も
だ
ち
ご
め

ん
な
さ
ー
い
。

名
明
和
村
大
字
新
里
2
8
8

て
明
和
村
役
場
広
報
係

ぁキ
じ
ゅ
う
し
ょ

ガ
な
ま
え

＼
と
し

ー 婁
鱚

ù __ 
ù __ 

初ざわともこ
(6慨畔

こほろぎ

短歌会

田芝支部

き
ょ
年
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
見
学
し

て
、
み
ん
な
が
さ
む
い
中
を
一
し
ょ
う

け
ん
め
い
走
っ
て
い
る
の
を
見
て
、
来

年
は
ほ
く
も
出
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し

た
。
そ
れ
で
今
年
お
母
さ
ん
に
、
も
う

し
こ
ん
で

あ
と
、
さ

も
ふ
あ
ん

ま
ま
、
つ

一
年
生
と

も
ら
い
ま
し
た
。
で
も
そ
の

い
ご
ま
で
走
れ
る
か
、
と
て

で
し
た
。
そ
ん
な
気
も
ち
の

い
に
大
会
の
日
が
き
ま
し
た
。

二
年
生
が
一
し
ょ
に
な
っ
て

くろきやすひろくん

東小 2 年（入選時）

作文
. 

『そんみん

マラソン大会』

公
民
館
ま
つ
り
入
選
作
品

孫
と
投
げ
し
石
の
波
紋
の
広
ご
り
て
ゆ

っ
く
り
寄
り
合
ふ
冬
の
利
根
川

謄
本
の
ひ
と
り
ぽ
っ
ち
に
改
め
て
老
の

人
世
の
寂
し
さ
を
噛
む

都
に
住
み
て
十
四
年
と
ふ
娘
の
便
り
娘

離
れ
に
独
り
泣
き
し
は
遥
か

と
ん
と
ん
と
樹
里
の
足
音
っ
た
わ
り
来

臥
床
に
聞
き
つ
ま
ど
ろ
む

朝
毎
に
重
き
頭
で
立
つ
厨
一
杯
の
コ
ー

ヒ
ー
に
心
引
き
締
む

ひ
た
む
き
な
若
さ
を
ふ
っ
と
憂
ひ
つ
つ

蟹
サ
ボ
テ
ン
の
萎
へ
し
花
摘
む

ひ
と
筋
の
光
の
中
に
た
ゆ
た
ふ
る
我
の

思
想
の
若
か
ら
な
く
に

夜
に
な
り
て
雪
と
な
り
た
る
山
の
湯
に

母
に
似
て
来
し
姉
の
背
流
す

立
川
ふ
さ

野
ロ
タ
カ

砂
賀
久
美
子

野
村
初
枝

始
沢
良
子

立
川
ツ
ヤ
子

篠
木
よ
し

石
村
艶
子
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秦しし、夏体みt
もうすぐ夏休みです。子どもたちは開放感から、海・

山・花火―と心が弾みます。でも、ちょっと待ってく

ださい。水の事故・交通事故・花火による事故、また非

行がめばえるのもこの時期、夏休みが断然多いのです。

このようなことがないよう、家庭・学校・地域ぐるみで

見守り注意し合い楽しい夏休みを過ごしましょう。
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ふ
れ
あ
い
と
対
話
が
築
く

明
る
い
社
会

社会を明る＜する運動

7月 1 日～31 日

「ふれあいと対話が

築く明るい社会」

七
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
月
間
」
で
す
＂
す

べ
て
の
国
民
が
犯
罪
の
防
止
と
罪
を
犯
し
て
し
ま
っ

た
人
た
ち
の
更
生
に
理
解
を
深
め
、
力
を
合
わ
せ
犯

罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う

1
1と
い
う
も
の
で

す
。
家
庭
・
地
域
ぐ
る
み
で
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社

会
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

一つ（引楓·
中谷）

しょう
以豆．つc....-

訃

a
こ
＼
ろ

9
2
lひすかうと

\ 
しさ

(12歳・中谷）

` 
箪•

三「みんなで防ごう水の事故」

川
や
用
水
堀
な
ど
で
遊
ん
で

い
る
子
ど
も
が
い
た
ら

I
I

あ
ぶ

な
い
よ

I
Iと
一
声
か
け
て
注
意

し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

'-:ｭ

ム

•一
~'-

---. 
賣 9.. 、:

疇：・r

—’‘ ヽ・’‘ヽ～曹 , 

“* `̀ :. • . 

さかうぇぢえみ
(5親•中谷）

‘’ 

唸：ロとみ五五石よ五）

王「正しく使い楽しい花火」

走
り
ま
す
。
ほ
く
は
、
ゼ
ッ
ケ
ン
を
も

ら
っ
て
、
ス
タ
ー
ト
の
ラ
イ
ン
に
行
き

ま
し
た
。
だ
れ
に
も
ぬ
か
れ
て
た
ま
る

か
と
、
強
く
思
い
ま
し
た
。
む
ね
が
ど

き
ど
き
し
ま
し
た
。
ス
タ
ー
ト
の
ピ
ス

ト
ル
が
な
り
ま
し
た
。

ぽ
く
た
ち
は
、
い
っ
せ
い
に
走
り
だ

し
ま
し
た
。
少
し
走
っ
た
と
こ
ろ
で
、

二
人
三
人
と
つ
ぎ
つ
ぎ
に
お
い
こ
さ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
お
父
さ

ん
が
大
声
で
「
が
ん
ば
れ
」
と
お
う
え

ん
し
て
く
れ
ま
し
た
。
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。

ぽ
く
は
、
が
ん
ば
っ
て
が
ん
ば
っ
て
、

二
、
三
人
を
ぬ
く
こ
と
が
、
で
き
ま
し

た
。
み
ん
な
で

3
5人
走
っ
た
中
で
、
ほ

く
は
ゴ
ー
ル
に
2
5
位
に
つ
き
ま
し
た
。

と
て
も
つ
か
れ
て
、
地
め
ん
に
す
わ
り

こ
ん
で
し
ま
っ
た
け
ど
、
さ
い
ご
ま
で

走
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
ゼ
ッ
ケ

ン
を
、
か
え
し
に
い
っ
た
と
き
、
大
会

の
や
く
い
ん
の
人
か
ら
、
き
ね
ん
の
メ

ダ
ル
を
も
ら
い
ま
し
た
。

走
っ
て
る
と
き
は
、
つ
ら
か
っ
た
け

ど
、
が
ん
ば
っ
て
走
れ
た
の
で
、
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。

来
年
も
マ
ラ
ソ
ン
に
出
て
、
大
ぜ
い

の
ひ
と
と
、
い
っ
し
ょ
に
、
走
り
た
い

で
す
。

0

安
全
な
場
所
を
考
え
る
。

0

気
象
状
況
を
考
え
る
。

0

子
ど
も
だ
け
で
遊
ば
せ
な
い
。

0

ほ
ぐ
し
た
り
、
ま
と
め
て
点
火
し
な
い
。

0

水
入
り
の
バ
ケ
ツ
を
用
意
す
る
。
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六
月
の
日
曜
日
、
そ
れ
ぞ
れ
東
幼
稚
園
・
中
央
幼

稚
園
で
ミ
ニ
運
動
会
が
行
わ
れ
、
パ
ン
食
い
競
争
、

綱
引
き
な
ど
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を
親
子
で
楽
し

み
ま
し
た
。

と
か
く
仕
事
に
追
わ
れ
が
ち
な
パ
パ
さ
ん
方
、
こ

の
日
ば
か
り
は
ハ
ッ
ス
ル
|
|
。
帽
子
と
り
合
い
の

騎
馬
戦
で
は
子
ど
も
を
背
負
っ
て
奮
闘
、
最
後
ま
で

残
っ
た
パ
パ
さ
ん
方
、
ア
ゴ
を
出
し
て
「
こ
の
ゲ
ー

ム
は
き
つ
い
ね
」
と
ぐ
っ
た
り
。
「
疲
れ
た
ぁ
」
を
連

発
し
な
か
ら
も
親
子
の
ふ
れ
合
い
を
満
喫
し
た
よ
う

す
で
流
れ
る
汗
を
ぬ
ぐ
っ
て
い
ま
し
た
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
玄
関
に
展
示

し
て
あ
る
「
ウ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
」
が
訪
れ

た
人
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
新
里
の
江
森
精
治
さ
ん
が
趣

味
で
収
集
し
た
2
0
点
ほ
ど
の
も
の
。
「
ウ

チ
ョ
ウ
ラ
ン
」
は
高
山
植
物
の
一
種
で

背
丈
1
5
c
m
ほ
ど
で
、
花
も
1
e
m
足
ら
ず

の
ミ
ニ
サ
イ
ズ
。
淡
い
紫
色
や
ピ
ン
ク

の
花
を
つ
け
ま
す
。
「
め
ず
ら
し
い
花
で

す
ね
」
と
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

釘
内

1
,J

・
し
馬
a
,

る
、
1

だ
表
?
｣
 

-
'
4J
1公
ヽ

一
、
{
I
.
'

r
多
畦

珍
く
、
発

今
回
も
盛
況
。
ゴ
ル
フ
教
室
。

六
、
七
月
の
夜
間
十
回
、
館
林
市
内
の

ゴ
ル
フ
場
を
会
場
に
開
か
れ
て
い
ま
す
。

勤
め
帰
り
の
O
L

や
主
婦
な
ど
三
十
人

ほ
ど
が
参
加
。

い
ず
れ
も
初
心
者
と
あ
っ
て
、
ぎ
こ

ち
な
さ
そ
う
|
|
。
で
も
終
盤
に
は
、

ス
ム
ー
ズ
に
打
て
る
よ
う
に
な
る
と
「
早

く
コ
ー
ス
に
出
た
い
で
す
ね
」
と
ク
ラ

ブ
を
に
ぎ
る
受
講
生
。
今
年
も
指
導
は

飯
塚
正
弘
さ
ん
（
千
津
井
）
に
お
願
い
．

し
ま
し
た
。

. 

戸
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編
話題募集
お気軽にご連絡ください。
84-3111 へ（広報係）

明
治
二
十
三
年
六
月
十
六
日
生
、
百

歳
。
一
世
紀
を
生
き
ぬ
い
た
、
村
最
長

痔
者
の
恩
田
万
吉
さ
ん
（
梅
原
）
に
、

六
月
十
六
日
、
斎
藤
村
長
・
瀬
下
村
社

会
福
祉
協
議
会
長
ら
が
恩
田
さ
ん
宅
を

訪
問
し
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

村
か
ら
慶
祝
状
と
記
念
品
が
、
社
協

か
ら
記
念
品
が
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら
れ
、
神

谷
梅
原
区
長
、
田
部
井
民
生
委
員
さ
ん

も
同
席
。

恩
田
さ
ん
は
、
こ
れ
と
い
っ
て
わ
る

い
と
こ
ろ
は
な
く
健
康
そ
の
も
の
で
す
。

食
事
は
三
食
欠
か
さ
ず
腹
八
分
、
肉
も

野
菜
も
適
量
に
食
べ
、
好
き
、
嫌
い
は

あ
り
ま
せ
ん
。
就
寝
九
時
、
起
床
七
時
、

趣
味
は
和
歌
、
盆
栽
づ
く
り
、
「
自
転
車

`

r

`

 

『

乗
り
も
好
き
な
ん
だ
が
家
族
に
と
め
ら

れ
て
い
る
の
で
ね
|
|
」
と
残
念
そ
う
。

家
族
は
長
男
夫
妻
、
孫
夫
妻
、
ひ
孫
二

人
の
七
人
。

百
歳
に
は
み
え
な
い
元
気
さ
で
訪
問

者
と
懇
談
。
「
長
井
の
秘
け
つ
は
」
の
問

い
に
「
わ
し
や
、
そ
う
い
う
と
き
、
い

つ
も
こ
う
言
う
ん
で
す
。
和
合
談
合
と

い
っ
て
家
族
は
も
ち
ろ
ん
、
隣
人
、
万

人
す
べ
て
が
和
や
か
に
談
を
と
る
こ
と

が
大
事
で
す
」
と
力
説
。
ま
た
、

「
恵
ま
れ
て
、
百
坂
峠
、
今
日
越
え

あ
せ
、
さ
か
み
ち

て
、
焦
ら
ず
行
こ
う
、
残
る
坂
路
」
と

百
歳
の
心
境
を
歌
で
披
露
皆
さ
ん
を
感

心
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

東
武
鉄
道
川
俣
駅
駅
長
（
石
山
正
司

さ
ん
）
で
は
、
地
域
に
密
着
し
た
駅
利

用
を
1

と
駅
待
合
室
に
本
コ
ー
ナ
ー
を

設
置
、
待
ち
時
間
の
人
た
ち
に
好
評
を

博
し
て
い
ま
す
。

当
駅
か
ら
都
心
ま
で
八
0
分
。
上
下

線
と
も
朝
夕
時
は
一
時
間
に
六
ー
七
本

運
行
、
で
も
昼
間
に
な
る
と
二
本
程
度

に
な
る
た
め
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
が
愛
用

さ
れ
る
と
い
う
わ
け
。
も
ち
ろ
ん

無
料
で
す
。

こ
こ
に
は
村
発
行
の
「
広
報
め
い
わ
」

「
村
誌
」
、
「
村
勢
要
覧
」
か
ら
駅
員
さ

ん
が
用
意
し
た
雑
誌
、
小
説
、
絵
本
、

ま
ん
が
|
|
と
多
種
四
十
冊
ほ
ど
が
あ

り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
一
読
く
だ
さ
い
。

国
際
化
を
迎
え
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま

す
英
語
が
必
要
ー
|
と
‘
中
央
公
民
館

で
英
会
話
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
今
年

五
月
を
皮
切
り
に
来
年
二
月
ま
で
夜
間

の
べ
四
十
回
の
予
定
で
す
。

受
講
生
は
四
十
名
ほ
ど
で
、
学
生
、

主
婦
、
O
L

、
老
人
と
各
層
か
ら
参
加
。

初
歩
的
な
H

常
会
話
を
中
心
に
米
国
の

ァ
ン
・
マ
ッ
コ
ー
ン
さ
ん
が
指
導
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。

「
受
講
生
も
多
過
ぎ
ず
、
と
っ
て
も

わ
か
り
や
す
い
で
す
。
ち
ょ
っ
ぴ
り
不

安
で
し
た
が
参
加
し
て
勉
強
に
な
り
ま

し
た
」
と
好
評
で
す
。
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みるスポーツから

参加するスポーツへ

ポー

情報

ラ
ン
ク
で
表
彰

【
競
技
優
秀
者
】

▼
中
学
生
以
下
に
つ
い
て
は
、
そ
の

年
度
県
大
会
に
優
勝
し
た
者
及
び
県
記

録
を
作
っ
た
者
、
関
東
大
会
以
上
に
出

場
し
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
者

▼
高
校
生
・
一
般
に
つ
い
て
は
、
そ

の
年
度
関
東
プ
ロ
ッ
ク
大
会
以
上
で
優

秀
な
成
績
（
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
3
位

以
内
、
全
国
大
会
6
位
以
内
）
を
収
め

た
者▼

団
体
競
技
に
つ
い
て
は
、
団
体
を

個
人
と
み
な
す

▼
表
彰
該
当
年
度
は
、
そ
の
年
の
4

月
1
日
か
ら
翌
年
の
3
月
末
日
ま
で
と

す
る

村
体
育
協
会
で
は
、
一
層

の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
図
る
た

め
、
次
の
よ
う
な
表
彰
規
定

を
つ
く
り
ま
し
た
。
そ
の
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
功
労
者
表
彰
】

▼
本
会
発
展
に
尽
力
さ
れ
特
に
功
績

の
あ
っ
た
者
▼
本
会
役
員
と
し
て
功
労

の
あ
っ
た
者
。
た
だ
し
5
0
歳
以
上
の
者

と
す
る
▼
村
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
特
別

の
功
績
の
あ
っ
た
者

【
感
謝
状
】

多
年
に
わ
た
り
本
会
発
展
の
た
め
、

活
躍
さ
れ
退
任
す
る
役
員
・
理
事

【
特
別
賞
】

そ
の
年
の
4
月
1
日
か
ら
翌
年
の
3

月
末
日
ま
で
の
世
界
選
手
権
・
ア
ジ
ア

大
会
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
に
日
本
代

表
選
手
と
し
て
参
加
し
た
者

こ
れ
等
の
褒
賞
を
受
け
る
際
は
、
い

ず
れ
も
、
村
体
育
協
会
及
び
加
盟
の
各

種
目
別
競
技
団
体
長
又
は
村
内
の
各
学

校
長
の
推
せ
ん
が
必
要
と
な
り
、
選
考

委
員
会
（
体
協
正
副
会
長
・
理
事
長
及

び
指
導
部
正
副
部
長
で
構
成
）
で
決
め

る
。※

詳
細
は
社
会
体
育
館
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

表
彰
規
定
で
き
る

体
育
功
労
者
を
表
彰
し
ま
す

健闘する綱引き

五
月
二
十
七
日
、
県
営
陸
上
競
技

場
（
前
橋
市
）
を
主
会
場
に
第
七
回

県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
大

会
が
行
わ
れ
本
村
か
ら
も
役
員
・
選

手
七
十
人
ほ
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
風
薫
る
ス
ポ
ー
ツ
日
和
に

.
i

`

r

M

 

恵
ま
れ
、
胸
躍
る
気
持
ち
、
車
中
に

お
い
て
試
合
の
秘
策
を
ね
り
な
が
ら

会
場
へ
。

会
場
は
例
年
の
よ
う
に
、
さ
な
が

ら
あ
か
ぎ
国
体
を
思
わ
せ
る
華
や
か

な
婦
人
団
体
の
踊
る
人
の
波
、
勇
壮

な
和
太
鼓
の
演
技
な
ど
の
セ
レ
モ
ニ
ー
、

い
ず
れ
も
大
会
に
花
を
そ
え
て
く
れ

ま
し
た
。

天
空
を
彩
る
花
火
も
上
毛
三
山
に
、

こ
だ
ま
ー
。
刻
々
と
迫
る
競
技
、
各

選
手
意
気
揚
々
と
し
て
試
合
会
場
へ

足
が
向
か
う
、
い
ざ
試
合
開
始
、
い

ず
こ
の
チ
ー
ム
も
強
そ
う
に
み
え
る
。

本
村
チ
ー
ム
も
選
手
・
役
員
一
体

と
な
り
渾
身
の
力
で
善
戦
し
ま
し
た

が
惜
敗
、
上
位
入
賞
を
果
た
せ
ま
せ

ん
で
し
た
。
捲
士
重
来
、
次
年
を
期

し
て
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

選
手
、
役
員
の
皆
さ
ん
、
本
当
に

ご
苦
労
様
で
し
た
。

役
員
・
選
手
の
皆
さ
ん

あ
疲
れ
さ
ま
で
し
だ

県民スポーツ祭オープニング

大会に参加して……。

明和村体育協会長 恩田義雄
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▼
監
督
1
1
蓮
見
行
雄
、
選
手
1
1
高
沢
道

◎
綱
引
き

▼
監
督
1
1
小
平
弘
、
選
手
1
1
多
田
典
明
、

木
村
絵
美
、
永
山
か
ず
子
、
早
川
幸
男
、

神
田
泰
伸
、
深
谷
仁
美
、
笠
井
健
雄
、

岩
瀬
理
絵
、
笠
井
康
史
、
奈
良
佳
洋
子
、

瀬
下
嘉
彦
、
堀
口
正
敏
、
江
森
清

• 

三
回
戦

一
、
二0
0

メ
ー
ト
J
V

予
選
三
位

▼
団
長
1
1
恩
田
義
雄
、
▼
旗
手
1
1
笠
井

康
史
、
▼
役
員
1
1
石
川
温
也
、
野
本
和

市
、
蓮
見
行
男
、
鯉
沼
哲
雄

◎
役
員
、

選
手
団

I I 

結オ第
l 7 

果フ゜回
＾二県
敬ン民
称グス
略大ポ
ー会 l

ッ
I I 

象
1
1
明
和
村
在
住
・
在
勤
者

（
ダ
ブ
ル
ス
）

食
期
日
1
1
8
月
5
日
⑪

合
会
場
1
1
利
根
川
総
合
運
動
場

＊
参
加
費
1
1
-
‘
0
0
0
円
（
一
組
）

＊
申
込
み
・
問
合
せ
1
1
7
月
2
9
日
ま
で

に
社
会
体
育
館

(
6闘
四
六
二
六
）

＊
対

参テ
ニ
ス
大
会
（
硬
式
）

加
者
募
集

-------------------ｷ -ｷ ------------------• --—’ 

] 一層の鍛練を : 

: 村バレーボール協会長 : 

; 柏木政ー : 

- • • - - - - - - - - - - • - - - - - - - - - - - • • - • • • - - - - - - - - - - - - J 

執ヽ
I\ 、

戦
を
楽
し
く
拝
見

▲選手の面々

夫
、
黒
沢
幸
雄
、
磯
野
茂
、
吉
田
元
紀
、

田
村
好
雄
、
奈
良
原
昭
、
峯
崎
正
春
、

野
本
嘉
章
、
野
本
貴
義
、
蓮
見
武
夫
、

関
口
武
芙
、
本
沢
和
夫
、
森
尻
富
雄
、

加
藤
茂
行
、
石
倉
利
昭
、
落
合
偉
良
、

、
一
品

? 
¢
蕊

、
一

スタート▼

藤
野
和
弘
、
島
田
叡
、
小
磯
勝
男
、
福

島
甚
作
、
黒
沢
千
枝
子
、
黒
沢
君
江
、

高
沢
と
め
、
黒
沢
美
代
子
、
石
丸
和
子
、

酒
井
登
代
子
、
酒
井
初
江
、
山
岸
美
知

子
、
横
塚
栄
子
、
小
久
保
文
江
、
蘭
田

六
月
十
日
、
村
春
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
が
社
会
体
育
館
で
行
わ
れ
、
十
チ
ー

貴
美
子
、
内
村
チ
ョ
子
、
伊
藤
し
づ
子
、

長
谷
川
幸
江
、
竹
越
千
恵
子
、
森
尻
悦

子
、
町
田
ち
よ
子
、
島
田
英
子
、
阿
部

利
江
、
秋
野
公
江

年
代
混
合
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

二
回
戦

• ▼
監
督
1
1
岡
安
勇
選
手
1
1
竹
迫
佐
吉
、

竹
迫
初
江
、
岡
安
み
や
子
、
本
沢
寒
次
、

竹
迫
清

◆
A

ブ
ロ
ッ
ク
（
リ
ー
グ
戦
）

0

優
勝
1
1
「
明
和
ク
ラ
ブ
」

〇
準
優
勝
1
1
「
キ
ャ
ッ
ツ
愛
」

ム
で
熱
戦
が
く
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ど
の
チ
ー
ム
も
、
そ
れ
ぞ
れ
全
力

を
尽
く
し
て
プ
レ
ー
し
て
い
る
姿
に

感
銘
い
た
し
ま
し
た
。
と
同
時
に
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子

が
う
か
が
え
楽
し
く
拝
見
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

半
面
、
楽
し
む
こ
と
は
大
い
に
結

構
な
ん
で
す
が
、
技
術
的
に
も
う
少

し
力
を
つ
け
て
ほ
し
い
チ
ー
ム
が
多

く
み
ら
れ
ま
し
た
の
で
一
層
の
鍛
練

を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
9
各
チ
ー
ム
の
奮
闘
を
期
待

し
て
や
み
ま
せ
ん
。

春
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
結
果

健闘を詈いあう森田さん（左）と坂上さん（右）

お
め
で
と
う
世
界
大
会
へ

森
田
・
坂
上
さ
ん
（
レ
ス
リ
ン
グ

♦
B

ブ
ロ
ッ
ク
（
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
）

0

優
勝
1
1
大
佐
貰
つ
く
し

〇
準
優
勝
1
1
明
和
愛
好
会

日
本
代
表
と
し
て
、
ジ
ュ
ニ
ア
世
界

選
手
権
大
会
グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
ス
タ
イ

ル
に
出
場
す
る
中
谷
の
坂
上
桂
一
さ
ん

と
、
そ
の
大
会
の
監
督
に
就
か
れ
た
館

林
商
工
高
校
の
森
田
武
雄
教
論
の
壮
行

会
が
六
月
二
十
九
日
、
中
央
公
民
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

村
長
、
議
長
は
じ
め
村
体
育
協
会
会

長
、
体
育
指
導
委
員
ら
六
十
人
が
出
席

し
祝
福
。
両
人
の
、
「
盛
大
な
壮
行
会
を

開
い
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
期
待
に
そ
え
る
よ
う
、
ベ
ス
ト

を
尽
く
し
ま
す
」
と
の
力
強
い
あ
い
さ

つ
に
期
待
と
声
援
の
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。
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ロ ロ

（
館
林
市
）

館
林
地
区
消
防
組
合
で
は
平
成
三
年

度
採
用
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
て

い
ま
す
。

食
資
格

1
1

昭
和
4
1
年
4
月
2
日
か
ら

4
4
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
大

学
卒
業
の
人
（
卒
業
見
込
み
含
む
）

で
当
組
合
管
内
（
明
和
村
、
館
林
市

な
ど
）
に
在
住
す
る
人
。
た
だ
し
、

管
外
在
住
で
も
、
家
族
が
管
内
在
住

で
あ
れ
ば
応
募
可
で
す
。

＊
募
集
人
員
1
1

若
干
名

＊
職
種

1
1

消
防
官

＊
試
験

1
1

教
養
・
作
文
・
体
カ
・
面

接
。
身
体
（
身
長
、
体
重
、
視
力
、

肺
活
量
等
の
基
準
あ
り
）

＊
願
書

1
1

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
）

成
績
照
明
書
等

＊
試
験
日
1
1
8
月
1
2
日

＊
試
験
場
所
1
1
消
防
本
部

館
林
消
防
組
合

職
員
募
集

館
林
厚
生
病
院

職
員
募
集

＊
申
込
み
1
1
7
月
2
5
日
ま
で
に
消
防
本

部
又
は
明
和
分
署
へ
。

※
詳
細
は
当
組
合

(
6⑰
3
1
7
1
)

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

邑
楽
館
林
医
療
事
務
組
合
（
館
林
厚

生
病
院
）
で
は
、
平
成
三
年
度
採
用
職

員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

玄
資
格
ー
昭
和
4
1
年
4
月
2
日
か
ら

4
4
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
大

学
卒
業
の
人
（
卒
業
見
込
み
含
む
）

又
は
昭
和
3
9
年
4
月
2
日
以
後
に
生

ま
れ
た
大
学
院
修
士
課
程
終
了
の
人

含
募
集
人
員
1
1
若
干
名

食
職
種

1
1

事
務
員

玄
願
書
締
切
り
1
1
7
月
2
5
日
困

玄
提
出
書
類
1
1
履
歴
書
（
当
組
合
の
所

定
の
も
の
）
、
学
業
成
績
証
明
書
等

合
試
験
日
1
1

▼
筆
記
試
験
…
8
月
1
2
日

涵|

(2泊 3

※相談希望者は予約してください。 ⑲
 

▼
面
接
試
験
…
8
月
2
3
日
困
・
2
4
日

⑥
 

＊
試
験
場
所
1
1
館
林
市
役
所

※
詳
細
は
当
組
合

(
6⑰
3
1
4
0

内
線
2
0
1
)

へ

小学 4 • 5 • 6 年生

キャンプで思い出をつ〈ろう
村教育委員会では、キャンプ参加者
を募集しています。対象は小学校高学

口：：、！ば‘言にこ言只
＊期日＝ 8 月 7 • 8 • 9 日
日）

＊対象＝小学校 4 • 5 • 6 年生:: ：：悶戦場ヶ原（栃木県）
ります） （定員になり次第締切

唸内容＝ハイキング、ゲーム、
リェーションなど）

＊参加費＝ 5,000円

＊受 付＝ 7 月 20 日から教育委員会へ
(ft(84) 4 4 9 1) 

レク

群
馬
県
教
育
委
員
会
、
館
林
市
教
育

委
員
会
で
は
次
の
と
お
り
文
化
大
学
受

講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

＊
資
格

1
1
群
馬
県
内
に
在
住
、
在
勤

の
1
8
歳
以
上
の
人

合
受
講
料
1
1
無
料

合
定
員
化
6
0
名

玄
期
H
I
I
9
月
1

日
、
8
日
、
2
2
日
、

2
9
日
、
1
0
月
6
日
、
1
3
日
、
2
0
日
、

2
7
日
、
1
1
月
1
0
日
、
の
9
日
間
い
ず

れ
も
土
曜
日
午
後
2
時
1
4
時
3
0
分

ま
で

玄
学
習
内
容
1
1

テ
ー
マ
「
現
代
の
繁
栄

を
培
っ
た
風
土
」
…
▼
開
拓
の
恩
人
、

大
谷
休
泊
▼
異
郷
に
眠
る
鰐
日
の
ル

ー
ツ
な
ど

玄
申
込
み
・
問
合
せ
1
1
8
月
1
0
日
ま
で

に
東
部
教
育
事
務
所

(
6仰
7
1
5

1
)
へ
。
早
め
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

村
の
無
料
法
律
相
談

8

月
は
1
0
H
⑥
で
す
。

村
の
顧
問
弁
護
士
（
明
和
村
出
身
）
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

圏
8

月
の
相
談
日

0

日
時
1
1
8
月
1
0
日
面
、
午
前
1
0
時
1

午
後
1
時

0

場
所
1
1
明
和
村
役
場
会
議
室

0

内
容

1
1

法
律
一
般
事
項

0

対
象
1
1
明
和
村
民

〇
申
込
み
1
1
相
談
を
希
望
す
る
人
は
8
月
1

日
か
ら
予
約
受
付

し
ま
す
の
で
総
務
課
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
定
員
に

な
り
次
第
締
切
り
と
な
り
ま
す
。

※
詳
細
は
総
務
課
へ

(
6闘
3
1
1
1
) 県

民
文
化
大
学

会
場
、
館
林
市

※
8
月
は
都
合
に
よ
り
休
ま
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

年
金
相
談

0

と
き
1
1
7
月
1
6
日
⑪
午
前

1
0
時1
午
後
3
時

0

と
こ
ろ
1
1
役
場
会
議
室

人
権
・
行
政
・
心
配
i

l
と
相
談

健
康
相
談

健

0
と
き

1
1

毎
月
第
2
木
曜
日
の

午
後
1
時
1
2
時
受
付

0

と
こ
ろ
1
1
保
健
セ
ン
タ
ー

0

と
き
1
1
7
月
1
9
日
困
午
前

9
時
3
0
分
1
1
0
時
3
0
分
受
付

8
月
7
日
閲
午
後

1

時
1
2

時
受
付

0

と
こ
ろ

1
1

保
健
セ
ン
タ
ー

交
通
事
故
相
談

0

と
き
1
1
毎
月
第
3
木
曜
日
の

午
前
1
0
時1
午
後
3
時

0

と
こ
ろ

1
1

館
林
市
役
所

乳

児

吟
目、
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村 の ぅ ごき

7 月

11 日

13 日

15 日

16 日

20 日

23 日

26 日

27 日

交通安全街頭指導

スポーツ少年団指導者協議

会総会

消防団ポンプ操法競技大会

老人クラブ囲碁将棋大会

社会体育施設利用団体協議

会

農業委員会

ゴルフ教室終了者コースレ

ッスン打合せ会議

献血（保健センター）

※予定ですので変更になる場合もあります。

国
民
金
融
公
庫
で
は
、
事
業
主
の
方

ご
融
資

中
元
資
金
に
ど
う
ぞ

当
青
年
の
家

(6

(7 

県
立
金
山
青
年
の
家
で
「
高
校
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
」
が
開
か
れ
ま
す
。

玄
期
日

1
1
8

月
2

日

1
5

日
ま
で
(
3

泊
4

日
）

玄
場
所

1
1

県
立
金
山
青
年
の
家

玄
対
象

1
1

東
毛
地
区
の
高
校
生

玄
研
修
内
容
1
1

講
義
、
救
急
看
護
法
、

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
の
計
画
と
そ

の
指
導
法
な
ど

玄
費
用

1
1

五
、
五
0
0
円
（
受
講
料

は
無
料
。
食
事
代
、
保
険
料
な
ど
）

玄
申
込
み
・
7

月
1
4
日
ま
で
に
金
山
青

年
の
家
へ

※
詳
細
は
、

9
5
6
)

へ

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

（
別
称
、
市
町
村
振
興
宝
く
じ
）

高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

リ
ー
ダ
ー
講
座

を
対
象
に
中
元
資
金
の
申
込
み
受
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。
手
続
き
は
簡
単
で
す
。

商
品
仕
入
、
ボ
ー
ナ
ス
資
金
、
機
械
購

入
資
金
等
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

玄
融
資
額
1
1

八
、
七
0
0

万
円
以
内

含
返
済
期
間
1
1

相
談
の
上
決
定

玄
利
率

1
1

年
7
.
6

％
（
固
定
）

※
詳
細
は
国
民
金
融
公
庫
前
橋
支
店

(
6
0
2
7
2
悶
7
3
1
1
)

へ

*
7
月

1
9日
困
か
ら
予
約
受
付
（
申
込

み
方
法
等
の
詳
細
は
7

月

1
9日
巾
の

新
聞
（
朝
刊
）
紙
に
発
表
さ
れ
ま
す
。
）

＊
賞
品

1
1

一
等
…
六
、
0
0
0

万
円

（
一
六
0
本
）
。
一
等
＋
前
後
賞
…
一

0
、

0
0
0

万
円
（
一
六
0
本
）
。
デ

ラ
ッ
ク
ス
・
レ
ジ
ャ
ー
賞
（
特
別
賞
）

…
五
0
0
万
円
（
四

0
0
0

本
）
。

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
村
の

災
害
対
策
と
明
る
＜
住
み
よ
い
街
づ
く

り
に
つ
か
わ
れ
ま
す
。

人
捜
し

相
談
所
オ
ー
プ
ン

◎日程

開設日 設置場所 開設時間

第 2 、 4 土曜日及び日曜 B

8 月 1 日から 群馬県警察本部
を除く日の午前 9 時から午

8 月 31 日まで 鑑識課
後 5 時まで。但し、第 1 、

3 土曜日は午前 9 時から正

午まで。

8 月 1 日（水） 前橋警察署

8 月 2 日（木） 高崎警察署

8 月 3 日倫
午前 9 時から午後 4 時まで

渋川警察署

8 月 6 日（月） 太田警察署

村
の
J
V
ー
ツ

矢
島
遺
跡
出
土

昨
年
行
わ
れ
た
矢
島
遺
跡
発
掘
調
査

の
出
土
品
展
を
行
い
ま
す
。
こ
の
発
掘

群
馬
県
警
で
は
、
八
月
一

日
か
ら
「
行
方
不
明
の
人
を

捜
す
相
談
所
」
を
開
設
し
ま

す
。
▼
働
き
に
出
た
ま
ま
消

息
の
わ
か
ら
な
い
人
▼
旅

行
な
ど
に
出
た
ま
ま
帰
ら
な

い
人
等
の
こ
と
で
お
困
り
の

方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
日

程
は
次
の
と
お
り
で
す
。
詳

細
は
館
林
警
察
署
へ
。

で
土
偶
や
耳
飾
り
な
ど
貴
重
な
遺
物
が

軽
ト
ラ
ッ
ク
三
台
分
も
み
つ
か
り
ま
し

発堀風景（矢島地内）

品
展

た
。
現
在
ま
だ
整
理
の
途
中
で
す
が
、

夏
休
み
中
の
小
中
学
生
の
皆
さ
ん
を
は

じ
め
、
皆
様
に
調
査
整
理
の
現
状
を
見

て
い
た
だ
く
た
め
展
示
会
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
観
賞
く
だ
さ

、
。
し

＊
場

＊
会

所
1
1

中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー

期
1
1

平
成
2
年
7

月

1
7日
1

9

月
2

日

＊
時
間

1
1
9

時
ー
い
時
3
0分

＊
展
示
品
1
1

縄
文
時
代
晩
期
（
約
三

千
年
前
ー
ニ
千
五
百
年

前
）
の
人
々
の
生
活
用

品
、
装
飾
品
、
信
仰
祭

祀
関
係
品
の
数
々

※
詳
細
は
村
教
育
委
員
会

(
6闘
ー

4
4
9
1
)

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ

、
。
し

―
寄
付
あ
り
が
と
う
一

0

小
林
重
一
さ
ん
（
千
津
井
）
は
三
万
円

0

木
村
昌
訓
さ
ん
（
下
江
黒
）
は
三
万
円

〇
矢
ロ
ゴ
ル
フ
会
（
代
表
根
岸
与
士
雄

さ
ん
）
は
八
万
五
千
円

そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
と
村
社
会
福
祉
協
議
会

（
奉
仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

※無断転用はやめましょう。農地を農地以外（宅地なと）に転用する場合は農業委員会の許可が必要です。
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l --、- --- --ｷ -- - I 
'--'  ; 村の人口 ; 
''  
; 7 月 1 日現在 i 
！世帯数 2,661 戸！
り＇

：人口総数 10,523 人：
`’ i男 5,255 人！
'. -' ：女 5,268 人：
i i 

! (6 月中の動き） ! 
！出生11 人 死亡 3 人i
''  ！転入14人 転出18 人：:.  -- : 
’----~---------------' 

地区 館林邑楽地区 館林地区 千代田

? 受てから 更米変に 耳• 鼻科9こ日 月日科別 産婦人科 耳鼻科 内 科外科 明和地区

7 月 15 日
白沢医院川田医院 清河堂医院合（72)3070 海宝医院 館林地区と

曜 合 (72) 1600 ff (72) 3724 安楽岡医院合(72)0572 合 (74)0811 同じです。

7 月 22 日
浜野病院小倉医院 横田（善）医院合 (72)4970 新橋病院 館林地区と

当 合 (88)5678 合 (72)0606 大石医院ff(74)2362 合 (75)30 I I 同じです。

7 月 29 日
落合医院大神医院 堀越医院合(73)4151 新橋病院 竹越医院

合 (72)3160 ff (62) 2200 増田医院合(72) 1387 合 (75)3011 合 (84)3137
番

話］るで時: でま8 月 5 日
根岸医院川田（耳）医院 阿久津医院合(72)3315 慶友病院 小西医院

医
fl (72) 3262 合 (72)3314 田内医院合(72)3855 合 (72)6000 合 (86)2261

8 月 12 日
古屋病院原 医院 最上医院 館林地区と

合 (63)616| ff(72) 1936 ゆたか医院合 (73)7308 合 (74)3763 同じです。

三。00 ぐ＇
す
ず
き
と
し
や

鈴
木
俊
也
＜
ん

俊也くん•…..「しまく、いまとっても電車に興

味があるんだ。朝起きると雨が降ってたっ

てかまわない。’'カンカン見に行こう”とい

うんだ。棒切れをみると、すぐ遮断機にし

てしまうんだぞ．I 」

お母さん・・・・・「生きがいと喜びを与え、悲し

みやつらさを消してくれる子どもたちは天

使です。いつまでもこのままでいてほしい

ですが無理ですね。皆様の暖かいまなさ‘‘し

の下で立派な大人になれますように．I 」

〔博美・昌美さんの三男〕

※広報係では「わが家の華」の登場者を募集

しています。どしどし応募、ご連絡くださ

い。連絡先＝合(84)3 1 1 1 へ。

夏の票民交通安全運動

7月11 日～20日

暑
さ
、
だ
る
さ
、
気
の
ゆ
る
み
、
ス

ト
レ
ス
な
ど
か
ら
こ
の
時
期
に
は
交
通

事
故
が
急
増
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
事
故
を
防
止
し
た
ら
と
「
夏
の

県
民
交
通
安
全
運
動
」
が
七
月
十
一
日

か
ら
二
十
日
ま
で
展
開
さ
れ
ま
す
。

”
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
み
ん
な
で
築
こ
う

群
馬
の
交
通
安
全
」
で
す
。
“

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
、
こ
れ
を
機
に

も
う
一
度
、
真
剣
に
交
通
安
全
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

一
、
若
者
の
無
謀
運
転
の
防
止

一
、
こ
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

一
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
徹
底

（
新
里
・
2

歳
）

運
動
の
重
点

6 月の

救急車出動回数

●交通事故 10 件

●急病 2 件

●その他 4 件

●計 16 件

み
ん
な
で
築
こ
う

群
馬
の
交
通
安
全

.. ·. くアグジテソト
夏の県民交通安全運動
レティス交通安全旬間
●期問 7月 II 曰水～ 7 月20日古

み . 

゜氏
名
保
護
者
続
柄

エ
ミ

土
屋
依
未
五
郎
長
女

矢
澤
拓
也
稔
長
男

吉
永
真
佑
英
男
三
男

山
本
伸
吾
和
昭
長
男

松
本
拓
也
敏
幸
二
男

小
磯
智
代
全
紀
長
女

吉
永
美
奈
子
重
美
長
女

田
口
千
陽
則
雄
長
女

佐
山
恵
美
恵
一
長
女

青
木
ミ
コ
利
昭
二
女

泉
田
清
実
幸
一
長
女

ー
お
く
や
み
ー

氏
名
年
齢
世
帯
主

石
塚
徳
一
郎

8
4

明

柴
崎
吉
三
郎
8
5
孝
一

篠
木
き
く

9
2

地
区
闘

川
俣
％

梅
原
％

大
佐
貫
％

矢中新川梅南大川梅臭田地
大

島谷里俣原島輪俣原島島区

%%%%% % % % ％％冠閥

1
1

あ
め
で
だ
I
I

敬称略
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\ 表彰式風景
‘` 
` ̀ ----------------------

し
、
村
長
、
来
賓
の
方
々
の
祝
辞
、
感

謝
の
こ
と
ば
が
述
べ
ら
れ
た
後
、
村
か

ら
完
納
さ
れ
た
組
合
に
表
彰
状
と
金
一

封
を
、
そ
の
ほ
か
の
組
合
に
は
努
力
賞

を
贈
り
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

な
お
、
こ
れ
等
一
連
の
努
力
が
実
り
、

こ
の
ほ
ど
、
本
村
は
平
成
元
年
度
県
民

税
の
納
税
に
尽
力
し
、
県
政
の
発
展
に

寄
与
し
た
と
し
て
、
群
馬
県
知
事
か
ら

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
も
納
税
者
各
位
の
税
に
対
す
る

深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
の
た
ま
も
の
で

す
。
謹
ん
で
感
謝
申
上
げ
ま
す
。

完
納
で
ト
ッ
プ

表ー A

く第 3 回村議会臨時会＞

平
成
元
年
度
納
税
完
納
表
彰
式
は
七

月
―
―
十
四
日
、
村
内
十
六
納
税
組
合
長
、

館
林
税
務
署
長
、
館
林
財
務
事
務
所
長
、

村
議
会
議
長
ら
二
十
人
ほ
ど
が
出
席
し

中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
新
里
を
除
く
十
五
組
合
が
完

納
。
入
ケ
谷
の
三
十
一
回
連
続
完
納
を

ト
ッ
プ
に
、
田
島
―
二
十
回
、
斗
合
田
二

十
七
回
、
下
江
黒
二
十
六
回
…
…
の
順

で
す
。
（
表
I
A
)

こ
れ
等
の
成
果
は
、
納
税
者
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
得
ら
れ
る
も

の
。
式
で
は
、
こ
れ
等
の
ご
苦
労
に
対

河
本
工
業
仰
と
契
約

東
小
学
校
南
校
舎
窓
枠
等
大
規
模
改
造
工
事

を
す
る
た
め
、
建
設
業
者
五
社
に
よ
る
指
名
競

争
入
札
を
行
っ
た
結
果
、
五
千
二
百
五
十
三
万

円
（
消
費
税
含
む
）
で
河
本
工
業
株
式
会
社
（
館

林
市
大
字
成
島
）
と
工
事
請
負
契
約
を
締
結
し

ま
し
た
。

東
小
校
舎
大
規
模
改
造

平成元年度ぐ
納税完納表彰

ム＿ぶ

人
ケ
谷

3
1回
連
続

こ分 収入済額 連続

組合員 税 額 完納回数

斗合田 86 人 28,330,800円 27 回

下江黒 83 31,705,200 26 

上江黒 135 34,862,600 18 

千津井 142 43,243,400 2 

江 口 150 46,711,700 20 

田 島 144 33,661,700 30 

南大島 307 76,536,100 13 

新 里 297 60,385,200 

中 父ロ 213 36,952,200 14 

梅 原 223 46,738,900 1 

),, 俣 109 21,593,900 23 

須 賀—’`` 118 27,352,100 18 

大 輪 220 40,776,700 4 

入ケ谷 34 8,019,300 31 

矢 島 162 86,140,400 23 

大佐貫 155 43,744,200 12 

計 2,578 666,754,400 

＊対象とした税｛〇村（県）民税 〇軽自動車税
0 国民健康保険税 〇固定資産税

゜
第
1
1
6
回
国
会
で
、
公
職
選
挙
法
が

改
正
と
な
り
ま
し
た
（
平
成

2

年
2

月
1
日
施
行
）
。
お
金
の
か
か
ら
な
い

政
治
の
実
施
と
選
挙
の
公
正
な
ど
を

柱
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
改
正
の
ポ

イ
ン
ト
を
一
問
(
Q
)
、
一
答
（

A

）

で
紹
介
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

今
月
は
「
候
補
者
等
の
寄
附
禁
止

関
係
」
に
つ
い
て
で
す
。

m 
候
補
者
等
が
行
う
政
治
教
育

に
関
し
、
候
補
者
等
が
、
食
事

や
食
事
料
を
提
供
す
る
こ
と
を

除
き
、
社
会
通
念
上
や
む
を
得

な
い
と
認
め
ら
れ
る
最
小
限
度

の
旅
費
、
宿
泊
費
を
参
加
者
に

支
弁
し
、
ま
た
、
バ
ス
を
チ
ャ

ー
タ
ー
し
て
参
加
者
を
会
場
に

運
ぶ
な
ど
、
現
物
支
給
を
す
る

こ
と
は
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る

が
、
今
回
の
法
改
正
で
は
こ
の

点
に
つ
い
て
の
変
更
は
な
い
と

考
え
て
よ
い
か
。

〇
｀
と
お
り
で
す
。

m 
候
補
者
等
か
相
手
方
（
親
族

で
な
い
選
挙
区
内
に
あ
る
者
）

に
対
し
て
、
平
成
二
年
二
月
一

こg



(3) 平成 2 年 8 月 1OH 広 報 め し 9 わ 第347号

がいし

平
成
2
年
国
勢
調
査

マ
ス
コ
ッ
ト

r
セ
‘
}
サ
ス
く
ん
」
登
場国勢調査では、生まれたばかりの赤ちゃんか

らお年寄りまで、すべての人が対象になります。

今回の調査では「センサスくん」が10 月 1 日の

調査日に向けて、新聞、テレビなどに登場し、

調査への協力を呼びかけますのでよろしくお願

いします。

）速さと、正確さと、遍携と・｛
館林地区消防組合明和消防団ポンプ操法大会

機敏な動作で競技する団員

-----------------------------

消
防
器
具
の
確
実
な
操
作
と
連
携
プ

レ
ー
の
速
さ
を
競
う
、
村
消
防
団
員
に

よ
る
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会
が
七
月
十

五
日
、
明
和
中
学
校
校
庭
で
行
わ
れ
、

結
果
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

小型ポンプの部（個人）優勝の皆さん

゜
自動車ポンプの部（個人）優勝の皆さん

®
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
（
団
体
）

▼
優
勝
…
一
分
団
一
班
▼
二
位
…
―
―

分
団
一
班
▼
三
位
…
三
分
団
一
班

0
同
（
個
人
）

▼
優
秀
賞
1
1

指
揮
者
…
野
本
真
也
（
須

賀
）
、
一
番
員
…
橋
本
一
夫
（
斗
合
田
）
、

二
番
員
…
原
口
学
（
大
輪
）
、
三
番
員

…
篠
原
和
浩
（
下
江
黒
）
、
四
番
員
…
蓮

見
喜
美
（
斗
合
田
）

0
小
型
ポ
ン
プ
の
部
（
団
体
）

▼
優
勝
…
三
分
団
二
班
▼
二
位
…
一

分
団
二
班
▼
三
位
…
二
分
団
二
班

〇
同
（
個
人
）

▼
優
秀
賞
1
1

指
揮
者
…
大
津
信
裕
（
矢

島
）
、
一
番
員
…
石
川
功
（
矢
島
）
、

二
番
員
…
清
水
一
雄
（
矢
島
）
、
三
番
員

·
：
大
津
一
夫
（
矢
島
）

〔
敬
称
略
〕

0
差
し
支
え
な
い
。

゜
m ゜m 

日
前
に
寄
附
を
す
る
こ
と
を
申

し
込
み
、
平
成
二
年
二
月
一
日

以
後
に
金
銭
を
相
手
方
に
渡
す

こ
と
は
ど
う
か
。

改
正
法
の
施
行
後
、
財
産
上

の
利
益
を
相
手
方
に
供
与
し
た

も
の
と
認
め
ら
れ
罰
則
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

市
が
「
O
O
O
市
長
甲
野
太

郎
」
と
表
示
し
て
記
念
品
を
贈

呈
す
る
こ
と
（
選
挙
区
内
に
あ

る
者
に
対
し
て
）
は
法
一
九
九

条
の
二
第
二
項
に
違
反
す
る
か
。

一
般
的
に
は
違
反
は
し
ま
せ

ん
。
（
な
お
、
長
の
氏
名
を
表
示

す
る
こ
と
は
、
法
第
一
九
九
条

の
三
の
立
法
趣
旨
に
か
ん
か
み

差
し
控
え
ら
れ
た
い
っ
）

候
補
者
等
の
親
や
子
ど
も
あ

る
い
は
配
偶
者
が
、
そ
の
経
費

を
自
己
負
担
し
、
自
己
の
名
義

で
寄
附
を
す
る
こ
と
は
で
き
る

、
。
力
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面
…
文
化
財
と
は
、
ま
た
そ
の
中
で
も

埋
蔵
文
化
財
と
は
ど
う
い
う
も
の
な
の

で
す
か
？

囚
…
文
化
財
と
は
、
昔
か
ら
大
事
に
伝

え
て
来
た
風
習
や
習
慣
、
昔
に
作
ら
れ

た
も
の
で
現
在
に
残
っ
て
い
る
貴
重
な

も
の
、
動
物
や
植
物
で
貴
重
だ
と
考
え

ら
れ
る
も
の
、
自
然
が
作
り
だ
し
た
も

の
で
勉
強
を
す
る
時
に
重
要
な
物
な
ど

を
総
合
し
た
も
の
で
す
。

昔
の
家
や
土
器
な
ど
を
有
形
文
化
財
、

昔
か
ら
伝
わ
る
踊
り
や
音
楽
を
無
形
文

化
財
、
お
祭
り
や
お
神
楽
な
ど
を
民
俗

文
化
財
、
遺
跡
や
自
然
、
動
・
植
物
な

ど
を
記
念
物
と
い
う
よ
う
に
分
け
て
い

中
央
公
民
館
で
展
示
中
（
九

月
二
日
ま
で
展
示
）
の
矢
島

遺
跡
出
土
品
展
は
ご
覧
に
な

り
ま
し
た
か
。
今
か
ら
三
千

年
も
の
む
か
し
、
明
和
村
に

住
ん
で
い
た
人
々
が
使
用
し

た
石
斧
（
土
掘
り
具
、
へ
ら

等
）
や
石
皿
（
石
鉢
の
よ
う

な
も
の
）
、
ま
た
、
身
を
飾
っ

た
耳
飾
り
な
ど
、
素
晴
ら
し

い
品
々
が
展
示
し
て
あ
り
ま

す
。

今
回
の
発
掘
調
査
は
村
と

し
て
初
め
て
実
施
し
た
も
の

で
、
矢
島
遺
跡
の
よ
う
な
貴

重
な
埋
蔵
文
化
財
は
ま
だ
ま

だ
明
和
村
に
存
在
す
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
『
よ

り
よ
く
埋
蔵
文
化
財
を
理
解

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
』
と

題
し
た
シ
リ
ー
ズ
、
一
問
一

答
で
遺
跡
、
文
化
財
関
係
に

つ
い
て
紹
介
し
て
み
ま
し
ょ

゜

、

1ま
す
。
こ
の
中
で
、
埋
蔵
文
化
財
と
い

う
の
は
、
土
の
中
に
埋
も
れ
て
い
る
も

の
を
指
し
ま
す
。
昔
の
土
器
や
石
器
を

遺
物
と
い
い
、
発
見
さ
れ
る
場
所
を
遺

跡
と
い
い
ま
す
。

で
は
昔
と
は
ど
の
時
代
を
指
す
の
で

し
ょ
う
、
今
回
の
調
査
で
明
ら
か
に
な

っ
た
矢
島
遺
跡
の
よ
う
な
縄
文
時
代
は

も
ち
ろ
ん
、
江
黒
古
墳
な
ど
古
墳
時
代
、

ま
た
、
江
戸
時
代
や
、
明
治
時
代
の
遺

跡
な
ど
幅
広
い
範
囲
が
埋
蔵
文
化
財
と
、

し
て
調
査
さ
れ
て
い
ま
す
。

豆
…
ど
う
し
て
埋
蔵
文
化
財
は
大
切
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
か
？

因
…
埋
蔵
文
化
財
は
土
の
中
に
埋
も
れ

直
向
国
エ
図
至
圏
互
⑤

矢
島
遺
跡
出
土
品
展
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〔
か
ほ
や
が
沼
〕

ほ
ろ
ぎ
短
歌
会

み
、
、
ピ

瀬
下

一
江

柿
沼
ま
つ

江
森
政
美

今
月
も
、
た
く
さ
ん
の

お
と
も
だ
ち
が

送
っ
て
く
れ
た
よ

さ
あ
I

ぼ
く
も
、
わ
た
し
も

い
ま
す
ぐ
書
い
て
、
送
ろ
う

公
園
に
玉
な
げ
遊
ぶ
子
等
の
声
ま
だ
し

て
春
の
た
そ
が
れ
長
き

と
う
く
つ

祝
婚
の
曲
の
流
れ
る
「
し
だ
の
洞
窟
」

に
夫
と
手
を
組
み
面
は
ゆ
く
並
む

「
ご
予
算
に
合
せ
ま
す
よ
」
と
笑
む
あ

る
じ
棚
見
ま
は
し
つ
ハ
タ
キ
お
き
た
り

簡
単
に
白
馬
へ
行
く
と
発
つ
息
ら
の
母

吾
れ
の
力
お
よ
ば
ぬ
と
こ
ろ

奈
良
原
き
く
の

ほ
り
く
ち
ま
き

(
6歳
•
新
里
）

さいとう

て
い
る
も
の
な
の
で
、
普
段
は
私
達
の

目
に
触
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど

こ
に
何
が
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
状
態
の

も
の
だ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

あ
な
た
の
家
の
近
く
に
も
貴
重
な
遺

跡
が
隠
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
の
が
、

埋
蔵
文
化
財
な
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

道
路
工
事
や
宅
地
・
団
地
の
造
成
な
ど

に
よ
っ
て
多
く
の
遺
跡
が
、
数
百
年
・

数
千
年
の
眠
り
か
ら
覚
め
る
こ
と
な
く

壊
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

し
か
も
一
度
失
わ
れ
た
遺
跡
は
二
度

と
元
に
戻
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
。

過
去
か
ら
未
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝

え
る
貴
重
な
文
化
財
を
私
達
の
世
代
で

‘、 r'` ム;::'か·'..',·. ~ -~: ~;~, ~~1 ，役
ド &-冷；・、II·. tJ-・／くエ—·-—.,. -..., 
人 ,.,.) 一、 よ上・・一··~ 
-ー-•
--:-,f―,”ちー『lf"tf.p:(', 

、1

中央公民館内にある展示場

失
っ
て
し
ま
っ
て
は
、
先
祖
に
も
、
子

孫
に
も
申
し
訳
が
た
ち
ま
せ
ん
。
で
き

る
だ
け
遺
跡
を
残
す
よ
う
工
夫
す
る
こ

と
が
必
要
な
の
で
す
。

そ
し
て
、
ど
う
し
て
も
壊
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
き
に
は
発
掘
を
行
っ
て
、

遺
跡
を
で
き
る
か
ぎ
り
調
査
研
究
す
る

こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。
「
あ
の
遺
蹄
は

重
要
だ
っ
た
の
に
…
…
」
な
ん
て
い
っ

て
も
あ
と
の
祭
り
。
こ
ん
な
事
に

な
ら
な
い
よ
う
、
み
ん
な
で
埋
蔵
文
化

財
を
大
切
に
し
て
、
子
々
孫
々
、
未
来

の
た
め
に
貴
重
な
資
料
を
残
し
ま
し
ょ

゜

、
つ
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ト

1 夏祭り、深ま 3 ,1、れあじ

七
・
八
月
は
夏
祭
り
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
う
き
足
出
し
た
く
な

る
よ
う
な
”
お
は
や
し

1
1が
各
地
区
か
ら
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
「
ワ

ッ
シ
ョ
イ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」
と
子
ど
も
み
こ
し
、
カ
ラ
オ
ケ
、

夜
店
な
ど
祭
り
に
は
ど
れ
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

今
年
、
新
里
の
2
2
.
2
3
班
で
は
共
同
で
手
造
り
の
み
こ
し
を

新
調
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
一
役
か
い
楽
し
い
夏

の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

七
月
五
日
、
西
幼
稚
園
児
と
寿
学
級

生
（
村
内
の
老
人
た
ち
）
が
マ
コ
モ
馬

づ
く
り
で
世
代
間
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

近
く
の
河
川
か
ら
刈
り
取
っ
て
来
て
、

乾
燥
さ
せ
た
マ
コ
モ
を
索
材
に
し
た
本

格
的
な
も
の
。
老
人
た
ち
が
園
に
集
合
。

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
ら
の
子
ど
も
の
こ

ろ
は
、
今
み
た
い
に
遊
具
は
い
っ
ぱ
い

な
か
っ
た
の
で
、
こ
う
や
っ
て
自
然
の

も
の
を
工
夫
し
作
っ
て
、
み
ん
な
で
遊

ん
だ
も
の
さ
、
七
夕
は
楽
し
か
っ
た
な
」

と
語
り
か
け
な
が
ら
マ
コ
モ
馬
二
対
を

完
成
。

そ
の
お
礼
に
園
児
た
ち
は
歌
を
披
露
、

孫
の
よ
う
な
園
児
の
歌
を
老
人
た
ち
は
、

目
を
細
め
な
が
ら
時
に
は
歌
詞
を
口
づ

さ
み
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

六
月
二
十
九
日
、
村
内
六
十
歳
以
上

の
老
人
を
対
象
に
第
二
回
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
が
開
か
れ
十

六
行
政
区
の
代
表
三
十
八
人
が
自
慢
の

の
ど
を
競
い
各
人
の
熱
唱
に
盛
ん
な
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
上
位
入
賞
は
次

の
と
お
り
で
し
た
。

0

優
勝

1
1

谷
津
喜
次
郎
（
千
津
井
）

〇
準
優
勝
1
1
金
子
伊
勢
次
（
矢
島
）

0

三
位

1
1

長
島
博
（
田
島
）

0

優
秀
賞
1
1

▼
奈
良
と
く
（
川
俣
）
▼

鈴
木
喜
代
子
（
須
賀
）
▼
村
田
ヒ
サ

（
上
江
黒
）

0

特
別
賞
1
1

福
田
峯
次
（
梅
原
）
▼
本

沢
む
ら
（
南
大
島
）
▼
石
村
み
や
（
大

佐
貰
）
▼
酒
井
セ
ッ
子
（
新
里
）
▼

金
子
増
蔵
（
大
輪
）
▼
落
合
ナ
ツ
（
須

賀
）
〔
敬
称
略
〕

左から上位入賞の金子・谷津・長島さん
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｝．．，し，，，l,:＇ヽ・ 一
ロ

昧
カ
メ
ッ
ク
ス
群
馬
工
場
内
（
矢
島

地
内
・
川
名
義
介
さ
ん
）
の
小
庭
園
で

一
本
の
茎
に
多
数
の
花
を
つ
け
た
ヤ
マ

”
で
か
い
ぞ
I
.
“
ジ
ャ
ン
ボ
カ
ボ
チ

ャ
し
め
て
6
3
.
5
k
g
な
り
。
タ
テ
5
0
伍
ノ

ョ
コ

6
1
{
/
、
周
囲

1
9
5
[
／
と
子
ど
も
が
か

か
え
き
れ
な
い
程
の
大
き
さ
。
こ
れ
は

大
輪
の
村
田
謙
一
さ
ん
が
収
穫
し
た
も

の
で
す
。

「
元
来
、
観
賞
用
の
カ
ボ
チ
ャ
で
大

き
く
な
る
と
聞
い
て
い
た
が
こ
ん
な
に

大
き
く
な
る
と
は
ね
え
…
…
、
精
力
的

な
水
く
れ
と
天
候
が
良
か
っ
た
の
が
幸

い
し
た
の
で
し
ょ
う
」
と
ビ
ッ
ク
リ
ぎ

み
に
話
す
謙
一
さ
ん
。
中
央
公
民
館
に

展
示
し
て
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
一
度
ご

観
賞
く
だ
さ
い
。

ユ
リ
の
花
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ヤ
マ
ユ
リ
、
社
長
の
斎
藤
一
郎

さ
ん
が
五
年
ほ
ど
前
に
球
根
を
買
っ
て

一
来
て
植
え
た
も
の
。

今
年
、
高
さ
二
昇
、

幅
五
丑
／
、
厚
さ
二
｛
／

一
ほ
ど
の
へ
ん
平
形
に

成
長
、
二
本
の
そ
れ

が
そ
れ
ぞ
れ
先
端
に

八
十
個
も
の
花
を
つ

け
た
の
で
す
。
「
こ
ん

な
の
、
初
め
て
—
|
」

と
社
員
、
近
所
で
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。

素
材
が
上
質
な
和
紙
で
で
き
て
い
る

牛
乳
パ
ッ
ク
。
そ
の
利
を
生
か
し
て
村

婦
人
グ
ル
ー
プ
（
代
表
江
原
サ
イ
さ

ん
）
が
”
紙
す
き
I
Iに
挑
戦
。
板
倉
町

の
森
田
千
代
子
さ
ん
が
指
導
に
あ
た
り

ま
し
た
。
パ
ッ
ク
を
水
と
重
曹
で
煮
て

ナ
イ
ロ
ン
を
除
去
。
残
っ
た
紙
元
を
ミ

キ
サ
ー
に
か
け
て
水
の
中
へ
。
そ
れ
を

す
く
の
が
ポ
イ
ン
ト
。
最
初
こ
わ
ご
わ

と
紙
を
す
い
て
い
た
皆
さ
ん
も
次
第
に

な
れ
「
納
得
い
く
ま
で
何
度
で
も
や
り

直
し
で
き
る
の
が
い
い
わ
ね

1
_

」
と

く
り
か
え
し
挑
戦
す
る
う
ち
に
き
れ
い

な
和
紙
に
。
ハ
ガ
キ
等
を
作
り
満
足
そ

う
で
し
た
。
（
冗
中
央
公
民
館
）

七
月
十
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
夏
の

交
通
安
全
運
動
が
展
開
さ
れ
、
そ
の
初

日
、
田
島
地
内
の
県
道
で
ド
ラ
イ
バ
ー

を
中
心
に
街
頭
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

館
林
警
察
署
交
通
課
の
協
力
を
得
て

村
や
安
全
協
会
明
和
支
部
な
ど
が
実
施

し
た
も
の
。

小
さ
い
テ
ィ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
や
チ
ラ

シ
を
手
渡
し
、
「
夏
の
暑
さ
、
だ
る
さ
に

負
け
な
い
で
、
安
全
運
転
を
お
願
い
し

ま
す
」
と
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し

こ
。t
 ”

お
み
や
げ
は
、

無
事
故
で
い
い
の

お
父
さ
ん

I
I



第347号 広 報 め し 9 わ 平成 2 年 8 月 10 日 (8) 

午
前
8
時

‘_ 
集募

( ＊
期
日

1
1
9

月
1
8
日
因
。

0
0
分
ス
タ
ー
ト

＊
会
場

1
1

板
倉
ゴ
ル
フ
場

＊
資
格
1
1
明
和
村
在
住
・
在
勤
者

含
募
集
1
1
二
百
名
（
定
員
に
な
り
次

第
締
切
り
ま
す
）

＊
申
込
み
1
1
8

月
1
5
日1
8

月
3
1
日
ま

で
に
参
加
費
を
そ
え
て
社
会
体
育
館

に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

参
加
者
募
集

＊
期
日

1
1
9

月

9

日
⑪

食
会
場

1
1

社
会
体
育
館

村
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

参
加
募
集チ
ー

ム

＊
期
日

1
1
9

月

9

日
⑪

＊
会
場
1
1
利
根
川
総
合
運
動
場

＊
対
象
1
1
中
学
生
・
一
般

＊
申
込
み
1
1
8

月
2
5
日
ま
で
に
社
会
体

育
館
へ

村
民
庭
球
大
会

参
加
者
募
集

含
期
日

1
1
9

月
2
日
⑪

玄
会
場

1
1

利
根
川
総
合
運
動
場

含
対
象
1
1
一
般
村
民

合
申
込
み
1
1
8

月
2
0
日
ま
で
に
社
会
体

育
館
へ

村
民
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

参
加
募
集チ
ー

ム

＊
参
加
費
1
1
一
万
円
（
利
用
料
、

賞
品
代
含
む
）

含
競
技
方
法
1
1
1
8
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク

プ
レ
イ
。
新
ペ
リ
ア
方
式
。

含
競
技
規
則
I
I
J

G
A

ゴ
ル
フ
規
則
及

び
板
倉
ゴ
ル
フ
場
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル

※
そ
の
ほ
か
詳
細
は
社
会
体
育
館
（

6

闘
4
6
2
6
)

へ

（
兼
・
合
併

3
5周
年
記
）

念
事
業
ゴ
ル
フ
大
会

第
1

回
村
民
ゴ

ル
フ
大
会

昼
食
、

レ
ス
リ
ン
グ
疇
で

鍛
え
よ
う

生
徒
募
集

＊
期
日

1
1
9

月

9

日
佃
・
1
6
日
⑪

＊
会
場

1
1

利
根
川
総
合
運
動
場

＊
対
象
1
1
村
民
又
は
村
内
の
事
業
所

で
編
成
し
た
チ
ー
ム

＊
申
込
み
1
1
8

月
3
1
日
ま
で
に
社
会
体

育
館
へ

多
く
の
一
流
レ
ス
ラ
ー
を
輩
出
し
て

い
る
明
和
村
ー
ー
、
教
室
を
通
し
て

レ
ス
リ
ン
グ
ス
ポ
ー
ツ
の
良
さ
を
知

っ
て
も
ら
お
う
と
、
次
の
と
お
り
レ

ス
リ
ン
グ
教
室
が
開
か
れ
ま
す
。

＊
期
間

1
1
9

月
1

日

1
3
0日
。
毎
週

土
曜
日
P
M
2時
1
4
時
・
日
曜
日
A
M
1
0

時
1
1
2
時

＊
会
場
1
1
館
林
商
工
高
校

＊
対
象
者
1
1

小
学
生
・
中
学
生
・
成
年

・
保
護
者
、
い
ず
れ
も
男
女
。

＊
定
員
1
1
4
0
名

＊
参
加
費
1
1
5
0
0
円
（
保
険
料
等
）

＊
指
導
者
1
1
森
田
武
雄
さ
ん
（
館
林
商

工
高
校
教
諭
、
県
協
会
強
化
コ
ー
チ
）
、

中
里
和
典
さ
ん
（
館
林
農
業
共
済
事

務
組
合
職
員
、
県
協
会
強
化
コ
ー
チ
）

＊
申
込
み
・
問
合
せ
I
I

村
社
会
体
育
館

(
6闘
4
6
2
6
)

へ

村
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

参
加
募
集チ
ー

ム

合
対
象

1
1

一
般
村
民

玄
申
込
み
1
1
8

月
3
1
日
ま
で
に
社
会
体

育
館
へ

パパさんソフトボール大会に
参加して。 秋山茂好

B ブロック優勝の江ロソフトチーム

優勝が起爆剤

梅
雨
時
の
パ
パ
さ
ん
ソ
フ
ト
は
、
い
つ
も
天
候
に

悩
ま
さ
れ
る
の
だ
が
江
口
の
優
勝
に
天
候
も
少
々
く

る
い
ぎ
み
か
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
も
と
行
わ

れ
ま
し
た
。

祝
勝
会
で
の
喜
び
は
皆
格
別
で
、
し
ば
ら
く
宴
の

花
と
な
っ
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
か
っ
た
。
こ
ん
な

楽
し
い
宴
は
久
し
ぶ
り
。
祝
酒
を
く
み
か
わ
す
部
員

ー
·
の
、
ど
の
顔
も
生
き

生
き
と
満
足
そ
う
。

充
実
し
た
ひ
と
と
き

で
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
が
―
つ
の
起
爆
剤

と
な
り
、
今
後
わ
が

チ
ー
ム
の
盛
り
上
り

．
を
約
束
し
た
様
な
一

日
で
し
た
。

ママさんバレーポール大会に
参加して。 新井勝子

楽しむバレーボール

が信条一ー。
新井勝子さん

B

ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
1
|

、
「
江
口

新
生
ク
ラ
ブ
A

」
。
表
彰
式
で
手
に

し
た
賞
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
は
、
試

合
の
疲
れ
を
い
や
す
最
良
の
薬
で

し
た
。
会
員
二
十
三
名
、
大
会
に

は
ニ
チ
ー
ム
出
場
。

私
達
A

チ
ー
ム
は
平
均
年
齢
四

十
五
歳
村
内
で
も
最
年
長
の
チ

ー
ム
で
す
か
ら
試
合
の
度
に
、
ケ

ガ
人
を
出
さ
な
い
よ
う
配
慮
し
、

無
理
を
し
な
い
で
楽
し
く
。
フ
レ
ー

す
る
こ
と
を
信
条
と
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
今
回
は
優
勝
な
ん
て
夢
の

よ
う
。
今
後
も
技
術
面
は
若
い
B

チ
ー
ム
に
託
し
、
私
達
は
エ
ン
ジ

ョ
イ
バ
レ
ー
で
一
回
で
も
多
く
参

加
で
き
る
チ
ー
ム
で
あ
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
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9 村長9し__ム

大泉町を除く邑楽郡内の各中学校で英語

授業の指導助手をしていた、ジョナサン・

チャールズ・バンドさん (1964年生、英国）が

予定の滞在期間（千代田在住）を終えるにあ

たり役場を表敬訪問。ジョナサンは外国青

年招致事業（文部省等が主宰）で昭和63年 9

月来日以来、指導にあたられました。（狐）

駅や街頭でチラシ配布など社会を明る＜

する運動を展開している村更生保護婦人会

（代表、江森政美）は、その一環として役場

を訪れ明日を担う青少年をさまざまな社会

悪から守り希望に満ちた明るい社会実現に

一層の努力を一と「社会の母」なるメッ

セージを手渡し理解を求めました。 （殆）

0
A
ブ
ロ
ッ
ク

▽
一
位
1
1

新
里
ウ
イ
ン
グ
ス
▽
二
位

1
1

大
輪
ラ
イ
オ
ン
ズ

0
B
ブ
ロ
ッ
ク

▽
一
位
1
1

江
ロ
ソ
フ
ト
▽
二
位
1
1
大

佐
貫
ク
ラ
ブ

ボ

優勝した

始沢重信さん

ル
大
会
結
果

第
1
4回
パ
パ
さ
ん
ソ
フ
ト

0
A
ブ
ロ
ッ
．
ク

▽
一
位
1
1

明
和
ク
ラ
ブ
▽
二
位
1
1
キ

ャ
ッ
ツ
愛

蒼
B

ブ
ロ
ッ
ク

▽
一
位
1
1

江
口
新
生
ク
ラ
ブ
A
▽
ニ

位
1
1

ウ
イ
ン
グ
ス

` 優勝した田島 B チーム

パパさんソフトボール大会に
参加して。 江森清

Jレ

第
3
4回
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー

ボ

大
会
結
果

▽
一
位
1
1

田
島
B
チ
ー
ム
▽
―
一
位
1
1

上
江
黒
B

チ
ー
ム
▽
三
位
1
1

川
俣
B

チ

ー
ム
。
〔
3
2
チ
ー
ム
参
加
〕

第
7

回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
競
技

大
会
結
果

A ブロック優勝の新里ウイングス

〔
結
果
〕

村
老
人
ク
ラ
ブ
ボ
ー
ル

カ
ロ
ッ
テ
ィ
大
会
結
果

※
カ
ロ
ッ
テ
ィ
競
技
の
概
略
…
数
人
一
組
で
、
野

球
ボ
ー
ル
ほ
ど
の
鉄
製
の
ポ
ー
ル
を
、
あ
る
地
点

（
目
標
地
）
に
投
げ
、
転
が
し
近
づ
け
て
得
点
数

を
競
う
（
少
し
で
も
近
い
方
が
優
勢
）
ゲ
ー
ム

圏
M
5
5の
部

(
5
5歳以
上
6
0
歳
未
満
）

始
沢
重
信
さ
ん
（
梅
原
•
5
8
歳
）
一
が

「
円
盤
投
げ
」
3
1
M
2
8
{
/
、
「
や
り
投
げ
」

2
9昇
8
4
六
／
を
記
録
し
両
種
目
で
優
勝
、
「
や

り
投
げ
」
で
は
県
新
・
大
会
新
を
樹
立

す
る
な
ど
活
躍
、
最
優
秀
選
手
に
も
選

ば
れ
ま
し
た
。

が
ん
ば
っ
て
ま
す

4
0歳
の
チ
ー
ム

真
夏
の
日
差
し
を
浴
び
な
が
ら
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
に
大
い
に
汗
を
流
す
。
こ

ん
な
気
持
ち
の
良
い
事

を
十
二
年
も
続
け
て
い

ま
す
。
「
ま
だ
ま
だ
若
い

者
に
負
け
な
い
ぞ
」
「
ま

だ
十
年
は
い
け
る
な
I
.
」

こ
ん
な
声
が
チ
ー
ム
内

に
こ
だ
ま
す
る
平
均
年

齢
四
十
歳
の
我
が
新
里

ウ
イ
ン
グ
ス
で
す
が
、

練
習
で
鍛
え
た
技
術
と

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
、
今
、

い
ち
ば
ん
充
実
し
た
日
々

を
送
っ
て
い
ま
す
。

チ
ー
ム
責
任
者
と
し

て
こ
ん
な
幸
せ
な
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
我
が
チ
ー
ム
も
例
外

交換学生として来日（ロータリークラブ

主催）、千津井の奈良原勝治さん宅にホーム

ステイ（約 1 週間）している姉弟のヴィッ

力さん (20) とクラースさん(19) が奈良

原さんと一緒に役場を表敬訪問。二人とも

学生。西ドイツ。宇治川西小校長の通訳で

村の概要や和食談義に花が咲きました。（％）

で
は
な
く
悩
み
は
あ
り
ま
す
。
年
々
平

均
年
齢
が
上
が
っ
て
い
く
現
状
を
考
え

る
と
、
何
と
か
若
い
人
の
参
加
を
得
て
、

チ
ー
ム
の
活
性
化
が
は
か
れ
れ
ば
と
常

に
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
：
·
…
。
「
新
里
に

住
む
若
人
達
よ
、
新
里
ウ
イ
ン
グ
ス
に

入
っ
て
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
」
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ロ ロ

明
和
村
役
場
で
は
、
平
成
3
年
度
採

用
の
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集
い
た
し

ま
す
。

奎
応
募
資
格
及
び
要
件
1
1

昭
和
4
2
年
4

月
2
日
か
ら
4
8
年
4
月
1

日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
（
平
成
3
年
4
月
1

日

現
在
で
、
満
1
8
歳
か
ら
2
3
歳
）
で
、

高
卒
以
上
の
学
歴
の
あ
る
人

圏
申
込
み
1
1
2

年
8

月
1

日
か
ら
8

月

3
1
日
ま
で

〇
申
込
み
先
1
1

役
場
総
務
課

〇
採
用
予
定
人
員
1
1

若
干
名

0
試
験

1
1

県
の
統
一
試
験
（
第
一
次
）

試
験
日
1
1
9

月
3
0
日
⑪

場
所

1
1

県
立
前
橋
商
業
高
等
学
校

申
込
み
用
紙
等
は
、
役
場
総
務
課
に

用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
総
務
課
に
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

役
場
職
員
募
集

平
成
年
度
3
 

涵
平
成
2
年
度
群
馬
県
職
員
採
用
初
級

試
験
が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

0
第
1

次
試
験
1
1
1
0
月
7

日
⑪

蒼
受
付
期
間
1
1
2

年
8

月
1
3
日
か
ら
8

月
3
1
日
ま
で
（
郵
送
の
場
合
3
1
日
の

消
印
ま
で
有
効
）

奎
受
験
資
格
1
1

甲
昭
和
4
4
年
4
月
2
日

県
職
員
採
用

初
級
試
験

館
林
地
区
消
防
組
合
で
は
平
成
3
年

度
採
用
の
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集
い

た
し
ま
す
。

〇
応
募
資
格
及
び
要
件
1
1

昭
和
4
3
年
4

月
2
日
か
ら
4
8
年
4
月
1

日
ま
で
に

生
ま
れ
た
高
校
卒
業
以
上
の
人
（
卒

業
見
込
み
を
含
む
）
で
消
防
組
合
管

内
（
明
和
村
、
館
林
市
な
ど
）
に
在

住
す
る
人
。
た
だ
し
、
管
外
在
住
で

も
、
家
族
が
管
内
在
住
で
あ
れ
ば
応

募
で
き
ま
す
。

蒼
申
込
み
1
1
8

月
2
4
日
ま
で
に
消
防
本

部
又
は
明
和
分
署
へ

卍
採
用
予
定
人
員
1
1

若
干
名

0
試
験

1
1

教
養
・
作
文
・
体
カ
・
面

接
・
身
体
（
身
長
、
体
重
、
視
力
、

肺
活
量
等
の
規
準
あ
り
）

〇
願
書

1
1

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
）
、

成
績
証
明
書
等

奎
試
験
日
1
1
9

月
3
0
日
⑪

0
試
験
場
所
1
1

消
防
本
部
（
館
林
市
）

※
詳
し
く
は
、
消
防
本
部

(
6⑰
3
1

7
1
)
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

館
林
消
防
組
合

職
員
募
集

※相談希望者は予約してください。 か
ら
4
8
年
4
月1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
乙
4
0
年
4
月
2
日
か
ら
4
4
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

圏
試
験
区
分
1
1

一
般
事
務
、
警
察
事
務
、

公
立
学
校
事
務
、
技
術
系
な
ど

※
詳
し
く
は
、
県
人
事
委
員
会

(
6
0

2
7
2

蹄
1
1
1
1

内
線
3
9
5
5
)

9

9

 

へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
2
年
度
群
馬
県
警
察
官
、
婦
人

警
察
官
、
交
通
巡
視
員
採
用
試
験
が
次

の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

〇
第
1

次
試
験
1
1
9

月
1
6
日
佃

0
受
付

1
1
8

月
1
7
日
面
（
郵
送
の
場

合
1
7
日
の
消
印
ま
で
有
効
）

圏
受
験
資
格
1
1

平
成
3
年
4

月
1
日
現

在
1
8
歳
か
ら
2
7
歳
の
男
子
と
1
8
歳
か

ら
2
3
歳
ま
で
の
女
子

〇
採
用
予
定
人
員
1
1

警
察
官
約
2
5名
、

婦
人
警
察
官
約
5
名
、
交
通
巡
視
員

「
郷
土
ぐ
ん
ま
」
を
テ
ー
マ
と
し
、

私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
群
馬
に
つ
い
て
の

作
品
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

〇
対
象

1
1

小
・
中
学
生

0
部
門

1
1

小
学
生
ー
作
文
・
習
字
・

図
画
、
中
学
生
ー
作
文
・
習
字
・
ポ

ス
タ
ー

而
締
切
り
1
1
9

月
7

日
⑥

※
詳
し
く
は
、
県
広
報
課
（

6
0
2
7

2

闘
1
1
1
1

内
線
2
1
5
3
)

へ
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

村
の
無
料
法
律
相
談

9

月
は

1
0日
⑪
で
す
。

村
の
顧
問
弁
護
士
（
明
和
村
出
身
）
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

0
9
月
の
相
談
日

0

日
時

1
1
9

月

1
0日
⑪
、
午
前
1
0時
1

午
後
1

時

0

場
所

1
1

明
和
村
役
場
会
議
室

0

内
容

1
1

法
律
一
般
事
項

0

対
象

1
1

明
和
村
民

〇
申
込
み
1
1

相
談
を
希
望
す
る
人
は
9
月
1

日
か
ら
予
約
受

付
し
ま
す
の
で
総
務
課
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
定

員
に
な
り
次
第
締
切
り
と
な
り
ま
す
。

※
詳
細
は
総
務
課
へ

(
6闘
3
1
1
1
)

警
察
官
・
婦
人
警
察
官

交
通
巡
視
員
採
用
試
験

県
民
の

記
念
作
品

募
集

日

約
5
名

※
詳
し
く
は
、
県
人
事
委
員
会
へ
。

0
と
き

1
1
8

月
1
6
日
困
午
前

1
0時
1

午
後
3
時

0

と
こ
ろ

1
1

館
林
市
役
所

健

0
と
き

1
1
9

月
認
日
困
午
後
1

時
1
2

時
受
付

0

と
こ
ろ

1
1

保
健
セ
ン
タ
ー

0
と
き

1
1
8
月

1
6
日
困
9
月

4

日
因
午
前
9
時
3
0
分
1
1
0

時
3
0
分
受
付

0

と
こ
ろ

1
1

保
健
セ
ン
タ
ー

交
通
事
故
相
談

0
と
き

1
1
9

月
6
日
困
午
前

1
0時
ー
午
後
3
時

0

と
こ
ろ

1
1

館
林
市
役
所

年
金
相
談

※
都
合
に
よ
り
休
ま
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

人
権
・
行
政
・
心
配
ご
と
相
談

健
康
相
談

乳

日
し
ー
ノ

吟
日、
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村の う ご き ハガキ
（うら） （表）

8 月

11 日

13 日

15 日

20 日

子ども会野球大会・インデ
ィアカ大会

例月出納検査

ゴルフ大会申込み受付開始

寿学級・女性ふれあいセミ

ナー（村長と語る）

21 • 22 日 親と子の映画会

21 日 体育施設利用団体協議会

22 日 ふるさと発見（見学）

24 日

26 日

木工教室

邑楽郡ソフトボール夏期大

会

作
品0
0
0
0
0
 

住
所
氏
名
年
齢

職
業

電
話
番
号

明
和
村
大
字
新
里

2
8
8

明
和
村
役
場

総
務
課
あ
て

あ
な
た
の
セ
ン
ス
で
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

明
和
の
「
キ
ャ

役
場
で
は
、
村
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、

活
性
化
促
進
の
一
環
と
し
て
、
村
を
イ

メ
ー
ジ
す
る
立
看
板
を
立
て
る
た
め
、
「
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
」
を
皆
様
か
ら
次
の

よ
う
に
募
集
し
て
い
ま
す
。
ふ
る
っ
て

レ
ー
ズ
」
募
集

※予定ですので変更になる場合もあります。

放
送
大
学
で

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

圏
内
容
（
要
領
）

0

村
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
（
う
た
い
文
句
）

村
の
ア
ピ
ー
ル
及
び
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
。
又
は
、
村

の
特
産
物
（
品
）
を
織
り
込
ん
だ
も

の
で
も
結
構
で
す
。

〇
応
募
資
格
1
1

村
内
在
住
・
在
勤
者

〇
応
募
方
法
1
1

ハ
ガ
キ
に
作
品
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を

明
記
し
役
場
総
務
課
あ
て
送
付
く
だ

さ
い
（
ハ
ガ
キ
大
の
紙
面
に
明
記
の

う
え
直
接
役
場
に
持
参
さ
れ
て
も
結

構
で
す
。
）
応
募
作
品
数
・
年
齢
制
限

は
無
し

〇
応
募
締
切
り
1
1

平
成
2
年
8

月
末
日

※
そ
の
ほ
か
詳
細
は
総
務
課
に
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

ッ
チ
フ

村
で
は
、
9
月
に
老
人
福
祉
大
会
を

行
う
予
定
で
す
。
そ
の
席
上
で
金
婚
者

顕
彰
を
行
い
ま
す
の
で
、
該
当
者
は
、

届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
の
該
当
者
は
、
昭
和

1
5年
1

月

1

日
か
ら
1
2
月
3
1
日
ま
で
の
間
に
結
婚

し
た
方
で
す
。

該
当
者
は
、
8

月
2
7
日
ま
で
に
役
場

住
民
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

テ
レ
ビ
と
ラ
ジ
オ
の
放
送
を
活
用
し

て
講
義
を
行
う
放
送
大
学
で
は
、
平
成

2
年
度
第
2
学
期
入
学
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

圏
募
集
人
員
1
1

全
科
履
修
生
…
2
、
0

0
0

人
、
選
科
履
修
生
・
科
目
履
修

生
•
特
修
生
：
•
3

、

0
0
0

人

圏
申
込
み
・
問
合
せ
1
1
8

月

1
5日
ま
で

に
放
送
大
学
群
馬
学
習
セ
ン
タ
ー
（C

0
2
7
2

⑫
5
3
8
1
)

へ

金
婚
者
は
該
当
届
を

昭
和

1
5年
婚
姻
者

9

9
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.
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こ
の
制
度
は
、
医
薬
品
を
適
正
に
使

用
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
副
作
用
に
よ

る
健
康
被
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、
医

療
費
、
医
療
手
当
、
障
害
年
金
、
障
害

児
養
育
年
金
、
遺
族
年
金
、
遺
族
一
時

金
、
葬
祭
料
の
諸
給
付
を
行
い
、
被
害

者
の
救
済
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す

ぞ
ん
じ
で
す
か

医
薬
品
副
作
用
救
済
制
度

..,.̀ 
、一

＊
期
日

1
1
9

月
2
3
日
（
秋
分
の
日
）

0
会
場

1
1

中
央
公
民
館

圏
該
当
者
1
1

昭
和
4
5
年4
月
2
日
1
4
6

年
4

月
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

在
住
で
な
い
方
も
出
席
可
能
（
村
出

身
）

※
詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会

(
6闘
4

4
9
1
)

へ

成
人
式
に
ご
出
席
を

村
教
育
委
員
会
主
催
に
よ
る
、
二
夜

連
続
「
親
と
子
の
映
画
会
」
を
上
映
い

た
し
ま
す
。

圏
期
日

1
1
8

月
2
1
日
閲
「
せ
ん
せ

い
」
2
2
日
困
「
お
じ
さ
ん
は
原

始
人
だ
っ
た
」
午
後

7

時
3
0
分
か

ら
開
演

圏
会
場

1
1

中
央
公
民
館
講
堂

＊
料
金

1
1

無
料

夏
の
夜
の
ひ
と
と
き
を
、
親
子
で
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

当
日
は
、
座
ブ
ト
ン
を
ご
用
意
く
だ

さ
い
。 楽親

し子
で

ニ
ノ

映
画
を

も

納
め
ま
し
た
か

国
民
年
金
保
険
料

詳
し
く
は
、
医
薬
品
副
作
用
被
害
救

済
・
研
究
振
興
基
金
（

6
0
3
|
9
8

8
_
2
1
0
1
)

へ
お
問
合
せ
く
だ
さ

、
。
し

国
民
年
金
は
、
み
な
さ
ん
が
納
め
る

保
険
料
と
国
か
ら
の
負
担
金
で
支
え
ら

れ
て
い
る
制
度
で
す
。

あ
な
た
の
大
切
な
年
金
を
守
る
た
め

に
も
毎
月
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

今
月
の
納
め

村
圃
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
国

民
年
金
、
水
道
使
用
料
で
す
。

納
期
限
は
8

月
3
1
日
で
す
。
期
限
ま

で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

―
寄
付
あ
り
が
と
う
一

0

石
塚
明
さ
ん
（
川
俣
）
は
二
万
円

0

岩
田
光
義
さ
ん
（
梅
原
）
は
五
万
円

0

松
本
政
秀
さ
ん
（
大
輪
）
は
五
万
円

0

金
子
利
男
さ
ん
（
入
ケ
谷
）
は
五
万
円

0

村
田
千
恵
子
さ
ん
（
大
輪
）
は
五
万
円

〇
矢
島
子
ど
も
会
は
七
千
円
余

そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
と
村
社
会
福
祉
協
議
会

（
奉
仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
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～
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i
口
在
’
'
,
'
き
亡
出
一

—
現

2
1
0
5
5

動
死
転
i

｛
人

B
の
一

一
の

1

中
i

一
寸
”
月
数
数
月
人
人
i

ー
木

8

念

7
2
6
3

―
帯
＞
訊
男
女
（

2
-

i
日
生
入
》

泄
人
出
転
一

,
り
,
'
ー
り

9
9
9
9
9
9

し

9
9
,
'
,
'
9
9
‘
,
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

口
館林邑楽地区 館林地区 千代田

日 産婦人科 耳鼻科 内 科外科 明和地区

8 月 19 日
真中医院川村医院 大塚医院合(72)0176 館林医院 館林地区と

曜 合 (72) 1630 ff (72) 1337 須田医院合(72)0862 合 (74)2112 同じです。

8 月 26 日
横田医院川田医院 記念病院合(72)3155 寺内医院 竹越医院

当
合 (72)0255 合 (72)3724 神尾医院合(75) 1288 合 (72)3031 合 (84)3137

9 月 2 日
古屋病院小倉医院 清河堂医院合(72)3070 礫川堂医院 館林地区と

fl' (63)616| 合 (72)0606 上野医院合(72)3330 合 (74)0184 同じです。
番

” ] ででで: l 9 月 9 日
白沢医院大神医院 森下医院合(73) 7776 永寿堂医院 館林地区と

医
ff (72) 1600 合 (62)2200 後藤内科合(72)0 134 合 (72)4469 同じです。

9 月 16 日
浜野病院川田（耳）医院 安楽岡医院fl(72) 0572 海宝医院 小西医院

合 (88)5678 合 (72)3314 横田（善）医院合 (72) 4970 合 (74)0811 合 (86)2261

7 月の

疇―-つ----r,1,1，，，ー。

救急車出動回数

●交通事故 3 件

●急病 7 件

●その他 7 件

●計 17 件

ヘ

消し

水字

り
ょ
う亮

く
ん

〇亮くん・・・「ぽくの今、好きな事はママにむ

かし話を読んでもらう事、特に「桃太郎」

が大好き。だって強くて悪い鬼をみんなやっ
つけちゃうからさ。」

0 お母さん・・・「亮はわが家の三男坊、八人大

家族の中で毎日元気いっぱい。時々お兄ちゃ

ん二人を家来にパパを鬼にして桃太郎さん

ごっこをして遊びます。いつも明る＜元気

にのびのびと育ってほしいです。」

〔茂郎・真理さんの三男〕

道
路
を
ま
も
る
月
間

『
道
路
は
人
が
歩
き
、
車
が
行
き
交
う

と
い
っ
た
交
通
の
た
め
ば
か
り
で
な
く

電
線
や
電
話
線
、
ガ
ス
管
、
上
・
下
水

道
な
ど
の
収
容
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
も
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

八
月
は
「
道
路
を
ま
も
る
月
間
」
で

す
。
道
路
に
や
さ
し
く
、
思
い
や
り
を
！
』

（
矢
島
・
ニ
歳
）

目
指
そ
う
よ
、

世
界
に
誇
る
道
づ
く
り

゜
゜

長坂関本清阿木金岩松
上口澤水部村子田本氏
千正己

隆枝四三嘉たか初敏太名
行子郎郎ーいう枝雄一 ー

あ
く
や
み

I
I

年
齢
世
帯
主

5
9
政
秀

7
7
光
義

5
8
利
男

8
7
丈
英

8
4
郁
男

8
4

勲

8
4

昇

7
5
幸
子

7
6
行
男

2
5

中

須中千南矢大江入梅大地
津大 ヶ

賀谷井島島輪口谷原輪区

％知狐砧孤％ ％鰭殆巧甘喜

氏
名
保
護
者
続
柄
地
区
閥
旺

田
口
茉
里
真
一
長
女
大
輪
％

清
水
美
緒
勝
博
長
女
矢
島
％

1
1

あ
め
で
だ
1
1

お
め
で
た
ー
紐
｀

C
□
 
L
 

お
く
や
み
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生
き
生
き
健
康
、
社
会
に貢
献
し
て
こ

ら
れ
た
お
年
寄
り
た
ち
。

敬老週閻9月15日～21 日。初日の15日は「敬老の日.J
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めてと一っ。／
｀老週間 9 月 15 日～ 21 日］

テ

長
寿
ベ
ス
ト
1
0位

あ
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
長
寿
お
め
で
と
う

I
|

。
九

月
十
五
巳
は
「
敬
老
の
日
」
、
二
十
一
日
ま
で
の
一
週
間
は
「
老
人

福
祉
週
閻
L

で
す
。
長
年
社
会
に
貢
献
し
て
こ
ら
れ
だ
あ
年
寄
り

を
敬
愛
し
長
寿
を
祝
う
国
民
の
祝
日
で
す
。
村
、
県
な
ど
で
も
こ

れ
等
の
高
齢
者
を
祝
福
し
ま
す
。
今
年
九
十
・
九
十
五
歳
に
な
ら

れ
だ
方
に
は
喋
か
ら
記
念
O
D
D
が
、
八
十
五
歳
以
上
の
方
に
は
、
村

と
村
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
記
念
O
D
D
が
、
ま
だ
、
七
十
五
歳
以
上

の
方
に
は
村
か
ら
敬
老
年
金
が
贈
ら
れ
長
寿
を
祝
い
ま
す
。

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
男
女
と
も
世
界
最
高
の
水
準
で
す
。
高

齢
化
社
会
は
着
実
に
や
つ
て
き
て
い
る
の
で
す
。
若
い
人
も
い
す

れ
は
あ
年
寄
り
に
1
_

。
楽
し
く
、
生
き
が
い
の
あ
る
老
後
は
ど

う
あ
る
べ
き
か
ー
ー
を
、
こ
の
機
会
に
も
う
一
度
、
み
ん
な
で
考

え
て
み
て
は
い
力
が
で
し
ょ
う
か
。

O
A
…
趣
味

O
B
…
の
子
き
な
食
物

®
き
ら
い
な
食
物

o
c

…
秘
け
つ
・
信
条

O
A
…
和
歌
・
盆
栽

O
B
…
す
き
、
き
ら
い
は
、

無
し
。

o
c

…
心
を
豊
か
に
。

談
合

和
合

①恩田万吉さん・ 100歳

O
A
…
琴
、
テ
レ
ビ
、
手
紙

O
B
…
①
せ
ん
べ
い
、
お
菓

子
⑤
特
に
無
し

o
c

…
無
理
を
せ
ず
体
を
動

か
す

O
A
…
ラ
ジ
オ

O
B
…
①
ハ
ン
バ
ー
グ

®
特
に
無
し

o
c

…
若
い
頃
か
ら
粗
食

O
A
…
テ
レ
ビ
観
賞

O
B
…
特
に
無
し
、
家
族
と

全
く
同
じ
も
の

o
c

…
粗
食
、
睡
眠
を
十
分

と
る

④冨塚みやさん •96歳 ③藤野しまさん •98歳 ＠神谷だけさん •99歳

O
A
…
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

O
B
…
特
に
無
し

o
c

…
身
体
を
動
か
す

O
A
…
新
聞
を
読
む

O
B
…
特
に
無
し

o
c

…
無
理
を
せ
ず
良
く
動

< 

O
A
…
畑
仕
事
（
日
課
）

O
B
…
⑦
特
に
無
し

®
ね
り
製
品

o
c

…
適
度
に
身
体
を
動
か

す

⑦原口房二さん •93歳 ＠泉田丹次郎さん •93歳 ⑮細田金次郎さん •93歳

O
A
…
新
聞

O
B
…
①
特
に
無
し

⑤
チ
ー
ズ
類

o
c

…
散
歩
、
身
体
を
動
か

す

O
A
…
テ
レ
ビ
、
読
書

O
B
…
特
に
無
し

o
c

…
欠
か
さ
ず
朝
の
散
歩

O
A
'
…
テ
レ
ビ
（
ド
ラ
マ
）

O
B
…
①
特
に
無
し

⑨
カ
レ
ー
（
匂
い
が

あ
る
物
）

o
c

…
三
食
欠
か
さ
ず
腹
八

分

⑩吉田はるさん •92歳 ⑨篠木正名さん •93歳 ＠渡邊もとさん •93歳
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長壽お
(8 月 31 日現在）

順位 氏 名 性別 年齢 住 所 世帯主 順位 氏 名 性別 年齢 住 所 世帯主

1 』因Cヽ 田 万吉 男 100 梅 原 万 吉 51 旧J田 シ モ 女 87 南大島 弥 市

2 神 クロ た け 女 99 須 カ只ロ 霊ヽLンヽ 52 枷場清太郎 男 87 田 島 清太郎

3 藤 野 し ま 女 98 千津井 静 枝 53 奈良 < ら 女 87 田 島 晴 広佳

4 冨塚み や 女 96 中 ベロ 仁一郎 54 荒木か ね 女 87 大 輪 太 郎

5 細 田 金次郎 男 93 新 里 金次郎 55 木村 し、 ち 女 87 江 口 清 美

6 泉 田 丹次郎 男 93 中 ベロ 辰 広佳 56 堀 口 < ら 女 87 新 里 武 徳

7 原 口 房二 男 93 大 輪 房 57 森尻祐三郎 男 87 南大島 祐三郎

8 渡邊 も と 女 93 矢 島 茂 58 原 口 冨三郎 男 87 中 クロ 光 枝, 篠木正 名 男 93 南大島 正 名 59 機村伊吉 男 87 斗合田 久 七

10 吉 田 は る 女 92 梅 原 重 信 60 柿沼卯一郎 男 87 江 口 釣

11 田 島 倉吉 男 92 南大島 弘 61 奈良原 の ふ‘ 女 87 矢 島 昭三郎

12 奈良原 た き 女 92 千津井 勇三郎 62 奈良 さ だ 女 87 JI I 俣 天皿 義

13 佐藤 キ ミ 女 92 新 里 牙．、 子 63 折原重郎 男 87 中 クロ 重 郎

14 』因UJヽ 田 兵太郎 男 91 梅 原 晴 巨 64 奈良勧一 男 87 田 島 満

15 木＊木~ 田 き せ 女 91 上江黒 由 男 65 田 口 榮良 男 86 大 輪 雅 芙

16 松本 し、 と 女 91 大 輪 芳 雄t 66 久保庭 と も 女 86 新 里 武

17 吉 田 な み 女 90 大佐貫 永 子 67 吉 田 源次郎 男 86 新 里 賓

18 山 本 し、 き 女 90 中 クロ 北上吉春 68 鈴木一郎 男 86 新 里 郎

19 町一 田 つ ね 女 90 南大島 新太郎 69 野木村 と み 女 86 上江黒 公

20 齋藤の ふ‘ 女 90 大 輪 健一郎 70 石崎佐平 男 86 矢 島 ィ左 平

21 多 田 冨士子 女 90 上江黒 冨士子 71 秋野ム メ 女 86 矢 島 幸 娃佳

22 落合 1) ウ 女 90 須 カ只ロ 正 72 吉永 サ キ 女 86 梅 原 明 博

23 落合常雄 男 90 須 カ只ロ 常 雄佳 73 駒宮 は る 女 86 大 輪 政 広佳

24 齋藤 末 女 89 大 輪 憲 74 多 田 き ん 女 86 大佐貫 き ん

25 野本 コ 卜 女 89 大 輪 茂 広佳 75 福 田 峯次 男 86 梅 原 正 男

26 関 口 は る 女 89 江 口 茂 76 蘭 田 ク マ 女 86 大佐貰 政 娃佳

27 杉 田 ろ < 女 89 須 カ只ロ 慶次郎 77 佐藤 トラノ 女 86 梅 原 賓 夫

28 吉 田 千代 女 89 },, 俣 金 次 78 ),, 島 寛次 男 86 大 ・輪 仁見 次

29 太 田 ヤ ス 女 89 梅 原 紀 義 79 大隅 し、 ち 女 86 矢 島 し、 ち

30 岡 安サ 卜 女 89 南大島 利一郎 80 関本 ヨ シ 女 86 南大島 忠

31 泉 田 力~ ね 女 89 矢 島 和 作 81 奈良原典惣治 男 86 矢 島 昭三郎

32 奈良 重助 男 89 江 口 重 助 82 岡 安 さ と 女 86 南大島 ．本. 

33 森尻重作 男 89 南大島 重 作 83 飯塚 げん 女 86 千津井 金

34 駒宮藤四郎 男 88 大 輪 榮 次 84 齋藤 し、 ち 女 85 大 輪 光 臣

35 野本竹蔵 男 88 千津井 久 広佳 85 泉 田せつ 女 85 中 ベロ 辰 広佳

36 ヽ因じ」ヽ 田 き な 女 88 梅 原 晴 巨 86 石崎榮太郎 男 85 矢 島 徳 江

37 小田木や す 女 88 新 里 正 弘 87 島 田 す し、 女 85 南大島 房

38 砂賀織一 男 88 斗合田 織 88 渡辺登美 女 85 矢 島 和 夫

39 齋藤 て し、 女 88 大 輪 正太郎 89 酒井 勇 男 85 千津井 俊 雄t

40 今成藤三郎 男 88 江 口 藤三郎 90 関 口 た け 女 85 梅 原 茂 広佳

41 安見 よ し 女 88 新 里 智 守争 91 帆足 き よ 女 85 南大島 邦 雄：

42 品. 田祐四郎 男 88 江 口 啓一郎 92 奈良孝次郎 男 85 田 島 正 己

43 金子伊勢次 男 88 矢 島 伊勢次 93 瀬下 と り 女 85 新 里 進

44 島 田 た け 女 88 南大島 繁 正 94 小菅林三郎 男 85 南大島 林三郎

45 浅 見孫四郎 男 88 中 ベロ 孫四郎 95 折原 ヨ シ 女 85 大佐貰 正欠 広佳

46 宇木の ふ： 女 88 JI I 俣 慶 96 栗原 ア サ 女 85 南大島 利 夫

47 福 田 正雄 男 87 梅 原 勘 97 関 口 み つ 女 85 梅 原 正 義

48 蓮 見や す 女 87 斗合田 邦 男 98 新井豊吉 男 85 江 口 」晶• ~ 

49 横塚龍子 女 87 千津井 房 広佳 99 篠木直一郎 男 84 大佐貫 茂 広佳

50 小菅塩三郎 男 87 南大島 塩三郎 100 橋本賣一郎 男 84 斗合田 武 広佳
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・（：：：・琴・
庭の手入れは、万吉さんの仕事

秘
け心

豊
か

恩
田
ガ
古
さ

盆
栽
、
菊
づ

今
年
の
六
月
十
六
日
で
百
歳
に
な
っ

た
恩
田
万
吉
さ
ん
。
も
ち
ろ
ん
村
最
高

齢
者
で
す
。
数
年
前
近
所
の
人
か
ら
「
お

じ
い
ち
ゃ
ん
、
い
つ
も
元
気
で
す
ね
。

こ
の
分
だ
と
百
歳
は
軽
く
超
え
る
ね
。

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。
」
と
激
励
称
賛

さ
れ
て
い
た
万
吉
さ
ん
。

そ
れ
が
こ
の
六
月
、
め
で
た
<
-
っ

の
節
目
、
百
歳
を
軽
く
ク
リ
ア
。
こ
の

ぐ
ら
い
の
年
に
な
る
と
脚
が
弱
っ
た
り
、

目
が
衰
え
た
り
す
る
の
は
あ
た
り
前
。

と
こ
ろ
が
万
吉
さ
ん
、
い
た
っ
て
健
康

そ
の
も
の
、
悪
い
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ

ん
。
食
欲
も
十
分
で
す
。
食
物
の
好
き

嫌
い
は
な
く
、
三
食
欠
か
さ
ず
腹
八
分
、

肉
も
野
菜
も
適
量
に
食
べ
る
、
ご
く
普

通
の
食
事
。

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
用
の
特
別
メ
ニ
ュ

ー
は
い
っ
さ
い
な
く
、
家
族
と
ま
っ
た

く
同
じ
も
の
な
ん
で
す
よ
」
と
孫
嫁
の

か
ず
子
さ
ん
。

万
吉
さ
ん
の
趣
味
は
、

・
一
‘
,

4
“
”
•

ふ
づ
そ
．
”

序
：
，
9

々
宇
ク
'

・
オ
'
-
名
‘
ビ
工
，
し
[
1

`• 

ノ
i
,
'
,
チ
，
t
‘
1

、
.
,

ダ
ノ
ー
1

r

也
ノ
）
づ

f
ク
n
‘

た
庄
;
す
:
1

, 

、
．
、

く
り
、
和
歌
。
な
か
で
も
和
歌
は
若
い

頃
か
ら
興
味
を
も
ち
、
こ
れ
ま
で
歩
ん

で
こ
ら
れ
た
、
そ
の
時
ど
き
に
想
い
う

か
ん
だ
歌
を
ノ
ー
ト
に
書
き
綴
り
、
い

ま
で
は
百
首
を
超
え
ま
し
た
。

一
昨
年
に
は
、
そ
の
中
か
ら
代
表
作

二
十
数
首
を
選
ん
で
冊
子
、
「
時
の
想
い
」

を
自
費
出
版
し
、
親
せ
き
、
知
人
ら
に

配
布
、
文
オ
も
発
揮
す
る
な
ど
充
実
し

た
日
々
を
過
ご
し
、
長
痔
を
満
喫
し
て

い
る
万
吉
さ
ん
で
す
。

`
`
o
e
 

「時の想い」自費出版

恩
田
万
吉
宅
の

家
族
構
成

ガ
吉
さ
ん

O
A
M
7時
0
0
分
…
起
床
、
ラ
ジ
オ
、

テ
レ
ビ
観
賞
、
軽
い
散
歩

O
A
M
8時
0
0
分
：
·
家
族
と
共
に
朝
食

O
A
M
9時
0
0
分
…
趣
味
（
和
歌
、
盆

栽
、
菊
づ
く
り
な
ど
）

O
P
M
1
2
時
0
0
分
：
昼
食

O
P
M
1時
0
0
分
…
昼
食
後
の
一
休
（
ラ

ジ
オ
を
聴
き
な
が
ら
昼
寝
）

O
P
M
3時
0
0
分
…
趣
味
と
家
周
辺
の

か
た
づ
け
等
の
軽
作
業

O
P
M
7時
0
0
分
…
夕
食
（
家
族
団
ら

ん
の
ひ
と
と
き
）

O
P
M
9時
0
0
分
…
就
寝

長
男
夫
妻
（
農
業
）
、
孫
夫
妻
（
農

業
手
伝
い
）
、
ひ
孫
二
人
（
学
生
）
の

七
人
。
ひ
孫
は
内
、
外
合
わ
せ
て
十

四
人
。

の

日

つ ん
百
歳
ク
リ
ア
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世帯について

（三竺：：帯｀ニ~：：場合；み！：入し：く女たさ：I（□詈喜：｀｀］！り］臼

査調査票
I 1 日 総務庁統計局
の記入の仕方Jを参照してください．）

男女の別
• 9、た烹 l王んでいる人をもれなく書いてください

この調査黙は．統計以外の目的
には使用しませんから．ありの
ままを記入してください。 第348号

10グ
1 日

5年に一度、平成初の調査です。

十
月
一
日
、
全
国
一
斉
に
国
勢

調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
国
勢
調
査

は
、
、
大
正
九
年
に
第
一
回
の
調
査

が
実
施
さ
れ
て
以
来
、
五
年
ご
と

に
行
わ
れ
今
回
は
十
五
回
目
に
あ

た
り
、
ま
た
、
十
年
に
一
度
の
大

規
模
調
査
に
も
あ
た
り
ま
す
。
今

回
の
調
査
で
は
、
全
国
で
約
一
億

二
千
四
百
万
人
に
及
ぶ
と
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

,-------------------------------------------------------------------, 

マ

10月 1 日（月）は、
国勢調査の日です。

簡
単
、
安
心
、
調
査
内
容

ー
ク
シ
ー
ト
方
式

調
査
票
は
マ
ー
ク
シ
ー
ト
方
式
と
い

っ
て
調
査
票
に
印
刷
さ
れ
た
ニ
ミ
リ
x

四
ミ
リ
の
枠

(
D
)内
に
黒
鉛
筆
で
I

の
よ
う
に
横
線
を
太
く
、
濃
く
記
入
し

て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

記
入
方
法
や
注
意
を
「
国
勢
調
査
に

つ
い
て
の
お
願
い
」
に
示
し
て
あ
り
ま

す
の
で
よ
く
お
読
み
く
だ
さ
い
。
国
勢

調
査
に
つ
い
て
の
疑
問
、
問
合
せ
等
は

調
査
員
又
は
経
済
課
に
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。調

査
は
、
ま
ず
、
九
月
下
旬
に
調
査

員
が
お
伺
い
し
、
世
帯
ご
と
に
調
査
票

を
配
布
し
ま
す
。
調
査
内
容
は
全
部
で

調
査
票

の
記
入
は

〇薗勢゜調査
編曇ff•It● ooo• 

二
十
二
項
目
。
家
族
全
員
の
氏
名
、
出

生
の
年
月
、
就
業
状
況
な
ど
で
す
。
旅

行
な
ど
で
一
時
留
守
に
し
て
い
る
方
、

長
期
滞
在
し
て
い
る
方
、
生
ま
れ
た
ば

か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
も
含
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
に
一
人
暮
ら

し
の
方
、
下
宿
し
て
い
る
方
は
未
成
年

で
も
学
生
で
も
、
世
帯
主
と
し
て
ご
記

入
く
だ
さ
い
。

こ
の
国
勢
調
査
で
は
、
都
道
府
県
や

市
区
町
村
ご
と
の
人
口
の
ほ
か
、
男
女

別
、
年
齢
別
、
産
業
別
、
職
業
別
な
ど

の
人
口
構
成
を
把
握
し
、
人
口
の
高
齢

化
の
実
態
や
、
産
業
、
職
業
構
造
の
変

化
の
状
況
な
ど
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

ま
た
、
調
査
の
結
果
は
、
福
祉
、
雇

用
、
交
通
対
策
、
住
宅
、
環
境
整
備
計

画
な
ど
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
行
政

に
利
用
さ
れ
る
ほ
か
、
人
口
分
析
な
ど

の
学
術
研
究
や
一
般
の
会
社
で
も
幅
広

く
利
用
さ
れ
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

国
勢
調
査
の
調
査
・
結
果
は
、
統
計

を
つ
く
る
目
的
以
外
に
使
用
す
る
こ
と

は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。
記
入
し
て
い

た
だ
い
た
内
容
を
、
他
に
漏
ら
し
た
り

統
計
以
外
の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と
は

法
律
で
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で

ど
う
ぞ
安
心
し
て
、
あ
り
の
ま
ま
を
正

確
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

十
月
一
日
、
全
国
い
っ
せ
い
に
国
勢

調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
日
本
に
住
ん
で
い
る
す

べ
て
の
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

群
馬
県
で
は
、
そ
の
国
勢
調
査
に
よ

る
群
馬
県
の
予
想
人
口
を
募
集
し
ま
す
。

内
容
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

含
群
馬
県
の
人
口
を
予
想
（
当
て
る
）

玄
応
募
資
格
…
県
内
居
住
者

玄
応
募
方
法
…
官
製
は
か
き
に
、
①
予

想
人
口
？
（
朱
書
）
②
住
所
③
氏
名

④
職
業
⑤
年
齢
⑥
性
別
⑦
電
話
番
号

を
明
記
し
て
、
〶
3
7
1前
橋
市
大
手
町

一
の
一
の
一
群
馬
県
企
画
部
統
計

課
行
人
日
予
想
係

玄
応
募
締
切
り
…
平
成
2
年
9
月
3
0且

玄
表
彰
…
一
等
1
1
5
万
円
、
二
等
1
1
3

万
円
、
三
等
1
1
1
万
円
、
残
念
賞
な

ど
※
詳
し
く
は
、

群
馬
の
人
日
当
て

ズ
募
集

ク

イ

役
場
商
工
係
へ

国
勢
調
査

お
顛

し‘

し
ま
す

記
人
は
あ
り
の
ま
ま
を
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た
か
は

(
5歳
・
大
佐
貫
）

こ
い
ぬ
ま
ゆ
み

の
も
と
ひ
ろ
し

干
津
井
）

(
6歳
・

あ｛

。る
つ`

[
、

固

みんなの仕辻易
V

)

 

だ
か
せ
な
み
か

(
7歳
•
田
島
）

⑤②雅⑮

0

)

 

.. 量
ー
―

量
ー
―

園
：
ど
う
し
て
発
掘
調
査
を
す
る
の
で

す
か
。

困
…
遺
跡
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
調
べ

る
こ
と
を
発
掘
調
査
と
い
い
ま
す
。
土

器
が
落
ち
て
い
る
と
か
、
お
も
し
ろ
い

か
ら
と
い
う
理
由
で
掘
っ
て
し
ま
う
こ

と
は
、
文
化
財
保
護
法
と
い
う
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

発
掘
調
査
は
、
遺
跡
が
ど
う
い
う
も

の
か
学
問
的
に
明
ら
か
に
す
る
学
術
発

掘
と
、
遺
跡
の
う
え
に
道
路
や
家
や
工

五
圏
国
□
図
⑤
圏
図
：

村
で
は
昨
年
十
一
月
か
ら
今
年
一
月
に
か
け
て
矢

島
地
内
の
「
矢
島
遺
跡
」
の
発
掘
を
行
い
、
そ
こ
か

ら
多
数
の
遺
物
が
出
土
し
、
中
央
公
民
館
で
展
示
会

が
開
か
れ
る
な
ど
村
の
ロ
マ
ン
を
か
き
た
て
ま
し
た
。

そ
こ
で
先
月
号
か
ら
「
よ
り
よ
く
埋
蔵
文
化
財
を
理

解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
」
と
シ
リ
ー
ズ
、
一
問
一

答
形
式
で
遺
跡
、
文
化
財
関
係
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

今
月
は
、
そ
の
パ
ー
ト
I
Iを
紹
介
し
ま
す
。

場
な
ど
を
造
る
た
め
に
調
査
を
行
う
緊

急
発
掘
と
に
わ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

い
ず
れ
も
古
代
か
ら
の
貴
重
な
資
料
を

集
め
た
り
、
研
究
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
発
掘
調
査
を
す
る
こ
と
に
か
わ
り

は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
回
の
矢
島
遺
跡
の
調
査
で
も
、
い

品
ろ
い
ろ
と
研
究
を
す
す
め
、
三
千
年
ほ

土出
ど
昔
の
明
和
村
の
様
子
が
少
し
ず
つ
わ

跡
か
っ
て
き
ま
し
た
。

島
し
か
し
、
発
掘
調
査
と
い
う
も
の
は

遺ぅ
遺
跡
を
壊
す
こ
と
に
よ
っ
て
す
す
め
ら

れ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
十
分
な
準
備
を

行
い
、
調
査
体
制
を
整
え
た
う
え
、
そ

の
遺
跡
を
壊
す
だ
け
の
価
値
か
あ
る
よ

う
、
十
分
に
研
究
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
す
。

@
l…
縄
文
時
代
の
人
達
は
ど
う
い
う
暮

ら
し
を
し
て
い
た
の
で
す
か
。

④
…
縄
文
時
代
の
人
っ
て
ど
ん
な
人
達

だ
っ
た
と
思
う
？
と
い
う
質
問
を
す
る

と
、
「
野
蛮
人
」
と
か
「
未
開
人
」
と
答

え
る
人
が
い
ま
す
。
野
蛮
人
と
か
未
開

人
と
い
う
の
は
ど
ん
な
人
達
の
こ
と
な

の
で
し
ょ
う
。
＼
‘
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食
期

＊
会

＊
対

H
1
1
1
0
月

2
1
日
⑪

場
1
1

利
根
川
総
合
運
動
場

象
1
1
4
0
歳
以
上
の
人
で
編
成

第
1
0回
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

＊
期
日

1
1
1
0月2
8
日
⑪

＊
会
場

1
1

利
根
川
総
合
運
動
場

＊
対
象

1
1

村
内
事
業
所
単
独
で
編

成
し
た
チ
ー
ム

＊
参
加
費
1
1
3
0
0
0

円

＊
申
込
み
・
問
合
せ
1
1
1
0
月
1
7
日
ま

で
に
社
会
体
育
館
へ

第
1
0回
事
業
所
対
抗
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

（
募
集
）

卑

文芸
〈めいわ俳句会〉

應
喧
大
き
く
広
げ
よ
う

＊
期

唸
会

＊
対 グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交
流

大
会
参
加
者
募
集

し
た
チ
ー
ム

＊
参
加
費
1
1
3
0
0
0

円

食
申
込
み
・
問
合
せ
1
1
1
0
月

1
1日
ま
で

に
社
会
体
育
館
へ

日

1
1
1
0
月

1
0日
困
体
育
の
日

場
1
1

利
根
川
総
合
運
動
場

象
I
I

一
般
村
民

] 
第35回村民体育祭［
責10月 14 日（日）、予定。

8 時30分開会式

責明和中学校々庭

＊
参
加
費
1
1
5
0
0

円

＊
申
込
み
・
問
合
せ
1
1
9

月
2
9
日
ま
で

に
社
会
体
育
館
へ

わ
が
い
れ
し
朱
線
し
た
し
き
書
を
曝
す

蝉
の
羽
化
恋
の
色
も
つ
眼
か
な

暑
に
こ
も
る
術
後
の
夫
の
少
し
老
い

学
僧
の
鐘
つ
く
刻
や
晩
夏
光

罪
や
幾
何
図
廻
り
し
五
陵
郭

腹
に
米
し
三
尺
玉
や
暑
気
払
う

蝉
の
羽
化
未
知
な
る
期
待
ふ
く
ら
め
り

一
人
居
の
ど
こ
か
安
ら
ぐ
秋
桜

カ
ナ
カ
ナ
の
鳴
け
ば
日
暮
の
早
く
な
り

松
本
夜
詩
夫

山
下
ふ
で

野
沢
芳
子

荒
井
み
ね
子

日
名
子
春
実

高
橋
三
重
子

山
下
富
治

江
原
さ
い

森
戸
ひ
ろ

故・

阿部栄作さん

名
物
船
頭

I
I

干
津
井
渡
し
I
I

阿
部
栄
作
さ
ん
、
逝
去

/ 

野
蛮
人
と
か
未
開
人
と
い
う
言
葉
に

は
、
今
の
機
械
文
明
が
最
も
優
れ
た
も

の
で
あ
る
と
い
う
、
か
た
よ
っ
た
視
線

か
感
じ
ら
れ
る
の
で
す
が
…
…
。

私
は
、
矢
島
遺
跡
の
発
掘
調
査
を
進

め
て
い
る
時
に
「
縄
文
時
代
の
人
達
っ

て
と
っ
て
も
豊
か
で
、
よ
く
考
え
て
生

活
し
て
い
た
ん
だ
な
」
っ
て
改
め
て
感

じ
ま
し
た
。

縄
文
時
代
は
自
然
を
相
手
に
し
て
生

活
し
て
い
ま
し
た
か
ら
、
そ
の
一
日
は

日
の
出
か
ら
始
ま
り
、
太
陽
が
沈
む
ま

”
千
津
井
の
渡
し
“
の
船
頭
と
し
て

活
躍
し
た
、
阿
部
栄
作
さ
ん
（
斗
合
田
）

が
八
月
二
十
二
日
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

亨
年
七
十
七
歳
で
し
た
。

阿
部
さ
ん
は
初
め
て
サ
オ
を
に
ぎ
っ

た
の
が
十
二
歳
の
時
、
や
は
り
船
頭
だ

っ
た
父
親
か
ら
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
の

で
し
た
。
以
来
、
昭
和
六
十
二
年
六
月

運
休
（
事
実
上
廃
止
）
ま
で
の
六
十
年

以
上
も
の
長
き
に
わ
た
り
大
利
根
の
変

せ
ん
を
見
守
り
な
が
ら
私
た
ち
の
交
通

の
足
と
し
て
地
域
発
展
に
尽
く
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
等
一
連
の
功
績
が
認
め
ら

れ
昭
和
五
十
三
年
に
は
春
の
叙
勲
で
勲

七
等
青
色
桐
葉
章
受
章
を
は
じ
め
、
県

知
事
表
彰
、
村
政
功
労
表
彰
な
ど
数
々

の
栄
誉
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

告
別
式
は
二
十
三
日
、
自
宅
で
し
め
・

や
か
に
行
わ
れ
、
別
れ
を
惜
し
む
人
達

の
長
い
列
が
つ
づ
い
て
い
ま
し
た
。
ご

冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
村
教
育
委
員
会
寄
稿
）

で
の
規
則
正
し
い
生
活
を
守
っ
て
い
た

と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
食
糧
を
調
達

し
、
子
ど
も
達
を
育
て
る
に
は
、
色
々

な
工
夫
が
必
要
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
春

に
は
春
の
、
夏
に
は
夏
の
と
い
っ
た
よ

う
に
季
節
に
あ
わ
せ
、
四
季
折
々
の
自

然
の
恵
み
を
受
け
た
生
活
を
し
て
い
た

は
ず
で
す
。
自
然
と
い
か
に
調
和
し
て

い
く
か
、
そ
こ
が
縄
文
時
代
の
人
達
の

腕
の
見
せ
ど
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。



第348号 平成 2 年 9 月 10 日 (8) 

ズ

;" 

n-

一
ー
ー
―

-
_
9
△

ナ
ベ
物
な
ど
に
最
適
の
「
ま
い
た
け
」

を
群
馬
の
特
産
に
ー
と
、
県
で
は
、
こ

の
ほ
ど
普
及
推
進
の
一
環
と
し
て
、
県

下
未
栽
培
市
町
村
に
、
菌
床
の
培
養
ブ

ロ
ッ
ク
(
2
0
c
m
立
方
体
）
五
百
袋
を
配

布
し
ま
し
た
。

明
和
村
で
も
受
入
れ
、
村
ニ
ラ
組
合

に
肥
培
管
理
を
依
託
。
そ
の
定
植
が
八

月
九
日
、
小
平
喜
章
さ
ん
所
有
の
畑
（
ハ

ウ
ス
）
で
、
組
合
員
、
農
協
・
林
業
事

務
所
・
役
場
職
員
ら
に
よ
っ
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
「
気
候
的
に
ど
う
か
な
」
の
声

も
あ
る
な
か
一
日
が
か
り
で
植
込
み
を

完
了
。
順
調
に
行
け
ば
年
末
に
は
食
味

で
き
る
と
の
こ
と
で
す
。

八
月
二
十
四
、
木
工
教
室
が
小
学
生

を
対
象
に
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
二
十

人
ほ
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

が
ん
具
製
造
業
を
し
て
い
る
、
須
賀

の
松
本
利
一
さ
ん
に
指
導
い
た
だ
き
「
木

製
自
動
車
」
な
ど
動
く
お
も
ち
ゃ
づ
く

り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
子
ど
も
た
ち
は
ギ

コ
チ
な
い
動
作
な
が
ら
も
つ
く
る
喜
び

を
味
わ
い
夏
休
み
の
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
毎
年
中
央
公
民
館
事
業
の
一

環
で
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
夏
休
み

期
間
と
あ
っ
て
子
ど
も
た
ち
に
大
変
な

好
評
を
得
て
い
ま
す
。

い
ま
、
村
で
は
ど
ん
な
こ
と
が
行
わ

れ
、
計
画
さ
れ
て
い
る
の
か
ー
。
老
人

と
婦
人
が
村
の
ト
ッ
プ
、
斎
藤
村
長
を

招
い
て
懇
談
会
（
寿
学
級
・
女
性
ふ
れ

あ
い
合
同
学
習
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
例
年
公
民
館
事
業
の
一
環
と

し
て
開
か
れ
て
い
る
も
の
で
斎
藤
村
長

に
な
っ
て
今
回
が
二
回
目
。
五
十
人
ほ

ど
が
参
加
し
、
公
園
な
ど
の
公
共
施
設

の
将
来
計
画
、
防
犯
灯
の
設
置
状
況
、

道
路
改
修
な
ど
十
項
目
以
上
の
質
疑
応

答
が
行
わ
れ
、
ヒ
ザ
を
交
え
有
意
義
な

半
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。
（
詳
細
は
次
号

で
紹
介
の
予
定
で
す
。
）
％

夏
休
み
に
も
っ
と
ふ
る
さ
と
明
和
を

知
っ
て
も
ら
お
う
ー
と
、
八
月
二
十
二

日
、
小
学
生
四
、
五
、
六
年
生
を
対
象

に
「
ふ
る
さ
と
見
学
会
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
チ
ビ
ッ
コ
た
ち
二
十
五
人
ほ
ど

が
参
加
。

午
前
九
時
三
十
分
、
村
の
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
で
中
央
公
民
館
を
出
発
。
江
戸
末

期
の
大
洪
水
の
よ
う
す
な
ど
が
刻
ま
れ

て
い
る
石
碑
の
「
三
五
詠
歌
碑
（
南
大

島
）
」
な
ど
の
旧
跡
や
漬
物
工
場
、
ジ
ュ

ー
ス
工
場
な
ど
合
わ
せ
て
七
ヵ
所
を
一

日
か
け
て
見
学
、
明
和
の
見
聞
を
高
め

ま
し
た
。
説
明
に
村
文
化
財
保
護
調
査

員
の
金
子
利
一
さ
ん
が
同
行
し
ま
し
た
。

---— 
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話題募集
お気軽にご連絡ください。
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-111ち、汗まみ7777--
8 月 11 • 12 • 13 日、猛暑の中、少年野球、少女インディアカ大会が明中校庭、

村社会体育館で行われ、野球12チーム、インディアカ 26チームが参加、日頃の

練習成果を競い合いました。

これは小学生を対象に村子ども会育成団体連絡協議会主催の夏休み恒例の行

事。行政区対抗とあってどの地区も多数の応援がくり出し、ー戦ー戦の試合経

過に一喜一憂、互いに大粒の汗を流しながら好試合を展開しました。

その結果、野球では川俣・須賀混合チーム、インディアカでは大佐貰Aチー

ムがそれぞれ優勝に輝きました。

少年野球大会結果

1 位 川俣・須賀混合チーム

2位江口

3位田島・南大島

ID 

11 6 （ジャンケン勝）

南
大
島

大
輪

須川

賀俣

大
佐
貫

干
津
井

入
ヶ
谷

矢
島

新
里
江
口

5

一
中
谷

＿
位
の
川
俣
・
須
賀
チ
ー
ム

田
島
梱
原

一
位
の
大
佐
貫
A
チ
ー
ム

G ブロック

少女インティアカ大会結果

1 位大佐貫A

2位江 □B

3位田島A ・大佐貫B

〈決勝戦〉

0 大佐貫A 一江口B

チーム名 大佐貫 B 江口 B 上江黒 B

大佐貫 B \ X 

゜江口 B

゜
\ 

゜上江黒 B X X \ 

H ブロック

◄
 

準決勝

リーグ

• 

チーム名 田島 A 梅原 A 大佐貫 A

田島 A : ゜
X 

梅原 A X \ X 

大佐貫 A

゜ ゜ \ 
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口

県
立
東
毛
少
年
自
然
の
家
で
は
「
自

然
に
親
し
む
親
と
子
の
つ
ど
い
」
の
参

親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
を

深
め
ま
し

ょ

r
フ

県
立
妙
義
少
年
自
然
の
家
で
は
「
自

然
に
親
し
む
親
と
子
の
つ
ど
い
」
の
参

加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

屯
期
日

1
1
1
0
月
2
7
日
山
か
ら
2
8
日
⑪

圏
募
集
人
員

1
1
1
0
0

人

圏
対
象

1
1

県
内
に
在
住
す
る
小
・
中

学
生
と
そ
の
親

®
内
容

1
1

登
山
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
な
ど

圏
費
用

1
1
1

人
2

、

0
0
0

円
（
食

事
、
洗
濯
代
、
傷
害
保
険
料
な
ど
）

※
申
込
み
・
問
合
せ
は
、
1
0月
1
9
日
ま

で
に
自
然
の
家

(
6
0
2
7
4
⑰
2
1

0
1
)

へ
。

中
国
語
を

学
び
ま
せ
ん
か

※相談希望者は予約してください。

親
子
で
登
ろ

紅
葉
の
妙
義
山

ヘ
ニ
ノ

家
庭
に
花
を

緑
化
講
座
開
催

ニ
ノ

枇
界
の
仲
間
た
ち
と

語
ろ

加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

0
期
日

1
1
1
0
月

2
0日
由
か
ら
2
1
日
⑪

®
募
集
人
員
1
1
1
0
0

人

蒼
対
象

1
1

小
・
中
学
生
と
そ
の
親

蒼
内
容

1
1

野
外
炊
事
、
登
山
、
手
打

ち
う
ど
ん
づ
く
り
な
ど

圏
費
用

1
1
1

人
2

、

2
0
0

円
（
食

事
、
洗
濯
代
、
傷
害
保
険
料
な
ど
）

※
申
込
み
・
問
合
せ
は
、
1
0月
1
3
日
ま

で
に
自
然
の
家

(
6
0
2
7
7
⑬
5
6

6
6
)

へ
。

県
立
金
山
青
年
の
家
で
は
「
国
際
理

解
の
集
い
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

唖
期
日

1
1

第
1

期
1
0月
1
3
日
山
か
ら

1
4
日
⑪
（
研
修1
1

世
界
の
仲
間
た
ち

と
の
集
い
・
定
員
5
0
人
）
第
2
期
1
0

月
2
7
日
由
か
ら
2
8
日
⑪
（
地
球
人
祭

り
）
1

、

2
期
と
も
1
泊
2

日

奎
対
象

1
1

高
校
生
及
び
青
年
、
成
人

(
2期
は
、
一
般
参
加
可
）

衡
費
用

1
1

無
料
。
（
た
だ
し
、
食
事
代
、

傷
害
保
険
料
な
ど
自
己
負
担
が
あ
り

ま
す
。
）

※
申
込
み
・
問
合
せ
は
、
9
月
3
0
日
ま

で
に
青
年
の
家

(
6
⑫
7
9
5
6
)
へ
。

圏
期
間

1
1
1
0
月
1
2
日
か
ら
1
2
月
2
1
日

ま
で
の
毎
週
金
曜
日
1
0回
午
後
6

時
3
0分
1
8
時
3
0分

0
場
所

1
1

県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

I
l
l
募
集
人
員
1
1
3
0
人

I
l
l
対
象

1
1

県
民
一
般

I
l
l
受
付

1
1
9

月
1
8
日
因
か
ら1
0月
3

日
困
ま
で

※
詳
し
く
は
、
学
習
セ
ン
タ
ー

(
6
0

2
7
2
⑳
5
7
0
0
)
へ
問
合
せ
く
だ

さ
い
。県

緑
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
「
秋
植
え
球

根
の
植
え
付
け
と
水
栽
培
の
方
法
」
に

つ
い
て
緑
化
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
ふ

る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

0
日
時

1
1
9

月

2
0日
困
午
前

1
0時
1

入技

校術

生専

募門

集校

正
午

圏
場
所
1
1
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

町
）

〇
講
師

1
1

緑
の
相
談
員
栗
原
英
夫

先
生

〇
募
集
人
員
1
1
3
5
人

0
参
加
費
1
1

無
料

圏
申
込
み
1
1
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

7
1
8
8
)

へ
。

県
立
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、

度
入
校
生
を
募
集
し
ま
す
。

蒼
募
集
科
目
1
1
機
械
製
図
科

〇
募
集
人
員
1
1
2
5
人

〇
応
募
資
格
1
1
高
校
を
卒
業
し
た
人
（
見

込
み
含
む
）

屯
受
付

1
1
9

月

2
5日
困
か
ら
1
0月
3
1

日
困
ま
で

※
詳
し
く
は
、
技
術
専
門
校

(
6⑰
〇

2
9
9
)

へ
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

村
の
無
料
法
律
相
談

1
0月
は

1
1
Hで
す
。

村
の
顧
問
弁
護
士
（
明
和
村
出
身
）
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

0
1
0
月
の
相
談
日

0

日
時

1
1
1
0
月
1
1
日
困
午
前

1
0時
1

午
後
1

時

0

場
所
1
1
明
和
村
役
場
会
議
室

0

内
容

1
1

法
律
一
般
事
項

0

対
象
1
1
明
和
村
民

〇
申
込
み
1
1

相
談
を
希
望
す
る
人
は
1
0
月
1

日
か
ら
予
約
受

付
し
ま
す
の
で
総
務
課
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
定

員
に
な
り
次
第
締
切
り
と
な
り
ま
す
。

※
詳
細
は
総
務
課
へ

(
6
闘
3
1
1
1
)

3
年

(
6闘

邑
楽

0
と
き

1
1
9

月
1
3
日
困
午
前

1
0
時1
午
後
3
時

0

と
こ
ろ
1
1
館
林
市
役
所

0
と
き

1
1
9

月

2
0日
困
午
前

9
時
3
0分
1
1
0
時
3
0分受
付

1
0月
2

日
因
午
後

1

時
1
2

時
受
付

0

と
こ
ろ
1
1
保
健
セ
ン
タ
ー

人
権
・
行
政
・
心
配
ご
と
相
談

0
と
き

1
1
9

月
1
7
日
⑪

1
0
時1
午
後
3

時

0
と
こ
ろ

1
1

役
場
会
議
室

交
通
事
故
相
談

金

0
と
き

1
1
1
0
月
4日
困

1
0時
1
午
後
3
時

0

と
こ
ろ
1
1
館
林
市
役
所

午
前

年

相

＝火
詠 午

前

健
康
相
談

0
と
き

1
1
1
0月1
1
日
困
午
後

1

時
1
2

時
受
付

0

と
こ
ろ

1
1

保
健
セ
ン
タ
ー

賓

乳
児
健
診



(11) 平成 2 年 9 月 10 日 第348号

村 の ぅ ご き

9 月

11 日

12 日

II 

II 

13 日

16 日

18 日
〇
日
時
1
1
1
0
月
5
日
⑥

5
時

圏
場
所
1
1
館
林
保
健
所

＊
対
象
1
1
リ
ウ
マ
チ
患
者
及
び
家
族す゚ま

) 
,' ぁも合場るな-) ' 更変てのすで定予※ 

19 日

20 日

23 日

25 日

30 日

II 

敬老慰問

国勢調査員打合せ会

土地開発公社理事会

都市計画審議会

老人福祉大会

危険物収集（ガラス類）

村民ゴルフ大会

村議会定例会 (21 日まで）

農業委員会

第36回成人式

交通安全街頭指導

東小•西小運動会

総合福祉スポーツ大会

卍
日
時
1
1
1
0
月
2
8
日
⑮

3
0分
1
5
時

0
場
所
1
1
県
総
合
交
通
セ
ン
タ
ー
（
前

橋
市
）

圏
資
格
1
1
高
校
卒
業
者
な
ど

蒼
受
付
1
1
9
月
1
0
日
⑪
か
ら
2
0
日
困

午
後
2
時
1

午
後
1
時

行
政
書
士
試
験
が

行
わ
れ
ま
す

リ
ウ
チ
相
談
会

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

マ

圏
受
付
1
1
3
年
3
月
2
2
日
ま
で

〇
申
込
資
格
1
1
財
形
貯
蓄
を
1
年
以
上

行
い
5
0
万
円
以
上
残
高
が
あ
る
人

衡
金
利
1
1
当
初
金
利
を
口
％
と
す
る

変
動
金
利

圏
融
資
額
1
1
貯
蓄
残
高
に
よ
り
5
0
0

万
円
1
3
、
0
0
0
万
円

唖
返
済
期
間
1
1
新
築
の
木
造
住
宅
2
5
年

※
詳
し
く
は
、
住
宅
金
融
公
庫
北
関
東

支
店
(
6
0
2
7
2

⑫
6
6
5
6
)

へ

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

午
前
1
0
時

援
護
巡
回
相
談
会

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

財
形
住
宅
融
資
の

こ
案
内

ま
で

※
詳
し
く
は
、
県
庁
地
方
課
（
6
0
2

7
2

閲
1
1
1
1
)
へ
問
合
せ
く
だ
さ

、
。
し圏

日
時
1
1
1
0
月
1
6
日
因

3
0分
1
午
後
3

時

圏
場
所
1
1
館
林
合
同
庁
舎

圏
内
容
1
1
戦
傷
病
者
の
妻
に
対
す
る

特
別
給
付
、
恩
給
な
ど
援
護
全
般

相
談
に
お
い
で
の
際
は
、
関
係
資
料

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
住
民
課
に
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

税
関
で
は
、
終
戦
後
の
混
乱
期
に
外

地
か
ら
引
き
揚
げ
て
き
た
方
々
が
、
当

時
国
内
に
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
通
貨
や
証
券
な
ど
を
お
返
し
し
て

い
ま
す
。

実
際
に
預
け
た
か
ど
う
か
不
明
の
場

引
揚
者
の
み
な
さ
ん
へ

9
月
は
、
「
無
保
険
（
無
共
済
）
バ
イ

ク
を
な
く
そ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
月
間

で
す
。

圏
小
さ
な
バ
イ
ク
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

油
断
は
禁
物
。
無
保
険
（
無
共
済
）

で
死
傷
事
故
で
も
起
こ
し
た
ら
大
変

で
す
。

〇
バ
イ
ク
に
も
自
賠
責
保
険
（
共
済
）

へ
の
加
入
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

圏
契
約
切
れ
に
な
っ
て
い
た
ら
、
最
寄

り
の
損
害
保
険
会
社
、
代
理
店
（
バ

イ
ク
店
・
自
転
車
店
等
）
、
農
協
で
契

約
の
手
続
き
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

”
自
賠
責
「
う
っ
か
り
」
せ
ず
に
「
し

っ
か
り
」
加
入
“

自

賠イ

ゞ‘
ノ‘

責ク

保に

険必

をず

-·•·· -------. --.. ----... ------. 
i潮隈切れにご注意i-·•···.. ----. -----------------

圏
内
容
1
1
患
者
個
別
相
談

※
申
込
み
・
問
合
せ
は
、
館
林
保
健
所

(
6⑰
3
2
3
0
)
へ
。

年
金
を
正
し
く
受
け
る
た
め
に
は
、

い
ろ
い
ろ
な
届
出
が
あ
り
ま
す
。

届
出
を
忘
れ
て
い
る
と
、
年
金
の
支

払
い
が
遅
れ
た
り
、
支
払
い
に
過
払
い

が
生
じ
て
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

誕
生
日
が
き
た
と
き
、
住
所
が
変
わ

っ
た
と
き
、
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
、

死
亡
し
た
と
き
、
二
つ
以
上
の
年
金
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
速
や

か
に
届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
、
住
民
課
に
問
合
せ
く
だ
さ

、
。
し

冬
期
な
ら
で
は
の
お
も
し
ろ
さ
が
味

わ
え
る
東
毛
少
年
自
然
の
家
を
利
用
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

学
校
、
子
ど
も
会
、
各
種
少
年
団
体
、

婦
人
団
体
、
高
齢
者
、
会
社
等
、
幅
広

い
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

定
員
は
2
0
4
名
で
す
。

※
申
込
み
、
問
合
せ
は
、
県
立
東
毛
少

年
自
然
の
家
に
電
話
（
6
0
2
7
7

⑬

5
6
6
6
)
で
ご
連
絡
ぐ
だ
さ
い
。

東
毛
少
年
自
然
の
家
の

ご
利
用
を

今

月
の
納
め

衡
日
時
1
1
9
月
2
8
日
⑥
午
前
1
0
時

3
0分
1

午
後
3
時

®
場
所
1
1
保
健
セ
ン
タ
ー

年
金
を
受
け
て
い
る
人
も

こ
ん
な
と
き
届
出
を

合
で
も
調
査
が
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。手

続
き
は
、
本
人
だ
け
で
な
く
、
家

族
の
方
で
も
問
合
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
東
京
税
関
前
橋
出
張
所
（
6
0

2
7
2

仰
5
2
8
4
)
へ
お
気
軽
に
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

9
月
1
5
日
由
は
、
国
民
の
祝
日
で
通

常
で
す
と
休
館
と
な
り
ま
す
が
、
敬
老

の
日
の
た
め
開
館
し
、
翌
日
1
6
日
⑪
が

休
館
と
な
り
ま
す
。

お
間
違
え
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。固

定
資
産
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、

国
民
年
金
、
水
道
使
用
料
で
す
。

固
定
資
産
税
、
国
民
健
康
保
険
税
の

納
期
限
は
1
0
月
1
日
。
国
民
年
金
、
水

道
料
の
納
期
限
は
9
月
2
8
日
で
す
。
期

限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

0
清
水
勲
さ
ん
（
矢
島
）
は
三
万
円

0
木
村
丈
英
さ
ん
（
江
口
）
は
二
十
万
円

◎
坂
上
行
男
さ
ん
（
中
谷
）
は
三
十
万
円

卍
山
野
井
淳
吉
さ
ん
（
梅
原
）
は
三
万
円

＊
関
口
正
人
さ
ん
（
千
津
井
）
は
五
十
万

円
唖
阿
部
郁
男
さ
ん
（
大
輪
）
は
五
万
円

0
新
井
幹
一
さ
ん
（
田
島
）
は
五
万
円

そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
と
村
社
会
福
祉
協
議
会

（
奉
仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

敬
老
の
日
開
館
し
ま
す
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i 
人口

H 現在

2,674戸

10,538人

5,268人

5,270人

の動き）

死亡 7 人

転出28人

口
館林邑楽地区 館林地区 千代田

日 産婦人科 耳鼻科 内 科外科 明和地区

9 月 16 日
浜野病院川田医院 安楽岡医院合(72) 0572 海宝医院 小西医院

曜 ff (88)5678 合 (72)3724 横田（善）医院合 (72) 4970 合 (74)0811 ft(86)2261 

9 月 23 日
根岸医院原 医院 大石医院合(74) 2362 新橋病院 館林地区と

当 云（72)3262 合 (72) 1936 堀越医院合(73)4151 合 (75)3011 同じです。

9 月 30 日
落合医院川村医院 増田医院云（72) 1387 岡田医院 館林地区と

合 (72)3160 合 (72) 1337 阿久津医院合(72) 3315 云 (72)3163 同じです。
番

る話: でで; 10 月 7 日
真中医院川田（耳）医院 慶友病院 竹越医院

医
云（72) 1630 云 (72)3314 田内医院合(72)3855 ff(72)6000 合 (84)3137

10 月 14 日
浜野病院小倉医院 多々良診療所ff(72) 3060 最上医院 館林地区と

云 (88)5678 云 (72)0606 大塚医院云（72)0176 合 (74)3783 同じです。

＇占

島 h
田だ

ゆ
た
か豊

く
ん

0 豊くん・・「ぼく、動物とアンパンマンが大

好きなんだ。それと電車をパパと見に行く

のかとっても楽しみなんだ。」

0 お母さん・・「ちょっぴりわがままなあまえ

ん坊なんですよ。ケガをしないでのびのび

と育ってほしいです。」

〔明・京子さんの長男〕

秋の交通安全運動
9月21 日～30日

”
み
ん
な
で
築
こ
う
、
群
馬
の
交
通
安
全
ん

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
九
月
二
十
一
日
か
ら
三
十

日
ま
で
秋
の
交
通
安
全
運
動
が
展
開
さ
れ
ま

す
。
あ
な
た
は
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
い
ま

す
か
。
こ
れ
か
ら
も
守
っ
て
い
く
と
約
束
で

き
ま
す
か
。
こ
の
機
に
も
う
一
度
再
確
認
し
、

交
通
事
故
防
止
に
真
剣
に
取
組
み
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
十
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
は
高
齢

者
交
通
安
全
旬
間
で
す
。

（
南
大
島
・
ニ
歳
）

一
｀

8 月の

救急車出動回数
●交通事故 4 件

●急病 3 件

•その他 3 件

●計 10 件

み
ん
な
で
築
こ
う

群
馬
の
交
通
安
全

運動の重点

◎若年運転者の交通事故防止

氏
名
保
護
者
続
柄

新
井
里
美
重
行
二
女

山
形
み
さ
き
和
良
長
女

島
田
真
吾
隆
次
二
男

森
尻
望
美
昭
彦
三
女

1
1

あ
く
や
み
ー

氏
名
年
齢
世
帯
主

山
野
井
き
よ
8
4

淳
吉

関
根
す
い
7
9

正
万

新
井
ヤ
ス

8
8
幹
一

阿
部
榮
作

7
7
海
作

山
田
好
雄

7
9
よ
し

篠
木
さ
く
7
9

正
一

蓮
見
う
の
8
0

興
四
郎

地
区
閥

梅
原
％

南
大
島
％

田
島
％

斗
合
田
％

川
俣
％

大
佐
貫
％

入
ケ
谷
芦

南南梅江地

よ裔原口区
％尻％孤｛罰

ー
あ
め
で
だ
I
I

口C
□
 

`<
お
く
や
み
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第
三
回
村
議
会
定
例
会
は
、
九

月
十
九
・
ニ
十
・
ニ
十
一
日
の
会

期
三
日
間
開
か
れ
、
平
成
元
年
度

一
般
会
計
を
は
じ
め
、
各
種
特
別

会
計
決
算
の
認
定
な
ど
に
つ
い
て

審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お

り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

L------------------------------------------------------------

上：程議案
0

平
成
元
年
度
土
地
開
発
公
社
事
業
及

び
決
算
報
告

0

人
権
擁
護
委
員
の
推
せ
ん

0

村
道
路
線
の
認
定

0

村
道
路
線
の
廃
止

〇
非
核
平
和
の
村
宣
言

0

福
祉
医
療
費
支
給
に
関
す
る
条
例
の

主
な
業
務
と
し
て
は
、
県
企
業
局
の

委
託
を
受
け
「
公
有
地
の
拡
大
推
進
に

関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
明
和
工
業
団

地
造
成
受
託
事
業
（
大
輪
地
内
）
等
を

実
施
し
ま
し
た
。

【
収
益
的
収
入
・
支
出
】
※
主
な
も
の

圏
収
入
…
▼
受
託
等
事
業
収
益
土
地
代

金
等
九
、
六
八
九
万
八
、
一
五
二
円

▼
受
取
利
息
二
六
万
三
、
四
五
三
円

圏
支
出
…
▼
受
託
等
事
業
原
価
九
、
一

1
0
万
一
、
七
二
七
円
▼
一
般
管
理

費
五
九
七
万
九
、
四
四
五
円
▼
支
払

利
息
二
四
万
四
、
八
四
八
円

圏
工
業
団
地
土
地
利
用
計
画
（
概
数
）

▼
宅
地
三
四
四
、

0
0
0

而
▼
道
水

路
等
五
二
、
0
0
0

面
▼
公
園
一
四
、

0
0
0

而

【
資
本
的
収
入
・
支
出
】
※
主
な
も
の

圏
収
入
…
長
期
借
入
金
三

0
0
万
円

屠
支
出
…
長
期
借
入
金
償
還
金
六

0
0

万
円瀬

下
昭
一
さ
ん

人
権
擁
護
委
員
に

明
和
村
の
人
権
擁
護
委
員
に
、
瀬
下

平
成
元
年
度
村
土
地
開
発

公
社
事
業
決
算
報
告

一
部
改
正

〇
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

0

村
長
、
助
役
、
収
入
役
等
の
諸
給
与

条
例
の
一
部
改
正

0

教
育
長
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

昭
一
さ
ん

(
6
1歳・
新
里
）
を
推
せ
ん

す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

老
人
保
険
特
別
会
計

四
九
五
万
四
千
円
補
正

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
、
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
四
九
五
万
四
千
円
を
追
加
し
総

額
を
一
二
億
四
、
八
七
五
万
四
千
円
に
し

ま
し
た
。

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
歳
入
】
※
（
）
は
補
正
後
の
総
額

0

支
払
基
金
交
付
金
…
四
九
五
万
四
千

円
（
二
億
四
、
五
七
0
万
四
千
円
）

【
歳
出
】

〇
諸
支
出
金
…
四
九
五
万
四
千
円
（
四

九
五
万
九
千
円
）

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

二
、0
0

九
万
五
千
円
補
正

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
、
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
二
、
0
0
九
万
五
千
円
を
追
加

し
総
額
を
四
億
八
、
一
五
三
万
四
千
円

に
し
ま
し
た
。
主
な
も
の
は
次
の
と
お

り
で
す
。

【
歳
入
】
※
（
）
は
補
正
後
の
総
額

0

国
民
健
康
保
険
税
…
一
、
六
0
0
万

円
（
二
億
四
、
六
九
三
万
八
千
円
）

〇
療
養
給
付
費
交
付
金
…
九
0
万
円
（
五
、

二
七
二
万
円
）

〇
職
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

0

平
成
二
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

0

平
成
二
年
度
老
人
保
健
特
別
会
計
補

正
予
算

0

平
成
二
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算

〇
繰
越
金
…
三
一
九
万
五
千
円
（
二
、

0
五
九
万
六
千
円
）

【
歳
出
】

〇
保
険
給
付
費
…
一
、
六
九
0
万
円
（
三

億
六
、
0
七
三
万
円
）

〇
諸
支
出
金
…
三
一
九
万
五
千
円
（
三

二
0
万
二
千
円
）

一
般
会
計

一
、
一
三
二
万
二
千
円
補
正

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
、
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
一
、
一
三
―
一
万
二
千
円
を
追
加

し
総
額
を
二
六
億
五
、
五
九
八
万
九
千

円
に
し
ま
し
た
。

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
歳
入
】
※
（
）
は
補
正
後
の
総
額

▼
分
担
金
及
び
負
担
金
：
·
一
九
九
万

八
千
円
（
四
、
一
八

0
万
四
千
円
）
▼

県
支
出
金
…
一
四
四
万
二
千
円
（
一
億

三
、
七
五
四
万
六
千
円
）
▼
寄
附
金
…

―
1
0
万
円
(
―

-
0
万
一
千
円
）
▼

繰
入
金
…
三
三
七
万
三
千
円
（
二
億
五
、

三
三
七
万
五
千
円
）
▼
諸
収
入
…
三
四

0
万
九
千
円
（
一
億
七
、
七
四
九
万
一

千
円
）

【
歳
出
】

▼
民
生
費
…
―

-
0
万
円
（
三
億
九
、

三
九
五
万
九
千
円
）
▼
農
林
水
産
業
費

（
県
単
農
業
用
水
路
等
危
険
防
止
対
策
事

わ
が
国
は
世
界
唯
一
の
被
爆
国
で
す
。

核
兵
器
の
全
面
禁
止
、
廃
絶
を
訴
え
恒

久
的
な
平
和
を
実
現
す
る
た
め
、
村
は

合
併
3
5周
年
を
記
念
し
て
非
核
平
和
宣

言
を
行
い
ま
し
た
。
宣
言
文
は
次
の
と

お
り
。『

私
た
ち
は
、
ふ
る
さ
と
明
和
を
愛

し
、
活
力
と
う
る
お
い
の
あ
る
明
る
い

平
和
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
私
た
ち
の
生
活
に
い
ま

な
お
、
大
き
な
暗
い
影
を
お
と
し
て
い

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
人
類

の
滅
亡
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
の
あ
る
核

兵
器
で
す
。
こ
の
核
兵
器
の
廃
絶
こ
そ
、

私
た
ち
明
和
村
民
の
切
な
る
願
い
で
す
。

私
た
ち
は
、
明
和
村
発
足
三
十
五
周

年
に
あ
た
り
、
平
和
を
愛
す
る
す
べ
て

の
国
の
人
々
と
と
も
に
、
真
の
恒
久
平

和
が
実
現
す
る
こ
と
を
願
い
、
こ
こ
に

「
非
核
平
和
の
村
」
を
宣
言
し
ま
す
。
』

非
核
平
和

宣

戸

0

平
成
元
年
度
一
般
会
計
決
算
の
認
定

0

平
成
元
年
度
老
人
保
健
特
別
会
計
決

算
の
認
定

0

平
成
元
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
決
算
の
認
定

0

平
成
元
年
度
水
道
事
業
会
計
決
算
の

認
定

業
工
事
請
負
費
な
ど
）
…
四
六
二
万
六

千
円
（
二
億
六
、
六
六
九
万
円
）
▼
土

木
費
（
単
独
公
道
路
事
業
負
担
金
な
ど
）

... 

二
八
八
万
九
千
円
（
七
億
二
、
四
九

五
万
円
）
▼
教
育
費
…
二
七

0
万
七
千

円
（
三
億
六
、
二
0
0
万
三
千
円
）
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故•関口正四郎さん

C特別会計 元年度決算）七
月
二
十
八
日
、
逝
去
さ
れ
た
関

口
正
四
郎
さ
ん
（
千
津
井
・
享
年
7
5
歳
）

に
、
勲
六
等
単
光
旭
日
章
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

関
口
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
二
年
八
月

明
和
村
議
会
議
員
に
初
当
選
、
以
来
五

十
八
年
八
月
ま
で
連
続
四
期
、
十
六
年

も
の
長
期
に
わ
た
り
活
躍
、
そ
の
間
、

建
設
常
任
委
員
会
・
総
務
常
任
委
員
会

そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
長
を
歴
任
し
た
の
を

は
じ
め
、
村
工
場
誘
致
対
策
委
員
、
村

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員
、
村

都
市
計
画
審
議
会
委
員
、
村
監
査
委
員

故

関
日
正
四
郎
さ
ん
に

勲
六
等
単
光
旭
H

章
授
与

な
ど
の
要
職
を
全
う
し
地
方
自
治
の
振

興
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
交
通
安
全
に
も
傾
注
し
、
村

交
通
対
策
協
議
会
委
員
当
時
、
奇
術
を

取
入
れ
、
自
ら
会
得
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な

手
法
で
児
童
ら
に
交
通
安
全
の
重
要
性

を
う
な
が
し
普
及
徹
底
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。▽

村
議
会
議
員
1
1
昭
和
4
2
年
8
月
1

5
8
年
8
月
▽
村
交
通
対
策
協
議
会
委
員

1
1
4
2
年
4
月
1

平
成
2
年
7
月
▽
村
交

通
指
導
員
1
1
4
4
年
4
月
1
4
7
年
3
月
▽

村
都
市
計
画
審
議
会
委
員
1
1
5
1
年
4
月

1

5
4
年
8
月
。

. 

恩田ゆうさん

県知事表彰

こ
の
ほ
ど
、
恩
田
ゆ
う
さ
ん

（
梅
原
）
が
、
ね
た
き
り
老
人
模

範
介
護
者
と
し
て
県
知
事
か
ら

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

恩
田
さ
ん
宅
で
は
、
養
父
が

七
年
前
か
ら
ね
た
き
り
状
態
で

す
。
以
来
、
献
身
的
な
介
護
を

行
い
、
し
か
も
、
四
世
代
が
同

居
す
る
七
人
家
族
に
あ
り
な
が

ら
、
家
族
全
員
で
協
力
し
合
い
、

明
る
＜
円
満
な
家
庭
を
築
い
て

い
る
と
し
て
こ
の
度
の
名
誉
と

な
っ
た
も
の
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

老人保健事業
0 0 

歳入

歳出

差引き

歳出の99.5％を占める医療費は、高齢化社会を反映し

て、老人人口の増加や施設療養費の増加などにより、前

年と比較して 1,304万円 (4.4%) の増となりました。

直゚民健康保険事業C)

歳入

歳出

差引き

3億1,318万1 干円

3億1,318万1 干円

0円

゜
4億9,237万1 干円

4億2,814万3干円

6,422万8干円

歳出の大部分を占める医療費の伸びは、前期 (4~ 9 

月）が前年比9.8% と伸びたが、後期(lo~ 3 月）に入っ

てからは、前年比0.5％と伸びが少なくなり、年間4.3%

の伸びにおさまった。全体的には伸びが多いために、歳

入不足をさけるために税率改正によりおぎない、一般会

計からも 800万円の繰入れを行いました。

医療費が伸びたが、幸いにして、 6,422万円の黒字決算

となりました。しかしながら、国保財政は依然として厳

しい状態にあります。今後ともより一層の医療費適正化

にご協力ください。

゜
水道事業
0 0 

収益的収支
（消費税込）

1 億315万円（水道料金など）の収入に対して8,122万

6千円（電気料など）の支出で差引き 2,192万4千円の純利

益でした。

資本的収支
（消費税込）

収入

支出

差引き

収入

支出

差引き

゜
1億 315万円

8,122万6干円

2,192万4干円

2,342万1 干円

5,086万9干円

△2 .744万8干円

2,342万1千円（他会計負担金）の収入に対して、 5,086

万9千円の支出で差引き不足する額2,744万8千円は過年度

分損益勘定留保資金、建設改良積立金、当年度分消費税

資本的収支調整額及び減債積立金で補てんした。

主な事業として、大輪ほか 5 地内の配水管布・移設工

事及び消火栓 5 基などの整備を図りました。
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26億4,628万円

村 税

'
▼
村
民
税
：

5

億
2
8
8
9

万
円
▼
固
定
資
産
税
…
4

億
l
5
2

t
 

ゎ内

5

万
円
▼
軽
自
動
車
税
：
1
1
9
5

万
円
▼
村
た
ば
こ
消
費
税
：
．3

[
[
3
□
[円▼
電
気
税
・
1
0
5
2
万
円
▼
特
別
土
地
保
有
税
・
2

地方交付税

県支出金

諸
繰

収

越

29億2,818万円

入
金

地方譲与税

国庫支出金

自動車取得

税交付金

分担金及び

負担金

財産収入

そのほか

10億

1 億

816万円

9億2,747万円

2億9,033万円

1 億6,979万円

1 億2,794万円

294万円

9,333万円

6,657万円

5,243万円

2,921 万円

6,001 万円

構成比34.4%

31.7% 

9.9% 

5.8% 

4.3% 

3.5% 

3.2% 

2.3% 

1.8% 

1.0% 

2.1% 

◎村有財産の状況 （平成 2 年 3 月 31 日現在）

土 地 ・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・ ・・・ 110, 365m' 

（小・中学校や村営住宅などの敷地）

建 物・・・・・・・・・・ ・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 25,916m' 
（小・中学校の校舎や役場庁舎・村営住宅など）

有 価 証 券・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・ ・・・ •72万円

（電信電話債券他）

基 金 ・・・・・・・・・・• ••• ••• 9億6,558万1千円

（財政調整基金、土地開発基金、ふるさとづくり基金等）

出 資 金 等・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・ •494万5千円

（村が他の団体に事業のもとでとして出したお金など）

（単位千円）

◎
性
質
別
歳
出
内
わ
け

内わけ 金 額 構成比統

人 f牛 費 633,715 23.9 

義務的経費 扶 且力 費 54,678 2.1 

公 f責 費 186,182 7.0 

言t 874,575 33.0 

物 f牛 望 377,167 14.3 

補助費等 210,783 8.0 

糸佳未与拝h 1疹費 60, 198 2.3 

その他の経喪
貸 付ー 金 2,582 0 1 

投資及び出資金 8,541 0.3 

程責 立 金 307,720 11. 6 

紙t 出 金 33,736 1. 3 

言十 1,000,727 37 9 

投資的経喪 普通建設事業費 770,976 29.1 

歳 出 ホ’’．’iし‘ 額 2,646,278 100.0 

決
算
の
あ
ら
ま
し

平
成
元
年
度

平
成
元
年
度
は
、
昭
和
の
時
代
が
終
わ
り
、
新
し
い
平
成
の
時
代
へ
と
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
記

念
す
べ
き
年
で
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
わ
が
国
の
財
政
事
情
は
、
国
・
地
方
と
も
巨
額
な
借
入

金
依
存
に
よ
り
財
政
構
造
は
極
め
て
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
財
政
の
健
全

化
、
忍
び
よ
る
高
齢
化
、
国
際
化
社
会
の
中
で
の
わ
が
国
の
責
任
の
増
大
な
ど
内
外
と
も
に
大
き
な
課
題

を
か
か
え
、
果
す
べ
き
役
割
は
大
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

本
村
に
お
い
て
も
厳
し
い
状
況
の
中
、
国
と
同
一
基
調
に
立
ち
、
行
政
改
革
大
綱
、
第
三
次
総
合
計
画

を
基
本
と
し
、
西
小
学
校
大
規
模
改
造
事
業
を
は
じ
め
粗
大
ゴ
ミ
処
理
事
業
、
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
の
推

進
、
明
和
工
業
団
地
用
地
買
収
事
業
な
ど
諸
般
に
わ
た
る
施
策
を
推
進
し
「
健
康
と
豊
か
な
自
然
に
つ
つ

ま
れ
た
活
力
と
う
る
お
い
の
あ
る
郷
土
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
村
民
福
祉
の
向
上
、
生
活
環
境
・
農
業
基

盤
の
整
備
、
産
業
教
育
文
化
の
振
興
な
ど
各
分
野
の
発
展
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
お
お
む
ね
所
期
の
目
的
を
達
成
し
二
十
一
世
紀
を
展
望
し
充
実
し
た
村
づ
く
り
に
向
け
前

進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
議
会
の
皆
様
を
は
じ
め
、
村
民
各
位
の
深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご

指
導
、
ご
協
力
の
た
ま
も
の
と
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
、
こ
こ
に
平
成
元
年
度
決
算
の
あ
ら
ま
し
を
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。



(5) 平成 2 年10 月 10 日 第349号

＊構成比

°’ 総務費 5億2,645万円

0 交通対策費 458万円

0 一般管理費 1億7,101万円

〇税務総務費 4,573万円

〇企画費 465万円

0 戸籍住民基本台帳費 2,006万円

` 

含 19.9% 
参土木費 5億1, 919万円

0道路維持費 4,008万円

0 道路橋りょう新設改良費（工事

請負費など） 3億3,461万円

0 住宅管理費 674万円

0 公園費（ふるさとづくり基金積

立） 8,000万円

*19.6% 

参
農林水産業費 3億8,752万円

*14. 7% 

〇農業委員会費 713万円

〇農業振興費 1億8,135万円

〇農地費（工事請負費など） 1億

7,044万円

ヘ

多教育費 3億6,023万円
*13. 6% 

0 小学校費（西小南校舎内部大規

模改造工事請負費など） 1億3,600

万円

0 中学校費 4,980万円

〇幼稚園費 4,206万円

0 公民館費 2,006万円

0体育施設費 1,757万円

ヽ

J
、

タ公債費 1億8,620万円｀｀》衛生費 1億3, 0.31 万円
玄7.0%

玄4.9%

0元金 1億459万円

〇利子 8,159万円など

〇胃集団検診など各種検診委託料

1,453万円

〇保健センター費 270万円

〇じん芥処理費 3,123万円

〇し尿処理費 1,548万円

⇔議会費
5,233万円 * 2.0% 

参商工費
1, 3 8 6万円 古0.5%

つ民生費 3億5,941 万円

*13. 6% 

0 社会福祉総務費 3,343万円

0 国民年金費 1億3,546万円

〇老人福祉費 2,942万円

〇老人福祉センター費 1,991万円

〇保育園費 1億695万円

参 諸支出金

357万円 責0.1%



第349号 平成 2 年10 月 10 日 (6) 

村
の
ト
ッ
プ
を
招
い
て
、

村
の
情
勢
等
に
つ
い
て
、
ヒ

ザ
を
交
え
話
し
合
う
「
村
長

と
語
る
」
（
痔
学
級
・
女
性
ふ

れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー
合
同
学
習
）

が
、
こ
の
ほ
ど
開
か
れ
ま
し

た
。
毎
回
好
評
で
こ
の
日
も

老
人
・
婦
人
の
8
0
人
は
ど
が

参
加
。
終
始
和
や
か
に
進
め

ら
れ
有
意
義
な
半
日
を
過
ご

し
ま
し
た
。

応
答
の
要
旨
は
次
の
と
お

り
で
す
。

老人、嬉人村長と匿3

村
長
1
1

ふ
る
さ
と
創
生
事
業
に
つ
い
て

は
、
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
区
民
あ
る
い

は
役
員
さ
ん
、
議
員
さ
ん
、
役
場
職
員

等
か
ら
ア
イ
デ
ィ
ア
を
募
集
。
ふ
れ
あ

い
広
場
、
遊
歩
道
、
姉
妹
都
市
、
海
外

交
換
学
生
、
み
こ
し
祭
り
、
博
覧
会
、

健
康
づ
く
り
な
ど
―
一
九
件
寄
せ
ら
れ

た
。
ア
イ
デ
ィ
ア
審
査
委
員
会
で
審
査

の
結
果
、
最
多
数
の
ふ
る
さ
と
公
園
に

決
ま
り
ま
し
た
。

構
想
と
し
て
は
大
き
な
公
園
を
つ
く

り
、
そ
の
一
角
に
図
書
館
、
勤
労
会
館
、

総
合
運
動
公
園
と

大
き
な
建
物
を

質
問
1
1

幼
児
か
ら
老
人
ま
で
す
べ
て
の

人
が
憩
え
る
よ
う
な
公
園
（
野
外
ス
テ

ー
ジ
付
）
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。
ま
た
、

矢
島
遺
跡
発
掘
に
た
ず
さ
わ
り
、
多
数

の
出
土
品
が
あ
っ
た
の
で
、
展
示
保
存

で
き
る
よ
う
な
資
料
館
を
つ
く
っ
て
ほ

し
、
。
し

質
問
I
I

①
防
犯
灯
が
故
障
し
て
い
る
が

な
か
な
か
修
理
し
て
も
ら
え
な
い
（
丈
口
田
）

0

②
役
場
前
か
ら
梅
原
へ
通
じ
る
数
本
の

道
路
に
防
犯
灯
が
少
な
く
川
俣
駅
か
ら

の
帰
宅
が
暗
く
淋
し
い
の
で
設
置
し
て

ほ
し
い
。

修防

理犯

灯

設
置

と

を

の

っ公
園
や
資
料
館
を

て
ほ
し

< 

つ

し‘

商
工
会
館
と
か
を
併
用
可
能
な
建
物
を

つ
く
る
。
そ
の
―
つ
に
ご
質
問
の
発
掘

し
た
遺
物
、
む
か
し
使
用
し
た
ク
ワ
な

ど
の
農
具
な
ど
が
保
存
で
き
る
民
俗
歴

史
資
料
館
的
な
も
の
を
つ
く
る
と
同
時

に
ス
ポ
ー
ツ
施
設
も
、
芝
ふ
付
野
外
ス

テ
ー
ジ
も
設
置
し
、
老
若
男
女
が
一
日

中
、
楽
し
め
る
総
合
運
動
公
園
を
考
え

て
い
ま
す
。

場
所
に
つ
い
て
は
、
候
補
地
と
し
て

い
く
つ
か
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
諸
般
の
事
情
で
発
表
す
る
わ
け
に
は

ま
い
り
ま
せ
ん
が
、
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

一
大
事
業
で
す
の
で
即
と
い
う
わ
け

に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
も
う
少
し
お
待

ち
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

熱心に村の情勢を聞く学級生



懇談中にも拍手が・・・・・・。

ヽ

(7) 平成 2 年10 月 10 日

説
明
す
る
村
長

第349号

女性ふれあいセミナ一生

9
-
.仁
，

寿学級生

村
長
1
1

①
に
つ
い
て
は
既
に
修
繕
済
で

す
。
村
内
に
は
全
部
で
二
0
九
ヵ
所
防

犯
灯
が
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。
相
当
な

数
で
あ
り
ま
す
。
球
の
交
換
位
は
職
員

か
や
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
は
業
者
委

託
な
わ
け
で
す
。
経
費
面
を
考
え
て
あ

る
程
度
ま
と
ま
っ
た
時
点
で
修
繕
し
ま

す
の
で
、
多
少
時
間
が
か
か
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

②
に
つ
い
て
は
既
に
当
地
区
に
は
3
3

灯
あ
り
村
内
で
も
最
多
で
人
家
密
度
も

高
く
、
他
地
区
に
比
較
し
て
悪
く
な
い

と
思
う
の
で
す
。
で
す
か
ら
戸
数
、
面

積
、
地
区
と
の
バ
ラ
ン
ス
等
を
考
え
検

討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
こ
で
ち
ょ
っ
と
申
上
げ
た
い
の
で

す
が
、
現
状
が
は
た
し
て
こ
の
よ
う
な

管
理
運
営
で
い
い
の
か
と
い
う
こ
と
な

の
で
す
。
具
体
的
に
は
防
犯
灯
そ
の
も

の
が
特
定
な
場
所
、
個
人
色
が
強
い
よ

う
な
場
所
に
立
て
ら
れ
て
い
る
。
あ
そ

こ
に
あ
っ
て
な
ぜ
こ
こ
に
立
て
ら
れ
な

い
の
か
…
な
ど
の
意
見
、
苦
情
が
あ
る

こ
と
も
実
態
な
の
で
す
。
そ
こ
で
私
は
、

担
当
者
に
必
要
性
を
含
め
て
現
地
調
査

を
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
二

0
九
の
内
一
六

四
ヵ
所
修
理
・
検
討
を
要
す
と
い
う
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
至
急
そ
の

箇
所
に
つ
い
て
は
修
繕
・
検
討
す
る
よ

う
指
示
し
て
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
業

者
等
の
都
合
も
あ
り
ま
す
が
九
月
中
位

に
は
完
了
す
る
予
定
で
す
。

設
置
場
所
に
つ
い
て
は
、
必
要
性
を

踏
ま
ぇ
村
内
一
円
に
バ
ラ
ン
ス
良
く
公

平
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
行
く
行
く
は
防
犯
灯
の
管
理
運

営
を
区
に
移
譲
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
近
隣
市
町
村
の
状
況
を
み
て
も
す

べ
て
行
政
（
村
）
が
負
っ
て
い
る
と
こ

ろ
は
少
な
い
の
で
す
。

い
ま
ま
で
申
請
が
あ
る
と
ほ
ほ
申
請

ど
お
り
設
置
さ
れ
た
の
が
現
状
で
し
た
。

そ
の
た
め
地
域
的
に
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が

生
じ
、
先
述
し
た
よ
う
な
こ
と
が
や
や

も
す
る
と
現
実
と
し
て
あ
っ
た
わ
け
で

す
の
で
、
よ
く
検
討
し
な
が
ら
真
に
必

要
な
場
所
に
の
み
設
置
。
村
全
体
で
年

間
の
設
置
目
標
を
3
3
灯
位
を
基
本
と
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
従
来
の
ペ
ー
ス
よ
り
も
多
い
数
で
す
。

村
長
1
1

こ
の
件
に
つ
い
て
は
昨
年
も
同

様
の
質
問
が
あ
り
、
お
話
し
申
上
げ
た

と
思
い
ま
す
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
静
か
な
う

ち
に
結
論
、
決
着
を
得
る
と
い
う
こ
と

で
前
村
長
さ
ん
当
時

(
6
3年4
月
）
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。

そ
の
結
果
、
僅
差
で
は
あ
る
が
反
対

が
賛
成
を
上
回
っ
た
。
と
い
う
こ
と
は

住
民
が
五
年
以
上
も
の
間
、
考
え
た
結

果
、
こ
う
な
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

尊ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

重
す
し

ま

館
林
市

合
併

村
内

‘
、ノ

＿
フ

ン
ス
よ
く
円
に

質
問
1
1

館
林
と
合
併
す
る
意
向
は
…
、

も
し
、
そ
の
場
合
税
金
は
多
く
な
る
の

か
ど
う
か
お
し
え
て
ほ
し
い
。 は

と
の

寿学級生

村
長
1
1

現
在
、
村
で
は
各
種
福
祉
関
係
、

八
団
体
に
約
五
十
万
円
の
補
助
金
を
交

付
し
て
い
る
。
そ
の
中
か
ら
予
定
し
て

い
ま
す
。
交
付
は
年
度
末
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

交

定

年

付度

予末

—— 
ー
り

質
問
1
1

旧
軍
人
恩
欠
団
体
に
も
補
助
金

を
。 恩

欠
団
体
に
も

補
助
金
を

こ
こ
で
合
併
は
し
な
い
と
か
、
す
る

と
か
と
い
う
と
反
響
が
大
で
あ
り
ま
す

の
で
申
し
ま
せ
ん
が
、
私
は
こ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
尊
重
し
厳
粛
に
受
け
と

め
一
応
、
こ
の
問
題
は
白
紙
に
戻
っ
た

と
考
え
ま
す
。

そ
こ
で
ご
質
問
の
税
金
で
す
か
、
税

金
は
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
、
そ
の
人
、

個
々
で
異
な
り
い
ち
が
い
に
は
い
え
ま

せ
ん
が
、
主
な
も
の
で
マ
ク
ロ
に
比
較

し
て
み
ま
す
と
、
国
民
健
康
保
険
税
に

つ
い
て
は
明
和
が
高
く
、
村
（
市
）
民

税
の
均
等
割
に
つ
い
て
は
、
個
人
分
、

法
人
分
と
も
市
の
方
が
高
く
、
所
得
割

は
標
準
税
率
の
た
め
同
じ
で
す
。

ま
た
、
固
定
資
産
税
も
地
方
税
法
で

定
め
ら
れ
た
税
率
を
適
用
し
て
い
る
た

め
評
価
額
が
変
わ
ら
な
い
限
り
同
じ
で

す
。



第349号 平成 2 年10 月 10 日

寿学級生

寿学級生

村
長
1
1

こ
の
問
題
は
、
当
人
、
そ
の
家

関
係
者

根
気

よ

< 

努体

ヵ で

質
問
1
1

管
内
、
小
・
中
学
生
の
登
校
拒

否
な
ど
の
実
態
は
…
…
。
そ
れ
に
対
し

ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

質
問
I
I

①
須
賀
の
菅
原
神
社
へ
行
く
道

路
を
ほ
装
に
し
て
ほ
し
い
。

②
私
の
家
の
前
の
道
路
を
ほ
装
し
て
ほ

し
い
。
（
千
津
井
地
内
）

③
梅
原
・
江
口
地
先
の
邑
楽
用
水
路
側

し
て
ほ
し

道
路
改
良

し‘ を

村
長
1
1

現
在
、
議
員
さ
ん
は
十
一
名
お

ス
ポ
ー
ツ
等
を
通
じ
て

懇
談
し
て
は

庭
、
特
に
ご
両
親
の
協
力
が
あ
り
な
お

か
つ
学
校
の
先
生
方
あ
る
い
は
教
育
行

政
に
携
さ
わ
る
も
の
と
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
ま
す
。
単
な
る
行
政
指
導
だ
け
で
は

限
界
が
あ
る
。
現
在
、
管
内
に
は
四
人

の
休
み
が
ち
な
児
童
、
生
徒
が
お
り
ま

す
。
そ
の
生
徒
た
ち
に
は
、
担
当
の
先

生
を
は
じ
め
、
校
長
、
教
頭
そ
し
て
教

育
長
み
ず
か
ら
も
訪
問
し
、
事
情
、
原

因
を
把
握
し
、
解
決
す
べ
く
努
力
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
場
合
に

よ
っ
て
は
私
も
伺
っ
て
も
い
い
と
考
え

て
い
ま
す
が
、
家
庭
、
学
校
、
教
育
委

員
会
等
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
も
あ
り
ま
す

の
で
、
報
告
を
受
け
推
移
を
見
守
り
な

が
ら
ま
た
、
国
、
県
な
ど
の
指
導
機
関

と
も
合
議
し
な
が
ら
、
関
係
者
一
体
と

な
り
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
し
か
も
、
。
フ
ラ
イ
バ
シ
ー

に
も
関
す
る
こ
と
で
す
の
で
慎
重
に
慎

重
を
期
し
て
解
決
を
図
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

質
問
1
1

村
議
会
議
員
さ
ん
と
何
か
行
事

を
通
じ
、
気
軽
に
懇
談
で
き
る
機
会
が

ま
し
、
。

l
'
>

し

小
・
中
学
生
の

登
校
拒
否
の
実
態
は

議
員
さ
ん
と

懇
談
す

る

機
会
を

村
長
1
1

国
に
お
い
て
は
合
併
浄
化
槽
の

普
及
を
と
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
汚

水
防
止
の
た
め
に
ぜ
ひ
、
利
用
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

市
街
化
区
域
内
に
お
い
て
は
行
政
で

設
置
を
指
導
し
て
お
り
、
他
区
域
で
も

推
進
し
て
い
ま
す
。
本
村
で
も
補
助
金

制
度
が
あ
り
ま
し
て
、
五
人
槽
三
十
万

円
、
六
ー
七
人
槽
四
十
五
万
円
、
八
ー

十
人
槽
六
十
万
円
を
補
助
し
て
環
境
保

全
と
公
衆
衛
生
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

合
併
浄
化
槽
の

設
置
を

質
問
1
1

生
活
排
水
等
に
よ
る
水
路
の
汚

染
防
止
対
策
に
つ
い
て
。

村
長
1
1

ご
承
知
の
と
お
り
、
道
路
改
良

は
、
申
請
さ
れ
た
も
の
を
議
員
、
区
長

さ
ん
ら
が
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
い
る
村

道
路
改
良
促
進
協
議
会
で
検
討
し
、
順

位
な
ど
が
決
め
ら
れ
ま
す
。
従
っ
て
①

の
須
賀
地
区
は
3

年
後
、
②
の
千
津
井

地
区
は
平
成
6

年
頃
に
な
ろ
う
か
と
思

い
ま
す
。

③
に
つ
い
て
は
補
助
事
業
で
対
応
し

よ
う
と
申
請
し
ま
し
た
が
、
採
択
基
準

面
積
が
2
0
h
a
以
上
と
い
う
こ
と
な
の
で

採
択
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
他
の
方
法

で
実
施
す
る
適
当
な
事
業
が
あ
れ
ば
と

検
討
中
で
す
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
み
あ

た
り
ま
せ
ん
の
で
も
う
少
し
検
討
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

し
て
く

生
活
雑
排
水
に
よ
る

汚
染
防
止
対
策
は

早
め
に

申

、
こt
 さ

し‘

道
の
拡
幅
工
事
を
し
て
ほ
し
い
。

い

和
や
か
に
談
笑
の
ひ
と
と
き

ハ
宰
目

1

1

1

1

n
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答
え
る
村
長

m-

寿
学
級
生

寿学級生

女性ふれあいセミナ一生

質
問
I
I
N
T
T

の
電
話
料
金
は
高
過
ぎ

る
の
で
は
な
い
か
。

K
D
D

の
よ
う
に

明使

細用

を先

等

の

り
ま
す
。
議
員
さ
ん
を
は
じ
め
、
私
も
、

こ
こ
に
ご
列
席
の
皆
さ
ん
も
、
一
体
と

な
り
明
る
い
村
づ
く
り
、
地
域
・
村
の

発
展
の
た
め
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

地
区
に
よ
っ
て
は
議
会
報
告
と
い
う

か
た
ち
で
懇
談
を
行
っ
て
い
る
よ
う
で

す
し
、
ま
た
、
懇
意
な
人
は
個
人
的
に

話
し
合
っ
て
い
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
議
会
を
傍
聴
す
る
こ
と

も
―
つ
の
方
法
で
す
し
、
ま
た
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
通
じ
て
議
員
さ
ん
と
交
流
親
善
試
合

を
す
る
、
あ
が
り
に
一
杯
く
み
か
わ
し

な
が
ら
、
あ
る
い
は
カ
ラ
オ
ケ
で
も
や

り
な
が
ら
懇
談
す
る
の
も
い
い
と
思
う

の
で
す
。
何
か
良
い
方
策
が
う
か
び
ま

し
た
ら
申
し
出
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
い

く
ら
で
も
議
会
と
連
絡
を
と
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
上
げ
ま
す
。

村
長
1
1

電
話
料
金
が
高
い
か
安
い
か
に

つ
い
て
は
私
が
論
ず
る
問
題
で
は
な
い

と
考
え
ま
す
の
で
差
控
え
た
い
と
思
い

ま
す
。
た
だ
、

K
D
D

の
よ
う
に
使
用

の
日
と
使
用
先
の
明
細
が
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
は
、
こ
こ
に
く
る
ま
え
に

N

T
T

館
林
支
店
に
う
か
が
っ
て
み
ま
し

た
と
こ
ろ
、
機
械
に
よ
っ
て
可
能
な
も

の
と
、
可
能
で
な
い
も
の
が
あ
り
、
残

念
な
が
ら
川
俣
局
内
は
ま
だ
出
来
な
い

と
の
こ
と
で
し
た
。
専
門
的
に
は
デ
ジ

タ
ル
式
と
ア
ナ
ロ
グ
式
と
い
う
そ
う
で

す
が
、
デ
ジ
タ
ル
式
の
場
合
可
能
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。
館
林
局
内
は
デ
ジ
タ

ル
式
な
の
で
可
能
、
従
っ
て
、
斗
合
田
、

江
黒
方
面
の
も
の
は
明
細
が
わ
か
る
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

但
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
観
点
か
ら

取
扱
い
は
慎
重
に
。
希
望
が
あ
っ
た
ユ

ー
ザ
ー
（
本
人
）
の
み
に
開
示
、
必
要

に
応
じ
て
有
料
（
郵
送
料
の
み
）
で
通

知
す
る
と
の
こ
と
。
近
い
将
米
、
川
俣

機
熟
す
る
ま
で

し
ば
ら
く
お
待
ち
を

質
問
1
1

東
部
地
区
工
業
団
地
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
結
果
に
つ
い
て
。

調
査
結
果
を

現
在

川
俣
局
で
はの

と

ム
リ

ア
）

ろ

使
用
日
、
使
用
先
の
明
細
が
わ
か
る
よ

う
に
な
ら
な
い
の
か
。

寿学級生

局
も
デ
ジ
タ
ル
式
に
な
る
と
考
え
ま
す

の
で
、
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

村
長
1
1

現
在
の
と
こ
ろ
発
表
す
る
考
え

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
す
か

ら
反
対
も
、
賛
成
も
、
強
力
に
進
め
て

は
し
い
、
絶
対
反
対
だ
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
が
ご
ざ
い
ま
す
。

検
討
の
余
地
十
分
あ
り
ま
す
の
で
も

う
少
し
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
中
途
で
す
と
い
ろ
ん
な
意
味
で

憶
測
や
う
わ
さ
が
と
び
、
か
な
ら
ず
し

も
真
意
が
伝
わ
ら
ず
何
か
と
支
障
か
生

じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
…
…
。
機

が
熟
す
る
ま
で
、
も
う
少
し
お
待
ち
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

ア
ン
ケ

ト
の
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九
月
十
一
日
、
村
長
、
助
役
ら
が
二

班
に
分
か
れ
村
内
八
十
五
歳
以
上
宅
の

敬
老
慰
問
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
は
全

部
で
百
八
人
宅
。
そ
れ
ぞ
れ
「
長
舟
お

め
で
と
う
、
お
元
気
で
す
か
—
」
と
激

励
、
記
念
品
や
敬
老
年
金
な
ど
を
贈
り

祝
福
し
ま
し
た
。
ま
た
、
米
舟

(
8
8
歳
）

を
迎
え
た
十
四
人
の
長
痔
者
に
切
り
絵

ク
ラ
ブ
の
人
た
ち
が
来
年
の
エ
ト
、
ひ

つ
じ
の
切
り
絵
を
。
フ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
色

ど
り
を
そ
え
ま
し
た
。

村
最
高
齢
者
は
梅
原
の
恩
田
万
吉
さ

ん
（
男
性
1
0
0
歳
）
、
女
性
で
は
須
賀
の
神

谷
た
け
さ
ん

(
9
9歳）
で
2
人
と
も
こ

れ
と
い
っ
た
悪
い
と

こ
ろ
は
な
く
健
康
、

秘
け
つ
も
「
食
物
の

好
き
、
嫌
い
を
せ
ず

腹
八
分
、
適
度
に
動

く
（
運
動
）
こ
と
」

と
口
を
そ
ろ
え
ま
す
。

恩
田
さ
ん
は
自
転
車

乗
り
も
披
露
し
訪
問

者
を
ビ
ッ
ク
リ
さ
せ

て
い
ま
し
た
。

' 

南
大
島
新
田
の
若
妻
主
婦
グ
ル
ー
プ

新
和
会
（
会
長
、
森
尻
洋
美
さ
ん
、
会

員
1
4
人
）
は
、
地
区
の
七
十
歳
以
上
の

お
年
寄
り
三
十
人
ほ
ど
を
区
集
会
所
に

招
待
、
手
巻
痔
司
、
テ
ン
プ
ラ
な
ど
手

づ
く
り
料
理
で
も
て
な
し
、
長
罪
を
祝

福
し
ま
し
た
。

今
年
十
回
目
の
招
待
。
「
毎
年
こ
の
日

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
心
の
こ
も

っ
た
料
理
あ
り
か
と
う
」
と
老
人
た
ち

は
感
謝
感
激
し
な
か
ら
舌
づ
つ
み
を
打

っ
て
い
ま
し
た
。

「
事
故
な
し
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
。
」

と
館
林
警
察
署
、
村
安
全
協
会
、
村
交

通
対
策
協
議
会
は
九
月
二
十
五
日
、
村

特
産
の
ナ
シ
畑
が
連
な
る
田
島
地
内
の

県
道
で
ナ
シ
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
初
の
試
み
と
し
て
川
俣

駅
前
で
も
飲
酒
運
転
撲
滅
を
呼
び
か
け

る
チ
ラ
シ
を
夕
方
の
乗
降
客
に
配
布
す

る
な
ど
一
層
の
交
通
安
全
を
訴
え
ま
し

こ
。t
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編
話題募集
お気軽にご連絡ください。
84-3111 へ（広報係）

第
3
6
回
村
成
人
式
が
九
月
二
十
三
日
、

中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
村
で

は
昭
和
―
二
十
三
年
か
ら
、
二
十
歳
に
な

っ
た
こ
と
を
祖
先
に
報
告
、
感
謝
の
意

を
込
め
て
こ
の
秋
分
の
日
に
実
施
し
て

J
i
]
ぃ
ま
す
。

？
』
口
汀
/
`
`
l
i
]

贄
[
:
い
[
』
+
い
い
い
い
い
。
ン
ン
プ

U
·
村
長
、
村
議
会
議
長
、
館
林
警
察
署

“
長
、
県
教
育
長
ら
多
数
の
方
よ
り
祝
福

9
1釦
／
の
こ
と
ば
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

成
人
者
、
杉
田
治
・
近
藤
千
乃
さ
ん
か

男
・
女
性
を
代
表
し
て
「
今
日
の
こ
の

感
激
を
わ
す
れ
ず
、
自
分
の
行
動
に
責

任
と
自
覚
を
も
ち
社
会
に
役
立
て
る
大

人
に
な
り
ま
す
。
」
と
力
強
い
答
辞
を
行

い
新
成
人
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

男性代表答辞

杉田治さん

女性代表答辞

近藤千乃さん

大
輪
地
先
の
利
根
川
河
川
敷
で
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
明
和
第
一
団
の
メ
ン
バ
ー

三
十
人
ほ
ど
が
九
月
十
五
・
十
六
日
（
一

泊
二
日
）
、
野
営
を
行
い
連
帯
感
を
高
め

ま
し
た
。
と
同
時
に
こ
の
日
は
全
国
ボ

ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
統
一
奉
仕
活
動
日
。

テ
ン
ト
を
張
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル

ー
プ
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
意
見
発
表
、
夜

に
は
み
ん
な
で
カ
レ
ー
を
作
っ
て
食
べ

た
り
、
ま
た
、
運
動
場
周
辺
の
ゴ
ミ
拾

い
な
ど
雨
天
の
な
か
目
的
活
動
を
展
開

し
ま
し
た
。 ヽ

江
日
の
柿
沼
一
雄
宅
の
ひ
ま
わ
り
と

田
島
の
奈
良
徳
男
宅
の
ヤ
マ
ユ
リ
が
例

年
に
な
く
大
き
く
成
長
し
話
題
に
。
柿

沼
さ
ん
宅
の
は

5
m

近
く
、
奈
良
さ
ん

宅
の
で
も
3
m

ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
三
ー
四
年
前
種
を
ま
い
た

も
の
。
特
別
、
肥
料
な
ど
を
与
え
た
の

で
な
く
ご
く
普
通
の
管
理
。
そ
れ
が
八

月
頃
か
ら
す
く
す
く
と
成
長
、
「
あ
っ
」

と
い
う
間
に
こ
の
高
さ
に
な
っ
た
と
の

こ
と
。
「
ひ
ま
わ
り
は
太
陽
に
向
か
っ
て
、

ヤ
マ
ユ
リ
は
や
さ
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る

花
、
子
ど
も
た
ち
も
花
の
よ
う
に
、
す

く
す
く
と
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
」
と

両
家
で
は
歓
迎
し
て
い
ま
す
。

柿沼さん宅 奈良さん宅
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村
長
を
囲
ん
で
金
婚
者
記
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撮
影
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,

圏
四
世
代
以
上
同
居
家
庭

0

斎
藤
健
一
郎
（
世
帯
主
）

0

野
本
茂
雄
（
世
帯
主
）

圏
ね
た
き
り
老
人
介
護
者

0

瀬
下
な
み
子
・
新
里

0

吉
田
源
次
郎
・
新
里

◎
村
長
表
彰
（
敬
称
略
）

金
婚
者
顕
彰

0

小
久
保
武
雄
⑬
・
コ
ト
仰
・
千
津
井

0

新
井
正
行
閥
・
高
子
⑫
・
江
口 ・

大
輪

・
大
輪

老
人
扶
養

模
範
家
庭

老
人
ク
ラ
ブ
育
成

功
労
者
表
彰

第
1
2
回
村
老
人
福
祉
大
会
が
九
月
十
三
日
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
開
か
れ
苦
楽
を
共
に
五
十
年
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
だ
ご
夫
妻

二
十
組
の
顕
彰
を
は
じ
め
、
ね
だ
き
り
老
人
を
か
か
え
献
身
的
な

介
護
を
し
て
い
る
老
人
扶
養
模
範
家
庭
な
ど
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま

し
だ
。

村
長
、
村
社
会
福
祉
協
議
会
長
、
村
議
会
議
長
、
地
元
選
出
票

議
会
議
員
、
邑
楽
福
祉
事
務
所
長
ら
多
数
の
方
か
ら
祝
福
を
だ
ま

わ
り
ま
し
だ
。

ま
だ
、
第
1
0
回
村
老
人
ク
ラ
プ
芸
能
大
会
も
兼
ね
て
開
か
れ
、

会
場
に
は
あ
年
寄
り
多
数
が
出
席
し
受
賞
者
を
祝
福
す
る
と
共
に
、

式
終
了
後
、
そ
れ
ぞ
れ
自
慢
の
声
、
芸
を
披
露
し
大
会
に
花
を
そ

え
ま
し
だ
。
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
村
長
表
彰
（
敬
称
略
）

0

高
橋
末
松
閥
モ
ト
子
闘
•
江
口

0

野
中
秋
象
⑮
・
は
ま
⑰
•
江
口

0

北
島
忠
四
郎
闘
・
ト
メ
⑬
•
田
島

0

高
橋
輿
市
⑮
・
ふ
ぢ
⑭
・
田
島

0

岡
安
勇
閥
み
や
子
閥
・
南
大
島

0

岡
安
長
吉
閻
し
づ
子
闘
・
南
大
島

〇
菊
池
正
閥
・
ゆ
き
⑯
・
新
里

0

関
口
光
三
郎
翻
・
き
い
閻
・
新
里

0

堀
口
正
閻
・
や
す
⑬
・
新
里

0

堀
口
知
治
⑮
・
正
子
閥
・
新
里

0

清
水
泰
一
⑲
・
し
も
閥
・
梅
原

0

小
川
藤
作
閻
・
つ
る
閻
・
川
俣

〇
鯉
沼
賓
閥
•
清
閻
・
川
俣

0

田
口
菊
次
郎
⑬
．
凡
⑰
・
川
俣

0

村
田
政
一
⑮
•
さ
く
閻
・
大
輪

0

荒
井
雄
一
⑰
．
と
め
閥
・
入
ヶ
谷

0

石
崎
茂
作
⑰
・
シ
ズ
閻
・
矢
島

〇
鯉
沼
利
三
郎
閻
み
さ
を
闘
・
大
佐
貫

◎
社
協
長
表
彰
（
敬
称
略
）

圏
老
人
ク
ラ
プ
育
成
功
労
者
表
彰

0

吉
田
栄
伺
（
斗
合
田
）

0

福
島
茂
（
江
口
）
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「
新
里
ウ
ィ
ン
グ
ス
」
チ
ー
ム

第
3
4回
村
民
バ
レ
ー
ボ
—
ル

大
会
結
果

▼
一
位
1
1

「
明
和
ク
ラ
ブ
」
▼
二
位

I
I

「
大
佐
貫
つ
く
し
」
▼
三
位
1
1

「
明

和
愛
好
会
」
・
「
リ
リ
ー
ズ
」
。

「明和クラブ」チーム 「明和西バレーボール」チーム

小
学
生
太
田
邑
楽
支
部

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
結
果

「
明
和
西
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
代
表
、

長
谷
川
保
）
チ
ー
ム
」
が
B

ク
ラ
ス
で

優
勝
し
ま
し
た
。
％

一般男子で優勝

の神谷静男さん

（梅原）

第
1
3回
村
民
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
結
果

▼
一
位
1
1

「
新
里
ウ
ィ
ン
グ
ス
」
▼

二
位
1
1

「
大
佐
貫
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ
」
▼

三
位
1
1

「
田
島
ソ
フ
ト
愛
好
会
」
・
「
須

賀
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ
」
。

寸木村
民

九
月
十
八
日
、
村
合
併

3
5周
年
記
念

村
民
ゴ
ル
フ
大
会
が
板
倉
ゴ
ル
フ
場
で

行
わ
れ
、
一
般
男
子
、
一
般
女
子
、
シ

ニ
ア

(
5
0歳以
上
）
の
三
部
門
で
日
頃

の
練
習
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
一
般
男
子

0
1

位
1
1

神
谷

0
2

位
1
1

山
岸

0
3

位
1
1

始
沢

0
4

位
1
1

神
谷

併
3
5

周
年

コ
ル
フ
大
会

ち<l

t
 

人のス口

>"

＼
ー
）人
D

n
 

1
7
1
参

（
ー
＼

0
5

位
1
1

荒
木
義
介

7
8
7
2

0
6

位
1
1

鈴
木
勉

8
2
7
2
.
4

0
7

位
1
1

飯
塚
正
弘

7
4
7
2
.
8

〔
※
飯
塚
さ
ん
B
G

賞
獲
得
〕

0
8

位
1
1

加
藤
友
司

9
2
7
2
.
8

0
9

位
1
1

江
森
崇
夫
9
7
7
3

0
1
0位
1
1

高
橋
誠

9
1
7
3

◎
＿
般
女
子

0
1

位
1
1

関
口
幸
子
9
6
7
9
.
2

〔
※
関
口
さ
ん
B
G

賞
獲
得
〕

0
2

位
1
1

小
川
光
代
1
1
5
8
3
.
8

0
3

位
1
1

峯
崎
京
子

1
2
0
8
4

0
4

位
1
1

奥
沢
す
み
子

1
1
8
8
4
.
4

0
5

位
1
1

谷
津
弘
江
1
2
5
8
9

0
6

位
1
1

矢
口
芙
子
1
2
7
9
1

0
7

位
1
1

金
子
順
子

1
3
8
1
0
2

0
8

位
1
1

清
水
き
よ
江
1
3
9
1
0
3

0
9

位
1
1

野
本
厚
子
1
3
9
1
0
3

0
1
0位
1
1

加
藤
久
美

1
4
2
1
0
6

◎
シ
ニ
ア

0
1

位
1
1

篠
木
保
雄

9
8
7
2
.
8

0
2

位
1
1

相
場
吉
五
郎
8
9
7
3
.
4

0
3

位
1
1

柿
沼
清

1
0
9
7
4
.
2

0
4

位
1
1

荒
川
保

8
8
7
4
.
8

0
5

位
1
1

永
吉
秋
夫
8
0
7
5
.
2

〔
※
永
吉
さ
ん
B
G

賞
獲
得
〕

0
6

位
1
1

高
沢
道
夫
1
0
3
7
5
.
4

0
7

位
1
1

高
橋
カ

9
4
7
6

0
8

位
1
1

原
口
角
次
郎

1
0
5
7
6
.
2

0
9

位
1
1

江
頭
正
義

9
9
7
6
.
2

0
1
0位
1
1

山
田
卓
保

1
1
0
7
6
.
4

※
ベ
ス
ト

1
0位
を
紹
介
敬
称
略

敏達昭静
吉雄吾男

84 97 93 91 ロ
グ

ス

72 71 71 69 不
’’/ ... 
卜

8 4 4 

卑

問合せは

社会体育館へ（ff84-4626)

結記

果念

江
口
の
柿
沼
治
正
さ
ん
宅
地
先
前
の

道
路
沿
い
に
、
コ
ス
モ
ス
の
花
が
咲
き

乱
れ
通
学
・
通
勤
者
の
心
を
和
ま
せ
話

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
柿
沼
さ
ん
が
「
道
路
も
整
備

さ
れ
た
こ
と
だ
し
、
沿
道
に
雑
草
を
繁

茂
さ
せ
て
お
く
の
は
道
路
利
用
す
る
隣

人
と
し
て
は
ず
か
し
い
」
と
植
え
た
も

の
。
沿
道
お
よ
そ
二
十
メ
ー
ト
ル
に
わ

た
り
、
赤
、
白
、
ピ
ン
ク
な
ど
季
節
感

を
満
喫
す
る
に
は
十
分
な
色
と
り
ど
り

の
秋
桜
か
咲
き
誇
っ
て
い
ま
す
。

合

ミニコスモス街道

通
勤
者
ら
の

こ
こ
ろ
和
ま
す
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口 口

行
政
に
関
す
る
苦
情
や
意
見
を
お
聞

き
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

圏
期
日

1
0
月
1
5
日
囲
明
和
村
役
場

1
0
月
1
6
日
因
東
部
児
童
館

1
0
月
1
7
日
困
館
林
農
協
佐
貫
支
所

相
談
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時

か
ら
午
後
3
時
ま
で
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
住
民
課
へ
。

県
で
は
、
県
の
施
設
や
事
業
の
実
施

状
況
等
を
見
学
し
、
県
政
を
理
解
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
見
学
者
を
募
集
し
ま

す
。

圏
期古

h
公

日

1
1
1
1月
2
0
日
因

(
8時
4
5
分
出
発
）
中
央
公
民

県
の
施
設
を

ご
覧
に
な
り
ま
せ
ん
か

苦
情
な
ど
お
聞
き
し
ま
す

巡
回
行
政
相
談

• 0
定
員

1
1
5
0
人
（
明
和
、
板
倉
、
館
林
市
で
）

＊
対
象

1
1
1
8
歳
以
上
（
子
ど
も
同
伴

は
不
可
）

蒼
見
学
先
1
1

新
田
山
田
水
道
建
設
事
務

所
、
水
沼
駅
温
泉
セ
ン
タ
ー
、
太
田

子
ど
も
の
国

※
申
込
み
・
問
合
せ
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

(
1枚
2
名
ま
で
連
記
可
）
で

1
1月
9

日
ま
で
に
館
林
財
務
事
務
所
地
域
振
興

室
（
館
林
市
仲
町
1
1番
1
0
号

6
⑰
4

4
6
1
へ
）
。

平
成
2
年
度
第
2
回
危
険
物
取
扱
者

試
験
が
行
わ
れ
ま
す
。

圏
準
備
講
習
会

日
時
1
1
1
1月
6
日
因
午
前
9
時
か

ら
会
場

1
1

館
林
市
郷
谷
公
民
館

受
講
料
1
1
6

、
5
4
0
円

圏
試
験

日
時
1
1
1
2月2
日
⑪
午
前
9
時
か

ら
会
場

1
1

太
田
市
関
東
学
園
大
学

受
講
料
1
1

甲
種
5
、
0
0
0
円

乙
種
3

、

4
0
0
円
丙
種

2
、

7

危
険
物
取
扱
者
の

試
験
・
準
備
講
習
会

※相談希望者は予約してください。 県
及
び
館
林
市
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

主
催
に
よ
る
「
群
馬
県
覚
せ
い
剤
・
シ

ン
ナ
ー
乱
用
追
放
大
会
」
が
開
催
さ
れ

覚
せ
い
剤
・
シ
ン
ナ
ー

乱
用
追
放
大
会

0
0
円

※
申
込
み
・
問
合
せ
は
、
1
0
月
2
2日
1

1
1月
2
日
ま
で
に
明
和
分
署

(
6闘
3

1
3
1
)
へ
。

今年も開かれます

文化祭・商工祭

く文化祭〉

[ll期日＝ 11 月 2 日～ 4 日

[ll会場＝村中央公民館

[ll内 容＝芸能発表、作品展な

ど

く商工祭〉

[ll期日＝ 11 月 3 日

[ll会場＝村中央公民館

[ll内 容＝軽飛行機の滑走、バ

• 
ザー、手造り味噌即売会、焼そ

ば、綿あめなど

水
産
学
習
館

無
料
開
放
さ
れ
ま
す

が

ま
す
。

圏
日
時

1
1
1
1月
1
日
困

3
0分
1

＊
場
所

1
1

館
林
市
文
化
会
館

な
お
、
今
大
会
に
は
、
邑
楽
町
出
身

の
落
語
家
立
川
談
四
楼
先
生
の
「
今
ど

き
の
子
ど
も
」
と
題
し
た
特
別
講
演
が

あ
り
ま
す
。

多
数
の
方
の
ご
参
加
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

0
期
日

1
1
1
0月2
8
日
⑪
、
県
民
の
日

午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
3
0
分
ま
で

＊
場
所

1
1

県
水
産
学
習
館
（
館
林
つ

つ
じ
が
岡
公
園
内
）

卍
内
．
容
1
1

マ
ス
釣
り
1
1

小
・
中
学
生

を
対
象
。
参
加
費
無
料
。
魚
の
つ
か

み
取
り
1
1

小
学
生
・
幼
児
を
対
象
。

参
加
費
無
料
。

※
詳
細
は
当
館

(
6閥
1
1
8
5
)
へ
。

村
の
無
料
法
律
相
談

1
1月
は

1
3日
で
す
。

村
の
顧
問
弁
護
士
（
明
和
村
出
身
）
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

圏
1
1月
の
相
談
日

0

日
時

1
1
1
1月
1
3
日
因
午
前
1
0時
1

午
後
1
時

0

場
所

1
1

明
和
村
役
場
会
議
室

0

内
容

1
1

法
律
一
般
事
項

0

対
象

1
1

明
和
村
民

〇
申
込
み
1
1

相
談
を
希
望
す
る
人
は

1
1月
1
日
か
ら
予
約
受

付
し
ま
す
の
で
総
務
課
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
定

員
に
な
り
次
第
締
切
り
と
な
り
ま
す
。

※
詳
細
は
総
務
課
へ

(
6闘
3
1
1
1
)

午
後
1
時

午
前

康

0
と
き

1
1
1
0
月

1
8日
困

1
1月

6
日
閲
午
前
9
時
3
0
分
1
1
0

時
3
0
分
受
付

0

と
こ
ろ

1
1

保
健
セ
ン
タ
ー

人
権
・
行
政
・
心
配
i

1
と
相
談

0
と
き

1
1
1
0
月

1
5
日
⑪

1
0
時1
午
後
3

時

0

と
こ
ろ

1
1

役
場
会
議
室

交
通
事
故
相
談

0
と
き

1
1
1
0
月

1
8日
困

1
0
時
ー
午
後
3
時

0

と
こ
ろ

1
1

館
林
市
役
所

0
と
き

1
1
1
1月
1
日
困
午
前

1
0
時
ー
午
後
3
時

0

と
こ
ろ

1
1

館
林
市
役
所

年
金
相
談

午
前

健

相

＝火
畝

0
と
き

1
1
1
1
月
8

日
困
午
後

1
時
1
2
時
受
付

0

と
こ
ろ

1
1

保
健
セ
ン
タ
ー

乳
児
健
診

毎
月
や
っ
て
い
ま
す

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
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村 の う ご き

10月

12 日

14 日

19 日

20 日

22 日

23 日

1
2
月
1
日
か
ら
番
号
案
内
(
1
0
4

す゚ま
) 
.,v ぁ

も合場るな-) , 更変てのすで定予※
 

27 日

11 月

2 日

10 日

県民文化大学（輪島功ー）

村民体育祭

県民文化大学（はかま満緒）

体育施設利用団体協議会

農業委員会

老人福祉センターゲートボ

ール大会

県民文化大学（はらたいら）

文化祭 (4 日まで）

県民文化大学（竹腰美代子）

恒
例
の
「
福
祉
バ
ザ
ー
」
が
今
年
も

1
1
月
2
3
日
⑥
に
開
か
れ
ま
す
。

村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
で
は
、

皆
様
の
ご
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
、
日
用

電
話
番
号
案
内
有
料
に

身
障
者
特
例
で
無
料

日
用
品
な
ど
の
寄
付
を

お
願
い
し
ま
す

皆
さ
ん
が
、
旅
館
で
宿
泊
さ
れ
た
り
、

レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
で
飲
食
さ
れ
た
と
き

に
は
、
消
費
税
（
国
税
）
の
ほ
か
特
別

地
方
消
費
税
（
県
税
）
が
か
か
り
ま
す
。

特
別
地
方
消
費
税
は
、
地
域
の
環
境

整
備
、
開
発
等
地
域
の
振
興
を
図
る
う

え
で
群
馬
県
の
貴
重
な
財
源
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

◎
税
率
1
1
3
％
免
税
点
1
1
宿
泊
等
…

1
人
1
泊
に
つ
き
1
0
、
0
0
0
円
飲

食
等
…
1
人
1
回
に
つ
き
5
、
0
0
0
円

※
詳
し
く
は
、
館
林
財
務
事
務
所

(
6

⑰
4
4
6
1
)
へ
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

ご
存
じ
で
す
か

「
特
別
地
方
消
費
税
」

品
な
ど
の
寄
付
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。寄

付
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、
社

会
福
祉
協
議
会

(
6闘
4
9
2
6
)
へ

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

今
年
も

I
I

い
ま
大
切
な
民
間
社
会
福

祉
”
を
合
言
葉
に
、
1
0
月
1
日
か
ら
1
2

月
3
1
日
ま
で
全
国
一
斉
に
共
同
募
金
運

動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

村
で
も
、
運
動
期
間
中
、
区
長
、
民

生
委
員
の
方
が
各
家
庭
や
事
業
所
に
お

伺
い
し
て
募
金
を
お
願
い
し
ま
す
。

赤
い
羽
根
募
金
は
誰
に
で
も
気
軽
に

で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

赤
い
羽
根
共
同
募
金

1
0
月
は
「
雇
用
保
険
適
用
促
進
月
間
」

で
す
。

雇
用
保
険
で
は
、
一
部
の
事
業
（
農

林
水
産
業
の
う
ち
労
働
者
5
人
未
満
の

事
業
等
）
を
除
く
す
べ
て
の
事
業
が
適

用
と
な
り
ま
す
。

労
働
者
を
1
人
で
も
雇
用
し
て
い
る

事
業
主
は
、
労
働
者
が
希
望
す
る
か
否

か
に
か
か
わ
ら
ず
加
入
の
手
続
き
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
平
成
元
年
1
0
月
1
日
よ
り
雇

用
保
険
法
が
改
正
さ
れ
、
1
週
間
の
所

定
労
働
時
間
が
2
2
時
間
以
上
の
パ
ー
ト

タ
イ
ム
労
働
者
の
方
も
、
一
定
の
要
件

を
満
た
せ
ば
、
雇
用
保
険
の
被
保
険
者

と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
雇
用
保
険
で
は
、
高
年
齢
者

労
働
保
険
の
手
続
き
は

ぉ
す
み
で
す
か

が
有
料
に
な
り
ま
す
が
、
身
体
障
害
者

手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
の
一

部
の
方
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

圏
無
料
と
な
る
対
象
者

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た

視
覚
障
害
者
(
1
1
6
級
）
及
び
肢

体
不
自
由
者
（
上
肢
、
体
幹
機
能
障

害
及
び
乳
幼
児
期
以
前
の
非
進
行
性

の
脳
病
変
に
よ
る
運
動
機
能
障
害
の

各
1
、

2
級
）

②
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
視

カ
の
障
害
者
（
特
別
項
症
1

第
6
項

症
）
及
び
上
肢
の
障
害
者
（
特
別
項

症
1

第
2
項
症
）

圏
申
込
み
I
I
N
T
T

館
林
支
店

※
詳
し
く
は
、
局
番
な
し
の

1
1
6
番
へ
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

ふ仮／
.~r「

t
慎
ぷ
．
＇
f
J
J
匁
ー
も

0期日＝ 11 月 14 日～ 19 日午前 9 時～

午後 6 時（最終日は午後 4 時まで）

奎場所＝村中央公民館講堂

＜略歴〉

明治16年11 月 19 日、梅原村恩田辮次郎、

よしの二男として生まれる。大正13年に

第 5 回帝展に初入選、出品の「合箱」は
外務省買上となり、第 6 回出品の「竹む

ら」は宮内庁御品となる。その後連続入

選、文展、聖徳太子展など数々の日展に

入選し、日展招待となる。得意は山水、

花鳥、特に稚邦流の山水は素晴らしい。

昭和35年 9 月 24 日病没 76歳

郷
土
の
日
本
画
家
恩
田
得
寿
特
別
展

等
の
雇
い
入
れ
に
対
し
、
各
種
助
成
措

置
等
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
館
林
公
共
職
業
安
定
所

(
6⑫
4
3
6
5
)
へ
問
合
せ
く
だ
さ

、
。
し

1
0
月
は
「
高
年
齢
者
雇
用
促
進
月
間
」

で
す
。

社
会
経
験
の
豊
富
な
高
年
齢
者
を
あ

な
た
の
職
場
で
雇
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

高
年
齢
者

(
5
5歳
以
上
6
5
歳
未
満
）

を
安
定
所
の
照
会
で
常
用
雇
用
し
て
い

た
だ
き
、
一
定
の
条
件
を
満
た
せ
ば
国

の
助
成
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
館
林
公
共
職
業
安
定
所

(
6⑰
4
3
6
5
)
へ
問
合
せ
く
だ
さ

、
。
し

高
年
齢
者
を

屈
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

期
限

村
圃
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
利

根
加
用
水
組
合
費
、
国
民
年
金
、
水
道

使
用
料
で
す
。

納
期
限
は
、
1
0
月
3
1
日
で
す
。

ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

圏
山
田
よ
し
さ
ん
（
川
俣
）
は
五
万
円

圏
篠
木
正
一
さ
ん
（
大
佐
貫
）
は
五
万
円

圏
阿
部
海
作
さ
ん
（
斗
合
田
）
は
五
万
円

園
連
見
与
四
郎
さ
ん
（
入
ケ
谷
）
は
五
万

円
圏
抹
五
十
矢
（
館
林
市
）
は
五
万
円

そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
と
村
社
会
福
祉
協
議

会
（
奉
仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

今
月
の
納
め
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ヽし
iヽ

i 
: 村の人口 し

し
I 10 月 1 日現在

！世帯数 2,679戸

i ！男 5,273人

l 女 5,272人
(9 月中の動き）

I 出生 3 人 死亡 3 人
転入28人 転出21人

l=—-==-――__――__――__――__――__――――――一——

地区 館林邑楽地区 館林地区 千代田

日 月日科別 産婦人科 耳鼻科 内 科外科 明和地区

10 月 21 日
横田医院大神医院 記念病院ff(72)3155 館林医院 小西医院

いi すま曜 合 (72)0255 合 (62)2200 神尾医院合(75) 1288 合 (74)2112 合 (86)2261

10 月 28 日
白沢医院川田（耳）医院 後藤内科ff(72)0134 寺内医院 館林地区と

当
合 (72) 1600 合 (72)3314 ゆたか医院合(73)7308 合 (72)3031 同じです。

II 月 4 日
落合医院原 医院 上野｀医院合(72)3330 礫川堂医院 竹越医院

番
合(72) 3160 合 (72) 1936 森下医院合(73) 7776 合(74)0184 合 (84)3137 の

11 月 11 日
根岸医院川村医院 清河堂医院合(72)3070 永寿堂医院 館林地区と `話9 時ま

医
ff (72) 3262 ff (72) 1337 安楽岡医院合(72)0572 合 (72)4469 同じです。 ] て、；で令

11 月 18 日
古屋病院）II 田医院 横田（善）医院合 (72)4970 海宝医院 館林地区と

合 (63)616| 合 (72)3724 大石医院合(74)2362 合(74)0811 同じです。

1
1月
9

日
ー
1
5
日
ま
で

村
で
は
合
併
3
5
周
年
記
念
事
業
と
し

て
十
一
月
十
一
日
、
マ
ラ
ソ
ン
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す

の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
、
声
援
ご
見

学
く
だ
さ
い
。

「
村
民
こ
ぞ
っ
て
合
併
3
5
周
年
を
祝

い
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
と
お
し
、
心
の

ふ
れ
あ
い
、
心
の
つ
な
が
り
を
つ
く
り

心
豊
か
で
潤
い
の
あ
る
生
活
を
実
現
す

る
」
の
が
目
的
で
す
。

圏
会
場

1
1

明
和
中
学
校
々
庭

蒼
参
加
資
格
1
1

小
学
4
年
生
以
上
、
村

内
居
住
者
及
び
在
勤
者
。
※
登
録
選

手
は
一
チ
ー
ム
1
5
名
以
内
と
す
る
。

圏
参
加
料
1
1

無
料

圏
試
合
方
法
等

0

対
戦
…
村
の
花
「
き
く
」
チ
ー
ム
と

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

こ
れ
か
ら
火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
。
ス

ト
ー
ブ
、
コ
タ
ツ
、
た
き
火
…
…
と
火
が
恋
し
く
な

る
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
り
ま
す
。

で
も
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
だ
さ
い
。
火
災
原
因

で
最
も
多
い
の
も
実
は
、
た
き
火
、
ス
ト
ー
ブ
、
天

ぷ
ら
ナ
ベ
な
の
で
す
。
便
利
さ
ゆ
え
に
、
ち
ょ
っ
と

油
断
し
ま
す
と
大
事
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
こ
の
機

に
、
も
う
一
度
防
火
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

村合併35周年

‘9つトボ--9しで祝砲

9 月の

救急車出動回数

●交通事故 5 件

●急病 10 件

●その他 3 件

●計 18 件

村の花「きく」チームと村の木「つ1九チーム対戦

募

『まず消そう

火の鈍感

無関心』

村
の
木
「
つ
げ
」
チ
ー
ム
。

0

試
合
時
間
…
3
5
周
年
に
ご
ろ
あ
わ
せ

.. 
て
一
三
時
間
五
0
分
と
し
、
リ
レ
ー

試
合
と
す
る
。
午
前
7

時
3
0
分
開
始
、

午
後
9
時
2
0
分
終
了
。

0

選
手
の
出
場
時
間
…
約
4
0
分
間
と
し

再
出
場
を
認
め
る
。
（
但
し
、
参
加
チ

ー
ム
数
に
よ
る
）

0

そ
の
ほ
か
、
主
な
注
意
事
項
…
金
属

ス
パ
イ
ク
の
禁
止
、
ベ
ン
チ
内
で
の

喫
煙
、
飲
酒
し
て
い
る
人
の
参
加
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

圏
表
彰

I
I

ホ
ー
ム
ラ
ン
賞
、
勝
ち
チ

ー
ム
あ
て
ク
イ
ズ
な
ど
多
数

〇
申
込
み
・
問
合
せ
1
1
1
0月2
5
日
ま
で

に
社
会
体
育
館

(
6闘
4
6
2
6
)
へ
。

氏
名
年
齢
世
帯
主

松
岡
勝
治

7
8

勇

佐
藤
ト
ラ
ノ

8
6
｛
貫
夫

今
成
賓
次
郎

8
1
幸
一

江梅新地

口原里 区

% ％％閥

あ
く
や
み
I
I

橋冨奈
本塚良氏

育裕遼餞名
美生江ゎ

降儡贋 9
長二三続
女女女柄

矢中田地

島谷島区

％脇％闊＇，

1
1

あ
め
で
だ
I
I

口
`<

お
く
や
み
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第
3
5
回
村
民
体
育
祭
は
、
十
月
十
四
日
、
明
和
中
学
校
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
前
日
ま
で
の
雨
か
う
そ
の
よ
う
に
や
み
快
晴
ー
。
雲

ひ
と
つ
な
い
秋
空
の
下
、
村
民
こ
ぞ
っ
て
、
老
若
男
女
か
走
っ
た

り
、
踊
っ
た
り
、
ゲ
ー
ム
な
ど
二
十
八
種
目
に
快
い
汗
を
流
し
、

さ
わ
や
か
笑
顔
で
健
康
の
良
さ
、
あ
り
か
た
さ
を
確
か
め
あ
い
ま

し
た
。二

十
八
種
目
の
う
ち
、
今
回
加
え
ら
れ
た
「
ボ
ー
ル
カ
ロ
ッ
テ

ィ
」
な
ど
十
四
種
目
が
区
対
抗
得
点
と
あ
っ
て
一
段
と
盛
上
が
り

各
地
区
の
テ
ン
ト
か
ら
歓
声
や
熟
い
声
援
が
飛
び
交
い
、
競
技
す

る
人
、
応
援
す
る
人
、
さ
わ
や
か
一
万
人
の
輪
か
今
年
も
大
き
く

広
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
昼
食
タ
イ
ム
に
は
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
、
八
木
節
、
少

林
寺
拳
法
演
武
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
さ
ら
に
は
、
ボ
ー
イ
・
ガ
ー

ル
ス
カ
ウ
ト
た
ち
が
プ
ラ
カ
ー
ド
な
ど
で
進
行
に
一
役
か
い
花
を

そ
え
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
南
大
島
・
新
里
・
梅
原
地
区
な
ど
強
豪
を
押
え
江

日
地
区
が
見
事
初
優
勝
に
誦
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

テントの下からは熱い声援が•••。

公e·

選手宣誓
` ｀ベヽc.,..9 

,̀ 9 

カクテルリレーで力走する区長さん方

/1 
'ｷ 

吋平、‘｀こ、 ，べゞ

-~... -・ヽ. ｷ- ··-・一

平成 2 年11 月 10 日 (2) 

明中ブラスバンド部

選手・応援ー丸となって「よいしよ」

｀『

"-ｷ ·,、

`'<'-'--'•·、 9 ?．＾・← ^. 

＾ミ
スタート前の面々

を
・

期待を背負って力走

いきピッタリ、二人三脚 子どもたちも力走 東小鼓笛隊に盛んな拍手



(3) 平成 2 年11 月 10 日 第350号

9‘ 

チームワークで「それっ……」、大なわとひ

第35回明和村民体育祭得点競技得点表

こ
江 新 矢

<梅 大

』井
中 大 上 JI I 田 囚 須 ] 入

貸 江 ケ

日 里 島 原 輪 クロ 里’‘‘ 俣 島 田 賀 里9 9. 、 ク口

百足競争（女） 5 2 7 6 8 7 2 5 3 4 3 8 1 6 4 

100 m 競 争 13 14 11 11 11 , l 1 4 10 8 10 10 10 5 4 
400m リレー（小・女） 3 8 4 8 6 7 7 6 5 5 3 2 4 2 1 

400m リレー（小・男） 8 7 6 3 1 4 7 6 5 8 3 5 2 4 2 

ボールカロッティ 2.5 8 5 5 2.5 2 5 2.5 7 2.5 2.5 5 5 5 5 7 8 2 5 5.5 2.5 

百足競争（男） 6 8 7 8 3 5 6 5 1 2 4 1 3 4 7 2 

玉 入 れ 7 7 8 6 8 1 4.5 1 2 45 4.5 6 3 3 4.5 2 

綱 弓 I き 5 5 1 7 5.5 8 1 1 1 1 2.5 2.5 1 2.5 2.5 1 1 

たばこ火つけリレー 8 5 7 3 2 5 2 6 7 4 1 3 8 1 6 4 

400m リレー（中・女） 7 2 1 7 6 8 3 8 6 3 4 5 5 2 4 

800m リレー（中・男） 4 5 2 4 5 8 6 7 7 3 8 6 1 3 2 

400m リレー（一般女） 7 4 5 3 8 5 7 8 6 4 6 3 2 2 

400m リレー（一般男） 8 8 4 4 5 6 7 2 5 7 6 3 2 3 1 

カクテルリレー 7 8 5 5 1 4 2 7 8 6 4 3 3 6 2 

1ノ守日 点 合 計 91 87 79.5 76 74.5 72 5 72.5 68.5 68.5 66.5 64.5 63 54.5 46 44 11.5 

順 位 1 2 3 4 5 6 7 8 , 10 11 12 13 14 15 16 

進行などに活躍のポーイ・ガールスカウト

※同点の場合し位多数が上位となる。

. -ｭ
-
ゴール寸前、さて判定は？



第350号 平成 2 年11 月 10 日

血液、 不足してます

(4) 

成
分
献
血
は
、
血
液
中
の
血
し
ょ
う

あ
る
い
は
血
小
板
だ
け
を
採
血
す
る
方

I
I

人
生
八
十
年
型
社
会
I
I
I
わ
だ
し
だ
ち
は
合
、

か
つ
て
経
験
し
だ
こ
と
の
な
い
長
寿
時
代
を
迎
え
て

い
ま
す
。
同
時
に
医
療
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
ひ
と
む

か
し
前
な
ら
ば
、
体
力
の
な
い
高
齢
者
は
受
け
ら
れ

な
か
つ
だ
手
術
も
、
合
で
は
可
能
に
な
り
ま
し
だ
。

そ
の
だ
め
合
の
献
血
制
度
で
は
す
で
に
、
す
べ
て

の
血
液
製
剤
を
国
民
の
献
血
だ
け
で
は
賄
い
得
な
い

状
況
に
な
つ
て
い
ま
す
。
皆
様
一
人
ひ
と
り
の
あ
だ

だ
か
い
愛
の
献
血
が
豊
か
な
長
寿
社
会
、
日
本
を
支

え
る
の
で
す
。
明
和
村
で
は
元
年
度
（
H

元
年
4

月

1

日
ー
2

年
3

月
3
1
日
）
に
二
百
九
十
四
人
の
方
の

あ
だ
だ
か
い
献
血
、
ご
協
力
が
あ
り
ま
し
だ
。
今
後

も
一
層
の
ご
協
力
を
あ
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

成分献血にもご協力を。

遍）の I

な
ぜ
成
分
献
血
か

献
血
方
法
も
変
わ
り

(
6
1年
4
月
改

正
）
従
米
の
二
0
0

ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献

血
の
ほ
か
に
成
分
献
血
や
四
0
0
ミ
リ

リ
ッ
ト
ル
献
血
か
加
わ
り
ま
し
た
。

こ
の
成
分
献
血
と
四
0
0
ミ
リ
リ
ッ

ト
ル
献
血
の
導
入
は
、
医
療
に
必
要
な

血
液
製
剤
す
べ
て
を
献
血
か
ら
確
保
す

る
努
力
の
第
一
歩
な
の
で
す
。

血
液
か
ら
つ
く
る
血
し
ょ
う
分
画
製

剤
は
そ
の
原
料
お
よ
び
製
品
の
九

0
%

以
上
を
輸
入
に
た
よ
っ
て
い
る
の
か
日

本
の
現
状
な
の
で
す
。
健
康
な
時
に
献

血
し
必
要
な
時
に
血
液
製
剤
を
使
っ
た

医
療
を
受
け
る
ー
あ
な
た
の
さ
し
の
ベ

た
腕
が
尊
い
生
命
を
守
り
ま
す
。

法
で
す
。

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
採
血
方
法
が
必

要
な
の
か
と
い
う
と
、
血
し
ょ
う
成
分

か
ら
つ
く
る
血
し
ょ
う
分
画
製
剤
が
現

在
の
医
療
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の

だ
か
ら
で
す
。
し
か
し
今
、
こ
の
製
剤

を
つ
く
る
血
し
ょ
う
は
国
内
で
確
保
で

き
な
い
の
で
す
。

そ
の
た
め
、
そ
の
製
剤
や
血
し
ょ
う

の
九
0

％
以
上
を
外
国
に
頼
っ
て
い
ま

す
。
医
療
に
必
要
な
こ
の
製
剤
を
国
内

で
つ
く
る
た
め
に
も
、
成
分
献
血
は
な

く
て
は
な
ら
な
い
採
血
方
法
な
の
で
す
。

成
分
採
血
は
世
界
各
国
、
そ
し
て
国

内
の
大
学
病
院
・
総
合
病
院
で
も
す
で

に
行
わ
れ
て
い
て
、
安
全
性
は
十
分
に

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

血
液
の
安
定
確
保
と
、
輸
血
に
よ
る

肝
炎
な
ど
の
感
染
や
そ
の
ほ
か
の
副
作

用
を
減
ら
す
た
め
に
生
ま
れ
た
の
が
、

四
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献
血
で
す
。

例
え
は
千
二
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
輸

血
は
、
二
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献
血
で
は

六
人
分
の
血
液
が
必
要
で
す
。
と
こ
ろ

が
、
四
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献
血
の
場
合

三
人
分
で
輸
血
が
す
み
ま
す
。
少
な
い

人
数
で
必
要
量
が
確
保
で
き
る
と
同
時

に
、
一
方
で
数
多
く
の
血
液
を
混
ぜ
合

わ
せ
な
く
て
す
む
の
で
、
輸
血
に
よ
る

副
作
用
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。
つ
ま
り
、
量
の
確
保
と
安
全
性
が

得
ら
れ
る
採
血
方
法
な
の
で
す
。

四
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献
血
は
、
日
本

人
と
同
じ
ぐ
ら
い
の
体
格
を
し
た
東
南

\ 

な
ぜ
、
四
0
0

ミ
リ
リ
ッ
ト
ル

献
血
な
の
か

献血 I ご協力ください。

献
血
方
法

変
わ
り
ま
し
た

’ ー一 " • 位＼ ・ 9ｷ! ` 
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略
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そ

優秀賞の篠木
優甫君と作品

「
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
」
の
村
審
査
を
パ
ス
し
た

二
十
点
が
県
審
査
ヘ
ー
。
こ
の
ほ
ど

そ
の
入
賞
者
が
発
表
さ
れ
、
小
学
校

の
部
で
明
和
西
小
の
篠
木
優
甫
君
が

優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
優
秀
賞
は
小
学
校
の
部
で
六

点
、
中
学
校
の
部
で
七
点
合
わ
せ
た

十
三
点
が
群
馬
代
表
と
し
て
中
央
審

査
に
送
付
さ
れ
る
最
も
名
誉
あ
る
も

の
。
例
年
本
県
は
優
秀
な
成
績
を
収

め
て
お
り
、
今
回
も
大
い
に
期
待
で

き
る
と
こ
ろ
で
す
。

県
内
三
百
七
十
五
校
か
ら
二
万
一

千
百
六
十
五
点
の
応
募
が
あ
り
、
県

審
査
に
は
そ
れ
ぞ
れ
市
町
村
審
査
を

パ
ス
し
た
千
百
十
二
点
か
対
象
と
な

っ
た
も
の
。

明
和
村
か
ら
は
次
の
者
が
県
審
査

に
の
ぞ
み
ま
し
た
。

＊
小
学
生
の
部
（
応
募
数
8
2
9
点
）

▽
秋
山
晃
司
（
東
l
)
▽
篠
木
優

甫
（
西

1
)
▽
江
森
聖
弥
（
西
2
)

▽
橋
本
則
雄
（
東
3
)
▽
須
藤
千
奈

津
（
東
4
)
▽
泉
田
秀
樹
（
西
4
)

▽
酒
井
孝
悟
（
東
5
)
▽
本
沢
晃
一

（
西
5
)
▽
橋
本
裕
司
（
東
6
)
▽

栗
原
千
佳
（
西

6
)

0
中
学
生
の
部
（
応
募
数
4
9
8
点
）

▽
石
崎
成
彦
（
明
中

1
)
▽
山
田

雅
信
（
明
中
l
)
▽
高
瀬
祐
子
（
明

中

1
)
▽
関
口
夏
美
（
明
中

2
)
▽

竹
越
誦
子
（
明
中

2
)
▽
江
森
享

（
明
中
2
)
▽
田
口
弥
生
（
明
中

3
)

▽
石
崎
好
子

（
明
中
3
)
▽
丸
山

千
枝
子
（
明
中

3
)

▽
磯
田
明
美
（
明
中

3

)

 

選挙ポスター

コンクール

篠
木
優
甫
君
（
西
小
）
優
秀
賞

瞑
審
査
パ
ス
し
中
央
（
国
）
へ
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島
田
広
子
さ
ん
人
選
（

「
私
の
住
む
明
和
」

口

/ 
ア
ジ
ア
諸
国
の
人
た
ち
の
ほ
か
、
世
界

各
国
で
か
な
り
前
か
ら
行
わ
れ
て
お
り

医
学
的
に
も
そ
の
安
全
性
は
十
分
に
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。

血
し
ょ
う
分
画
製
剤

血
し
ょ
う
分
画
製
剤
は
、
血
液
中
の

血
し
ょ
う
成
分
を
さ
ら
に
個
々
の
成
分

に
分
離
・
精
製
し
た
も
の
。
こ
の
製
剤

は
必
要
な
成
分
だ
け
を
使
用
す
る
も
の

で
す
が
、
日
本
の
献
血
だ
け
で
確
保
す

る
た
め
に
は
、
今
の
献
血
制
度
で
は
数

倍
の
献
血
者
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
輸
入
し
た
製
品
や
血
し
ょ

う
を
通
じ
、
エ
イ
ズ
（
後
天
性
免
疫
不

全
症
候
群
）
に
感
染
す
る
と
い
う
問
題

か
発
生
し
ま
し
た
。
い
ま
、
国
民
の
必

要
と
す
る
血
液
は
国
民
の
献
血
に
よ
る

血
液
で
確
保
す
る
こ
と
が
せ
ま
ら
れ
て

い
ま
す
。

成
分
献
血
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

成
分
献
血
も
で
き
る
献
血
車
が

1
1月
2
2日
困
A
M
1
0
時
、
村
保
健
セ

ン
タ
ー
に
参
り
ま
す
。
成
分
献
血

は
、
こ
れ
か
ら
の
近
代
医
療
に
は

欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
体
験
さ
れ
、
愛
の
献
血

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

7
ー
ー
ー
ー
ー
ー

1

ー
ー
ー
~

[
＼
献
血
一

-
0
a
A
ｭ

r
’
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
1
L

私
の
住
む
村
、
明
和
村
は
、
人
間
に

と
っ
て
大
切
な
自
然
や
、
独
特
の
も
の

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

代
表
的
な
も
の
は
、
埼
玉
県
と
の
境

を
流
れ
る
利
根
川
で
す
。
利
根
川
の
水

は
ダ
ム
で
消
毒
し
、
都
会
の
飲
料
水
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
利
根
川
の

流
域
面
積
は
日
本
一
で
す
。
そ
の
こ
と

を
意
識
し
て
見
る
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
堤
防
の
上
か
ら
見
下
ろ
す
利
根

川
は
、
と
て
も
広
く
て
気
持
ち
が
和
ら

凶
：
献
血
を
す
る
と
き
に
使
わ
れ
る
針

や
血
液
の
バ
ッ
ク
な
ど
は
、
献
血
者
一

人
ご
と
に
新
し
い
も
の
と
交
換
し
ま
す

の
で
、
ほ
か
の
献
血
者
か
ら
肝
炎
や
工

イ
ズ
な
ど
の
病
気
が
う
つ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

凶
…
一
回
の
献
血
量
は
二
0
0
か
四
〇

0
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
で
す
が
、
こ
の
程
度

の
量
な
ら
数
時
間
あ
れ
ば
血
液
量
は
も

と
に
戻
り
ま
す
。
献
血
後
の
車
の
運
転
、

軽
い
ス
ポ
ー
ツ
、
軽
い
晩
酌
も
さ
し
つ

か
え
あ
り
ま
せ
ん
。
赤
血
球
を
と
ら
な

ぐ
よ
う
で
す
。

特
に
朝
焼
け
は
、
水
面
が
オ
レ
ン
ジ

色
に
暉
き
、
朝
日
と
利
根
川
と
の
景
色

が
最
高
で
す
。
春
に
な
る
と
堤
防
に
は
、

辺
り
一
面
に
菜
の
花
が
咲
き
、
と
て
も

き
れ
い
で
す
。
他
に
も
た
ん
ぽ
ぽ
や
っ

く
し
が
顔
を
出
し
、
春
色
に
染
ま
り
ま

す
。
子
供
に
と
っ
て
、
良
い
遊
び
場
で

す
。
そ
ん
な
利
根
川
が
、
私
は
大
好
き

で
す
。

明
和
で
は
お
い
し
い
梨
も
と
れ
ま
す
。

夏
の
終
わ
り
頃
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
種

類
の
梨
が
と
れ
ま
す
。
ど
の
種
類
も
甘

味
と
水
っ
ぽ
さ
が
あ
り
、
と
て
も
お
い

し
い
で
す
。
道
端
に
は
梨
畑
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
梨
の
花
の
っ
ぱ
み
が
つ
く

献
血
後
、
も
と
の
状
態
に

『
]
な
る
の
は
と
の
く
ら
い
か

献
血
の
時
に
病
気
が
う
つ

f
]
る
こ
と
は
あ
る
の
で
す
か

血
液
検
査
の
結
果
、
ど
ん
な

『
]
こ
と
が
わ
か
る
の
で
す
か

献
血
し
だ
血
液
は

『
]
と
う
使
わ
れ
ま
す
か

い
成
分
献
血
で
あ
れ
ば
、
体
へ
の
負
担

は
さ
ら
に
少
な
く
て
す
み
ま
す
。

凶
…
い
た
だ
い
た
血
液
は
成
分
ご
と
に

分
け
ら
れ
、
輸
血
用
血
液
と
し
て
全
国

の
病
院
に
届
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
血

液
の
一
部
で
あ
る
血
し
ょ
う
か
ら
は
貴

重
な
血
し
ょ
う
分
画
製
剤
が
つ
く
ら
れ

る
な
ど
有
効
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

凶
…
血
液
型
の
ほ
か
に
、
肝
炎
や
エ
イ

ズ
な
ど
の
ウ
ィ
ル
ス
感
染
の
有
無
や
梅

毒
に
か
か
っ
て
い
る
か
ど
う
か
が
わ
か

り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
生
化
学
検
査
か

頃
に
な
る
と
、
ほ
の
か
に
甘
く
香
り
ま

す
。
白
く
か
わ
い
い
花
が
開
く
と
、
ち

ょ
う
が
花
に
と
ま
り
、
蜜
を
吸
う
姿
は
、

都
会
で
は
見
ら
れ
な
い
、
明
和
に
と
っ

て
貴
重
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

他
に
は
、
シ
ク
ラ
メ
ン
も
栽
培
さ
れ

て
い
ま
す
。
シ
ク
ラ
メ
ン
の
花
は
、
形

が
と
て
も
お
も
し
ろ
い
と
思
い
ま
せ
ん

か
。
私
は
あ
の
独
特
の
形
が
大
好
き
で

す
。
が
く
の
部
分
に
近
い
く
き
か
下
を

向
い
て
い
て
花
び
ら
が
そ
り
返
る
よ
う

に
上
を
向
い
て
い
ま
す
。
見
た
感
じ
、

き
れ
い
と
い
う
気
持
ち
と
同
時
に
、
お

も
し
ろ
い
、
か
わ
い
い
と
い
う
気
持
ち

が
起
こ
る
の
は
、
私
だ
け
で
は
な
い
で

し
ょ
う
。
色
も
、
き
れ
い
な
色
が
た
＜

ら
は
、
肝
臓
や
腎
臓
の
働
き
に
異
常
が

認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
、
さ
ら
に
、
四

0
0

ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献
血
・
成
分
献
血

を
し
た
方
に
は
。
血
球
計
数
検
査
を
行

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
赤
血

球
や
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の
量
か
ら
貧
血
の

有
無
や
そ
の
原
因
な
ど
を
判
定
す
る
手

が
か
り
が
得
ら
れ
ま
す
。

④
…
一
回
の
採
血
量
は
十
八
歳
未
満
で

あ
れ
ば
二
0
0
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
だ
け
で

す
。
こ
れ
は
諸
外
国
の
約
半
分
で
あ
り
、

高
校
生
で
あ
っ
て
も
健
康
上
問
題
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
献
血
の
際
に
は
血

液
の
比
重
検
査
の
ほ
か
問
診
や
血
圧
測

定
な
ど
の
検
査
を
行
い
、
総
合
的
に
献

血
の
適
否
を
判
定
し
ま
す
。

さ
ん
あ
り
ま
す
。
濃
い
赤
、
明
る
い

ピ
ン
ク
‘
淡
い
ピ
ン
ク
、
梨
の
花
と

同
じ
白
、
白
の
花
び
ら
の
ま
わ
り
が
、

赤
紫
の
細
い
筋
で
縁
ど
り
さ
れ
た
も

の
、
他
に
も
あ
り
ま
す
。
大
き
さ
も
、

掌
に
の
る
よ
う
な
小
さ
な
鉢
の
も
の
、

両
手
で
な
く
て
は
持
て
な
い
も
の
。

小
さ
い
鉢
の
シ
ク
ラ
メ
ン
は
、
本
当

に
か
わ
い
い
で
す
。
私
は
、
淡
い
ピ

ン
ク
の
シ
ク
ラ
メ
ン
が
か
わ
い
く
て

好
き
で
す
。

こ
の
よ
う
に
た
く
さ
ん
の
、
自
然

や
特
産
物
の
あ
る
明
和
村
、
い
つ
も

静
か
で
、
穏
や
か
で
と
て
も
い
い
所

で
す
。
こ
の
自
然
を
、
い
つ
ま
で
も

大
切
に
し
て
行
き
た
い
で
す
。

高
校
生
が
献
血
し
だ
場
合

]
健
康
上
と
う
な
の
か
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た
け
さ
ん
が
手
縫
い
し
た
腰
ひ
も

記
念
品
を
受
け
る
た
け
さ
ん
（
中
央
）

握
手
を
交
わ
す
た
け
さ
ん
（
左
）
と
万
吉
さ
ん

村
内
二
人
目
、
百
歳
を
迎
え
た
、
神

谷
た
け
さ
ん
（
須
賀
）
に
十
月
十
八
日

慶
祝
状
と
記
念
品
か
贈
ら
れ
ま
し
た
。

村
長
ら
が
神
谷
さ
ん
宅
を
訪
問
、
地

元
の
落
合
区
長
、
加
藤
民
生
委
員
も
同

席
し
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

た
け
さ
ん
は
明
治
二
十
三
年
十
月
十

八
日
生
、
現
在
女
性
の
最
高
齢
者
、
県

内
(
H
2
.
3
.
3
1
日
現
）
で
は
男
女

合
せ
て
三
十
八
番
目
の
長
痔
。
耳
が
若

干
と
お
く
な
っ
た
も
の
の
、
こ
れ
と
い

っ
て
不
自
由
は
な
く
い
た
っ
て
健
康
、

食
事
も
欠
か
さ
ず
腹
八
分
、
好
物
は
せ

ん
べ
い
な
ど
菓
子
類
、
最
近
ま
で
趣
味

の
琴
も
弾
い
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
和
裁
も
経
験
豊
か
で
針
仕
事
、

ボ
タ
ン
付
け
な
ど
お
手
の
も
の
、
暇
を

み
つ
け
て
は
腰
ひ
も
を
縫
い
い
ま
で
は

そ
の
数
、
数
十
本
、
こ
の
ほ
ど
そ
れ
を

村
に
寄
付
、
村
で
は
感
謝
す
る
と
共
に

検
討
の
結
果
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
の

入
賞
チ
ー
ム
な
ど
に
使
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
選
手
た
ち
は
「
い
ま
ど
き
手

縫
い
（
造
り
）
の
ひ
も
は
珍
し
い
、
市

販
の
も
の
は
す
ぐ
糸
が
ほ
つ
れ
た
り
、

使
い
ず
ら
い
ね
」
と
思
い
が
け
な
い
プ

レ
ゼ
ン
ト
に
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
の
日
は
最
高
齢
者
（
県
内
3
1
番

目
）
で
今
年
六
月
百
歳
に
な
ら
れ
た
恩

田
万
吉
さ
ん
も
お
祝
い
に
か
け
つ
け
「
こ

の
年
に
な
る
と
同
年
代
も
少
な
く
、
さ

び
し
い
面
が
あ
り
会
え
て
う
れ
し
い
」

と
握
手
を
求
め
る
な
ど
同
席
者
の
皆
さ

ん
と
百
歳
談
義
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま

し
た
。
（
世
帯
主
、
神
谷
憲
さ
ん
方
）

県
民
文
化
大
学
ー
ー
、
ト
ッ
プ
を

切
っ
て
十
月
十
二
日
、
村
中
央
公
民

館
で
元
ジ
ュ
ニ
ア
ミ
ド
ル
級
世
界
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
輪
島
功
一
先
生
の
講
演

「
わ
が
、
が
ん
ば
り
人
生
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

持
ち
前
の
ユ
ニ
ー
ク
な
明
る
さ
と

パ
ワ
ー
で
ボ
ク
シ
ン
グ
人
生
の
苦
労

話
を
交
え
持
ち
時
間
を
オ
ー
バ
ー
熱

弁
を
ふ
る
い
聴
講
生
五
百
人
ほ
ど
を

感
銘
さ
せ
ま
し
た
。

こ
の
講
座
、
一
セ
ッ
ト
四
講
座
で

開
か
れ
十
九
日
放
送
タ
レ
ン
ト
・
は

か
ま
満
緒
、
二
十
七
日
漫
画
家
・
は

ら
た
い
ら
、
十
一
月
十
日
健
康
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
・
竹
腰
美
代
子
の
各
氏

か
個
性
豊
か
に
逸
話
を
披
露
し
好
評

を
博
し
ま
し
た
。

村
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
主
催
に
よ

る
講
演
会
「
高
齢
期
の
健
康
管
理
」

が
十
月
四
日
、
同
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
ま
し
た
。
講
師
は
村
内
開
業
医
の

竹
越
功
先
生
、
午
後
か
ら
約
二
時
間

理
論
と
実
践
を
踏
ま
え
、
具
体
的
な

事
例
を
あ
げ
な
が
ら
、
ち
ょ
っ
ぴ
り

む
ず
か
し
い
話
に
は
時
々
笑
い
を
さ

そ
う
巧
み
な
講
話
で
老
人
た
ち
を
感

銘
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

「
先
生
の
話
は
わ
か
り
易
く
、
と

っ
て
も
た
め
に
な
っ
た
。
な
ん
と
い

っ
た
っ
て
健
康
が
一
番
だ
、
長
生
き

し
な
く
ち
ゃ
」
と
称
賛
し
て
い
ま
し

こ
。t
 



(7) 平成 2 年11 月 10 日 第350号

＊
期
日

1
1
1
2月2
日
⑪

＊
会
場

1
1

社
会
体
育
館

＊
対
象

1
1

村
内
在
住
・
在
勤
者

（
※
小
学
生
の
部
、
中
学
生
の
部
、

一
般
・
高
校
生
の
部
）

＊
申
込
み
・
問
合
せ
1
1
1
1
月

2
0
日
ま

で
に
社
会
体
育
館
へ

卓
球
大
会

参
加
者
募
集

新里

8
 

M
S
c
 

新
里

千
津
井

頁
賀
ノ
4
/ 矢

島
・
大
輪

ェ
ロ

‘
、
i
ヽ
＇

スナガボート

7
 

明
和
村
役
場

日
東
製
器

橋
本
産
業

東
邦
工
業

0

一
位
1
1

「
新
里
ウ
ィ
ン
グ
ス
（
代
表
、

江
森
清
）
」
チ
ー
ム

0

二
位
1
1

「
須
賀
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ

表
、
落
合
進
）
」
チ
ー
ム

▽
一
位
1
1

ス
ナ
ガ
ボ
ー
ト
（
代
表
、

藤
村
明
憲
）
▽
二
位
1
1

や
ま
う
ソ
フ
ト

部
（
代
表
、
清
水
勝
）
▽
三
位

1
1
日

東
製
器
（
代
表
、
舘
義
明
）
・
タ
イ

ホ
ー
産
業
（
代
表
、
鈴
木
開
一
）

や
ま
う
ソ
フ
ト
部

タ
イ
ホ
ー
産
業

ス
ナ
ガ
ボ
ー
ト

東
洋
運
輸

••一鼻• __  , 

優勝の「スナガボート」チーム

一
一
ー

9

(

C

L

4

 
L
 

c
;
¥
 

優勝した「南大島 B 」チーム

南大島 B

11 

【
募
集
】

優勝した「新里ウィングス」チーム

第
3

回
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
結
果

〈2
9チ
ー
ム
参
加
〉

▽
一
位
1
1
南
大
島
B
＠
岡
安
勇
▽

二
位
1
1

梅
原
A
®
高
沢
茂
雄
▽
三
位

1
1
矢
島
・
入
ケ
谷

B
®
田
中
稲
太
郎

（
代

卑

問合せは

社会体育館へ（合84-4626)

第
1
0回
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
結
果

第
1
0回
事
業
所
対
抗

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
結
果

•
一

r,'’’’ 和気あいあいと福祉スポーツ

【
結
果
】

9,'’’’ 
一

下
江
黒
A

矢
島
・
入
ケ
谷B

南
大
島
C

矢
島
・
入
ケ
谷A

南
大
島
B

川
俣
B

江
口
C

須
賀
A

大
輪
A

梅
原
A

し
! 老人、身障者、母子家庭の人たちが、パン食い競争、 i 

i玉入れなどの軽スポーツを通じ親ぽくを深めました。（総：
｛合福祉スポーツ大会％社会体育館。）今回も村ボランティ i 

：アの皆さんにご協力いただきました。

し—- --- - - - - - - - - -—-----. ---. ---.... -----... --------. -------... -. ------.. --" 
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し
の

コミュニティ

みんなの仕；場

下
江
懸
）

し
ひ
ろ
ガ
す
(
6麟

¥
 

>\\} \
こ
i
賃

⑮ 

(8) 

:
 

ｩ
 
あ
だ
い
ら
だ
つ
や(
6歳
・
新
里
）

⑥
 

@) 

一＊たぶ ':~ .J 
当時をしめす絵図

臼｀：こ

ロ

⑮ 

ん
じ(
8歳
・
千
津
井
）

だ
ち
お
包
け

私
た
ち
は
九
月
十
四
日
、
佐
野
方
面

に
史
跡
を
た
ず
ね
た
。
参
加
者
二
十
名
、

村
教
育
委
員
会
の
立
川
さ
ん
に
同
行
い

た
だ
い
た
。
ま
ず
一
番
近
い
、
田
中
正

造
で
有
名
な
雲
龍
寺
を
た
ず
ね
偉
大
な

正
造
翁
を
偲
び
、
続
い
て
椿
田
城
址
の

福
地
家
を
た
ず
ね
た
。
三
十
五
代
当
主

収
介
氏
の
説
明
で
龍
綺
斐
に
つ
い
て
の

お
話
や
、
大
石
呼
び
子
の
笛
の
家
宝
な

ど
拝
見
し
た
。
樹
木
生
い
茂
る
広
大
な

⑱
 

ミ
ニ
ミ
ニ
芸
術

歴史探訪

佐
野
市
周
辺
を
探
訪

武
家
屋
敷
を
あ
と
に
佐
野
市
郷
土
博
物

館
を
見
学
し
た
。

次
に
は
、
井
伊
家
三
代
の
墓
の
あ
る

天
応
寺
を
た
ず
ね
た
。
佐
野
は
江
戸
住

ま
い
の
多
い
井
伊
家
の
所
領
だ
っ
た
の

で
、
二
代
直
孝
、
三
代
直
澄
、
十
三
代

直
弼
の
墓
が
幾
文
も
の
石
段
を
登
っ
た

ヰ
そ
う

一
番
高
い
樹
木
鬱
蒼
と
生
い
茂
っ
た
中

に
苔
む
し
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
小
野
寺

の
村
桧
神
社
に
参
拝
を
し
た
。
藤
原
秀

郷
が
平
将
門
と
決
戦

の
折
、
戦
勝
祈
願
を

し
た
と
い
わ
れ
の
あ

る
古
い
神
社
で
樹
齢

何
百
年
も
経
た
と
思

わ
れ
る
巨
大
な
杉
が

幾
本
も
鬱
蒼
と
生
い

茂
っ
て
歴
史
の
古
さ

を
感
じ
さ
せ
る
神
々

し
い
お
杜
で
あ
る
。

本
殿
と
拝
殿
の
区

別
の
な
い
流
れ
造
り

の
独
特
の
構
造
の
社

殿
と
の
説
明
書
が
あ

っ
た
。
村
桧
神
社
か

ら
近
道
を
歩
い
て
す

ぐ
傍
の
大
慈
寺
を
た

ず
ね
た
。

村
郷
土
史
研
究
会
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ち

ｷ̀ ．ゞ
・
,

J

 
.
 
.. 

•9 

文芸

〈
遠
富
士
支
部
〉

み
や
ざ
わ
し
ん
じ

(
7歳
・
須
賀
）

も
り
じ
り
さ
と
み

(
9歳
・
南
大
島
）

〈
か
ほ
や
が
沼
〉

く
る
ま

秋
立
ち
て
木
犀
匂
ふ
木
の
下
に
老
婆
は
手
押
車
に
腰
か
け
て
を
り

言
葉
尻
や
や
気
に
な
り
し
を
ふ
と
思
ふ
厨
に
明
日
の
と
ぎ
汁
流
す

白
内
障
の
吾
を
案
ず
る
甥
の
便
り
垂
れ
つ
つ
優
し
紫
式
部
は

が
っ
ぽ

賜
び
し
貝
殻
臼
＜
幽
か
に
波
の
音
合
浦
の
海
の
サ
ー
フ
ィ
ン
の
彩
も

風
化
し
ゅ
＜
八
月
幾
度
訪
れ
て
終
戦
の
記
憶
新
た
に
香
炊
く

師
の
歌
碑
の
在
す
が
故
に
愛
し
か
り
野
反
の
湖
は
タ
ベ
吹
雪
く
と
ふ

夕
立
ち
の
残
れ
る
雨
の
子
の
後
姿
見
送
り
居
れ
ば
振
り
返
へ
り
曲
か
る

訪
れ
る
人
環
境
保
全
を
守
り
ゐ
し
異
国
の
人
見
か
け
ず
歩
行
嫌
ふ
ら
し

授
か
ら
ぬ
あ
ま
た
ハ
ン
デ
ィ
乗
り
越
え
て
バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
チ
ョ
コ
を
求
め
米
る

ジ
リ
ジ
リ
と
脳
天
照
り
つ
け
三
十
七
度
カ
リ
カ
リ
草
抜
く
農
良
着
び
っ
し
よ
り

す
な

て
れ
んい

し
か
わ
え
つ
こ

(
8歳
川
俣
）

し
ん
じ

f)っ

野
本
み
ね
子

原
口
美
津
子

福
田
初
江

原
日
文
江

泉
田
政
子

奈
良
照
子

瀬
下
一
江

柿
沼
ま
つ

奈
良
原
き
く
の

江
森
政
芙

視
察
し
た
村
郷
土
史
研
究
会
の

一
行
と
関
係
者

r

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

 

~
こ
こ
は
皆
様
の
コ
ー
ナ
｛

｛
ー
で
す
。
あ
な
た
の
作
品
を
｛

｛
ど
し
ど
し
送
っ
て
く
だ
さ
~

一
、
。
し

9,'’,'’,'’ あ
ら
い
じ
ゅ
ん
こ
(
1
2歳・
中
谷
）

こ
こ
に
は
小
野
小
町
が
お
こ
も
り
を

し
た
と
い
う
薬
師
堂
、
相
輪
塔
、
大
師

堂
、
観
音
堂
、
慈
覚
大
師
が
修
行
し
た

大
岩
壁
な
ど
も
遠
眺
し
た
。
ま
た
、
親

日
大
使
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
像
や
英
文
碑
な

ど
も
あ
り
立
派
な
寺
院
で
あ
る
。
つ
つ

じ
の
大
株
、
あ
じ
さ
い
な
ど
多
く
あ
り
、

花
の
頃
は
さ
ぞ
見
事
だ
ろ
う
。
そ
の
頃
、

も
う
一
度
た
ず
ね
た
い
な
ど
と
心
ひ
か

れ
な
が
ら
次
の
コ
ー
ス
、
大
中
寺
に
向

か
っ
た
。

七
不
思
議
で
有
名
な
大
中
寺
も
又
、

古
い
立
派
な
山
寺
で
あ
っ
た
。
住
職
よ

り
寺
の
歴
史
な
ど
お
話
を
聞
い
た
が
さ

視
察
先
の
―
つ
椿
田
城
址

柿
沼
治
正
〕

す
か
に
室
町
時
代
創
建
の
古
刹
で
あ
る
。

こ
の
頃
よ
り
ポ
ッ
ポ
ッ
と
雨
か
落
ち
て

き
た
。
車
窓
よ
り
ぶ
ど
う
畑
や
直
売
所

な
ど
を
眺
め
な
が
ら
歴
史
民
俗
資
料
館

（
大
平
町
）
到
着
、
隣
接
の
「
戸
長
屋

敷
」
も
見
学
し
た
。

母
屋
、
長
屋
門
、
蔵
な
ど
豪
壮
な
構

え
は
古
い
時
代
の
大
庄
屋
の
格
式
や
財

力
な
ど
偲
ぶ
に
充
分
で
あ
っ
た
。
私
達

は
以
外
に
身
近
か
な
と
こ
ろ
に
も
り
っ

ぱ
な
歴
史
を
誇
る
史
跡
が
あ
る
こ
と
を

痛
感
し
た
次
第
で
あ
る
。
有
意
義
な
研

修
一
日
で
あ
っ
た
。

〔
明
和
郷
土
史
研
究
会
、
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ロ

邑
楽
館
林
医
療
事
務
組
合
（
館
林
厚

生
病
院
）
で
は
、
米
年
1
月
に
採
用
す

る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

〇
職
種
・
人
員
1
1

栄
養
士
：
・
若
干
名

調
理
師
：
・
若
干
名

〇
資
格

1
1
2
0
歳
か
ら
4
0
歳
ま
で
の
人

で
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。
（
た
だ
し
、

栄
養
士
に
つ
い
て
は
有
資
格
者
）

蒼
受
付

1
1
1
1月
1
0
日
山
か
ら1
1月
2
6

日
⑪
ま
で
の
午
前
8

時
3
0
分
か
ら
午

後
5
時
（
日
曜
日
を
除
き
、
土
曜
日

は
正
午
）
ま
で

蒼
提
出
書
類
1
1

履
歴
書
（
写
真
を
貼
付

し
た
も
の
）
栄
養
士
に
つ
い
て
は
栄

養
士
免
許
証
の
写

0
試
験

1
1

面
接
試
験

(
1
2月
上
旬
予

定
）

※
詳
し
く
は
、
当
組
合

(
6⑰
3
1
4

0
)
へ
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

職
員
を
募
集
し
ま
す

館
林
厚
生
病
院

(10) 

ロ

年
金
全
般
の
疑
問
点

ご
相
談
く
だ
さ
い

0
期
日

1
1
1
1月
1
7
日
由
か
ら1
1月
3
0

日
命
ま
で

卍
人
員

1
1
3

園
と
も
9
0
名

＊
入
園
資
格
1
1

村
内
の
住
民
で
、
母
親

が
働
い
て
い
た
り
、
病
気
な
ど
で
幼

児
の
保
育
に
当
た
れ
る
人
が
な
く
、

家
庭
で
保
育
に
か
け
る
と
認
め
ら
れ

る
世
帯
の
幼
児
等
。

※
詳
し
く
は
、
住
民
課
へ
問
合
せ
く
だ

さ
い
。ガ

ー
ル
ス
カ
ウ
ト
群
馬

7
7団
で
は
、

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
「
や
っ
て
み
よ
う
か

な
」
と
考
え
て
い
る
お
友
達
を
待
っ
て

い
ま
す
。
今
す
ぐ
電
話
し
て
ね
。

〇
入
団
対
象
1
1

小
学
校
1
年
生
か
ら
3

年
生
（
ブ
ラ
ウ
ニ
ー
）
、
小
学
校
4
年

生
か
ら
6
年
生
（
ジ
ュ
ニ
ア
）

※
申
込
み
・
問
合
せ
は
、
藤
野
（
ブ
ラ

ウ
ニ
ー

6
閻
4
1
0
6
)
、
堀
江
（
ジ
ュ

ニ
ア
6
闘
3
0
3
2
)
へ
。

〇
日
時

1
1
1
1月
2
9
日
困
午
前
1
0
時

カ
ら

1
1時
3
0
分
、
午
後
1
時
か
ら3

時
ま
で

0
場
所

1
1

村
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

卍
内
容

1
1

各
種
年
金
の
受
給
や
手
続

き
、
年
金
制
度
全
般
に
関
す
る
相
談

ガ
ー

団

員
Jレ

カ
ウ
ト

募
集

ス

保
育
園
児
募
集

1
1月

1
7日
か
ら
受
付

午
後
1

身
障
者
に
関
す

相
談
お
聞
き
し
ま
す

る

な
ど

唖
相
談
員
1
1

保
険
事
務
所
の
相
談
官

※
詳
し
く
は
、
住
民
課
へ
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

保
健
課
へ
。

奎
日
時

1
1
1
1月
3
0
日
⑥

カ
ら
受
付

0
場
所

1
1

村
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
対
象

1
1
2

歳
児
と
保
護
者

0
内
容

1
1

歯
科
検
診
、
歯
み
が
き
指

導
、
講
話
な
ど

〇
持
参
す
る
も
の
1
1

母
子
健
康
手
脹
、

歯
ブ
ラ
シ
、
コ
ッ
プ

※
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

住
民
課
へ
問
合
せ
く
だ

0
相
談
H

0

日
時

1
1
1
1月
2
2
日
困

時
3
0
分
か
ら3
時
ま
で

0

場
所

1
1

村
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

0

内
容

1
1

障
害
者
に
関
す
る
こ
と

〇
診
断
日

0

日
時

1
1
1
2月1
0
日
⑪
午
前
1
0

時
か
ら
午
後
2
時
受
付

0

場
所

1
1

村
保
健
セ
ン
タ
ー

0

内
容

1
1

医
学
診
断
（
肢
体
、
視

カ
）
、
義
肢
・
補
聴
器
の
修
理

障
害
の
程
度
が
重
く
な
っ
た
方
、
補

装
具
の
交
付
、
手
帳
の
交
付
な
ど
障
害

者
に
関
す
る
こ
と
な
ら
ど
ん
な
こ
と
で

も
結
構
で
す
。

※
詳
し
く
は
、

さ
い
。

午
後
1
時

む
し
歯
だ
い
じ
ょ
う
ぶ

親
子
で
む
し
歯
予
防

家
や
土
地
、
金
銭
の
貸
借
、
家
庭
内

の
も
め
ご
と
な
ど
で
お
困
り
の
方
、
無

料
で
弁
護
士
、
調
停
委
員
が
相
談
に
応

じ
て
く
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

®
日
時

1
1
1
1月
2
1
日
因
午
前
1
0
時

カ
ら
午
後
3
時
ま
で

0
場
所

1
1

六
郷
公
民
館
（
館
林
市
新

お も
め

と
の
相
談

聞
き
し
ま
す

つ、、

、一

屠
日
時

1
1
1
1月
1
6
日
命

3
0分

卍
場
所

1
1

村
中
央
公
民
館

源
泉
徴
収
義
務
者
は
必
ず
受
け
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
詳
し
く
は
、
館
林
税
務
署

(
6⑰
4

3
7
3
)
へ
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、

個
人
事
業
税
、
国
民
年
金
、
水
道
使
用

料
で
す
。

納
期
限
は
1
1月
3
0
日
で
す
。

期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

圏
佐
藤
賓
夫
さ
ん
（
梅
原
）
は
五
万
円

唖
今
成
幸
一
さ
ん
（
江
口
）
は
二
万
円

0
荒
井
と
め
さ
ん
（
入
ヶ
谷
）
は
三
万
円

圏
石
川
明
男
さ
ん
（
上
江
黒
）
は
一
二
万
円

圏
荒
木
太
郎
さ
ん
（
大
輪
）
は
三
万
円

〇
薗
部
健
夫
さ
ん
（
南
大
島
）
は
五
万
円

そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
と
村
社
会
福
祉
協
議
会

（
奉
仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
1
時

今

月
の
納
め

平
成

2

年
分

年
末
調
整
説
明
会

宿
）

※
詳
し
く
は
、

(3011) 

館
林
簡
易
裁
判
所
（
C

ヘ
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※相談希望者は予約してください。

゜0 0 0 0 0 12 村

すま゜込に申込申対内場 H の月の 木寸

贔 みみII 象II ; 所II 時II 相談: の
く 12 明明 12 日 12 $.ヽ~圧~ヽ

はださ月1 和村民 一·I ] [ 月 料総務課い゜か日 般事 （月H) [ 明ヽ は 法
ヘ眉ら 項 10 律
合＾ l• よ受 午則̀' 日 t H 
(84) な 10

3 儡よ 付 時がで談
1 し 1 相談
11 すま 午後にす。
一切の 1 応
りで 時 じ

*' 
ま
す。
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村 の う ご き
み

11 月

11 日

II 

13 日

17 日

18 日

22 B 

23 日

29 日

II 

合併35周年事業マラソンソ

フトボール大会

危険物収集（金属類）

無料法律相談

平成 3 年度保育園児募集説

明会

危険物収集（ガラス・セト

モノ・乾電池）

農業委員会

ボランティア福祉バザー

歳末助け合い打合せ会

国民年金委員研修会

※予定ですので変更になる場合もあります。

国
民
金
融
公
庫
で
は
、
例
年
ど
お
り

年
末
資
金
の
ご
相
談
や
申
込
受
付
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

年
末
商
戦
に
備
え
て
の
商
品
仕
入
資

金
、
支
払
手
形
や
買
掛
金
の
決
済
資
金

に
、
ボ
ー
ナ
ス
や
諸
経
費
の
支
払
資
金

に
公
庫
資
金
を
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

年
末
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で

早
め
に
資
金
計
画
を
立
て
、
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
国
民
金
融
公
庫
桐
生
出

張
所
（
6
0
2
7
7
仰
l
4
1
0
)

へ

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

恩
給
欠
格
者
（
シ
ベ
リ
ア
抑
留
者
を

除
く
）
の
う
ち
、
外
地
等
の
勤
務
経
験

か
あ
り
、
加
算
年
数
を
含
め
た
在
職
年

さ

ヘ

恩
給
欠
格
者

な
ん

の

平
成
3

年
4

月
か
ら

2
0歳
以
上
の
学

生
も
強
制
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

こ
。t
 国民

年
金
は
、
日
本
国
内
に
居
住
す

る

2
0歳
以
上
6
0歳
未
満
の
人
全
員
が
加

入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
学

生
（
昼
間
部
の
大
学
生
、
専
門
学
校
等

の
学
生
）
は
例
外
と
し
て
任
意
加
入
と

な
っ
て
い
ま
す
。

学
生
も
国
民
年
金
に

強
制
加
入

年
末
資
金
は
お
早
め
に

国
民
金
融
公
庫

数
が
3

年
以
上
の
方
に
書
状
を
、
7
0歳

以
上
の
方
に
は
銀
杯
を
贈
呈
し
て
い
ま

す
。更

に
、
こ
れ
ら
の
方
に
銀
杯
ケ
ー
ス

・
額
縁
セ
ッ
ト
、
懐
中
時
計
、
旅
行
券

等
の
中
か
ら
ご
希
望
の
1

点
を
贈
呈
し

ま
す
。

請
求
書
類
は
、
役
場
に
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
平
和
祈
念
事
業
特
別
基

金
（
6
0
3
囮
4
7
0
4
)

へ
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

群
馬
県
警
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
得
て
、
「
暴
力
の
な
い
明
る
＜
、

住
み
よ
い
郷
土
づ
く
り
」
を
目
指
し
、

暴
力
団
組
織
の
壊
滅
と
、
暴
力
団
根
絶

に
努
力
し
て
い
ま
す
。

暴
力
団
は
、
組
織
や
集
団
の
力
を
利

用
し
て
繰
り
返
し
不
法
な
行
為
を
行
い
、

住
民
の
生
活
を
脅
か
す
職
業
的
な
犯
罪

者
集
団
で
す
。

I
I

街
の
嫌
わ
れ
者
“
で
あ
る
暴
力
団

は
、
住
民
の
迷
惑
を
考
え
ず
、
今
年
4

月
館
林
場
外
競
輪
車
券
売
場
で
白
昼
け

ん
銃
を
発
砲
し
殺
人
事
件
を
起
す
な
ど
、

暴
力
団
を
追
放
し

住
み
よ
郷
土
に
し‘

年賀状販売中
早めにあ求めください

※年賀状の受付は12 月 15 日か

ら開始します。

25 日までに差出しましょう。

郵便局

〇
日
時

1
1
1
1月
2
2
日
困
午
前
1
0時

カ
ら
午
後
3

時

蒼
場
所

1
1

保
健
セ
ン
タ
ー

こ
の
た
め
、
任
意
加
入
し
な
い
ま
ま

万
一
障
害
者
と
な
っ
た
時
、
年
金
が
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

2
0歳
以
上
の
学
生
も
国
民
年
金
に
加

入
す
る
こ
と
で
①
万
一
、
障
害
者
と
な

っ
た
場
合
で
も
障
害
基
礎
年
金
が
受
け

ら
れ
る
。
②
老
齢
基
礎
年
金
に
つ
い
て

も

2
0歳
か
ら
6
0歳
ま
で
の

4
0年
加
入
す

る
こ
と
で
、
満
額
の
年
金
が
受
け
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
―

※
詳
し
く
は
、
住
民
課
へ
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

お
気
軽
に
ご

住
民
に
不
安
を
与
え
る
一
方
、
覚
せ
い

剤
の
密
売
、
賭
博
・
ノ
ミ
行
為
、
債
権

取
立
て
、
交
通
事
故
の
示
談
な
ど
に
手

を
出
し
、
活
動
の
資
金
源
に
し
て
い
ま

す
。県

民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
、
暴

力
団
を
恐
れ
な
い
、
暴
力
団
を
利
用
し

な
い
、
暴
力
団
に
金
を
出
さ
な
い
の
「
三

な
い
運
動
」
を
推
進
し
、
警
察
と
一
体

と
な
っ
て
暴
力
団
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

〔
暴
力
団
に
関
す
る
相
談
〕

コ
ヨ
ー
コ
ヨ
ー

ッ
ポ
ー

〇
館
林
警
察
署

(
C⑰
5
4
5
4
)

0

県
民
の
声
相
談
室
（

6
0
2
7
2
闘

8
0
8
0
)
 

0

県
暴
力
追
放
県
民
会
議
（
6
0
2
7

2

詞
1
1
0
0
)

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

相
談
く
だ
さ
い
。

0
と
き

1
1
1
1月

1
5日
困
午
前

1
0時
1

午
後
3

時

0

と
こ
ろ

1
1

館
林
市
役
所

0
と
き

1
1
1
2
月
6

日
困
午
前

1
0時
1

午
後
3

時

0

と
こ
ろ

1
1

館
林
市
役
所

年
金
相
談

0
と
き

1
1
1
1
月

1
5日
困
午
前

1
0時
ー
午
後
3

時

0

と
こ
ろ

1
1

役
場
会
議
室

人
権
・
行
政
・
心
配
i
一
と
相
談

0
と
き

1
1
1
1
月

1
5日
困
午
前

9

時
3
0分
1
1
0
時
3
0
分
受
付

1
2月
4

日
因
午
後

1

時
1
2

時
受
付

0

と
こ
ろ

1
1

保
健
セ
ン
タ
ー

交
通
事
故
相
談

健
康
相
談

0
と
き

1
1
1
2月認
日
困
午
後

1

時
1
2

時
受
付

0

と
こ
ろ

1
1

保
健
セ
ン
タ
ー

乳

會
児
健
診

※無断転用はやめましょう。農地を農地以外（宅地なと）に転用する場合は農業委員会の許可が必要です。
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,
9
9
9
,
9
,
 

戸
人
人
人
人
人
ー

0

7

0

7

2

7

 

9

7

9

8

)

1

2

 

在
ぷ
ぷ

2

，
心
き
亡
出
一

ロ
現

2
1
0
5
5

動
死
転
，

人

H

の

の
1

中
～

寸
月
数
数
月
人
人
～

木

1
1

帯
詞
男
女
o
o□
廣
[

世
人
出
転
―

,
1
•
I

、

1

、

1
,
1
,

i
,
盲

•
9
1
9
,
`
9
9
9
9
9

i
`
i
,
i
`

筐： 館林邑楽地区 館林地区 千代田

;、: 閏; <
日 産婦人科 耳鼻科 内 科外科 明和地区

11 月 18 日
古屋病院川田医院 横田（善）医院合．（72) 4970 海宝医院 館林地区と 診羞 : るi 品[ 曜 合 (63)616| ff(72) 3724 大石医院合(74) 2362 合 (74)0811 同じです。

[ : 
11 月 25 日

真中医院小倉医院 堀越医院合(73)4151 永寿堂医院 小西医院

[ ょ:i ; 当
ff (72) 1630 合 (72)0606 増田医院合(72) 1387 合 (72)4469 合 (86)2261

12 月 2 日
横田医院大神医院 岡田医院 館林地区と

番
ff (72) 0255 合 (62)2200 田内医院合(72)3855 合 (72)3163 同じです。

12 月 9 日
浜野病院川田（耳）医院 慶友病院 竹越医院 ふ話ま寺

医
ff (88)5678 合 (72)3314 須田医院合(72)0862 合 (72)6000 合 (84)3137

冑でi で
12 月 16 日

白沢医院原 医院 大塚医院合(72) 0176 最上医院 館林地区と

合 (72) 1600 fl (72) 1936 ゆたか医院合(73)7308 fl(74)3763 同じです。

三。00
•llrl•［量玉渥『.. し11"  •と一

1 ・

I‘ — 

（
江
日
・
1

歳
6

カ
月
）

新冑

井ぃ

智〗

史し

入

〇智史くん・・・「ほく、のりものが大すきなん

だ。いつもおもちゃの自動車で遊んでいるん

だ。大きくなったら運転手になるんだ」

0 お母さん・・「 4 、 5 カ月頃から良く散歩さ

せたせいか今では毎日外で元気に遊んでいま

す。一日々の成長が楽しみです。優しく思い

やりのある子になってほしいです。」

〔守・俊枝さんの長男〕

※広報係では「わが家の華」の登場者を募集して

います。どしどしご一報ください。

救急車出動回数

●交通事故 6 件

●急病 9 件

●その他 2 件

●計 17 件

パソコン情報．”

あなた0)ニーズに応えます。

明
和
村
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
ほ
ど
、

県
学
習
セ
ン
タ
ー
と
パ
ソ
コ
ン
通
信
で
結
ん

だ
学
習
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
を
導
入
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
村
民
の
皆
さ
ん
か
学
習

を
行
う
の
に
、
必
要
な
各
種
の
情
報
を
提
供

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
県
が
収
集
し
た
情

報
（
人
材
、
学
校
、
資
格
等
）
千
―
一
百
四
十

五
件
の
情
報
を
こ
の
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
即

座
に
応
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

例
え
ば
、
陶
器
づ
く
り
を
し
た
い
か
ど
ん

な
指
導
者
が
い
い
か
、
国
連
職
員
、
測
量
士

の
資
格
を
と
り
た
い
か
ど
う
し
た
ら
い
い
か

な
ど
な
ど
。
い
ろ
い
ろ
な
学
習
情
報
を

電
話
で
応
え
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ど
し
ど
し

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
は
中
央
公
民
館

(
6闘
4
9
4

4
)
へ
。

野篠折岡野荒砂蘭細石荒奈
本木原戸本木賀部田川井良氏

説
彦喜正種光か織正登次雄さ名
次芙蔵次江ね一己一郎ーだ

高関石大石齋
橋口井野橋藤氏

82 68 76 78 60 87 88 81 72 66 77 87 : 

哲経た一久太三健 明と益世
進帯

治三け男雄郎郎夫 男め義主

大大大矢千大斗南新上入川
佐佐津合大江ケ

輪貫貫島井輪田島里黒谷俣区

嗚嗚闊％％％％％％児％ ％問

i也

ー
あ
く
や
み
ー

叶：・ 寛邪ゆ良衿名
彩な恵噌似朗勺み輔］

伸明和定 zt 1呆
吉夫志雄昇臭胃
長長長長長二続
女女男男女男柄

川中中中上須地
江

俣谷谷谷黒賀区

% % % % % ％開’,

あ
め
で
だ

10月の

敬称略
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9

9
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9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9
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~
十
一
月
十
一
日
、
十
三
時
間
五

{
0
分
と
い
う
長
時
間
試
合
の
マ
ラ

＿
ソ
ン
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
明
中

~
校
庭
で
開
か
れ
早
朝
か
ら
夜
半
ま

｛
で
老
若
男
女
が
出
場
、
ユ
ニ
ー
ク

~
な
記
念
事
業
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を

｛
楽
し
み
ま
し
た
。

こ
れ
は
村
が
合
併
三
十
五
周
年
を
記

念
し
た
活
性
化
の
一
環
ー
。
各
層
に
幅

広
い
人
気
の
あ
る
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
通

1
3時
間
5
0分
連
続
プ
レ
ー

ソ
フ
ト
楽
し
む
4
4チ
ー
ム

じ
、
心
の
ふ
れ
あ
い
、
つ
な
が
り
を
つ

く
り
、
心
豊
か
で
澗
い
の
あ
る
生
活
を

と
行
っ
た
も
の
で
す
。

試
合
は
午
前
七
時
三
十
分
か
ら
午
後

九
時
二
十
分
ま
で
、
休
み
な
し
の
連
続

プ
レ
ー
。
三
十
五
周
年
に
ち
な
ん
で
一

.. 三
時
間
五
0
分
の
ロ
ン
グ
タ
イ
ム
。
村

長
の
始
球
式
で
プ
レ
ー
ボ
ー
ル
。

村
議
会
議
員
、
区
長
、
P
T
A

、
農

業
委
員
、
小
・
中
学
生
男
女
、
商
工
会
、

郵
便
局
、
婦
人
、
村
内
企
業
な
ど
チ
ビ

ッ
コ
か
ら
大
人
ま
で
老
若
男
女
、
総
数

四
十
四
チ
ー
ム
、
六
百
六
十
人
が
参
加
。

村
の
木
「
つ
げ
」
と
村
の
花
「
き
く
」

チ
ー
ム
に
分
か
れ
対
戦
し
ま
し
た
。

出
場
時
間
は
一
チ
ー
ム
三
十
分
程
度
、

時
間
に
な
る
と
イ
ニ
ン
グ
途
中
で
も
攻

守
チ
ー
ム
と
も
、
そ
っ
く
り
交
替
、
場

合
に
よ
っ
て
は
一
度
も
打
順
が
こ
な
い

こ
と
も
あ
り
得
る
と
あ
っ
て
各
チ
ー
ム

と
も
「
一
度
ぐ
ら
い
は
打
た
せ
て
く
れ

よ
、
守
備
ば
っ
か
り
じ
ゃ
い
や
だ
ぜ
」

の
激
を
と
ば
し
合
い
熱
戦
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。

ッ
ン
ツ
フ
ト

”＇令 ·rEー：ょ｀＇r••：、,-
9●"●●●曲・inoー一ーぷーmli瓢T •C べ·-•一一 、

®江ロソフト＊秋山茂好②岡田幸三 ◎田島ソフト＊阿部繁美⑰奈良 満

出場チーム紹介しま～す。

皆さん、

お疲れ様でした。

◎つげ組・チーム名又は⑮きく組

・チーム名古代表者＠敢闘賞⑮ホ

ームラン賞⑮その他の賞など
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□) 

/ 

そ
ん
な
中
ハ
ッ
ス
ル
・
珍
プ
レ
ー
が

と
び
出
し
、
会
場
は
笑
い
と
歓
声
の
う

ず
1
_

。
回
が
進
み
終
盤
と
も
な
る
と
日

か
沈
み
、
ぐ
っ
と
冷
え
込
む
、
照
明
か

点
灯
さ
れ
両
ベ
ン
チ
に
は
煉
炭
‘
豆
炭

が
持
込
ま
れ
暖
を
囲
ん
で
の
プ
レ
ー
。

ま
た
、
少
し
で
も
冷
込
み
を
和
ら
げ

活
力
を
ー
と
甘
酒
、
豚
汁
が
サ
ー
ビ

ス
さ
れ
「
こ
れ
う
ま
い
！
」
、
「
あ
っ
た

ま
る
ね
」
と
、
ど
の
選
手
も
上
気
嫌
で

白
息
を
吹
き
か
け
な
が
ら
舌
つ
づ
み
を

打
ち
ま
し
た
。

勝
負
は
七
十
一
イ
ニ
ン
グ
、
大
接
戦

の
末
、
「
つ
げ
」
1
3
1
対
1
2
5
「
き
く
」
で
「
つ

げ
」
チ
ー
ム
が
勝
利
。
ホ
ー
ム
ラ
ン
・

好
プ
レ
ー
・
敢
闘
賞
の
ほ
か
、
ユ
ニ
ー

ク
な
、
痛
か
っ
た
で
賞
な
ど
の
各
賞
か

贈
ら
れ
健
闘
を
た
た
え
ま
し
た
。

` 

本格派の力投「スピード違反ですよ」

健闘を誓い握手を交わす恩田（きく組） •野木村（つげ組）の両監督

◎農協J A 食野村祐三⑳関口

圭介

弘⑮新井

麟場識員B合福島義雄＠小野1約彦⑮荻
野康男・小野俊彦

9 9 ｷ,  

村長の始球式「プレイボール」

ま
た
、
総
得
点
？
点
で
ど
ち
ら
の
チ

ー
ム
が
勝
利
す
る
の
か
投
票
ク
イ
ズ
も

行
わ
れ
、
選
手
以
外
の
人
も
間
接
的
に

参
加
す
る
な
ど
村
民
こ
ぞ
っ
て
―
二
十
五

周
年
に
ふ
さ
わ
し
い
記
念
イ
ベ
ン
ト
を

楽
し
み
ま
し
た
。

-こ---
◎役場職員A ＊福島義雄＠島田欣重⑮島◎上江黒昭和会＊原島重夫②新井克介⑮
田欣重・薗田征邦 高野昭男•石川正明

＠明和東武職員会玄岡安繁雄⑳篠原菊男
て‘｀ダ“

®大佐貫クラプ＊篠木芳男＠中島孝史
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「ぽく、ピタリ賞当てるんだ」

審判団の皆さん、お疲れさまでした。

.............................................................................. 

~
勝
敗
•
投
票
ク
イ
ズ
結
果

~
ピ
タ
リ
賞
早
川
、
北
島
、
栗
原
さ
ん
の
三
人
~

.............................................................................. 
「
得
点
？
点
で
つ
げ
・
き
く
組
の
ど

ち
ら
が
勝
利
す
る
か
。
」
の
投
票
ク
イ
ズ

結
果
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

圏
勝
利
…
…
「
つ
げ
組
」

1
3
1
点

圏
投
票
総
数
…

1
4
5
人

圏
ピ
タ
リ
賞

早
川
文
之
（
大
輪
）

北
島
シ
ズ
子
（
田
島
）

栗
原
純
（
須
賀
）

蒼
前
後
賞
（
上
位

1
1
人
紹
介3
点
差
）

▽
清
水
治
雄

1
3
0
点
▽
矢
島
修

-
1
3
2
点
▽
川
島
徳
子

1
3
2
点
▽

磯
田
優
子

1
3
2
点
▽
篠
木
芳
男

1
2
9
点
田
口
浩
二

1
2
9
点
▽
恩
田

義
雄
1
2
9
点
▽
斎
藤
順
子

1
2
9
点

▽
岡
安
英
治
1
2
8
点
▽
渋
沢

誠
一
1
2
8
点
▽
岩
瀬
佳
子
1
2
8
点

〔
敬
称
略
〕

◎西小女子玄宇治川哲也＠須永明美 ®農業委貴会玄新井初太郎＠坂上貞雄⑮
村田清吉

⑮西小混成＊宇治川哲也＠市川悠介 ◎東小混成＊佐藤紀一②多田和宏⑮矢島
友浩・酒井孝悟

◎西小教職員玄宇治川哲也②岡田丈夫⑮
岡田丈夫•関根操

⑮西小男子＊宇治川哲也＠新井敬二⑮坂
上正弘

◎区長会合坂上源次②奈良喜一郎

＠東小女子＊佐藤紀一②奈良真希子

◎東小男子＊佐藤紀~岡安宏治⑮多田
典明
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っ
て
／
．

さ
ん
も
緯

—I" 

®東小教職員＊佐藤紀一②設楽隆

C
2、

◎明中教職員＊松沢宏明⑳宮宇賀優

. 

◎明中女子＊塩田 明＠野木村美幸

ホームランで歓喜する「ライムズ」チーム

令明中PTA合江森清＠江森やよ江

⑮東小PTA合野本責義＠橋本淳子⑮荒 ◎西小PTA 女鯉沼寛治＠市川ヨシ子⑮
井 晃・増田新吉 ‘ 立木留吉・村田行利

⑮明中男子＊武井学⑳須藤雄司⑮鈴木◎キューズ＊関口良②瀬下真一⑮毛利⑮フォーティー 1 ＊菌田一雄＠中島篤
久智 、 真澄 ⑮ハッスル＝中島篤。好プレー＝菌田真

由美。特別＝菌田三枝子
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んl＃った。

「カットバセ．／」 ホームをうかかう一
笑顔でホームイン「 I 点追加」

/ 
ぞ

ヽ

, 
9 A 
ト＼
汀蝕
i 

中
盤
の
プ
レ
ー
風
景

◎商工会青年部合奥沢貞雄＠関口 隆⑮笞新里女子＊堀□しす子②松本やす子⑲ ◎明和ライムス＊谷津好一②江森やよ江
栗原作夫 好プレー＝樽見京子 ⑮秋野公江•石丸和子

®大会役員A合清水 勝⑳恩田義雄忠斎◎村議会議員玄栗原利夫⑳関根憤市⑮石⑮子育連＊金子 清＠岡安やすお⑮山野
藤憲 崎栄一 井文治⑱痛かつだで賞＝篠木保雄

◎東邦ソフト＊金子栄大⑳令成勝男 ⑮村内郵便局＊中村延之＠田部井一巳 ◎体育指導委員会＊蓮見行雄②桜井 武
⑮田部井一巳



(7) 平成 2 年12 月 10 日

「それ、いけ．1 .J

テレビ局も取材に

®干津井合奈良原弘②横塚修一

第351号

みんなが
•II --
四

「あっと、もう少しなか＼」 「いいあだり．1 .J

• l--9-- —·-..-..;; 

◎大会役貴 B 玄鯉沼哲雄⑰村田正己⑮ダきタイホー産業＊鈴木開一②堀口美知子
メテ賞＝阿部繁美

◎大輪ライオンズ玄須永重男⑰川村克己含川俣愛好会合鯉沼寛治＠藤野泰博⑮藤◎矢島ソフト合金子 清＠真下秀男
⑮川村克己 橋カ・木村健夫

＠須賀ソフト玄落合 進＠田口岩男⑮プ◎新里ウイングス＊江森清＠玉井栄—⑮MSCィーグルス＊石川龍亮＠中島孝
ロツワ賞＝．篠原菊男 ⑮堀口仁一⑮好プレー＝江森馨·堀口 史⑮中島孝史

正敏
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故・恩田得寿

郷土出身の H本画家

没後30周年特別展

得
寿
の
偉
大
さ

感
銘
、
再
認
識

代表作「紅梅」 50X47cm

r

,

'

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

J
 

~
わ
が
郷
土
出
身
の
日
本
画
家
・
恩
｛

~
田
得
翡
没
後
三
十
周
年
特
別
展
が
｛

一
十
一
月
十
四
日
か
ら
十
九
日
ま
で
村
｛

~
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
好
評
を
博
し
~

—
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
昭
和
十
一
年
、
帝
国
美

術
院
展
入
選
作
品
の
「
松
林
小
景
」
な

ど
、
得
痔
の
大
作
六
十
三
点
が
展
示
。

村
内
は
も
ち
ろ
ん
、
県
内
、
東
京
、
埼

玉
、
神
奈
川
な
ど
関
東
一
円
か
ら
当
時

の
関
係
者
、
知
人
、
作
品
フ
ァ
ン
な
ど

千
八
百
人
ほ
ど
が
訪
れ
得
寿
の
偉
大
さ

に
感
心
し
て
い
ま
し
た
。

「
こ
の
作
品
（
老
梅
）
は
、
私
の
実

家
の
梅
の
木
、
得
ち
ゃ
ん
が
書
い
て
い

た
の
を
お
ぱ
え
て
い
る
…
」
と
当
時
を

思
い
、
感
極
ま
り
目
頭
を
熱
く
す
る
一
―
ー

三
人
の
女
性
グ
ル
ー
プ
、
「
た
い
し
た
も

の
ね
」
、
「
す
ば
ら
し
い
絵
だ
」
、
「
こ
ん

な
に
多
く
、
良
く
描
い
た
な
ー
」
、
「
郷

土
の
誇
り
だ
」
ー
と
絶
賛
の
声
が
会
場

随
所
で
さ
さ
や
か
れ
ま
し
た
。

得
痔
は
、
現
在
の
恩
田
義
雄
家
（
梅

原
一
、
〇
七
六
番
地
）
の
出
身
、
妻
、

か
ず
え
さ
ん
の
父
（
文
弥
）
が
得
寿
の

甥
（
お
い
）
に
あ
た
る
。
得
寿
は
十
五

歳
頃
ま
で
郷
土
で
育
ち
、
十
六
歳
で
画

家
を
め
ざ
し
上
京
。
そ
の
後
、
関
東
大

震
災
に
あ
い
郷
土
（
梅
原
）
に
も
ど
る
。

し
ば
ら
く
し
て
再
び
上
京
す
る
が
、
大

戦
で
空
襲
激
化
の
た
め
帰
京
、
実
家
や

姉
の
嫁
ぎ
先
な
ど
に
疎
開
し
、
晩
年
は

東
京
杉
並
に
在
住
し
た
。

恩
田
義
雄
家
で
は
「
こ
ん
な
に
反
響

が
あ
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
」
と

ビ
ッ
ク
リ
し
た
よ
う
す
で
連
日
会
場
に

訪
ず
れ
得
寿
の
偉
大
さ
を
改
め
て
認
識

し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
展
示
品
は
、
主
に
村
内
の
所
蔵

家
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
展

示
し
た
も
の
で
す
。

息
田
得
寿
展
し̀ 

I I I 、i
I ... 

県内・外から多数の鑑賞者

f
八
百
人
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恩田進吾さん

父
得
寿
は
、
私
に
と
っ
て
日
本
画
の

手
ほ
ど
き
を
し
て
く
れ
た
師
と
い
う
べ

き
存
在
で
、
思
い
出
は
限
り
な
く
あ
る
。

昭
和
二
十
一
年
敗
戦
直
後
の
こ
と
で
、

思
い
出
限
り
な
く

口
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「
夏
山
観
瀑
之
図
」

悶
々
と
し
て
日
時
を
過
ご
し
て
い
た
私

が
十
六
歳
の
時
、
父
は
私
に
写
生
を
鉛

筆
だ
け
の
無
彩
色
で
始
め
る
よ
う
教
え

た
。
当
時
絶
望
状
態
の
私
は
素
直
に
鶏

卵
の
写
生
か
ら
絵
の
道
に
入
っ
た
。
―
―
­

年
間
色
を
使
う
な
と
言
う
教
え
に
辛
抱

で
き
ず
二
年
程
で
絵
の
具
を
使
い
だ
し

た
か
：

0

「
常
に
写
生
を
す
る
こ
と
が
大
切
だ
」

「
手
本
は
大
自
然
に
あ
る
の
み
」
と
も
言

い
自
ら
写
生
に
執
心
し
て
い
た
父
で
、

一
年
中
毎
朝
ど
こ
で
ど
ん
な
生
活
を
し

て
い
て
も
、
和
紙
を
綴
じ
た
写
生
帳
を

か
か
え
、
筆
を
用
い
る
た
め
矢
立
を
腰

に
差
し
て
、
近
辺
の
風
物
を
何
回
と
な

く
、
紙
の
不
足
時
代
に
は
表
・
裏
両
面

に
も
書
い
て
い
た
の
は
、
私
が
物
心
が

つ
い
た
時
以
来
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

明
る
＜
節
達
な
性
格
の
父
は
誰
と
で

も
、
気
持
ち
よ
く
談
笑
し
た
し
、
興
が

乗
れ
ば
昔
の
思
い
出
や
、
読
ん
だ
本
の

内
容
を
よ
く
話
し
て
く
れ
、
中
で
も
歴

ヽ

大作「老梅」絹本着色

史
上
の
逸
話
や
中
国
の
名
言
な
ど
聴
く

の
が
楽
し
か
っ
た
。
来
客
が
あ
り
、
酒

が
入
る
と
詩
を
吟
じ
、
追
分
節
を
高
唱

し
て
得
意
満
面
で
あ
っ
た
。

あ
る
時
、
父
に
「
日
本
画
で
最
も
大

切
な
こ
と
は
何
で
す
か
」
と
訪
ね
る
と
、

即
座
に
「
そ
れ
は
品
格
だ
な
」
と
教
え

た
。
又
「
絵
は
理
屈
で
は
な
い
、
作
品

が
す
べ
て
だ
」
と
も
。
昭
和
三
十
四
年

五
月
、
私
の
長
男
の
初
節
句
祝
い
に
訪

れ
た
父
は
、
私
の
作
品
「
丸
の
内
に
て
」

を
見
て
「
こ
れ
は
い
い
絵
だ
」
と
、
又

数
枚
の
写
生
画
に
「
う
ま
く
な
っ
た
な
」

と
、
感
慨
深
げ
だ
っ
た
が
、
亡
く
な
る

前
の
年
の
こ
と
に
な
る
…
。

現
在
の
私
は
、
写
生
を
離
れ
て
画
作

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
と
え
簡
単

な
線
描
き
だ
け
で
も
自
分
の
写
生
な
ら

ば
一
本
の
線
か
ら
無
限
の
画
想
が
湧
い

て
く
る
。
こ
れ
か
ら
も
、
父
の
画
業
を

師
と
し
て
、
勉
強
し
て
い
か
ね
ば
な
ら

ぬ
と
覚
悟
し
て
い
る
。

114 X 170cm 

.̀,_ 
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「ごゆっくり鑑賞ください」

故
・
恩
田
得
寿
略
歴

ぺ
ん
じ
ろ
う

邑
楽
郡
梅
原
村
（
現
在
の
明
和
村
大
字
梅
原
）
、
恩
田
辮
次
郎

と
母
、
よ
し
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
梅
島
小
学
校
(
4年
）
、

館
林
組
合
高
等
学
校

(
2年
）
を
卒
業
。
十
六
歳
で
画
家
を
志

し
上
京
す
る
。

日
露
戦
争
終
結
す
る
や
、
狩
野
派
橋
本
稚
邦
に
入
門
。
早
く

も
師
か
ら
「
筆
の
さ
ば
き
門
下
生
中
一
番
冴
え
て
い
る
」
と
称

賛
さ
れ
る
。
し
か
し
、
明
治
四
十
一
年
、
師
、
稚
邦
死
去
、
入

門
わ
ず
か
三
年
足
ら
ず
で
師
を
失
う
。
再
び
師
を
求
め
同
郷
館

す
い
う
ん

林
出
身
の
小
室
翠
雲
を
訪
ね
る
が
、
そ
の
夜
、
稚
邦
が
夢
枕
に

出
て
き
た
こ
と
か
ら
翠
雲
入
門
を
断
念
。
独
立
画
家
と
し
て
、

茨
の
道
を
歩
む
。
独
学
に
て
雅
邦
流
奥
義
の
習
得
に
務
め
る
と

共
に
中
国
宋
•
明
の
有
名
画
家
の
法
帖
を
究
め
専
ら
画
道
に
専

念
す
る
。

関
東
大
震
災
に
よ
り
郷
土
梅
原
に
戻
る
。
こ
の
年
、
野
田
九

浦
の
「
辻
説
法
」
に
深
い
魅
力
を
感
じ
入
門
す
る
。
稚
邦
と
死

別
後
の
独
学
に
よ
る
苦
難
の
修
業
は
、
九
浦
の
指
導
と
相
ま
っ

て
実
力
を
発
揮
。
九
浦
に
入
門
の
翌
年
、
大
正
十
三
年
第
五
回

帝
展
（
帝
国
美
術
院
展
）
に
「
野
梅
」
四
曲
一
双
が
初
入
選
し
、

と
共
に
外
務
省
買
上
げ
と
な
り
世
人
を
驚
か
せ
た
。

ま
た
、
第
六
回
帝
展
に
「
竹
む
ら
」
二
曲
一
双
が
入
選
、
こ

れ
も
宮
内
庁
買
上
げ
と
な
り
、
久
週
宮
家
御
品
と
な
る
光
栄
に

浴
し
た
。
時
に
四
十
一
歳
。

大
戦
で
激
化
し
、
東
京
日
暮
里
の
家
は
焼
失
し
た
た
め
帰
京
、

実
家
の
恩
田
文
弥
宅
（
現
、
恩
田
義
雄
宅
）
や
姉
の
嫁
ぎ
先
の

吉
田
喜
平
次
宅
（
現
、
吉
田
正
義
宅
）
、
川
俣
千
手
院
（
現
、
羽

生
市
川
俣
）
な
ど
に
居
を
移
し
、
晩
年
の
八
年
間
は
東
京
杉
並

に
在
住
し
、
七
十
六
歳
で
亡
く
な
ら
れ
た
。
郷
里
梅
原
の
光
明

寺
に
眠
る
。

得
寿
の
得
意
は
山
水
、
花
鳥
で
特
に
出
品
画
は
日
本
画
で
あ

り
な
が
ら
、
写
実
に
基
づ
く
洋
画
風
に
描
い
て
あ
る
。
郷
里
、

梅
原
は
利
根
川
水
郷
地
帯
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
自
然
風
物
を
取

り
入
れ
た
画
題
が
多
く
、
特
に
梅
原
の
梅
に
ち
な
ん
だ
「
野
梅
」

「
老
梅
」
「
梅
景
山
水
」
ー
な
ど
が
目
立
ち
、
郷
里
を
意
識
し

た
執
筆
活
動
が
う
か
が
い
知
れ
る
。
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久］
明印村翡没者追悼式

砥;
 

明
表
柑
竪
毎
盛

「
平
成
二
年
度
村
戦
没
者
追
悼
式
」
が
十
一
月
八

日
、
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
先
の
大
戦
で

祖
国
の
た
め
若
き
命
を
捧
げ
ら
れ
た
三
百
余
名
の
英

霊
に
対
し
村
民
こ
ぞ
っ
て
追
悼
の
意
を
表
わ
す
た
め

行
っ
た
も
の
で
す
。
遺
族
な
ど
、
関
係
者
三
百
人
が

参
列
。

会
場
に
は
「
戦
没
者
の
霊
」
と
記
さ
れ
た
墓
柱
が

設
け
ら
れ
、
村
長
、
村
議
会
議
長
、
遺
族
会
長
、
知

事
ら
が
追
悼
の
こ
と
ば
を
述
べ
た
後
、
参
加
者
全
員

か
式
壇
前
に
進
み
、
菊
一
輪
を
献
花
し
英
霊
の
ご
冥

福
を
祈
り
ま
し
た
。
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．
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ーここ一
「
今
年
は
ど
ん
な
も
の
で
る
か
な
」

と
主
婦
の
間
に
す
っ
か
り
定
着
し
た
、

福
祉
バ
ザ
ー
か
十
一
月
二
十
三
日
、
中

央
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

大
根
、
白
菜
、
柿
な
ど
の
野
菜
か
ら

衣
料
、
バ
ッ
ク
、
ガ
ラ
ス
、
セ
ト
モ
ノ

な
ど
ー
—
の
日
用
雑
貨
品
約
二
千
五
百

点
が
会
場
狭
し
と
展
示
さ
れ
、
近
隣
近

在
の
主
婦
ら
も
含
め
五
百
人
ほ
ど
が
ど

っ
と
押
し
よ
せ
、
オ
ー
プ
ン
一
時
間
ほ

ど
で
半
分
以
上
が
売
れ
る
ほ
ど
の
盛
況

ぶ
り
。
皆
様
の
ご
家
庭
の
押
入
れ
な
ど

で
眠
っ
て
い
た
品
物
が
、
日
の
目
を
見

た
と
い
う
わ
け
…
。
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
売
上
げ
し
め
て
八

四
万
七
千
円
余
な
り
、
全
額
社
会
福
祉

協
議
会
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
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熱唱した歌手

山崎洋子さん

こ
の
ほ
ど
老
人
福
祉
大
会
が
村
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
東
・
中
・
西
部
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
毎
に
同
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
カ
ラ
オ
ケ
、
舞
謡
、
民

謡
、
寸
劇
な
ど
多
種
の
自
慢
の
芸
が
披
露
さ
れ
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
は
合
併
3
5
周
年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
特
別
ゲ
ス

ト
と
し
て
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
レ
コ
ー
ド
専
属
歌
手
、
山
崎
洋
子
さ

ん
（
越
谷
市
在
住
）
に
出
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
持
ち
歌
「
下

町
酒
場
」
等
、
観
客
と
デ
ュ
エ
ッ
ト
を
は
さ
み
十
五
曲
ほ
ど
を

熱
唱
。
観
客
か
ら
「
や
っ
ぱ
り
プ
ロ
歌
手
は
う
ま
い
ね
ー
」
と
、

熱
い
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
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麟
話題募集
お気軽にご連絡ください。
84-3111 へ（広報係）

明和分署見学の 4 年生

児童がつくった「お手玉」
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お年寄りとボールカロッティを楽しむ（中谷）

西
小
学
校
の
高
学
年
生
は
十
一
月
十
四
日
、

か
つ
て
の
遊
び
の
良
さ
を
学
ほ
う
ー
と
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
区
に
出
か
け
、
地
区
の
お
年
寄
り

と
一
緒
に
、
竹
馬
、
わ
ら
鉄
砲
、
し
め
飾
り
、

お
手
玉
な
ど
当
時
の
遊
具
づ
く
り
に
汗
を
流
し

ま
し
た
。

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
こ
れ
ど
う
遊
ぶ
の
」
と

遊
び
方
、
ル
ー
ル
も
教
わ
り
楽
し
そ
う
に
世
代

を
越
え
て
交
流
。
ボ
ー
ル
カ
ロ
ッ
テ
ィ
も
混
成

で
プ
レ
ー
す
る
な
ど
つ
く
る
喜
び
、
遊
ぶ
喜
び

の
心
身
両
面
で
体
験
し
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
た
。
一
方
、
低
学
年
生
は
村
内
企
業

や
公
共
施
設
な
ど
を
散
歩
、
見
学
し
見
識
を
高

め
ま
し
た
。

二二竺五ゴ
開
校
六
年
目
を
迎
え
た
、
南

大
島
地
内
に
あ
る
県
立
館
林
商

工
高
校
で
十
一
月
三
•
四
日
、

学
校
祭
「
第
一
回
翔
光
祭

I
I

私

た
ち
の
は
じ
め
の
一
歩
り
」
が
開

か
れ
、
父
兄
や
地
元
の
人
た
ち

近
隣
各
校
の
生
徒
な
ど
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
、
ク
ラ

ブ
、
専
攻
科
ご
と
に
テ
ー
マ
を

決
め
、
各
教
室
を
会
場
に
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
占
い
、
ロ
ボ
ッ

ト
作
業
、
リ
ニ
ア
運
転
、
茶
道
、

大
迷
路
、
腕
相
撲
大
会
、
デ
ィ

ス
コ
、
寸
劇
な
ど
五
十
種
ほ
ど

商
・
工
業
高
校
に
ふ
さ
わ
し
い
、

リ
ッ
チ
な
イ
ベ
ン
ト
が
展
開
さ

れ
見
学
者
を
感
心
、
楽
し
ま
せ

ま
し
た
。

III!1 ------
F̀ 

(
 

9 /-/J'ーご＾ 9,  夕＇；、，ンジえ9:.--,  - r -、”―—, - • -, 2 i. , ‘ 

ぅ；こご；こらこj;{}—,乙ご', :'~ ¥;:,  :~_,-ら'_―― 9^—· •--、‘·―,: :_がニ・•9 

中
央
幼
稚
園
で
は
、
十
一
月
十
九
日
、

近
く
の
中
央
保
育
園
児
八
十
人
ほ
ど
を

招
き
、
「
お
店
や
さ
ん
」
ご
っ
こ
を
行
い

園
児
間
の
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

園
児
が
そ
れ
ぞ
れ
折
紙
や
画
用
紙
、

布
テ
ー
プ
で
工
夫
を
凝
ら
し
作
っ
た
品

物
、
魚
・
エ
プ
ロ
ン
・
風
せ
ん
・
輪
ゴ

ム
飛
ば
し
き
な
ど
を
、
紙
の
お
金
で
商

売
、
「
こ
れ
い
く
ら
で
す
か
」
「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
、
ま
た
ど
う
ぞ
」

な
ど
と
商
売
こ
と
ば
を
交
わ
し
、
大
人

の
社
会
で
行
わ
れ
て
い
る
日
常
会
話
さ

な
が
ら
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
体
験
し
ま

し
た
。
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玄
と
き

1
1

平
成
3

年
1
月
1
3
日
⑪

玄
と
こ
ろ

1
1

明
和
中
学
校
々
庭

唸
対
象

1
1

村
内
在
住
、
在
勤

玄
部
門
・
距
離
．

▽
小
学
生
1
.
2
年
…
L
o
k
m
▽
同
3

.
4
年
…
闊
k
m
▽
同
5
.
6
年
…
い
k
m

▽
中
学
生
（
男
）
…
紅
k
m
▽
同
（
女
）

…
闘
k
m
▽
一
般
・
高
校
生
以
上
…
訊
k
m

▽
壮
年

(
3
0歳
以
上
）... 

訊
k
m
▽
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
対
抗
戦
「
一
チ
ー
ム
5
名

（
一
般
男
）
に
よ
る
団
体
戦
」
…
訊
k
m

▽
健
康
マ
ラ
ソ
ン
（
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア

ル
）
一
般
男
女
…
訊
k
m

新
春

参
加

者

ン
大
会

募
集

十
月
二
十
八
日
、
本
村
で
初
め
て
の

少
林
寺
拳
法
大
会
が
社
会
体
育
館
で
開

か
れ
ま
し
た
。

近
隣
近
在
の
各
支
部
か
ら
多
数
の
拳

士
が
、
ま
た
、
本
村
か
ら
も
少
林
寺
拳

法
明
和
支
部
（
支
部
長
、
砂
賀
晃
）

の
拳
士
五
十
人
ほ
ど
が
参
加
。
日
頃
の

練
習
成
果
を
発
揮
、
気
合
い
の
こ
も
っ

た
好
試
合
で
訪
れ
た
人
た
ち
を
魅
了
さ

せ
て
い
ま
し
た
。

0
組
演
武
。
◎
印
最
優
秀
賞
、

秀
賞
、
（
）
は
支
部
名

▽
一
般
有
段
者
の
部
…
◎
田
島
信
行

•
森
泰
範
（
熊
谷
）
〇
大
橋
修
・
大
橋

剛
（
明
和
）
▽
一
般
段
外
者
の
部
…
◎

原
聡
志
•
平
田
英
樹
（
多
々
良
）
▽
女

上
位
入
賞
は

次
の
と
お
り

〇
印
優

A リーグ優勝の「新里ウイングス」チーム

B リーグ1憂勝の「江口‘ノフト」チーム

マ

＿
フ
ソ … 

第
回
村
少
林
寺

拳
、
法
大
会
結
果

ー

… 

●
’
す
＇

-
:
2
 

元
f
-
L
〉
互

子
有
段
者
の
部
…
◎
斎
藤
貴
子
・
田
崎

尚
美
（
佐
野
）
▽
中
学
生
有
段
者
の
部

…
◎
砂
賀
誠
・
砂
賀
絵
里
花
（
明
和
）

▽
中
学
生
段
外
者
の
部
…
◎
亀
山
裕
司

•
原
俊
行
（
多
々
良
）

▽
少
年
有
段
者
の
部
…
◎
始
沢
勲
・

田
口
晴
澄
（
明
和
）
〇
黒
沢
悟
•
清
水
、

徹
郎
（
熊
谷
）
▽
少
年
1
級
1
3
級
の

部
…
◎
内
田
哲
朗
•
黒
田
英
之
（
佐
野
）

0
高
野
宜
彦
・
飯
塚
英
倫
（
熊
谷
）
▽

少
年
4
級
1
6
級
の
部
…
◎
高
瀬
奈
津

子
・
砂
賀
亜
沙
美
（
明
和
）
〇
鈴
木
征

人
・
橋
本
賢
（
明
和
）
▽
少
年
7
級
ー

見
習
の
部
…
◎
小
泉
真
次
•
原
辰
則
（
多
々

良
）
〇
丹
内
秀
治
・
小
泉
勝
彦
（
多
々

良
）

圏
運
用
法
。
◎
印
最
優
秀
賞
、
（
）
は

支
部
名

▽
一
般
の
部
…
◎
森
泰
範
（
熊
谷
）

◎
岡
田
貴
司
（
佐
野
）
▽
中
学
生
の
部

…
◎
砂
賀
誠
（
明
和
）
◎
原
俊
行
（
多
々

良
）
▽
少
年
の
部
…
◎
飯
塚
英
倫
（
熊

谷
）
◎
時
崎
忠
之
（
佐
野
）
◎
田
村
悟

貢
（
佐
野
）
〔
敬
称
略
〕

〔 A リーグ〕 0勝、口不戦勝●敗、 ■不戦敗、△引分け

¥ 胃 悶 田 JI I M や 勝 敗 弓 I 勝 順
島 塁 ] 

ま
う

イ ソ ソ

塁
分

シ→ フ フ 好
ス 卜 卜 ムコス 卸 数 数 け ‘占’’‘ 位

新里ウィングス \ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ 10 0 0 
20 1 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜須賀ソフト . \ ゜
口 . ゚ 6 4 0 12 2 . 

゜
. ゚

゜田島ソフト . . 八 . ゚゜
5 5 0 10 3 . . 口 口 口

川俣愛好会 . . ゚¥ . . 3 6 1 7 4 . ゚. • 

゜MSC イーグルス . ゚. ゚\ . 2 6 2 6 5 . . . • • 

やまう漬物昧
• • • 口

゜ \ 2 7 1 5 6 . . . . • 
〔 B リーグ〕 0勝 □不戦勝●敗 ■不戦敗、△引分け

¥ 
江 千 矢

! 
IJ 勝 敗 サ I 勝 順

口 島 力
ソ 津 ソ 分
フ フ I 

ン

卜 井 卜 ズ｀ ズ 数 数 け 占"、 位

江ロソフト \ . 口 ・ ゜
6 2 

゜
12 1 

゜ ゜
口

゜千 津 井 ゜ ぃ
. ロ

゜
5 3 

゜
10 2 . 口 • ゜矢島ソフト . ロ \ ロ

゜
4 4 

゜
8 3 . 'ｷ . ロ

大輪ライオンズ . • . 八 . 2 6 ゜
4 4 • . ゚ ロ

IJ 力 ー スゞ . . . ロ ぃ 1 7 

゜
2 5 . . . ■ 

卑

問合せは

社会体育館へ（ff84-4626)

(12) 

含
申
込
み
1
1
1
2月2
2
日
ま
で

＊
問
合
せ
1
1

村
社
会
体
育
館
へ

村ソフトボール協会旗

争奪リーグ戦結果

ぶ仁猜円嗅勝

4
月
2
4
日
か
ら
1
1
月
2
日
ま
で
の
夜
間
、
村
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
協
会
旗
争
奪
リ
ー
グ
が
、
小
・
中
学
校
校

庭
を
会
場
に
1
1
チ
ー
ム
が
2
リ
ー
グ
で
総
当
た
り
を

2

度
対
戦
、
正
に
実
力
1
を
決
め
る
に
ふ
さ
わ
し
い

熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。
結
果
、
次
の
と
お
り
で
し

た
。
皆
さ
ん
、
い
い
汗
を
か
き
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
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]-

館
林
衛
生
施
設
組
合
（
館
林
・
明
和

・
板
倉
・
千
代
田
一
部
事
務
組
合
）
で
、

昭
和
六
十
三
年
か
ら
老
朽
化
の
た
め
建

設
を
進
め
て
い
た
「
館
林
環
境
セ
ン
タ

ー
」
が
、
こ
の
ほ
ど
館
林
市
赤
生
田
町

に
完
成
し
ま
し
た
。

ハ
イ
テ
ク
を
駆
使
し
た
近
代
的
な
も

の
で
、
水
を
使
わ
ず
、
し
尿
や
浄
化
槽

汚
泥
を
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
（
高

負
荷
脱
窒
素
処
理
方
式
）
処
理
能
力
（
し

ノ‘

I I し 1つ：＇： L_—··画1111「'II -
ヽ‘‘•,

◎施設の概要

◇構造＝鉄筋コンクリート造り。地下 1 階・地上 2 階建て、

のべ床面積2957.3m2 

◇処理＝ 1 日 lOOkQ（生し尿61k£／日、浄化槽汚泥39k£／日）

◇総工費＝ 12億2,157万円

◇敷地面積＝ 7,780m2 

尿
の
場
合
）
は
、
一
日
百
キ
ロ
リ
ッ
ト

ル
、
従
来
と
ほ
ぼ
同
水
準
で
従
来
の
は

機
能
が
個
々
に
分
担
さ
れ
て
い
た
た
め
、

充
分
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
な
か
っ
た
こ

と
に
比
べ
‘
―
つ
の
施
設
内
で
一
体
的

に
処
理
で
き
る
な
ど
性
能
的
に
大
幅
ア

ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
臭
気
、
騒
音
、
処
理
水
な
ど

に
よ
る
公
害
面
に
も
最
大
限
の
配
慮
が

ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
ま
す
。

駆
使
、
近
代
設
備

体カテスト

疇
．
[

9

.

 

「
つ
き
た
て
の
モ
チ
い
か
が
で
す
か
」

1

J
q
|
ー

,`“ 

文化祭に

特選の

関本宗市さん

どっ と家族連れ
11 月 2 • 3 • 4 日村文化祭が中央公民館をメーン会場に

開かれ、併せて商工祭（商工会主催• 3 日のみ）、健康ま

つりも行われ、家族連れなどでにぎわいました。

また菊花展も行われ、会場の面々に飾られ色どりをそ

えました。バザー、大声コンテスト、体力測定、減塩コ

ーナー、飛行機滑走体験、館内は手芸等作品展示、茶会、

芸能発表などのイベントが行われ、訪れた人たちを楽し

ませました。

0
特
選
（
サ
ン
ケ
イ
新
聞
社
賞
）1
1

関

本
宗
市

＊
最
優
等
（
村
長
賞
）1
1

関
本
政
市
・

（
議
長
賞
）
森
尻
正
巳
・
（
農
協
長
賞
）
折

原
つ
や
子
・
（
商
工
会
長
賞
）
新
井
繁
二

郎
・
（
教
育
長
賞
）
岡
安
長
吉
・
（
文
化
協

会
長
賞
）
阿
部
な
み
・
（
園
芸
部
長
賞
）
野

口
今
朝
雄

0
文
化
協
会
園
芸
部
の
部

nｷ 

芸能発表「ささら」 •江口

奎
優
等
I
I

（
園
芸
部
長
賞
）
関
本
宗
市

(
2点
）
・
村
田
貞
次
•
関
本
政
市

圏
園
芸
教
室
の
部

【
競
技
花
の
部
】

圏
特
選
1
1

石
崎
ミ
ヤ
屯
最
優
等
1
1

田

口
志
か
圏
優
等
1
1

新
井
繁
二
郎

【
自
由
花
の
部
】

圏
特
選
1
1

坂
上
若
栄
圏
最
優
等
1
1

新

井
繁
二
郎
圏
優
等
1
1

岩
岸
春
雄

〇
老
人
ク
ラ
ブ
の
部

【
大
輪
の
部
】

I
l
l
特
選
1
1

松
本
静
―
I
l
l
最
優
等
1
1

田

口
志
か
•
青
木
高
助

I
l
l
優
等
1
1

折
原
つ

や
子
・
新
井
繁
二
郎

【
ポ
ッ
ト
マ
ム
の
部
】

I
l
l
特
選
1
1

阿
部
な
み
I
l
l
最
優
等
1
1

大

野
茂
次
・
立
川
ま
さ

I
l
l
優
等
1
1

島
田
彦

-
•
坂
上
重
一
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ロ

卍
応
募
資
格
1
1

県
内
在
住
、

学
の
中
学
生
以
上
の
人
。

〇
応
募
点
数
1
1
1

人
2
点
以
内
と
し
、

自
分
で
創
作
し
た
未
発
表
の
も
の
。

〇
応
募
先
1
1

保
健
課
国
保
係

健
康
ポ
ス

作
品
を

隣
近
所
の
あ
ら
そ
い
、
不
当
な
差
別
、

騒
音
・
悪
臭
で
お
困
り
の
方
、
無
料
で

専
門
の
担
当
官
、
人
権
擁
護
委
員
が
相

談
に
応
じ
て
く
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

0
日
時
1
1
1
2
月
1
7
日
囲
午
前
1
0
時

か
ら
午
後
3
時
ま
で

0
場
所

1
1

役
場
会
議
室

※
詳
し
く
は
、
住
民
課
へ
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

在
勤
、
在

募
集

夕

特
設
人
権
相
談
開
設

無
料
秘
密
厳
守 涵

(14) 

ロ

みんなで築こう群罵の交通安全
冬の県民交通安全運動

其月晶~ 12 月 11 日（火）～ 12 月 31 日（月）

圏
締
切
り
1
1
3
年
1月
1
4
日

圏
そ
の
他
1
1

用
紙
は
B
3

判
で
、
紙
質
、

手
法
、
色
彩
は
自
由
。
図
案
は
標
語

（
健
康
で
明
る
い
家
庭
、
笑
い
こ
ぽ

れ
る
健
康
家
族
外
1
6
点
）
の
中
か
ら

選
び
、
そ
の
標
語
に
合
う
図
案
で
、

必
ず
標
語
を
入
れ
る
。
作
品
の
裏
に

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
年
齢
、

性
別
、
勤
務
先
（
学
校
名
、
学
年
）
、

電
話
番
号
を
明
記
す
る
。

※
詳
し
く
は
、
保
健
課
へ
問
合
せ
く
だ

さ
い
。”

あ
な
た
の
や
さ
し
さ
を
“
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
「
N
H
K

歳
末
た
す
け
あ
い
・

N
H
K

海
外
た
す
け
あ
い
」
が
1
2
月
1

日
か
ら
2
5
日
ま
で
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

歳
末
た
す
け
あ
い
の
義
援
金
は
、
国

内
の
恵
ま
れ
な
い
方
々
に
、
海
外
た
す

っ•ミ

ヽ 歳

末
助

協
力
く

しナ

だあ

さ し‘

し‘
—— 
I
i
 

け
あ
い
の
義
援
金
は
、
ア
ジ
ア
・
中
東
・

ア
フ
リ
カ
・
中
南
米
そ
の
他
の
地
域
の

救
援
活
動
に
使
わ
れ
ま
す
。

義
援
金
は
、
郵
便
局
、
各
金
融
機
関

で
受
付
て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

情
報
化
社
会
の
対
応

ワ
ー
。
フ
ロ
入
門
講
座

0
期
日

1
1
A
グ
ル
ー
。
フ
3
年
2
月
4
、

5
、
6
日

B

グ
ル
ー
プ
3

年
2
月

1
8
、
1
9
、
2
1
日A
.
B

と
も
各
3

回
午
後
7
時
か
ら
9
時
3
0
分

圏
場
所
1
1
県
立
金
山
青
年
の
家
（
太

田
市
）

圏
対
象

1
1

東
毛
地
区
高
校
生
以
上
の

一
般
男
女
2
0
名

0
参
加
費
1
1
無
料
。
但
し
、
教
材
費
（
1
、

0
0
0
円
）
は
自
己
負
担
゜

※
詳
し
く
は
、
青
年
の
家

(
6⑫
7
9

5
6
)
へ
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

ボ
イ
』
ウ
ト

募
金
を
ユ
ニ
セ
フ
に
寄
付

ス

力

利
用

と
ラ
ジ
オ
を

し
て
学
ぼ
う

放
送
大
学
で
は
、
3
年
度
第
1
学
期

入
学
生
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

圏
募
集
人
員
1
1

全
科
履
修
生
7
、
0
0

0
人
、
選
科
履
修
生
・
科
目
履
修
生

•
特
修
生
1
万
人

董
出
願
受
付
1
1
1
2
月
1
5
日
由
か
ら
3
年

2
月
1
5
日
⑥

※
詳
し
く
は
、
放
送
大
学
群
馬
学
習
セ

ン
タ
ー
（
6
0
2
7
2
⑫
5
3
8
1
)

ヘ
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
明
和
第
1
団
（
代

表
石
村
和
男
団
員
3
6
名
）
は
、
村

民
体
育
祭
時
に
募
金
活
動
を
行
い
、
ニ

万
二
千
円
余
の
浄
財
を
集
め
ま
し
た
。

そ
れ
を
闘
日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
に
寄

付
さ
れ
、
礼
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

村
圃
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
国

民
年
金
、
水
道
使
用
料
で
す
。

納
期
限
は
1
2
月
2
5
日
で
す
。

期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

〇
細
田
進
さ
ん
（
新
里
）
は
十
万
円

0
岡
戸
一
男
さ
ん
（
矢
島
）
は
五
万
円

0
荒
川
麻
姫
さ
ん
（
上
江
黒
）
は
千
円

〇
折
原
た
け
さ
ん
（
大
佐
貫
）
は
五
万
円

＊
篠
木
治
雄
さ
ん
（
大
佐
貫
）
は
五
万
円

圏
両
毛
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
（
足
利
市
）
は

八
千
円

蔓
明
和
村
商
工
会
（
新
里
）
は
一
万
円

0
山
形
正
義
さ
ん
（
新
里
）
は
五
万
円

そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
と
村
社
会
福
祉
協
議
会

（
奉
仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

今

月
の
納
め

テ

レ

ビ

※相談希望者は予約してください。

全
0 0 0 0 0 1 村

すま゜ 申に込申対内場日の月の 木寸

畠込み みII 象II [ 所II 時II 相談: 1 佃のヽ贔~ヽ
く 1 明明 1 日

はだ月i I 室 月 月料総務課いさ゜かH l >- 晶10 面 は 法
ヘ r疋員 り> へ［ヽ 10 翡
合＾ i • 午前
(84) なヽ ] 胄 1 。 H 
3 り 時が で 談
1 <し 1 相談
11 すま 午後にす。
一切の 1 尼
りで 時

; [ ] ゚
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村 の う ご き

12 月

12 日

13 日、9.

17 日

20 日

28 日

正新

し

28 日

4 日

6 日

叙勲祝賀会（前・村長）

歳末慰問（村内）

II 

村議会定例会

消防団歳末警戒激励巡視

(31 日まで）

御用納め

平成 3 年 1 月

（施設入所者）

御用始め

消防出初め式

※予定ですので変更になる場合もあります。

戸
籍
の
中
に
は
、
氏
名
が
誤
字
あ
る

い
は
俗
字
で
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
官
公
署
の
窓

口
で
ト
ラ
ブ
ル
を
生
じ
、
社
会
生
活
上

不
便
を
強
い
ら
れ
て
い
る
方
々
も
あ
る

よ
う
で
す
。
そ
こ
で
、

3

年
1

月
1

日

以
後
は
、
従
来
の
戸
籍
に
誤
字
・
俗
字

で
記
載
さ
れ
て
い
る
氏
名
を
新
し
い
戸

籍
に
記
載
す
る
場
合
に
は
、
正
し
い
字

を
用
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

L
新
し
い
戸
籍
に
は
正
し
い
字
で
記
載

①
従
来
の
戸
籍
に
氏
名
か
誤
字
・
俗

字
で
記
載
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い
て

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
新
し
い
戸

籍
に
正
し
い
字
で
記
載
し
ま
す
。

m
婚
姻
、
転
籍
な
ど
に
よ
っ
て
新
し

＜
戸
籍
を
作
る
場
合
い
養
子
縁
組

な
ど
に
よ
っ
て
他
の
戸
籍
へ
入
籍
す

る
場
合
り
戸
籍
を
再
製
す
る
場
合

な
ど

農
業
委
員
会

選
挙
人
名
簿
に
登
録
を

の

②
誤
字
・
俗
字
を
正
し
い
字
で
記
載

す
る
場
合
に
は
、
届
出
の
あ
る
時
あ

る
い
は
戸
籍
に
記
載
し
た
後
に
そ
の

旨
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

⑤
俗
字
の
う
ち
、
「
高
」
「
崎
」
な
ど
、

一
定
の
範
囲
の
字
に
つ
い
て
は
、
従

来
の
ま
ま
記
載
し
ま
す
。

2
申
出
に
よ
っ
て
正
し
い
字
に
訂
正
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

i
申
出
に
よ
っ
て
難
し
い
字
体
を
や
さ

し
い
字
体
に
直
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
住
民
課
へ
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

毎
年
1
月
1

日
現
在
で
明
和
村
農
業

委
員
会
委
員
の
選
挙
人
名
簿
が
作
成
さ

れ
ま
す
。
選
挙
権
を
有
す
る
人
は
来
年

1

月

1
0日
ま
で
に
必
ず
登
録
し
ま
し
ょ

゜

、

10
選
挙
権
を
有
す
る
人
1
1

村
内
に
住
所

が
あ
り
、
平
成
3

年
3

月

3
1日
現
在
、

年
末
資
金
の
〔
経
営
改
善
貸
付
の
利

率
が
年
7
.
2

％
か
ら
7
.
0

％
に
事

業
ロ
ー
ン
、
進
学
ロ
ー
ン
が
年
8
.
7
%

か
ら
8
.
3

％
〕
に
引
下
げ
と
な
り
ま

し
た
。

そ
の
他
の
貸
付
も
行
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
国
民
金
融
公
庫
桐
生
出

利進

率学

が

__ 
I

り

口

等

引
下
げン

の

2
年
中
に
雇
人
費
、
小
作
料
を
支
払

っ
た
方
及
び
新
し
く
大
農
具
（
ト
ラ
ク

タ
ー
、
コ
ン
バ
イ
ン
等
）
を
購
入
後
申

告
を
し
て
い
な
い
方
は
、

1

月

1
0日
ま

で
に
役
場
税
務
課
に
領
収
書
を
持
参
の

上
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
し
ま
せ
ん
と
、
農
業
所
得
の
標

準
外
経
費
と
し
て
控
除
す
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
申
告
を
忘
れ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
へ
問
合
せ
く
だ

さ
い
。 農

業
所
得
の
一
屈
人
費
等

控
除
は
1

月

1
0日
ま
で
に

満
2
0歳
以
上
で
1
0ア
ー
ル
以
上
の
農

地
を
耕
作
し
て
い
る
者
、
ま
た
は
、

そ
の
配
偶
者
や
同
居
の
親
族
で
年
間

6
0日
以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
者

奎
登
録
申
請
1
1

登
録
申
請
書
は
、
各
地

区
の
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
配
布
し
ま

す
の
で
必
要
事
項
を
記
載
し
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
（
総

務
課
内
）
へ
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

1
2月
2
8日
⑥
富
塚
水
道

6
闘
3
2
4
7

1
2
月2
9日
山
松
本
水
道

6
闘
2
8
3
9

1
2月
3
0日
⑲
石
崎
水
道

6
闘
4
1
4
7

1
2月
3
1日
⑪
大
川
水
道

6
⑬
0
7
2
1

1

月
1

日
因
金
子
水
道

6
闘
2
1
4
8

1

月
2

日
困
島
田
水
道

6
闘
3
2
8
2

1

月
3

日
困
高
田
水
道

6
闘
3
7
3
6

1

月
4

日
面
富
塚
水
道

6
闘
3
2
4
7

水
道
管
も
冬
じ
た
く
を
I
.

役
場
等
の
年
末
年
始

役
場
、
中
央
公
民
館
、
社
会
体
育
館

は
、

1
2月

2
9
日
由
か
ら1
月
3

日
困
ま

で
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
1
2月
2
8

日
⑥
か
ら
1

月
4

日
⑥
ま
で
休
み
と
な

り
ま
す
。

届
出
や
手
続
き
、
申
請
は
お
早
め
に

す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
婚
姻
届
、
出
生
届
、
死
亡
届

の
つ
い
て
は
、
受
け
付
け
い
た
し
ま
す
。

年
末
年
始
の
ゴ
ミ
収
集

年
末
・
年
始
の
ゴ
ミ
収
集
は
、
1
2月

3
1日
⑪
が
最
終
と
な
り
、
1

月
7

日
⑪

か
ら
開
始
し
ま
す
。

あ
な
た
を
待
っ
て
い
ま
す

自
衛
官
募
集

―
一
等
陸
、
海
、
空
士

※
詳
し
く
は
住
民
課
ヘ

年
末
年
始
水
道
故
障
は

次
業
者の

—— I

り

ー

し

し‘
戸
籍
に

漢
字

で

し‘

は

所

(
6
0
2
7
2
仰
1
4
1
0

合
せ
く
だ
さ
い
。

ヘ
問

0
と
き

1
1
1
2
月

1
3日
困
午
前

1
0
時1
午
後
3
時

0

と
こ
ろ

1
1

館
林
市
役
所

0
と
き

1
1
1

月

1
0日
困
午
前

1
0
時1
午
後
3
時

0

と
こ
ろ

1
1

館
林
市
役
所

年
金
相
談

0
と
き

1
1
1
2
月

2
0日
困

1

月

8

日
因
午
前
9
時

3
0分
1
1
0

時
3
0分
受
付

0

と
こ
ろ

1
1

保
健
セ
ン
タ
ー

人
権
・
行
政
・
心
配
二
と
相
談

0
と
き

1
1
1
2
月

1
7日
⑪

1
0
時1
午
後
3
時

0

と
こ
ろ

1
1

役
場
会
議
室

交
通
事
故
相
談

午
前

健
康
相
談

0
と
き

1
1
1

月

1
0日
困
午
後

1

時
1
2

時
受
付

0

と
こ
ろ

1
1

保
健
セ
ン
タ
ー

乳
児
健
診恩

※無断転用はやめましょう。農地を農地以外（宅地など）に転用する場合は農業委員会の許可が必要です。
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r
I
9
9
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9
9
9
i

9
9
9

ー
：
＇

I

＼
ー
、
ー
、
ー
，
i
！

!
9
9
‘

一

—
戸
人
人
人
人
人

i
口
在
網
即
臨
瓢
約

L
l
O
麟
一

現

2
1
0
5
5
動
死
転

一
人
B

の
一

一
の

1

中
一

一
寸
月
数
数
月
人
人
一

i
木
1
2
帯
l
J
男
女
m

四
以
一

·
世
人
出
転
一

一r
'
i
'
‘
,
l

i
し

9
9
9
9
9

し

9
9

し
9
1

し
ー
し
し
し

9
9
‘

ー
，
し

9

ヽ
ヽ
ヽ
』

: 館林邑楽地区 館林地区 千代田

日 産婦人科 耳鼻科 内 科外科 明和地区

12 月 16 日
白沢医院原 医院 大塚医院合(72) 0176 最上医院 館林地区と

曜
合 (72) 1600 合 (72) 1936 ゆたか医院合 (73) 7308 合 (74)3763 同じです。

12 月 23 日
落合医院）I\ 村医院 記念病院合(72)3155 館林医院 館林地区と

当
ff (72)3160 合 (72) 1337 神尾医院合(75) 1288 合 (74)2112 同じです。

12 月 30 日
根岸医院川田医院 後藤内科合(72)0134 寺内医院 小西医院

合(72)3262 合 (72)3724 上野医院合(72)3330 ff (72) 3031 合 (86)2261
番

; 話] で:で1 月 1 日
内科系

外科系新橋病院合 (75)3011 館林厚生
田内医院合(72)3855

医 病院

1 月 2 日
内科系

外科系 白沢医院ff (72) 1600 合 (72)3140
記念病院合(72)3155

三。00

11 月の

救急車出動回数

●交通事故 5 件

●急病 2 件

●その他 2 件

●計 9 件

（
梅
原
・2
歳
）

村［

社；

知さ
日と

史し

入

智史くん•…..『ほくはお父さんに、おうまを

してもらうのが大好きなんだ。いっしょに「お

うまのおやこは…戸」つて歌うんだ。』

お母さん……「お姉ちゃんが二人いて何でも

やってくれるのでとっても甘えん坊。明る＜

元気な子に育ってほしいです。」

〔啓史・弘美さんの長男〕

※広報係では「わが家の華」の登場者を募集して

います。どしどしご一報ください。

報速査調勢国
今
年
十
月
、
全
国
一
斉
に
国
勢
調
査

が
行
わ
れ
、
こ
の
ほ
ど
速
報
が
発
表
さ

れ
本
村
の
総
人
口
は
、
前
回

6
0年
よ
り

二
百
三
十
四
人
（
口
％
）
増
え
一
万
三
百

九
十
人
と
な
り
ま
し
た
。
世
帯
数
も
百

二
十
九
戸
(
5
%
)増
え
て
二
千
六
百
八

十
二
戸
と
人
口
同
様
増
加
傾
向
で
す
。

反
面
、
増
加
率
で
は
人
口
が
県
平
均

（
口
％
）
と
同
水
準
に
あ
る
も
の
の
世
帯

数
は
県
平
均
（
い
％
）
を
い
％
下
回
る
結

果
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
村
人

村の人口は

10,390人
(234人増加）

◎行政区別人口、世帯数

区分 総数 男 女
対60年

世帯数
対60年

増減 増減

人 JI. I、 人 戸 ,. 

斗合田 396 196 200 • 10 86 

゜下江黒 345 177 168 5 85 5 

上江黒 527 255 272 • 8 139 5 

千津井 616 300 316 • 12 140 • 2 

江口 633 297 336 • 4 145 3 

田島 576 295 281 6 144 4 

南大島 1,216 587 629 • 35 310 8 

新里 1,105 538 567 109 329 42 

中谷 863 445 418 145 262 43 

梅原 858 419 439 • 3 216 1 

川俣 406 207 199 16 106 

゜須賀 525 267 258 11 142 14 

大輪 895 450 445 14 217 7 

入ヶ谷 113 56 57 • 6 34 3 

矢島 707 365 342 10 162 

゜大佐貫 609 312 297 • 4 165 • 4 

計 10,390 5,166 5,224 234 2,682 129 

口
順
位
は
県
下
七
0
市
町
村
中
前
回
同

様
4
5
位
に
ラ
ン
ク
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
他
詳
細
は
公
表
を
待
っ
て
随

時
お
知
ら
せ
の
予
定
で
す
。

＇
お
く
や
み

野奈橋坂石蓮西長
本良本上崎見郡柄氏

裕ゅ

勇閃郁辺美嘩葎が梨素1香認
仁弓加穂吠tこ子沙可埋＾ I)

芙政 敏明喜孝宜保
覧宏勉博久美夫光讐
長三長三長三二長続
男男女男女女男女柄

立坂柴本山山堀森篠田
川井崎島田形口尻木村氏

作
友勝久次政卜た周常國名
市禰助郎ーメカ~一雄治

74 70 71 46 69 76 79 57 80 61 : 

直治： 美み正豊邦治豊阻
人世清り：義一夫雄浩塁

梅梅梅南南新新南大斗地
大大 大佐合

原原原島島里里島貫田区

凶．％％％ %% %1½6 % o/i闘

ー
あ
く
や
み
I
I

千田南中矢斗中梅地
津大合
井島島谷島田谷原区. 
%%% % % ％％％闊＇，

ー
あ
め
で
だ

1
1

、
お
め
て
た

-
a
-
~
·

〖

ー
^ 



⑤
 広 輯

●発行／明和村役場〒370-07 群馬県邑楽郡明和村大字新里・編集／総務課広報係 •印刷／東京広告株式会社
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ろ繁今始明こ•お・明年＾
う栄はめ治く・と・治賀川
かのこら五や・ん•生状俣
゜日これ年＾や•まで郵
々だた頃お＾れも便
をけと郵米大のお局
封‘か便屋き人世長
じ川 物さい達話鯉
込俣 のん問がに沼
め宿 取ー屋まなさ
らの 扱とさだるん
れ いしん子郵宅
て もてー供便 V
い 栄との局
る え言頃

遁ユ＾ば

賀

正

センガ

『剪画スケッチ』………石川照子さん（矢島）の作品
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ド
ル
高
、

村
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
暉
か
し
い
平
成
三

年
の
新
春
を
迎
え
謹
ん
で
新
年
の
あ
い

さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。
私
、
一
昨
年

七
月
皆
様
の
格
別
な
る
ご
支
援
を
賜
り
、

村
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
早
い

も
の
で
二
回
目
の
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。

以
米
、
一
年
五
ヵ
月
余
で
あ
り
ま
す

が
村
民
の
付
託
に
こ
た
え
る
べ
く
全
力

を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
改
め
て

一
万
有
余
、
村
民
の
代
表
と
し
て
の
自

覚
と
責
任
を
痛
感
し
て
い
る
次
第
で
す
。

さ
て
、
昨
年
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
ま

す
と
、
貿
易
不
均
衡
、
金
融
の
国
際
化

を
は
じ
め
と
し
て
わ
が
国
を
と
り
ま
く

環
境
は
内
外
共
に
厳
し
い
も
の
が
あ
っ

た
も
の
の
、
政
府
の
内
需
拡
大
策
等
に

よ
り
国
内
景
気
は
依
然
と
し
て
堅
調
に

推
移
、
後
半
や
や
か
げ
り
が
み
え
た
と

は
い
え
消
費
者
の
一
層
の
高
級
志
向
、

海
外
ブ
ー
ム
な
ど
底
堅
い
経
済
成
長
を

誇
っ
て
い
ま
す
。

反
面
、
景
気
過
熱
や
円
安
、

民
党
安
定
多
数
獲
得
、
社
会
党
大
躍
進
、

第
二
次
海
部
内
閣
ス
タ
ー
ト
、
天
皇
即

位
の
礼
、
国
際
的
に
は
イ
ラ
ク
の
ク
ウ

ェ
ー
ト
侵
攻
、
経
済
制
裁
、
東
西
ド
イ

ツ
の
完
全
統
一
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
辞

任
、
あ
る
い
は
礼
宮
・
紀
子
さ
ま
の
ご
成

婚
、
北
朝
鮮
富
士
山
丸
船
長
ら
釈
放
、

サ
ハ
リ
ン
の
や
け
ど
坊
や
札
幌
で
治
療
、

大
阪
国
際
花
の
万
博
、
日
本
人
初
の
宇

宙
飛
行
、
そ
し
て
カ
ラ
梅
雨
、
猛
暑
に

残
暑
、
台
風
ラ
ッ
シ
ュ
—
|
l

と
自
然
界

: とごと援 いっちるしし く ス地ふ る向予化災にマ久大団び改ご議 でを
い祈もを本まてづ‘‘‘ セ・る迎こけ定の‘はラ平島体優造協会こあ含

｀汀｀｀U ］口間［訓□：す上方おに 1丁めシに様 の地園たき盤堅々全良フ 35 改の明りめなた変
゜げの願倍 にざユふの いにの伴上建の建本まづ実‘施‘卜｀j[周良進和‘‘情゜化
ごいし あしなさ創二ま取活う‘設推設年しくに総設用ホ核年総出エ東村勢 に

年健申‘ た勇明わ意十す組性厘優を進のはたり執合の排 1 平を合決業小民下 と
頭康しご る断るしと一゜む化用良含‘推‘゜を行計整水ル和記整定団南各で ん
のと上理 所といい英世 考な‘企めデ進と 着し画備路大の念備 □ 地校位本 だ
あごげ解 存情豊活知紀 えど財業福イ‘り 実‘に‘改会村し事立の舎の村 社
い繁まと で熱か力をを で積政誘祉サエわ に次沿教修等一て業咄造大ごは 会
さ栄すご ごをなの結展 ご極面致の 1 業け 進イざつ育‘‘骨、＾誓成規支幸 情
つをと支 ざもまあ集望 ざ的でに向ビ団‘ めiーた文防更巳恒南一及模援い 勢

フ
レ

ッ
シ
ュ
な

国
際
収
支
の
適
正
化
、
更
に
は
中
東
湾

岸
危
機
に
よ
る
原
油
の
急
謄
、
イ
ン
フ

レ
懸
念
を
配
慮
し
た
公
定
歩
合
引
上
げ

等
金
融
政
策
を
は
じ
め
グ
ロ
ー
バ
ル
な

諸
施
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
国
政
レ
ベ
ル
で
は
衆
院
選
自

明和村長

斎 藤 恵

（年頭のあいさつ）

人
事
院
勧
告
に
も
と
づ
く
国
家
公
務

員
の
給
与
改
定
（
改
定
率

3
.
6
7
%
)

に
伴
う
条
例
改
正
で
主
な
内
容
は
、
一

般
職
員
の
給
与
及
び
諸
手
当
の
改
定
で

す
。
（
平
成
2

年
4
月
1

日
適
用
）

こ
れ
に
よ
り
改
定
後
の
初
任
給
（
一

般
行
政
職
）
は
、
▽
高
校
卒
…
―
二
万

一
、
二0
0

円
▽
短
大
卒
：
·
-
三
万0

、

職
員
給
与
に
関
す
る

条
例
の
部
改
正

平
成
二
年
十
月
「
館
林
環
境
セ
ン
タ

ー
」
が
完
成
し
た
こ
と
に
伴
う
、
所
在

地
（
地
番
）
の
変
更
等
に
よ
る
条
文
の

整
備
で
す
。

◎
新
所
在
地
…
·
:
「
館
林
市
赤
生
田
町

六
十
五
番
地
の
一
」

館
林
衛
生
施
設
組
合

規
約
の
部
変
更

第 4 回

村議会定例会

第 4 回村議会定例会は12月 20 日（会期 1

日）開かれ、 10議案（村長提出）について

審議が行われ、いずれも原案どおり可決承

認されました。その主な内容をお知らせし

ます。

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
、
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
四
、
九
七
六
万
七
千
円
を
追
加

し
総
額
二
七
億
0
、
五
七
五
万
六
千
円

に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
主
に
人
事
院
勧

告
に
基
づ
く
給
与
改
定
に
伴
う
補
正
で

す
。

【
歳
入
】
※
（
）
は
補
正
後
の
総
額

▽
地
方
交
付
税
…
四
、
八
四
三
万
九
千

円
（
七
億
八
、
八
四
三
万
九
千
円
）
▽
使
用

料
及
び
手
数
料
…
二
五
万
六
千
円
（
二
、

二
三
六
万
円
）
▽
国
庫
支
出
金
…
八
万
九

千
円
（
六
、0
八
六
万
一
千
円
）
▽
県
支
出

金
…
一
七
万
七
千
円
（
一
億
三
、
七
七
ニ

万
三
千
円
）
▽
財
産
収
入
…
四
八
万
円
（
三
、

三
四
二
万
六
千
円
）

【
歳
出
】

▽
議
会
費
…
一
九
六
万
二
千
円
（
五
、

五
五
一
万
二
千
円
）
▽
総
務
費
…
一
、
九

三
七
万
円
（
三
億
七
、
五
七
三
万
八
千
円
）

▽
民
生
費
…
九
四
九
万
八
千
円
（
四
億
0

、

三
四
五
万
七
千
円
）
▽
衛
生
費
…
―
―
四

万
六
千
円
（
一
億
六
、
五
五0
万
一
千
円
）

▽
農
林
水
産
業
費
…
五
四
万
三
千
円
減

額
〔
人
事
異
動
に
伴
う
職
員
給
料
不
用
見

込
み
な
ど
〕
（
二
億
六
、
六
一
四
万
七
千
円
）

▽
商
工
費
…
三
七
万
四
千
円
（
二
、
七
四

八
万
二
千
円
）
▽
土
木
費
…
一
六
一
万
七

千
円
（
七
億
二
、
六
五
六
万
七
千
円
）
▽
消

防
費
…
三

0
六
万
八
千
円
（
一
億
一
、
八

八
二
万
四
千
円
）
▽
教
育
費
：
•
一
、
三
―
―

七
万
五
千
円
（
三
億
七
、
五
二
七
万
八
千

円
） 平

成
二
年
度

一
般
会
計
補
正

八
0
0
円
▽
大
学
卒
…
一
四
万
一
、
二
0

0
円
と
な
り
ま
す
。
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村
民
の
皆
様
に
は
、
師
か
し
い
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
議
員
一
同

一
万
村
民
の
だ
め

最
大
努
カ
ー
—

村議会議長

栗原利夫

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
、
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
六
、
三
八
八
万
円
を
追
加
し
総

額
を
四
億
一
、
二
六
三
万
四
千
円
に
し

ま
し
た
。
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
。

【
歳
入
】
※
（
）
は
補
正
後
の
総
額

▽
支
払
基
金
交
付
金
…
四
、
四
七
一

万
六
千
円
（
―
一
億
九
、
0
四
二
万
円
）

▽
国
庫
支
出
金
…
一
、
二
七
七
万
六
千

円
（
八
、
一
―
六
万
六
千
円
）
▽
県
支

出
金
：
•
三
一
九
万
四
千
円
（
二
、
O
-

―

九
万
一
千
円
）
▽
繰
入
金
…
三
一
九
万

四
千
円
（
二
、
〇
五
七
万
四
千
円
）

【
歳
出
】

▽
医
療
諸
費
（
医
療
給
付
費
）
…
六
、

三
八
八
万
円
（
四
億
0
、
七
ニ
―
万
六

千
円
）

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
、
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
―
一
六
万
円
を
追
加
し
総
額
を

四
億
八
‘
―
一
六
九
万
四
千
円
に
し
ま
し

た
。
主
に
給
与
改
定
に
伴
う
も
の
で
す
。

【
歳
入
】
※
（
）
は
補
正
後
の
総
額

▽
繰
入
金
…
一
五
万
一
千
円
（
一
、

0
九
八
万
六
千
円
）
▽
諸
収
入
…
一
〇

0
万
九
千
円
（
―
二
九
万
五
千
円
）

（新年のあいさつ）

謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

常
日
頃
、
議
会
に
対
し
格
別
な
る
ご

支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
を
ふ
り
か
え
っ
て
見
ま
す
と
、

記
録
的
な
猛
暑
や
季
節
外
れ
の
台
風
な

平
成
二
年
度

国
民
健
康
保
険
会
計
補
正

平
成
二
年
度

老
人
保
健
会
計
補
正

【
収
益
的
】
主
に
給
与
改
定
に
よ
る
も

の
で
す
。
※
（
）
は
補
正
後
の
総
額

▽
水
道
事
業
費
（
総
係
費
↓
給
与
、

手
当
な
ど
）
…
二
五
一
万
円
（
九
、
ニ

九
五
万
三
千
円
）

【
資
本
的
】

ど
、
異
常
気
象
に
よ
り
農
作
物
の
収
量

も
予
想
を
下
廻
り
ま
し
た
が
、
野
菜
の

市
況
は
堅
調
で
し
た
。
国
外
の
政
情
に

つ
い
て
は
、
イ
ラ
ク
の
ク
ウ
ェ
ー
ト
侵

攻
に
よ
っ
て
、
人
質
問
題
等
大
き
く
振

り
ま
わ
さ
れ
、
い
ま
だ
湾
岸
危
機
の
解

決
見
通
し
は
つ
か
ず
、
一
日
も
早
い
解

決
を
望
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。

国
内
に
あ
っ
て
は
、
衆
院
選
に
よ
る

自
民
党
安
定
多
数
の
獲
得
、
天
皇
陛
下

の
即
位
の
礼
、
日
本
人
宇
宙
初
飛
行
の

秋
山
記
者
等
意
義
あ
る
年
で
し
た
。

本
村
に
お
い
て
は
、
明
和
、
千
江
田

の
両
農
協
が
館
林
市
農
協
と
合
併
さ
れ

ま
し
た
こ
と
は
、
行
政
な
ら
び
に
農
協

の
役
職
員
、
組
合
員
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
の
賜
物
で
あ
り
、
今
後
の
農
産

物
販
売
や
農
業
の
振
興
に
大
き
な
成
果

が
得
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

工
業
団
地
の
完
成
に
よ
っ
て
、
優
良

平
成
二
年
度

水
道
事
業
会
計
補
正

【
歳
出
】

▽
総
務
費
…
七
七
万
一
千
円
（
一
、

九
四
九
万
二
千
円
）
▽
保
険
給
付
費
…

三
五
万
四
千
円
（
三
億
六
‘
1
0
八
万

四
千
円
）
▽
老
人
保
健
拠
出
金
…
三
万

五
千
円
（
八
、
四
七
三
万
八
千
円
）

▽
建
設
改
良
費
〔
第
三
浄
水
場
改
修

工
事
な
ど
〕
…
五
九
八
万
円
（
七
、
ニ

三
四
万
三
千
円
）

平
成
二
年
度
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
が
老

朽
化
し
た
た
め
買
替
え
す
る
こ
と
が
議

決
さ
れ
ま
し
た
。
車
種
等
は
次
の
と
お

り
で
す
。

一
、
車
種
等
…
い
す
ず
ジ
ャ
ー
ニ
ー
一

台
。
一
九
五
馬
力
。
3
1
人
乗
り
。

一
、
契
約
予
定
額
…
千
百
九
十
五
万
円

一
、
契
約
先
…
館
林
市
農
業
協
同
組
合

企
業
の
進
出
も
決
定
し
、
操
業
を
早

く
も
開
始
し
た
会
社
も
あ
り
ま
す
。

本
年
は
、
ふ
る
さ
と
公
園
の
設
置

や
第
三
次
総
合
計
画
を
基
本
と
し
て
、

農
工
商
一
体
と
な
っ
て
の
、
調
和
の

と
れ
た
各
開
発
整
備
事
業
は
も
と
よ

り
、
教
育
施
設
の
向
上
、
道
路
、
用

排
水
路
の
改
修
、
社
会
福
祉
の
充
実

等
村
民
の
付
託
に
こ
た
え
る
よ
う
全

議
員
一
致
協
力
適
正
な
る
予
算
の
審

議
に
よ
り
、
一
万
村
民
の
為
に
、
最

大
の
努
力
を
致
す
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま

す
。本

年
も
旧
に
倍
し
、
温
か
い
ご
指

導
ご
鞭
撻
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
る
と
共
に
、
村
民
の
皆
様
に
と
り

ま
し
て
最
良
の
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い
さ

っ
と
い
た
し
ま
す
。

庁
用
自
動
車
（
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
）
購
入
に
つ
い
て

す。］ ょ 議議議議議議議議議副 お＊ 迎
に 議願年
かえをも 員員員員員員員員員長 いも 春

さつi 申ょせて 石 h 島 贋 着 小海小 翡 始明しろ
て‘崎 田 馨 嘉 平 沢 件甕 上 しい悶 公 ］、
乞）栄誠一一金 二 < : ？議旦—嘉男司‘市I簾郎好平喜章作和郎ー す
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県
企
業
局
が
平
成
元
年
四
月
か
ら
大

輪
地
内
に
進
め
て
い
た
「
明
和
工
業
団

地
」
の
造
成
事
業
が
、
こ
の
ほ
ど
、
ほ

ほ
完
了
し
ま
し
た
。
宅
地
（
工
場
用
地
）

三
五
•
五
｛
，
り
、
道
水
路
四
・
一
ぢ
、
公

園
一
•
四
ぢ
の
合
わ
せ
て
四
一
が
い
。
東

京
ド
ー
ム
の
約
九
倍
の
広
さ
で
す
。

区
画
は
全
部
で
四
区
画
、
う
ち
三
区

画
に
進
出
企
業
が
決
定
。
そ
の
一
っ
‘

森
六
株
式
会
社
（
本
社
東
京
）
明
和
工

場
（
敷
地
ニ
・
ニ
戸
内
、
一
期
工
事
）

が
昨
年
十
二
月
六
日
落
成
、
操
業
開
始
、

明
和
工
業
団
地
進
出
第
一
号
と
な
り
ま

し
た
。村

か
ら
村
長
、
議
長
、
地
元
区
長
、

地
権
者
代
表
と
県
・
企
業
関
係
者
ら
多

数
が
出
席
し
落
成
を
祝
い
ま
し
た
。

当
社
は
ホ
イ
ル
キ
ャ
ッ
プ
、
コ
ン
ソ

ー
ル
ポ
ッ
ク
ス
な
ど
主
と
し
て
自
動
車

の
内
・
外
装
部
品
製
造
。
ハ
イ
テ
ク
機

能
が
随
所
に
導
入
さ
れ
た
近
代
設
備
工

場
で
す
。
資
本
金
約
一
三
億
六
千
万
円
、

総
従
業
員
数
約
一
千
人
（
明
和
工
場
は

一

！広域農道1 ・
1 ; : ｷ : l _ 
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落成した森六（樹明和工場

七
三
億
二
千
万
円
）
、
敷
地
面
積
二
五
・

一
が
い
と
、
ゴ
ム
金
型
製
作
の
株
式
会
社

フ
コ
ク
（
本
社
、
埼
玉
県
上
尾
市
・
資

本
金
約
四
億
六
千
万
円
）
敷
地
面
積
一

・
ニ
店
の
進
出
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
今
春
着
工
し
、
エ
期
を
数

期
に
分
け
、
一
部
操
業
し
な
が
ら
今
後

四
ー
五
年
の
う
ち
に
フ
ル
操
業
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。

こ
の
工
業
団
地
は
西
に
五
ニ
・
五
ぢ

を
有
す
る
千
代
田
工
業
団
地
と
接
し
、

更
に
東
北
自
動
車
道
館
林
イ
ン
タ
ー
か

ら
も
近
い
た
め
、
工
場
立
地
に
は
最
適

と
あ
っ
て
計
画
、
造
成
前
か
ら
県
・
内

外
の
企
業
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
た
、
県

下
有
数
の
工
業
団
地
で
す
。
団
地
内
に

は
地
域
の
憩
い
の
場
と
し
て
公
園
（
大

輪
公
園
と
命
名
）
も
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。村

で
は
こ
れ
を
機
に
、
雇
用
、
財
政

な
ど
地
域
の
活
性
化
が
一
段
と
充
実
し

二
十
一
世
紀
を
展
望
し
た
明
る
い
豊
か

な
ま
ち
づ
く
り
が
図
ら
れ
る
と
大
き
い

期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

村
に
軽
自
動
車
（
ス
バ
ル
）
寄
贈

富
士
オ
ー
ト
株
式
会
社
|
|

百ク

l
o
o
人
）
年
間
売
上
高
一
千
三
百
億
円
を

有
す
る
優
良
企
業
。

一
方
、
電
子
計
測
器
、
半
導
体
試
験

装
置
の
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
部
分
の
研
究

開
発
を
主
と
す
る
株
式
会
社
ア
ド
バ
ン

テ
ス
ト
（
本
社
、
東
京
・
資
本
金
約
二

進
出
第
1

号
は
「
森
六
昧
」

明
和
工
業
団
地
ス
タ
ー
ト

ぐ

-ｷ -ｷｷ 
// 

こ
の
ほ
ど
、
「
ス
バ
ル
」
な
ど
人
気
の

高
い
名
車
を
一
手
に
販
売
活
動
を
展
開
、

実
績
を
も
つ
富
士
オ
ー
ト
株
式
会
社
（
取

締
役
社
長
、
齋
藤
武
二
さ
ん
）
は
、
本

.-=. オープンした明和支店全景

館林信用金庫

(4) 

明和 （大佐貰） に進出

大
佐
貰
地
内
国
道
―
二
二
号
線
沿
い
に
館
林
信
用
金
庫

明
和
支
店
（
支
店
長
藤
野
孝
夫
さ
ん
）
が
オ
ー
プ
ン
、
十

二
月
六
日
、
村
長
、
村
議
会
議
長
、
村
商
工
会
長
、
信
用

金
庫
関
係
者
ら
が
出
席
し
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
落
成
を

祝
い
ま
し
た
。

館
林
信
用
金
庫
は
、
館
林
市
内
に
本
店
を
か
ま
え
、
大

泉
、
板
倉
な
ど
七
支
店
・
出
張
所
を
有
す
る
金
融
機
関
。

明
和
は
九
番
目
の
支
店
と
な
り
ま
す
。
金
融
自
由
化
を
は

じ
め
金
融
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す

が
、
本
村
に
と
り
ま
し
て
は
近
年
に
な
い
金
融
機
関
の
進

出
。
こ
れ
を
機
に
一
層
地
域
の
活
性
化
が
図
ら
れ
れ
ば
ー
、

と
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

信
用
金
庫
は
、
信
用
金
庫
法
に
基
づ
き
主
と
し
て
中
小

商
工
業
者
向
け
の
運
用
活
動
す
る
金
融
機
関
の
一
っ
゜

な
お
、
同
金
庫

（
理
事
長
遠
藤
嘉

紀
さ
ん
）
で
は
、

こ
の
た
び
の
明
和

支
店
開
店
を
記
念

し
村
に
、
記
載
台
、

ウ
ォ
ー
タ
ー
ク
ー

ラ
ー
各
一
台
、
ス

モ
ー
キ
ン
グ
ス
タ

ン
ド
ニ
台
、
総
額

三
十
万
円
相
当
を

寄
付
し
ま
し
た
。

村
で
は
有
効
に
活

用
し
よ
う
と
い
ず

れ
も
住
民
課
窓
口

に
設
置
し
ま
し
た
。

` ̀ ---------------------
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• 
受章の奈良丑松氏

勲

奈
良
丑
松
氏
の

勲
五
等
双
光
旭
日
章
祝
賀
会

“
、
·

明和工業団地

•···—·- :.. ,., •、-•一さ こ·,.····;
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平
成
二
年
春
の
叙
勲
で
前
・
村
長
の

奈
良
丑
松
氏
（
田
島•7
8歳
）
が
勲
五
等
双

光
旭
日
章
を
受
章
さ
れ
、
そ
の
栄
誉
を

記
念
し
て
十
二
月
十
二
日
、
中
央
公
民

館
で
祝
賀
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
催
者
の
村
長
、
村
議
会
議
長
を
は

じ
め
、
米
賓
と
し
て
地
元
選
出
の
前
・

現
国
会
議
員
・
県
議
会
議
員
、
そ
れ
に

村
議
会
議
員
、
区
長
、
農
業
委
員
な
ど

村
内
各
種
団
体
か
ら
百
五
十
人
ほ
ど
が

出
席
し
受
章
を
祝
福
|
|
0

式
は
助
役
の
開
会
の
こ
と
ば
で
始
ま

り
、
受
章
者
紹
介
、
主
催
者
あ
い
さ
つ
、

記
念
品
贈
呈
と
続
き
、
そ
し
て
来
賓
祝

辞
が
披
露
さ
れ
る
と
一
層
厳
粛
み
を
増

し
受
章
の
偉
大
さ
を
感
じ
さ
せ
て
い
ま

し
た
。

奈
良
氏
は
「
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
鞭

撻
を
賜
り
、
昭
和
三
十
八
年
村
議
会
議

未定
株）アドバンテスト

(25.1 ha) 

員
に
初
当
選
以
米
、
村
議
・
助
役
・
村

長
在
職
を
通
じ
通
算
二
十
五
年
余
地
方

自
治
振
興
に
微
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

こ
れ
は
ひ
と
え
に
皆
様
の
温
か
い
ご

支
援
、
ご
鞭
撻
の
お
か
げ
で
す
。
こ
の

栄
誉
は
け
っ
し
て
私
だ
け
で
な
く
皆
さ

ん
と
共
に
い
た
だ
い
た
も
の
と
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
一
村
民
と

し
て
心
か
ら
村
政
発
展
を
願
い
見
守
っ

て
い
き
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。こ

の
あ
と
、
乾
杯
、
祝
宴
に
う
つ
り

和
や
か
な
ム
ー
ド
の
中
、
そ
れ
ぞ
れ
喜

び
の
こ
と
ば
を
交
わ
し
合
っ
て
い
ま
し

こ
。t
 

寄
贈
さ
れ
た
軽
自
動
車

ス
バ
ル
レ
ッ
ク
ス

年
6

月
I

平
成
2

年
6

月

0

群
馬
県
農
業
共
済
組
合
連
合
会
監
事
1
1昭
和
6
2

0

村
教
育
委
員
＂
昭
和2
7年
1
1月
1
3
1
年
2

月

0

村
土
地
開
発
公
社
理
事
長1
1昭
和
4
9年
1
0月
I
平

0

村
体
育
協
会
長1

1昭
和
4
9年
1
0月
1
6
0
年
3

月

0

村
農
業
委
員1
1昭
和
4
3年
9

月
I

平
成
元
年
6

月

村
に
軽
自
動
車
「
ス
バ
ル
レ
ッ
ク
ス
バ

ン
フ
ェ
リ
ア
」
六
六

O
c
c
一
台

(
6
5万

円
相
当
）
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
当
社
が
東
毛
地
域
、
と
り
わ

け
館
林
市
、
邑
楽
地
方
の
活
動
拠
点
と

す
る
た
め
館
林
市
内
に
「
館
林
営
業
所
」

を
新
規
開
店
し
た
記
念
に
寄
付
さ
れ
た

も
の
で
す
。
今
日
で
は
自
動
車
は
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
は
欠
か
せ
な
い
重
要
な
交

通
手
段
で
す
。

村
で
は
感
謝
申
し
上
げ
、
有
効
に
活

用
す
る
た
め
、
ど
ん
な
面
で
使
用
し
た

ら
良
い
か
検
討
中
ー
。
ま
た
、
こ
れ
を

機
に
庁
内
に
二
十
数
台
あ
る
自
動
車
の

集
中
管
理
を
含
め
グ
ロ
ー
バ
ル
に
よ
り

有
効
利
用
が
図
れ
な
い
か
な
ど
も
併
せ

て
検
討
、
一
層
行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上
に

努
め
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

〇
助
役
＂
昭
和4
3年
8

月

1
4
9年9
月

0

村
議
会
議
員
＂
昭
和3
8年
8

月

1
4
3年8
月

成
元
年
6

月

0

明
和
村
長
1
1昭
和
4
9年
1
0月
I

平
成
元
年
6

月

。
フ
ロ
フ
ィ
ー
ル
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話題募集
お気軽にご連絡ください

84-3111へ（広報係）

矢
島
農
業
生
活
振
興
協
議
会
（
会
長

奈
良
原
昭
三
郎
）
は
、
十
―
一
月
十
六
日
、

自
分
た
ち
で
昨
年
五
ア
ー
ル
ほ
ど
作
付

栽
培
し
収
穫
し
た
そ
ば
を
使
い
試
食
会

を
区
公
民
館
で
開
き
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
招
待
さ
れ
た
村
長
、
県

関
係
者
と
役
員
十
人
は
ど
が
参
加
。
じ

っ
く
り
時
間
を
か
け
、
手
で
こ
ね
あ
げ

た
本
格
的
な
手
打
ち
そ
ば
、
三
k
g
ほ
ど

を
打
ち
舌
つ
づ
み
を
打
ち
ま
し
た
。

「
こ
れ
は
う
ま
い
、
い
け
る

I
.
」
の

称
賛
の
声
が
試
食
者
か
ら
上
が
り
会
は

大
成
功
ー
。
同
会
で
は
「
こ
れ
を
機
に

そ
ば
作
付
の
増
加
、
手
づ
く
り
そ
ば
の

定
着
が
進
み
、
農
業
振
興
が
図
ら
れ
れ

ば
ー
」
と
夢
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
ま
す
。

村
で
は
昨
年
末
に
恒
例
の
「
み
ん
な

で
明
る
い
お
正
月
を
迎
え
ま
し
ょ
う
」

と
歳
末
慰
問
を
行
い
ま
し
た
。
村
内
・

村
外
（
施
設
入
所
者
）
の
百
八
十
二
人

を
対
象
に
、
村
長
・
助
役
・
社
協
長
ら
か

ニ
ー
三
班
に
分
か
れ
そ
れ
ぞ
れ
の
家
（
施

設
）
を
巡
回
訪
問
記
念
品
を
贈
り
激

励
し
ま
し
た
。

訪
問
先
々
で
「
一
年
経
つ
の
は
早
い

も
の
で
す
ね
。
こ
れ
を
も
ら
う
と
師
走

を
実
感
し
ま
す
。
毎
年
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」
、
「
お
互
い
元
気
に
明
る
い

正
月
を
迎
え
ま
し
ょ
う
」
と
、
そ
れ
ぞ

れ
新
年
へ
の
決
意
を
秘
め
、
せ
わ
し
さ

を
感
じ
な
が
ら
師
走
談
義
に
花
を
咲
か

せ
て
い
ま
し
た
。

昨
年
末
、
中
央
公
民
館
で
村
内
の
子

ど
も
た
ち
か
親
と
一
緒
に
”
し
め
飾
り
I
J

収
の
子
ど
も
た
ち

廃
品
回

づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
老
人
ク
ラ
ブ

の
人
た
ち
に
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
ら
の
時

代
は
こ
う
や
っ
て
つ
く
っ
た
も
の
さ
」

と
当
時
を
語
っ
て
も
ら
い
な
か
ら
指
導

を
受
け
、
一
人
ニ
ー
三
本
を
つ
く
り
歓

声
を
上
げ
ま
し
た
。

一
方
、
江
口
の
子
ど
も
た
ち
（
子
ど

も
育
成
会
代
表
関
口
与
志
男
）
は
一
年

間
、
無
事
、
健
康
で
登
校
で
き
た
感
謝

を
込
め
て
区
内
の
神
社
な
ど
公
共
施
設

を
清
掃
、
更
に
地
区
の
人
と
の
ふ
れ
合

い
、
物
の
大
切
さ
、
上
・
下
級
生
と
の

連
帯
感
を
養
お
う
と
、
家
々
の
廃
品
回

収
や
し
め
飾
り
づ
く
り
を
行
い
一
年
間

を
し
め
く
く
り
ま
し
た
。

し
め
飾
り
づ
く
り

i
 

神社境内を清掃する子どもたち
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マ
レ
ー
シ
ア
の
首
都
、
ク
ア
ラ
ル
ン

プ
ー
ル
で
開
か
れ
た
ア
ジ
ア
ベ
テ
ラ
ン

位
で
し
た
。
少
々
無
念
さ
も
残
り
ま
し

た
が
あ
の
猛
暑
の
下
で
の
健
闘
は
ま
あ

ま
あ
と
自
己
満
足
し
て
い
る
次
第
で
す
。

ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
の
町
は
と
て
も

ズ
陸
上
大
会

(
1
1
月

8
1
1
2
日
）
に
参
美
し
い
、
ゴ
ミ
を
す
て
る
と
罰
金
を
と

加
。
日
本
で
は
立
冬
の
季
節
ー
。
暑
い
ら
れ
る
と
の
こ
と
。
緑
が
多
く
、
高
層

と
こ
ろ
と
予
想
し
て
ビ
ル
が
予
想
以
上
に
建
ち
並
び
、
町
並

出
か
け
た
も
の
の
、
み
と
緑
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
美
し
く
町

さ
す
が
赤
道
直
下
、
全
体
が
公
園
そ
の
も
の
で
し
た
。

日
本
の
真
夏
以
上
で
タ
ク
シ
ー
運
転
手
と
カ
タ
コ
ト
な
が

し
た
。
ら
好
き
な
絵
画
の
会
話
を
交
わ
し
た
こ

ア
ジ
ア
十
三
ヵ
国
と
も
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

プッ
か
ら
選
手
千
二
百
人
初
の
海
外
遠
征
は
私
に
と
っ
て
い
ろ

が
参
加
。
マ
レ
ー
シ
ん
な
意
味
で
糧
と
な
り
ま
し
た
。
一
九

ナスて
）
—
ア
が
最
多
、
次
い
で
九
二
年
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
開
催
な
の
で

に
左
—
ィ
ン
ド
、
日
本
の
順
健
康
に
留
意
し
鍛
え
て
再
度
チ
ャ
レ
ン

ず場
ん
ー
で
し
た
。
日
本
は
百
ジ
し
た
い
と
思
う
。
国
内
外
の
仲
間
と

八
十
名
参
加
。
各
種
会
え
る
こ
と
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
の

々
さ
ー

会
沢
一

大
始
一
目
で
活
躍
。
私
は
五
人
と
の
ふ
れ
あ
い
は
こ
れ
か
ら
の
国
際

｀
＿
十
五
歳
ク
ラ
ス
の
円
社
会
に
は
必
要
、
欠
か
せ
な
い
も
の
で

‘
‘
盤
投
げ
に
出
場
し
四
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

►

ア
ジ
ア
ベ
テ
ラ
ン
ズ
陸
上
大
会
・
・
ア
ジ
ア
地
域
の
主
と
し
て
中
・
高
年
者
を
対
象
に
隔
年
開
か
れ
る
大
会
。

ア
ジ
ア
ベ
テ
ラ
ン
ズ
陸
上
大
会
に

参
加
し
て
。
始
沢
重
信
（
梱
原
）

問合せは

社会体育館へ（合84-4626)

優勝した新里チーム

O
C期

H
I
I
1
月
1
3
日
⑪
。
午
前
―

~
8
時
3
0
分
集
合

{
0会
場

1
1
明
和
中
学
校
々
庭
~

~
※
問
合
せ

1
1

社
会
体
育
館
へ
~

初
汗
は
、
新
春

マ
ラ
ソ
ン
大
会
で

卑

▽
優
勝
1
1

新
里
チ
ー
ム

ボ
ー
ル
カ
ロ
ッ
テ
ィ

大
会
結
果
（
賢
）

（
＠
坂
村
芳

ヘ

明
）
▽
準
優
勝
1
1

矢
島
・
入
ヶ
谷
C

チ

ー
ム
(
®
石
崎
栄
太
郎
）
▽
三
位1
1
田

島
A

チ
ー
ム
（
⑪
奈
良
東
助
）
▽
四
位

1
1

中
谷
B

チ
ー
ム
(
®
蓮
見
千
代
子
）
。

大沢 静さん

今成奈津子さん

r

環
境
と

住
み
よ
い
暮
ら
し
に

生
き
る
税
L

r

税
金
を

納
め
て
築
く

明
日
の
幸
せ
L

◎
館
林
税
務
署
長
賞

大
沢
静
さ
ん
（
明
中

3
)

◎
明
和
村
長
賞

合
成
奈
津
子
さ
ん
（
明
中
1
)

I ¥ 平
成
二
年
度
館
林
地
区
消
防
組
合

[
 

の
表
彰
が
行
わ
れ
、
明
和
消
防
団
で

は
次
の
団
員
が
永
年
勤
続
功
労
者
と

]
 

し
て
管
理
者
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

圏
1
5
年
勤
続
表
彰

▽
砂
賀
新
一
（
団
長
・
斗
合
田
）

0
1
0年
勤
続
表
彰

▽
関
口
章
夫
（
副
団
長
・
江
口
）

▽
石
川
淳
一
（
副
団
長
・
矢
島
）
▽

鯉
沼
紀
好
（
副
分
団
長
・
大
佐
貫
）

▽
奈
良
益
義
（
団
長
・
川
俣
）
▽
奈

良
義
正
（
団
員
・
川
俣
）
▽
蘭
田
義

則
（
団
員
・
大
佐
貫
）
〔
敬
称
略
〕

平
成
二
年
度
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

関
東
信
越
国
税
局
主
催
）

（
中
学
生
対
象

応
募
総
数
一
万
九
百
二
十
六
編
の
な
か
か
ら
明
和
で
は
次

の
二
生
徒
が
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

9 1 

15年勤続表彰の

砂賀新一さん

平
成
二
年
度
館
林
地
区
消
防
組
合

永
年
勤
続
功
労
章
表
彰
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ロ

(
6
0
 

闘
県
暴
力
追
放
県
民
会
議
で
は
、
群

馬
弁
護
士
会
の
協
力
を
得
て
、
暴
力
相

談
セ
ン
タ
ー
を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

0
開
設
日
時
1
1

毎
週
木
曜
日
午
後
2

時
か
ら
4
時
ま
で

®
場
所

1
1

闘
県
暴
力
追
放
県
民
会
議

暴
力
相
談
室
（
県
警
本
部
江
田
町
庁

舎
内
）

圏
相
談
範
囲
1
1

債
権
債
務
の
問
題
・
不

動
産
の
売
買
・
賃
借
等
の
問
題
・
交

通
事
故
示
談
の
問
題
等
、
民
事
刑
事

を
問
わ
ず
、
暴
力
団
等
に
関
す
る
一

切
の
問
題
。

0
受
付

1
1

面
接
ま
た
は
電
話

2
7
2
5
4
1
1
1
0
)
 

，
＇
、

〇
費
用

1
1

無
料

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
気
軽

あ
な
た
の
力
に
な
り
ま
す

暴
力
相
談
セ

ン

タ
ー

(8) 

ロ

衡
期
日

1
1
2

月
2
3
日
由
か
ら
2
4
日
⑪

l

泊
2
日

〇
対
象

1
1

小
・
中
学
生
と
保
護
者

0
人
員

1
1
1
0
0

名
（
申
込
み
順
）

蒼
費
用

1
1
1

人
当
り
2

、

4
0
0

円

（
食
事
代
、
傷
害
保
険
代
等
）

卍
会
場

1
1

県
立
東
毛
少
年
自
然
の
家

（
薮
塚
本
町
）

卍
内
容

1
1

野
鳥
観
察
と
ハ
ン
キ
ン
グ

星
の
観
察
、
野
外
炊
事

圏
持
ち
物
1
1

上
履
き
、
防
寒
着
、
野
鳥

図
鑑
、
雨
具
、
筆
記
用
具
な
ど

※
申
込
み
・
問
合
せ
は
2
月
1
6
日
由
ま

で
に
自
然
の
家

(
6
0
2
7
7
⑬
5
6

6
6
)

へ
。

楽早

し
春

ヽノ
み
ま

し
ょ
う

イ
ク
を

圏
養
成
訓
練
過
程

〇
募
集
科
目
1
1

機
械
科

車
整
備
科
3
0
名

〇
応
募
資
格
1
1

中
学
卒
業
し
た
人

込
み
含
む
）

〇
受
付
期
間
1
1
3
月
1
2
日
因
か
ら
1
9
日

因
〇
能
力
再
開
発
訓
練
課
程

〇
募
集
科
目
1
1

機
械
科
1
0
名
板
金

科
2
0
名

〇
応
募
資
格
1
1
中
高
年
者

〇
受
付
期
間
1
1

随
時
(
3月
3
1
日
ま
で
）

※
詳
し
く
は
、
館
林
高
等
技
術
専
門
校

(
6⑰
0
2
2
9
)

へ
お
問
合
せ
く
だ

、
。

さ
し

2
0
名

見
自
動

技
術
を
身
に
つ
け
て
は

入
校
生
募
集

0
日
時

1
1
1
月

1
7
日
困
午
前
1
0
時

か
ら
正
午
ま
で
（
雨
天
決
行
）

而
場
所
1
1
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
（
邑
楽
町
）

蒼
講
師

1
1

緑
の
相
談
員
栗
原
英

夫
先
生

衡
募
集
人
員
1
1
3
5
名

＊
参
加
費
1
1

無
料

〇
テ
ー
マ
1
1
家
庭
園
芸
の
年
間
計
画

緑
化
講
座
に

ご
参
加
く
だ

さ

昼
期
日

1
1
2

月
1
5
日
か
ら
3
月
1
5
日

の
毎
週
金
曜
日
午
前
9
時
か
ら
午

後
4
時
ま
で

圏
場
所

1
1

県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
前

橋
市
）

〇
対
象
1
1
県
民
一
般

0
人
員
1
1
3
0
名

〇
費
用

1
1

無
料

圏
受
付

1
1
1

月
1
0
日
困
か
ら
1
7
日
困

※
詳
し
く
は
、
当
セ
ン
タ
ー

(
6
0
2

7
2

⑳
5
7
0
0
)

へ
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。 親

し
も

ニ
ノ

コ

ン

ピ

ュ

タ
に

ちょっと望て·,
届地の転用については、
許可頃i出）が必要です．

盛土を行う場合は、

甕は翌忠．員／‘互
1•1 

し‘

昨
年
1
2月
5
日
利
根
川
右
岸
・
大
利

根
町
大
字
佐
波
地
先
埼
玉
大
橋
付
近
に

て
漂
流
船

(
3隻
）
が
発
見
さ
れ
ま
し

こ
。t
 その

船
は
、
大
利
根
町
で
保
管
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
お
心
当
り
の
方
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

圏
連
絡
先
1
1
大
利
根
町
役
場
総
務
課
（6

0
4
8
0

窃

2
1
1
1
)

へ
。

9

9

 

票
流
合、
1

舟

保
管
し
て

し‘
を

ま
す

0
日
時

1
1
1

月
2
5
日
⑥
午
前
1
0
時

か
ら
正
午
午
後
1
時
か
ら
3
時

圏
場
所

1
1

保
健
セ
ン
タ
ー

今
回
も
、
成
分
献
血
車
が
参
り
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
民
年
金
、
水
道
使
用
料
で
す
。

納
期
限
は
1
月
3
1
日
で
す
。

期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

〈
群
銀
館
林
、
歳
末
募
金
に
〉

群
馬
銀
行
館
林
支
店
（
支
店
長
、
渡

辺
一
正
）
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ

ー
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
資
金
四
万
円
を
歳
末

助
け
合
い
募
金
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

圏
森
尻
邦
夫
さ
ん
（
南
大
島
）
は
三
万
円

圏
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
は
八

十
四
万
七
千
円
余

圏
柴
崎
治
世
さ
ん
（
梅
原
）
は
五
万
円

圏
野
本
久
雄
さ
ん
（
千
津
井
）
は
十
万
円

而
折
原
功
一
さ
ん
（
大
佐
貫
）
は
十
万
円
‘

そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
と
村
社
会
福
祉
協
議
会

（
奉
仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

成
分
献
血
車
参
り
ま
す

※
申
込
み
、
問
合
せ
は
当
セ
ン
タ
ー
(
6

⑱
7
1
8
8
)

へ
。

今
月
の
納
め

※相談希望者は予約してください。

優
0 0 0 0 0 2 村

すま゜込に申込申対内場 B の月の 中寸

詳細 み み2II 象明II : 所明II 時2II 相談日 ; 2 ~ 
はだ＜ 月 [ I 月 月料務総課いさ゜か日l , - 晶12 雨 は 法
へ員定ら >ヽ12 律＾合 r 午前(84) な`ー ; ] 1 。 日相
3 ご必 時がで談
1 I 相談
11 すま 午後にす。
一切の 1 応
りで 時 じ

[ I ま
す。
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ーいじめをなくそう
圏
児
童
扶
養
手
当

◎
父
親
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い

児
童
・
ま
た
は
、
父
が
一
定
の
障
害
の

状
態
に
あ
る
児
童
等
の
母
ま
た
は
養
育

者
に
対
し
支
給
さ
れ
ま
す
。

0

他
の
公
的
年
金
を
受
け
て
い
る
人
や
、

前
年
の
所
得
が
定
め
ら
れ
た
額
以
上
で

あ
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

〇
特
別
児
童
扶
養
手
当

◎
精
神
ま
た
は
身
体
に
、
障
害
を
も
つ

満
2
0
歳
未
満
の
子
ど
も
を
監
護
す
る
父

若
し
く
は
母
ま
た
は
、
父
母
に
代
っ
て

児
童
を
養
育
し
て
い
る
者
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

〇
児
童
が
障
害
を
支
給
事
由
と
す
る
公

的
年
金
を
受
給
し
て
い
た
り
、
施
設
に

□
番
は
皆
さ
ん
の
安
全
を
守
る
緊
急

電
話
で
す
。
事
件
、
事
故
を
見
た
り
聞

い
た
り
、
不
審
者
や
事
件
に
関
す
る
情

報
な
ど
か
あ
り
ま
し
た
ら
、
素
早
く
1
1
0

番
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
困
り
ご
と
相
談
、
少
年
相
談
、

暴
力
団
・
極
左
暴
力
集
団
・
覚
せ
い
剤
、

悪
徳
商
法
に
関
す
る
要
望
や
情
報
、
そ

人
権
（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ
）
と
は
、

一
口
で
い
え
は
、
私
た
ち
か
、
社
会
生

活
を
営
む
た
め
に
必
要
な
固
有
の
権
利

で
あ
り
、
こ
の
権
利
は
、
日
本
国
憲
法

に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
国
民
に
保
障
さ

れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
基
本
的
人
権
を
お
互
ぃ

に
尊
重
し
あ
う
と
と
も
に
、
そ
れ
を
自

分
た
ち
の
力
で
大
切
に
守
り
育
て
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
現
実
に
は
、
こ
の
権
利
を

人
権
つ
て

な
ん
で
す
か
？

1

月

l
C日

あ
な
た
を
守
る

l
l
O
番

「

l
l
O
番
の
H

」

制
度
を
ご
存
じ
で
す
か・

手
当

児
童
扶
養

特
別
児
童
扶
養

入
所
し
て
い
る
場
合
ま
た
は
、
前
年
の

所
得
が
定
め
ら
れ
た
額
以
上
で
あ
る
場

合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

支
給
要
件
を
満
し
な
か
ら
、
ま
だ
支

給
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、
住
民
課
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
住
民
課
へ
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

こ
ん
な
と
き

人
権
が
あ
ぶ
な
い
I
.

晴
れ
て
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
た
皆

さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

2
0
歳
の
門
出
は
、
長
い
人
生
を
国
民

年
金
と
と
も
に
歩
み
出
す
第
一
歩
で
す
。

国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
ら
ば
な
ら

な
い
人
は
、
2
0
歳
以
上
6
0
歳
未
満
の
日

本
国
内
に
居
住
す
る
人
で
す
。

わ
か
国
は
、
国
民
皆
年
金
の
制
度
を

と
っ
て
い
て
、
国
民
の
だ
れ
も
が
、
若

「
か
っ
て
」
や
「
き
ま
ま
」
と
ま
ち
が
え

て
、
他
人
の
い
う
こ
と
は
少
し
も
聞
か

ず
自
分
だ
け
の
意
見
を
主
張
し
た
り
、

か
っ
て
な
行
動
を
し
た
り
す
る
人
か
い

る
た
め
、
他
人
の
人
権
か
お
か
さ
れ
る

事
件
か
起
き
て
い
ま
す
。

●
家
主
や
地
主
か
ら
、
．
い
や
か
ら
せ
な

ど
に
よ
り
一
方
的
に
追
い
立
て
ら
れ

て
い
る
と
き
。

●
ひ
ど
い
騒
音
、
悪
臭
、
は
い
煙
な
ど

に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
と
き
。

●
学
校
や
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
で
「
い
じ

二
十
歳
に
な
た
ら

国
民
年
金
に
加
入
を

の
他
、
警
察
官
か
す
ぐ
現
場
へ
行
く
必

要
の
な
い
相
談
ご
と
、
警
察
に
対
す
る

要
望
・
意
見
・
苦
情
な
ど
が
あ
り
ま
し

ツ
ー
ホ
ー
，
レ

た
ら
6
0
2
7
2
|
2
4
|
8
0
8
0

、

そ
の
他
の
連
絡
、
問
合
せ
等
は
館
林
警

察
署

(
6⑰
5
4
5
4
)
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

い
う
ち
か
ら
年
金
に
加
入
し
て
、
年
金

を
受
け
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。

2
0
歳
は
国
民
年
金
の
出
発
点
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
自
分
の
将
来
を
み
つ
め

て
み
ま
し
ょ
う
。

※
詳
し
く
は
、
住
民
課
に
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

シ
ゴ
キ
な
ど
を
受

め
」
、
リ
ン
チ
、

け
た
と
き
。

●
み
ん
な
か
ら
不
当
に
仲
間
は
ず
れ

さ
れ
た
り
‘
差
別
的
あ
っ
か
い
を

受
け
た
と
き
。

●
部
落
差
別
を
受
け
た
と
き
。

●
老
人
や
子
ど
も
が
虐
待
さ
れ
た
と

き
。

●
変
な
う
わ
さ
を
た
て
ら
れ
、
名
誉

や
信
用
を
失
っ
た
と
き
。

以
上
の
よ
う
な
例
な
ど
が
、
人
権

が
お
か
さ
れ
て
い
る
と
き
と
言
え
ま

す
。こ

の
よ
う
な
と
き
は
、
人
権
擁
護

委
員
に
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

、
。
し

麟
：
ー

゜三
]
)

こ

F

っ

0 だこあげ、ひこうきあそびは、でん

せんのないところで．I

0

と
き
1
1
1
月
1
7
日
困
午
前

1
0時
1

午
後
3
時

0

と
こ
ろ
1
1
館
林
市
役
所

0

と
き
1
1
1
月
1
7
H
困
午
前

9
時
3
0
分
1
1
0
時
3
0
分
受
付

2
月
5
日
閲
午
後
1
時
1
2

時
受
付

0

と
こ
ろ
1
1
保
健
セ
ン
タ
ー

交
通
事
故
相
談

0

と
き
1
1
2
月
7
日
困
午
前

1
0
時
i
午
後
3
時

0

と
こ
ろ
1
1
館
林
市
役
所

年
金
相
談

今
月
の
相
談
は
都
合
に
よ
り
お

休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

人
権
・
行
政
・
心
配
i
‘
一
と
相
談

健
康
相
談

0

と
き
1
1
2
月

1
4日
困
午
後

1

時
＼
2

時
受
付

0

と
こ
ろ
1
1
保
健
セ
ン
タ
ー

乳
児
健
診
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.
9
1
9
9
9
l
,
9
9
l
9
9
.
ｫ
 

戸
人
人
人
人
人
―

在
網
謁
叩
瓢
約
こ
詞
～

現

2
1
0
5
5
動
死
転
i

．
口
一
人
日
の
i

の

2
5
中
・

寸
月
数
数
月
人
人
i

木

1
2

帯
虚
男
女
位
い
虞
‘

世
人
出
転
i

,
、

9
,
I
,
1

し

＼地区 館林邑楽地区 館林地区 千代田

日 月日＼科別 産婦人科 耳鼻科 内 科外科 明和地区

1 月 13 日
真中医院大神医院 安楽岡医院合(72)0572 永寿堂医院 竹越医院

曜 含（72) 1630 合 (62)2200 横田（善）医院合 (72)4970 合 (72)4469 合 (84)3137

1 月 20 日
横田医院川田（耳）医院 大石医院合(74)2362 海宝医院 館林地区と

当 合 (72)0255 合 (72)3314 堀越医院合(73)4I 5| 合 (74)0811 同じです。

1 月 27 日
古屋病院原 医院 増田医院合(72) 1387 新橋病院 館林地区と

番
fl(63)6161 fl(72)1936 阿久津医院合(72)3315 合 (75)30 I I 同じです。

2 月 3 日
白沢医院川村医院 田内医院合(72)3855 岡田医院 小西医院

訳芦で ? : で医
合 (72) 1600 ff (72) 1337 須田医院合（72)0862 合 (72)3163 合 (86)2261

2 月 10 日
落合医院川田医院 7 慶友病院 館林地区と

合 (72)3160 合 (72)3724 大塚医院合（ 2)0176 ff(72)6000 同じです。

12月の

，量：
救急車出動回数
●交通事故 10 件

●急病 7 件

●その他 3 件

●計 20 件

12/25 現在

没巨

江
黒
駐
在
所

小
柴
伸
＿
（
3
3歳
）

村
民
の
皆
様
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
素
か
ら
警

察
業
務
に
対
し
、
ご
理
解
あ
る
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。私

、
着
任
し
て
一
年
足
ら
ず
で
す
が

当
地
皆
様
の
温
か
さ
に
は
感
激
し
て
お

り
ま
す
。
本
年
も
治
安
維
持
に
ベ
ス
ト

を
尽
く
す
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

圏
趣
味
な
ど
1
1

▽
読
書
▽
ス
ポ
ー
ツ
（
柔

道
五
段
）
。

川
俣
駐
在
所

金
沢
正
吾

(
2
9歳）

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。

当
駐
在
所
に
勤
務
し
て
早
一
年
が
過

ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
温
か

い
ご
支
援
、
ご
協
力
に
よ
り
生
活
に
も

慣
れ
ホ
ッ
と
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
昨
年
以
上
に
職
務
に
が
ん
ば

り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

圏
趣
味
等
1
1

▽
旅
行
▽
ス
ポ
ー
ツ

・
剣
道
初
段
）
。

『
明
和
俳
句
会
』

沼
初
巳
人
来
だ
り
去
る
影
の
ご
と

迎
春
や
言
葉
溢
れ
る
娘
等
の
来
て

も
が
り
笛
＿
人
の
闇
を
つ
き
抜
け
る

ぼ
ん
て
ま
え
ひ

盆
点
前
菊
の
香
だ
ゞ
よ
う
緋
毛
せ
ん

短
日
や
足
が
頼
り
の
用
を
足
す

読
札
の
ニ
タ
文
字
で
取
る
恋
の
詩

の
う
り
ふ
る
き
ず

餅
焼
く
や
脳
裡
古
傷
ふ
く
ら
め
り

元
朝
の
陽
ざ
し
＿
輔
福
寿
草

書
初
や
恩
師
し
の
び
て
筆
と
れ
り

村内には、江黒・川俣の二つの駐在所があります

（館林警察署管轄）。二人とも昨年の春、本村に赴

任されました。

その二人のおまわりさんに新年のメッセージをい

ただきましたので紹介します。本年も村内治安維持

のためにご尽力、お願い申し上げます。

9
 三

松
本
夜
詩
夫

山
下
ふ
で

野
沢
芳
子

荒
井
み
ね
子

日
名
子
春
実

高
橋
三
重
子

山
下
富
治

江
原
さ
い

森
戸
ひ
ろ

（
柔

氏
名
年
齢
世
帯
主
地
区
順
に

折
原
サ
チ

7
3
功
一
大
佐
貫
桝

柿
沼
金
太
郎

8
4
勝
雄
上
江
黒
％

1
1

あ
く
や
み
I
I

坂野久
上本保氏

田
昂岳拉和字名
っ平合樹き

和能多保
哉大塁悶
長ニニ続
男男男柄

中大中地

谷輪谷区

% ％％閥

1
1

あ
め
で
だ
—

お
め
で
た

^ 
`<

お
く
や
み

「―-------------------------------------

1 月10日は

110番の日
llO番は、皆さんの安

全を守る緊急電話です。

事件・事故・不審者等

をみかけたら、ためら

わず、素早く、あわて

ずllO番しましょう。
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（記事 4 p参照） ▲「パパ、がんばつだね.J

第12回村民

マラソン大会 1ー・マ

み
ん
な
が
ん
は
っ
た
。

「疲れだけと、気分最高！」▲

「完走後の面々……」▲



第353号 平成 3 年 2 月 10 日 (2) 

蓮見正吉さん

昭
和
六
十
三
年
度
、
ふ
る
さ
と
創
生

事
業
が
ス
タ
ー
ト
。
地
域
活
性
化
の
起

爆
剤
に
と
全
国
市
町
村
に
一
律
一
億
円

の
補
助
。
各
地
域
で
特
性
を
盛
り
込
ん

だ
ア
イ
デ
ィ
ア
事
業
が
続
々
開
始
さ
れ

話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
村
で
も
区
長
を
通
じ
区
民
又
は
役

新
里
地
内
に
あ
る
昧
サ
ン
ポ
リ
（
代

表
取
締
役
蓮
見
正
吉
さ
ん
）
は
、
こ

の
は
ど
中
央
公
民
館
図
書
購
入
費
に
充

当
し
て
く
だ
さ
い
と
村
に
五
十
万
円
を

〈春の火災予防運動3月 1 日～7日〉

“まず消メう

火への鈍感無関心”

（株サンポリ

50万円寄付

中央公民館の

図書購入費に

建
設
に
向
け
て
推
進

ふ
る
さ
と
公
園

員
、
村
議
会
議
員
、
役
場
職
員
等
か
ら

ア
イ
デ
ィ
ア
を
募
集
。
百
十
九
件
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
、
ふ

る
さ
と
創
生
事
業
推
進
委
員
会
（
議
員
、

区
長
ら
で
構
成
）
で
協
議
検
討
の
結
果
、

最
多
の
「
ふ
る
さ
と
公
園
」
を
つ
く
る

こ
と
に
決
定
。
ま
ず
は
場
所
の
選
定
を

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
当
社
は
ポ
リ
規
格

袋
、
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
の
包
装
・

農
業
・
梱
包
資
材
の
製
造
販
売
を
メ
ー

ン
と
す
る
優
良
企
業
で
す
。

昨
年
の
春
、
社
屋
を
新
里
地
内
（
明

和
中
学
校
前
）
か
ら
中
央
幼
稚
園
北
方

側
に
新
設
移
転
、
そ
の
際
社
名
を
「
三

和
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
抹
」
か
ら
現
在
の
「
昧

サ
ン
ポ
リ
」
に
変
更
し
た
こ
と
等
を
記

ー
と
地
権
者
説
明
会
な
ど
が
行
わ
れ

建
設
に
向
け
て
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

構
想
と
し
て
運
動
施
設
を
備
え
た
総

合
運
動
公
園
的
な
も
の
。
現
在
、
役
場

職
員
係
長
以
上
か
ら
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
公
園
施
設
の
レ

イ
ア
ウ
ト
等
に
つ
い
て
、
事
務
レ
ベ
ル

で
の
協
議
検
討
（
素
案
づ
く
り
）
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

地
権
者
の
皆
様
を
は
じ
め
、
村
民
各

位
の
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

念
し
、
ま
た
、
堅
実
に
成
長
を
遂
げ
た

の
も
村
を
は
じ
め
皆
様
方
の
お
か
げ
ー

と
の
主
旨
か
ら
寄
付
さ
れ
た
も
の
で
す
。

当
社
で
は
、
以
前
に
も
三
回
ほ
ど
寄

付
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
基
に
図
書

室
に
「
三
和
文
庫
」
コ
ー
ナ
ー
が
設
け

ら
れ
利
用
愛
読
さ
れ
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

春
先
は
火
災
が
発
生
し
や
す
い

気
候
で
す
。
う
っ
か
り
、
ち
ょ
っ

と
だ
け
ー
は
絶
対
だ
め

I
.

~ ---~—·、一土三---ー ニ． IlfllII IIII II 東武伊勢崎線) 1| 俣一羽生、：＇，；：＇ l 王化．．い急！：＇‘・ II.:‘,1、1 ・｀・・ 9.]

▲ 2 月から導入されたロマンスカー
▼鉄橋建設工事

都
心
へ
七
0
分
ー
—
。
本
村
中
央
を
走
る
東
武
伊
勢
崎
線
の

川
俣
駅
（
中
谷
）
ー
羽
生
駅
（
埼
玉
県
）
間
の
複
線
化
工
事

が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
、
ま
た
、
梅
原
地
先
の
利
根
川
に

架
か
る
鉄
橋
も
単
線
の
た
め
下
流
側
に
新
設
工
事
も
併
せ
て

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
新
橋
は
長
さ
六
百
五
十
以
、
幅
六
討
と

現
在
の
橋
と
ほ
ぼ
同
様
の
も
の
。

こ
の
区
間
は
約
四
・
三
k
m
、
完
成
す
れ
ば
浅
草
ー
館
林
間

が
完
全
に
複
線
あ
る
い
は
複
々
線
化
し
輸
送
力
が
大
幅
に
ア

ッ
プ
し
ま
す
。
本
村
の
川
俣
駅
に
は
現
在
、
各
駅
停
車
の
み
。

朝
夕
を
除
く
昼
間
は
一
時
間
に
上
下
線
と
も
二
本
程
度
の
運

行
し
か
な
く
利
便
性
が
乏
し
い
の
が
現
状
。

そ
こ
で
村
を
は
じ
め
地
元
で
は
以
前
か
ら
準
急
電
車
の
停

車
を
含
め
運
行
本
数
の
増
加
、
駅
東
口
開
設
な
ど
を
会
社
に

陳
情
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
等
の
努
力
が
実
り
つ

つ
あ
る
と
し
て
今
回
の
事
業
を
歓
迎
、
大
き
い
期
待
を
寄
せ

て
い
ま
す
。

来
年
夏
ま
で
に
新
鉄
橋
完
成
、
秋
に
は
複
線
化
も
終
了
、

総
事
業
費
お
よ
そ
六
十
七
億
円
。
ま
た
、
当
伊
勢
崎
線
で
は

二
月
一
日
か
ら
新
型
車
両
の
急
行
「
り
ょ
う
も
う
」
号
が
運

行
す
る
な
ど
サ
ー
ビ
ス
向
上
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。



(3) 平成 3 年 2 月 1OH 第353号

所得税申告納税相談日程（表ー 1)

相談
午前

種 別 該 当 区
会

午後 場

2 月 午前 所得税申告 斗合田・下江黒・千津井
中-----------------------------------------

20 B 午後 II 上江黒・江日・田島

午前 所得税申告 南大島・中谷
央

2 月
------------- ---------------------------- 公

21 B 午後 II 新里・梅原

午前 所得税申告 入ヶ谷・矢島・大佐貰
民

2 月
館------------- ----------------------------

22 f:I 午後 II 川俣・須賀・大輪

申告
‘‘,'/ 

税
税

得
民

所
住(
 正しく ヽ

は
あ早めに

わからなかったら
（合（72)4373…館林税務署へ

合 (84)3111 …役場税務課ヘ

※いすれも午前 9 時～正午、午後 1 時～ 4 時まててす。

住民税申告相談日程（表ー 2)

柑談
午前

種 別 該 当 区
ムュ：：

午後 場

2 月 午前 住民税申告 斗合田・上江黒 東
----------------- ----------------------------

部26 B 午後 II 千津井

午前 住民税申告 江日
児

2 月 菌-ｷ --------------------------------------------
27 日 午後 II 下江黒•田島 館

3 月 午前 住民税申告 川俣・須賀 : ------------- ·~ ----ｷ ｷ -----ｷ ｷ --ｷ -ｷ ---ｷ ---ｷ ｷ 
4 日 午後 FF 大輪

3 月 午前 住民税申告 矢島
-----------------------------------------

5 H 午後 II 入ヶ谷・大佐貫 所

3 月 午前 住民税申告 南大島（七・八軒以外） 中
------------------ - - - - - - ·こ—- • - • • • - • • • - • - • - - - • • 

央7 日 午後 II 中谷・南大島（七・八庫1ム）

午前 梅原
公

3 月 住民税申告 民
-----------------------------------------

8 B 午後 II 新里 館

※いずれも午前 9 時～正午、午後 1 時～ 4 時までです。

所
得
税
申
告

所
得
税
の
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人
（
場
合
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
二
年
一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三

十
一
日
ま
で
の
間
に
、
▽
事
業
所
得
か

所得税の確定申告と住民税の申告は、 2

月16日から3月15日までの 1 ヵ月間です。

期問中は、此Iす指定されだ場所で相談し、

申告をすませてください。昨年 1 年間の収

入と支出を計算し、申告書に記入のうえ、

期問までに正しく、早めに申告しましょう。

所得税、住民税申告納税相談は別表のとあ

りです。

あ
っ
た
人
▽
給
与
所
得
の
ほ
か
に
二
十

万
円
を
超
え
る
所
得
が
あ
る
人
▽
給
与

の
収
入
金
額
が
千
五
百
万
円
を
超
え
る

人
▽
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
り
、
交
換

し
た
り
し
た
人
な
ど
で
す
。

ま
た
、
一
年
間
に
贈
与
を
受
け
た
財

産
の
価
額
を
合
計
し
、
六
十
万
円
を
超

え
る
と
き
は
贈
与
税
の
申
告
も
必
要
と

な
り
ま
す
。
（
※
相
談
H

程
表
ー
1
)

住
民
税
申
告

住
民
税
の
申
告
も
、
二
月
十
六
日
か

ら
三
月
十
五
H

ま
で
に
し
て
い
た
だ
＜

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
等
の
こ

と
か
ら
住
民
税
申
告
相
談
も
表
ー
2
の

日
程
で
開
か
れ
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
相
談
留
意
点
】

▽
申
告
書
は
各
自
記
載
し
て
持
参
く
だ

さ
い
。

▽
申
告
相
談
を
受
け
る
場
合
は
、

ブ
ル
の
原
因
に
な
ら
な
い
よ
う
、

ト
ラ明

確

〈平成2年分農業所得の標準額決定 (10アール当り）〉

水

裏

稲・・・・・・・・・・・・・・• 8万0,800円

作・・・・・・・・・・・・・ ··3万2,600円

普通畑・・・・・・・・・・・・・ ··7万0,000円

陸 田 ・・・・・・・・・・・· • 8万0,800円

〔施設園芸・果樹・露地〕

キュウリ （加温）

収入金X75%-57万7,000円

ラ （無加温）

収入金X82%-15万6,000円

ナ ス （無加温）

収入金X80%-29万1,000円

トマト （加温）

収入金X82%-57万7,000円

イチゴ（無加温）

収入金X82%-21万9,000円

その他野菜

収入金X78%-14万8,000円

梨

収入金 X 76%-7万1,000円

ぶどう

収入金 X78%-6万4,000円

総合販売野菜

収入金 X79%-2万8,000円

〔養豚、養鶏・肥育牛〕

一貰飼育、肉用豚、繁殖豚、

1 千羽未満、 5 千羽未満、和

牛、乳牛については、いずれ

も実査です。

に
答
え
ら
れ
る
方
が
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
生
命
保
険
料
の
控
除
を
受
け
る
場
合

は
―
つ
の
契
約
に
つ
い
て
の
払
込
み
保

険
料
が
九
千
円
を
超
え
る
場
合
は
証
明

書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
国
民
年
金
、

国
民
健
康
保
険
税
、
農
業
者
年
金
の
保

険
料
等
の
領
収
書
も
忘
れ
ず
に
。

▽
住
所
、
氏
名
、
扶
養
親
族
の
記
載
は

必
ず
自
書
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
損
害
保
険
料
控
除
は
、
金
額
の
多
少

に
か
か
わ
ら
ず
払
込
み
証
明
書
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

※
そ
の
ほ
か
詳
細
は
役
場
税
務
課
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

館
林
税
理
士
会
で
は
、
無
料
で
申
告

納
税
相
談
を
次
の
と
お
り
開
き
ま
す
。

▽
日
時
1
1
2

月

1
9日
因
、
2
0
H困
、
2
1

日
困
午
前
9
時

3
0分
か
ら
午
後
4
時

▽
会
場
1
1

館
林
文
化
会
館
会
議
室

▽
対
象
1
1

白
色
申
告
者
（
小
規
模
事
業

所
得
者
な
ど
）

還
付
相
談
も
2
月
1
日
か
ら
3

月
認

日
ま
で
館
林
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
す
。

土
曜
・
平
日
、
時
間
等
は
税
務
署

6
⑰

4
3
7
3

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

館
林
税
理

無
料
申

告
士
会甘

炎
木
―
―

1
1
n
の
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健
康
づ
く
り
と
村
民
の
融
和
を

目
的
と
し
だ
新
春
恒
例
の
第
1
2回

村
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
一
月
十
三

日
、
中
央
公
民
館
周
辺
を
ス
タ
ー

ト
に
行
わ
れ
ま
し
だ
。
い
す
れ
も

コ
ー
ル
は
明
中
校
庭
゜

チ
ビ
ッ
コ
か
ら
大
人
ま
で
老
若

男
女
の
三
百
四
十
五
人
が
、
一
キ

口
か
ら
五
キ
ロ
の
コ
ー
ス
、
十
五

部
門
で
健
脚
を
競
い
ま
し
だ
。
天

気
は
風
も
な
く
暖
冬
と
あ
っ
て
少

し
汗
ば
む
く
ら
い
の
絶
好
の
マ
ラ

ソ
ン
日
和
ー
。
会
場
、
溢
追
に
は

家
族
連
れ
が
出
て
、
知
人
や
選
手

に
熱
い
声
援
を
送
り
ま
し
だ
。
あ

疲
れ
さ
ま
で
し
だ
。

各部門の優勝者

村
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

新
春
恒
例

完

走

わ
や
か

く上位入賞者〉

5
 

4

人
、

3
 

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
…
…
…
。

全
員
完
走

◎小学生低学年女子 1 • 2年 1.Qkm 
1 位田中里枝 4 分28秒29 西小 2

2 位今成彩子 4 • 34 • 58 東小 2

3 位栗原木美佳 4 • 37 • 99 西小 2

◎同上 男子 1 • 2年 1.0km
1 位原口 哲 3 分55秒19 西小 2

2 位島田鉄也 4 • 03 • 98 東小 2

3 位原ロ一弘 4 • 06 • 55 西小 2

◎小学生中学年女子 3·4年 1.2km 
1 位村田利恵 4 分58秒20 西小 4

2 位田端優子 5 • 00 • 19 東小 4

3 位星野絢菜 5 • 07 • 77 西小 4

◎同上 男子 3·4年 1.2km
1 位関本卓磨 4 分37秒69 東小 4

2 位田中智史 4 • 39 • 67 西小 3

3 位田子真二 4 • 41 • 55 東小 4

◎小学生高学年女子 5·6年 1.5km 
1 位木村裕子 6 分18秒60 東小 6

2 位小島理佳 6 • 24 • 63 西小 5

3 位石川陽子 6 • 27 • 40 西小 6

• 同 J: 男子 5·6年 1.5km 
1 位村田和宏 5 分27秒30 西小 6

2 位市川悠介 5 • 36 • 40 西小 6

3 位竹越大輔 5 • 44 • 14 西小 6

◎中学生女子 1 • 2 • 3年 3.0km 
1 位和田洋枝 11分58秒80 明中 l

2 位塩野清美 12 • 22 • 38 明中 2

3 位今成奈津子 12 • 33 • 70 明中 1

◎中学生男子 1 • 2 • 3年 5.0km 
1 位清水昌弘 19分44秒53 明中 2

2 位小管成司 20 • 10 • 79 明中 2

3 位奈良原慎 21 • 15 • 01 明中 2

◎学生の部（高校～大学）
1 位佐藤圭 16分23秒08

2 位小森直規 18 • 15 • 93 

3 位今成一美 18 • 50 • 52 

◎一般男子 5.0km 
1 位荻野正志 16分25秒01 川俣

2 位庄條英樹 18 • 55 • 36 南大島

3 位田口範幸 20 • 31 • 53 大輪

◎スポーツクラプ対抗恒人30歳未満 3.0km
1 位 浅野 耕ー 10分52秒67 特殊電装株

2 位須藤征幸 11 • 12 • 02 緑親会

3 位 大月一十四 11 • 36 • 83 札 II 本キと9'‘' ク

◎同上個人30歳以上 3.0km 
1 位関本 忠 12分03秒91 緑親会

2 位．小原 毅 12 • 41 • 76 特殊電装1株

3 位金子 功 12·59·57 緑親会

◎壮年男子 (30歳以上） 3.0km 
1 位 奈良原勇三郎 9 分30秒90 千津井

2 位飯塚 忠 10 • 21 • 31 千津井

3 位石村 正 11 • 05 • 41 大佐貫

◎スポーツクラプ対抗団体戦 3.0km 
1 位特殊電装昧 得点 77点

2 位明和緑親会 66点

3 位株）日本キャンパック 49点

◎健康マラソン（タイムトライアル） 3.0km 
1 位田中則之ー 0 秒57差川俣

2 位海老原幸江十 7 • 58差入ヶ谷
3 位海老原吉晴十 7 • 61差入ヶ谷

※自分の所有タイムを申告しておき、そのタ

イム差を競う

5.0km 
館商工高

館商工高

館商工高

〔敬称略〕
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す
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し
じ

スポーツクラブ対抗団体優勝の 1 特殊電装」チーム

＊
期
日
1
1
3
月
2
1
日
困
・
祝
日

＊
会
場
1
1
社
会
体
育
館

＊
対
象
1
1
小
学
生
（
低
学
年
・
高
学

年
）
・
中
学
（
男
・
女
）
の
四
部
門

＊
参
加
費
1
1
無
料

＊
申
込
み
1
1
3
月
7

日
ま
で
に
社
会
体

育
館
へ

問合せは

社会体育館へ（云84-4626)

参剣

加道

者大

募会

集

卑

,

'
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9

9

9
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［第11 回三市町村行政区別無事故無違反コンクール最終結果表 ] 
交通事故種別 悪質違反行為 村 総

行政 事故率 死 重 軽 物 酒酒 2̂5 速 無 内 合

亡 傷 傷 損 気 酔 km 度
免 順 順区名 (%) 事 事 事 事 帯 以違

故 故 故 故 びし、 占反 許 位 位
f’l·. 件 件 件 f’l‘· 10 54 

斗合田 45.57 1 2 1 1 (1) (1) 

3 5 
下江黒 11.66 2 

(4) (20) , 53 
上江黒 45.45 3 3 1 (2) (11) 

3 
16 101 

千津井 104.0 4 5 3 
(16) (97) 

1 
11 58 

江口 49.61 2 6 1 (9) (52) 

1 
8 39 

田島 36.54 1 2 1 
(5) (26) 

5 26 
南大島 30.62 4 7 1 1 

(15) (90) 

1 
15 91 

新里 75.73 5 10 5 (8) (50) 

7 36 
中谷 35.31 1 4 2 

(11) (74) 

1 
12 65 

梅原 52.93 11 2 
(12) (76) 

4 6 
川俣 12.05 2 1 

(7) (43) 

2 3 
須賀 7.58 2 

(3) (14) 

1 
6 27 

大輪 30.94 5 5 
(14) (86) 

1 2 
人ヶ谷

゜ (13 ) (80) 

1 
14 71 

矢島 57.02 2 5 2 
(lo ) (69) 
13 70 

大佐貰 56.36 1 5 2 (6 ) (35) 

45.41 2 31 69 20 3 8 
計
(51. 33) (3) (54) (63 ) (17) (9) (11) 

( ）は前回順位

▼豚汁サービス（食改グループ）

交
通
無
事
故
・

無
違
反
コ
ン
ク
ー
ル

村
内
ト
ッ
プ
入
ヶ
谷

ワ
ー
ス
ト
一
位
は
干
津
井

士
気
高
揚
ー
。
交
通
安
全
、
無
事

故
無
違
反
は
み
ん
な
の
力
で
—
ー
と
、

三
市
町
村
（
明
和
、
板
倉
、
館
林
）
合

同
で
行
わ
れ
た
「
第
1
1
回
行
政
区
別
（
一

0

一
地
区
）
無
事
故
・
無
違
反
コ
ン
ク

ー
ル
（
平
成
2
年
1
月
1
1
2
月
の
間
）
」

の
最
終
結
果
が
こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
り
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

村
内
ト
ッ
プ
の
入
ヶ
谷
は
総
合
で
二

位
、
村
内
二
位
の
須
賀
は
総
合
三
位
、

村
内
三
位
の
下
江
黒
は
総
合
五
位
、
村

内
四
位
の
川
俣
は
総
合
六
位
、
村
内
五

位
の
南
大
島
は
総
合
二
十
六
位
と
好
成

績
で
し
た
。
反
面
、
千
津
井
が
総
合
ワ

ー
ス
ト
一
位
、
新
里
九
十
一
位
と
低
調

で
し
た
。

一
方
、
違
反
・
事
故
種
別
は
前
回
に

比
べ
全
般
的
に
減
少
傾
向
で
す
が
、
交

通
三
悪
の
―
つ
で
あ
る
「
酒
酔
い
・
酒

気
帯
び
」
は
増
加
。
「
無
免
許
」
は
、
ほ

ほ
同
水
準
、
「
速
度
違
反
(
2
5
k
m
以
上
）
」

は
極
減
し
た
も
の
の
三
件
で
依
然
と
し

て
無
く
な
り
ま
せ
ん
。

全
体
的
に
良
好
傾
向
に
あ
る
も
の
の

違
反
・
事
故
は
ゼ
ロ
で
な
く
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
こ
れ
を
機
に
も
う
一
度
、
気

を
引
き
締
め
地
域
ぐ
る
み
で
交
通
安
全

に
努
め
ま
し
ょ
う
。
一
月
か
ら
第
1
2
回

が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
か
ら
…
…
。
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久姻f
 
E
 

ロ
「
簿
記
一
級
に
合
格
す
る
な
ん
て
夢

の
よ
う
、
ま
だ
実
感
が
わ
き
ま
せ
ん
」

と
話
す
の
は
館
林
商
工
高
校
三
年
の
飯

塚
育
英
さ
ん

(
1
8歳・
清
さ
ん
方
・
下

江
黒
）
。

育
英
さ
ん
は
昨
年
十
一
月
の
日
本
商

工
会
議
所
主
催
第
7
3
回
簿
記
検
定
試
験

一
級
に
見
事
合
格
、
難
関
と
い
わ
れ
る

こ
の
試
験
、
今
回
も
全
国
で
三
万
人
近

い
受
験
者
が
あ
っ
た
が
合
格
は
一
千
四

百
人
余
、
合
格
率
七
％
と
い
う
む
ず
か

し
さ
。
群
馬
県
下
で
も
合
格
は
わ
ず
か

十
人
、
そ
の
内
六
人
が
現
役
の
高
校
生

で
育
英
さ
ん
は
そ
の
一
人
で
す
。
現
在

簿
記
部
に
所
属
。

父
の
勧
め
も
あ
っ
て
「
だ
め
で
も
と

も
と
力
を
た
め
し
て
み
よ
う
」
と
軽
い

気
持
ち
で
受
験
し
快
挙
と
な
っ
た
も
の

-
]
 

ベ
‘

i

C
d

ご
f
u

一
月
六
日
、
館
林
地
区
消
防
組
合
の

出
初
め
式
が
館
林
市
三
の
丸
南
側
駐
車

場
で
行
わ
れ
、
明
和
な
ど
管
内
消
防
団

員
、
署
員
、
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
会
員
、

鳶
職
組
合
な
ど
千
人
近
く
が
参
加
。

組
合
管
理
者
、
来
賓
あ
い
さ
つ
の
後
、

管
内
市
町
村
長
、
県
・
市
町
村
議
会
議

員
ら
の
来
賓
、
一
般
観
客
を
前
に
鳶
職

組
合
に
よ
る
「
は
し
ご
乗
り
」
、
少
年
防

火
ク
ラ
ブ
の
鼓
笛
隊
演
奏
な
ど
が
披
露

さ
れ
盛
ん
な
拍
手
を
浴
び
ま
し
た
。

ま
た
、
団
員
、
消
防
署
員
ら
が
正
装

で
市
中
を
分
列
行
進
、
雄
姿
で
防
火
を

う
っ
た
え
ま
し
た
。

で
す
。
お
め
で
と
う
こ
ざ
い
ま
し
た
。

篤
農
家
で
知
ら
れ
る
柿
沼
昭
博
さ
ん

宅
で
農
業
青
年
か
研
修
生
と
し
て
学
ん

で
い
ま
す
。
十
和
田
市
の
松
田
忍
さ
ん

⑱
で
青
森
県
農
業
者
大
学
校
一
年
生
。

農
村
青
少
年
先
進
地
農
家
留
学
生
と

し
て
群
馬
県
が
青
森
県
の
依
頼
を
受
け

柿
沼
さ
ん
を
紹
介
し
実
現
し
た
も
の
。

昨
年
十
一
月
か
ら
三
月
中
旬
ま
で
の
予

定
。
柿
沼
さ
ん
で
は
こ
れ
ま
で
に
も
同

ケ
ー
ス
で
三
十
人
以
上
を
受
入
れ
農
業

振
興
に
理
解
を
示
す
村
内
切
っ
て
の
エ

リ
ー
ト
農
家
で
す
。
野
菜
、
米
を
中
心

に
幻
ぢ
を
経
営
、
中
で
も
白
菜
の
育
種

に
か
け
て
は
、
県
内
外
、
全
国
に
名
を

誇
り
、
柿
沼
さ
ん
の
改
良
品
種
、
「
北
洋
」

と
「
北
洋
三
号
」
は
農
林
省
種
苗
登
録

品
種
。
現
在
、
時
流
に
即
し
バ
イ
オ
に

も
注
目
、
「
ど
ん
な
栽
培
技
術
よ
り
も
品

種
改
良
は
勝
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
研
究

開
発
に
情
熟
を
注
い
で
い
ま
す
。

現
役
を
退
い
た
も
の
の
、
お
じ
い
ち

ゃ
ん
の
英
雄
さ
ん
闘
も
研
究
熟
心
と
し

て
知
ら
れ
、
き
ゅ
う
り
、
白
菜
な
ど
優

良
品
種
を
数
多
く
作
出
し
た
実
績
の
持

ち
主
で
も
あ
り
ま
す
。

忍
さ
ん
は
こ
れ
等
の
経
営
内
容
、
方

針
に
魅
了
、
「
か
ん
は
っ
て
早
く
一
人
前

に
な
り
た
い
、
実
家
で
は
両
親
が
長
芋

と
に
ん
に
く
を
基
幹
に
約
六
が
い
を
経
営
、

将
来
は
臼
菜
な
ど
野
菜
を
中
心
に
規
模

拡
大
を
図
り
一
緒
に
農
業
を
や
り
た
い
」

と
話
す
。
ま
た
、
地
域
と
の
ふ
れ
あ
い

も
大
切
と
、
農
業
後
継
者
グ
ル
ー
プ
緑

親
会
の
会
合
に
は
特

別
参
加
、
村
民
マ
ラ

ソ
ン
大
会
で
は
緑
親

会
メ
ン
バ
ー
と
し
て

出
場
、
団
体
二
位
に

貢
献
す
る
な
ど
活
躍

し
て
い
ま
す
。

柿
沼
家
で
は
「
明

る
＜
素
直
で
向
学
心

か
強
く
好
青
年
で
す
。

い
す
れ
私
の
息
子
も

先
進
農
家
に
研
修
に

出
し
た
い
で
す
」
と

口
を
そ
ろ
え
忍
さ
ん

に
期
待
を
寄
せ
て
い

ま
す
。
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麟
話題募集
お気軽にご連絡ください。
84-3111 へ（広報係）

村
内
子
と
も
た
ち
に
よ
る
新
春
恒
例
の
上
毛
か
る
だ
大
会
が
一

月
二
十
日
、
社
会
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
だ
。
各
行
政
区
か
ら
選

考
さ
れ
だ
代
表
、
小
・
中
学
生
二
百
人
ほ
と
が
区
の
期
待
を
担
つ

て
の
参
加
。
個
人
・
団
体
に
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
だ
。

選
手
以
外
の
子
と
も
や
父
田
ら
も
応
援
に
か
け
つ
け
会
場
は
熱

気
に
つ
つ
ま
れ
て
い
ま
し
だ
。

な
あ
、
個
人
・
団
体
優
勝
者
は
郡
大
会
に
出
場
し
健
闘
し
ま
し

だ
。村

大

会
結
果

（
上
位
入
賞
者
）

屯
小
学
生
の
部
：
·
▽
男
子
個
人
①
市

川
悠
介
（
須
賀
）
②
橋
本
裕
司
（
千
津

井
）
③
吉
田
雅
哉
（
梅
原
）
▽
女
子
個

人
①
砂
賀
麻
衣
子
（
斗
合
田
）
②
籾
山

絵
美
（
千
津
井
）
③
石
川
陽
子
（
大
佐

貰
）卍

同
…
▽
男
子
団
体
①
田
島
（
矢
島

友
浩
、
矢
沢
久
、
奈
良
真
之
、
滝
口

雅
也
）
②
江
口
（
新
井
義
和
、
柿
沼

ロ 賀
）

翼
、
多
田
和
宏
、
新
井
則
久
）
③
中
谷

（
北
堀
智
久
、
加
藤
敦
史
、
川
田
学
、

長
瀬
隼
人
）
▽
女
子
団
体
①
江
口
（
唐

沢
直
子
、
木
村
裕
子
、
新
井
美
紀
、
柿

沼
美
貴
）
②
南
大
島
（
森
尻
衣
映
、
斎

藤
久
美
子
、
福
島
め
ぐ
み
、
斎
藤
香
誉

子
）
③
千
津
井
（
須
藤
か
づ
み
、
横
塚

弥
生
、
小
林
美
幸
、
杉
山
裕
美
）

蒼
中
学
生
の
部
…
▽
男
子
個
人
①
橋

本
康
弘
（
中
谷
）
②
田
子
孝
仁
（
江
口
）

③
町
田
学
（
上
江
黒
）
▽
女
子
個
人

②
松
本
典
子
（
新
里
）
②
泉
田
真
理
（
矢

島
）
③
野
中
和
江
（
中
谷
）

〇
同
…
▽
男
子
団
体
①
矢
島
（
橋
本

和
宏
、
渡
辺
秀
人
、
泉
田
剛
志
、
田
ロ

吉
政
）
②
上
江
黒
（
森
原
剛
、
蘭
部

亮
生
、
牛
久
保
寧
規
、
多
田
大
悟
）
③

新
里
（
矢
島
貴
将
、
奥
沢
稚
彦
、
谷
津

延
由
、
田
村
光
宏
）
▽
女
子
団
体
①
南

大
島
（
永
吉
理
沙
、
本
沢
真
琴
、
坂
本

真
由
美
）
②
江
口
（
関
口
あ
ゆ
み
、
関

口
直
美
、
島
田
広
子
、
新
井
真
由
美
）

③
矢
島
（
渋
沢
瑞
紀
、
野
村
明
加
、
高

瀬
祐
子
、
泉
田
浩
子
）
〔
敬
称
略
〕

郡
大
会
結
果

（
明
和
村
の
み
）

村
大
会
の
各
部
門
優
勝
者
（
個
人
・

団
体
）
は
、
一
月
二
十
七
日
、
板
倉
町

で
開
か
れ
た
郡
大
会
に
出
場
。

上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

圏
小
学
生
男
子
個
人
の
部

0

三
位
1
1

市
川
悠
介
（
須

卍
中
学
生
男
子
団
体
の
部

0

三
位
1
1

矢
島

〇
中
学
生
男
子
個
人
の
部

0

三
位
1
1

田
子
孝
仁
（
江

1
 

新
春
恒
例
の
村
民
に
よ
る
書
初
め
大

会
が
一
月
五
日
、
中
央
公
民
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
冬
休
み
中
と
あ
っ
て
子
ど

も
を
中
心
に
百
人
ほ
ど
が
参
加
。

大
人
は
「
明
る
い
家
族
」
、
小
学
一
年

「
つ
げ
と
き
く
」
、
二
年
「
明
る
い
村
」

を
フ
ェ
ル
ト
ペ
ン
で
、
三
年
生
以
上
は

毛
筆
で
「
ゆ
た
か
な
村
」
、
「
福
祉
の
村
」

な
ど
村
民
憲
章
に
記
さ
れ
て
い
る
規
定

字
を
村
内
で
習
字
塾
を
開
い
て
い
る
数

人
の
先
生
方
に
助
言
指
導
を
受
け
な
が

ら
フ
レ
ッ
シ
ュ
気
分
に
筆
を
走
ら
せ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
結
果
は
今
春
予
定
の

「
公
民
ま
つ
り
」
に
発
表
、
表
彰
の
予
定

で
す
。
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ロ

わ
ず
か
な
会
費
で
、
万
一
の
交
通
事

故
の
と
き
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
る
交
通

災
害
共
済
の
契
約
が
3
月
3
1
日
で
期
限

が
切
れ
ま
す
。
現
在
加
入
さ
れ
て
い
る

方
は
も
ち
ろ
ん
、
今
ま
で
に
加
入
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
方
も
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

加
入
し
て
、
多
発
す
る
交
通
事
故
に
備

え
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
見
舞
金
の
一

部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
（
表
I
I
)

◇
会
費

1
人
年
額
3
5
0
円
（
年
度
途
中
に

加
入
し
て
も
同
じ
で
す
）

◇
加
入
で
き
る
方

本
村
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ

て
い
る
方
、
ま
た
は
外
国
人
登
録
し
て

い
る
方
。

◇
対
象
と
な
る
交
通
事
故

道
路
上
で
自
動
車
、
原
動
機
付
自
転

車
、
自
転
車
、
荷
車
、
テ
ー
ラ
ー
等
に

乗
っ
て
い
て
衝
突
し
た
り
、
転
落
し
た

事
故
、
ま
た
は
、
歩
い
て
い
て
こ
れ
ら

の
車
両
に
は
ね
ら
れ
た
り
し
た
事
故
。

◇
申
込
み
方
法

各
家
庭
に
配
布
さ
れ
た
会
員
申
込
書

と
会
員
証
に
必
要
な
事
項
を
記
入
し
、

会
費
を
添
え
て
2
月
2
8
日
ま
で
に
組
長

さ
ん
を
通
じ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
3

月
8
日
以
後
の
申
込
み
は
、
直
接
役
場

総
務
課
で
受
付
ま
す
。

◇
見
舞
金
請
求
期
限

事
故
発
生
か
ら
2
年
以
内
に
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

交
通
災
害
共
済

共済見舞金
表ー I

` 
障害の程度 金額

1 死亡した場合 600,000円

2 廃疾となったもの 300,000円

3 1 年以上の傷害 200,000円

4 6 ヶ月以上の傷害 100,000円

5 5 ヶ月以上の傷害 80,000円

6 4 ヶ月以上の傷害 60,000円

7 3 ヶ月以上の傷害 40,000円

8 2 ヶ月以上の傷害 30,000円
(20,000 円）, 1 ヶ月以上の傷害 20,000円
(1 0,000 円）

10 1週間以上1ヶ月未満の傷害 10,000円
(6,000円）

家
族
そ
ろ
つ

館
林
都
市
計
画
案
き
ま
る

五
年
ご
と
に
行
わ
れ
る
第
三
回
線
引

き
見
直
し
に
よ
り
館
林
都
市
計
画
の
変

更
が
計
画
案
ど
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

◇
市
街
化
区
域
・
調
整
区
域
の
変
更

告
示
番
号
群
馬
県
告
示
第
1
5
号

平
成
3
年
1
月

1
1
日
群
馬
県
知
事

清
水
一
郎

0

新
た
に
市
街
化
区
域
に
編
入
す
る
区

域館
林
市
大
島
町
の
一
部

◇
用
途
地
域
の
変
更

告
示
番
号
群
馬
県
告
示
第
1
6
号

平
成
3
年
1
月
1
1
日
群
馬
県
知
事

（
見
舞
金
の

昌00疇
疇
[

※（）は改正前の金額

そ
の
他
、
詳
し
く
は
総
務
課
（
内
線

3
3
4
)
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

部
改
正
）

て
加
入
し
ま
し
ょ
う

, 
、．

国
民
年
金
、
水
道
使
用
料
で
す
。

納
期
限
は
2
月
2
8
日
で
す
。

期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

＊
交
通
安
全
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委

員
長
早
川
宗
三
郎
さ
ん
は
二
万
円

唖
落
合
希
好
さ
ん
（
須
賀
）
は
三
万
円

圏
田
口
登
さ
ん
（
大
佐
貰
）
は
五
千
円

圏
瀬
下
進
さ
ん
（
新
里
）
は
五
万
円

そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
と
、
村
社
会
福
祉
協
議
会

（
奉
仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

今

月
の
納
め

館
林
東
部
）

（
エ
業
団
地
な
ど

清
水
一
郎

0

新
た
に
工
業
占
用
区
域
に
指
定
す
る

区
域

館
林
市
大
島
町
の
一
部
約
5
1
.
8
h
a

0

第
一
種
住
居
専
用
区
域
を
住
居
地
域

に
変
更
す
る
区
域

館
林
市
楠
町
の
一
部

0

工
業
地
域
を
住
居
地
域
に
変
更
す
る

区
域

館
林
市
城
町
及
び
尾
曳
町
の
一
部

※
な
お
、
関
係
図
書
は
、
県
庁
都
市
計

画
課
、
役
場
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※相談希望者は予約してください。

優
0 0 0 0 0 3 村

すま゜ に込申対内場日の月の 木寸

細詳込み申く み3II 象明II ; 所占 時［ 相青ヽ顧問 3 無0) 
はださ月1 村和 一I fl :月 料総］し：以、民悶晶明は法
へ定員 ら 項 [ ~ ~ 11 律合＾ i • 午前(84) ふi 1。 日相
3 り付 時がで談

1 ̀  し 1 相談l1 すま 午後にす。
一切の 1 応
りで 時 じ

素 9 ]0 
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村 の う ご き

2 月

14 日

15 日

16 日

20 日

郡老人クラブ芸能大会

西小一日入学

明中入学説明会

所得税申告納税相談（東部

地区）

21 日

22 日

22 日

24 日

26 日～

同
同

上（中部地区）

上（西部地区）

東小一日入学

邑楽郡母子福祉の集い

住民税申告相談開始（斗

合田・上江黒を皮切り）

※予定ですので変更になる場合もあります。

◇
日
時

1
1
3

月
3

日
同
午
前

1
0時

◇
場
所

1
1

利
根
川
梅
原
地
先
（
東
武

線
鉄
橋
付
近
）

大
切
に
育
て
た
、
サ
ケ
の
稚
魚
を
放

流
し
ま
す
の
で
、
ご
見
学
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
は
「
社
会
保
険
料

控
除
」
と
し
て
所
得
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。
確
定
申
告
の
際
に
は
忘
れ
ず

国
民
年
金
保
険
料
は

所
得
控
除
の
対
象
に

平成 2 年の保険料

月
r 疋 1 ~ 3 月 8,000円

額 4 ~12 月 8,400円

額 付加保険料 400円

年 定 額 99,600円

額 定額＋付加 104,400円

か
え
つ
て
こ
い
よ

I
.

サ
ケ
稚
魚
放
流

住
民
課
へ
お
問
合
せ

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

控
除
対
象
と
な
る
国
民
年
金
保
険
料

は
、
平
成
2

年
中
に
納
め
た
保
険
料
の

総
額
で
、
過
去
に
さ
か
の
ほ
っ
て
納
め

た
未
納
・
追
納
保
険
料
も
対
象
と
な
り

ま
す
。

な
お
、
昨
年
の
保
険
料
は
次
表
の
と

お
り
で
す
。

※
詳
し
く
は
、

く
だ
さ
い
。

人
権
（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ
）
と

は
、
一
口
で
い
え
ば
、
私
た
ち
が
、

社
会
生
活
に
お
い
て
幸
福
な
生
活
を

営
む
た
め
に
必
要
な
固
有
の
権
利
で

あ
り
、
こ
の
権
利
は
、
日
本
国
憲
法

に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
国
民
に
保
障

さ
れ
て
い
ま
す
。

な人

ん権

で っ

すて

か

ーいじめをなくそう一 年
金
制
度
に
は
、
障
害
基
礎
年
金
や

老
齢
基
礎
年
金
等
が
あ
り
2
0歳
以
上
6
0

歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
し
ま
す

か
、
昼
間
部
の
大
学
、
専
門
学
校
等
の

学
生
は
、
任
意
加
入
と
な
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
加
入
し
て
い
な
い
学
生

が
万
一
障
害
者
と
な
っ
た
場
合
、
障
害

学
生
も
全
員

国
民
年
金
に
加
入

人
権
擁
護
委
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

市
町
村
で
国
民
の
基
本
的
人
権
が
侵

害
さ
れ
な
い
よ
う
に
絶
え
ず
監
視
し
、

も
し
、
侵
害
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

そ
の
相
談
相
手
に
な
り
、
適
切
な
処

置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
救
済
を

は
か
り
、
ま
た
、
人
権
思
想
の
普
及

高
揚
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
住
民
で

人
格
識
見
が
高
く
、
広
く
社
会
の
実

情
に
通
じ
、
人
権
擁
護
に
理
解
の
あ

る
人
を
市
町
村
長
が
推
薦
し
、
法
務

大
臣
が
委
嘱
し
た
方
々
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
あ
な
た
の
相

談
相
手
で
す
。
困
っ
た
時
は
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
つ
て

こ
ん
な
人

基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
老
齢
基
礎
年
金
も

2
0歳
か

ら

6
0歳
に
な
る
ま
で
の
4
0
年
間
、
保
険

料
を
納
め
て
、
は
じ
め
て
満
額
の
年
金

が
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
加
入
し
て
い
な

い
学
生
は
満
額
の
年
金
が
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

3

年

4

月
か
ら

2
0歳
以
上
の
学
生
も
全
員
加

入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
住
民
課
へ
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

私
た
ち
は
、
基
本
的
人
権
を
お
互

い
に
蒻
重
し
あ
う
と
と
も
に
、
そ
れ

を
自
分
た
ち
の
力
で
大
切
に
守
り
育

て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

0
と
き

1
1
2

月

1
4日
困
午
前

1
0
時1
午
後
3
時

0

と
こ
ろ

1
1

館
林
市
役
所

交
通
事
故
相
談

0
と
き

1
1
3

月
7

日
困
午
前

1
0
時1
午
後
3
時

0

と
こ
ろ

1
1

館
林
市
役
所

年
金
相
談

0
と
き

1
1
2

月

1
5日
⑥
午
前

1
0時
ー
午
後
3

時

0

と
こ
ろ

1
1

役
場
会
議
室

人
権
・
行
政
・
心
配
i
＿
と
相
談

0
と
き

1
1
2

月

2
1
日
困
3

月

5

日
因
午
前

9

時
3
0分
1
1
0

時
3
0分
受
付

0

と
こ
ろ

1
1

保
健
セ
ン
タ
ー

健
康
相
談

健

0
と
き

1
1
3

月

1
4日
困

1

時
1
2

時
受
付

0

と
こ
ろ

1
1

保
健
セ
ン
タ
ー

午
後

乳

日
し
ー
ノ

吾
ロ、

毎
月
や
っ
て
い
ま
す

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

※無断転用はやめましよう。農地を農地以外（宅地など）に転用する場合は農業委員会の許可が助要です。



第353号 平成 3 年 2 月 10 日 (10) 

村の人口

2 月 1 日現在

l世帯数 2,706戸
l 人日総数 10,654人

i男 5,329人
し

i女 5,325人

! (1 月中の動き）
出生11 人 死亡10人

i転入50人 転出12人 l
l--------

\ 地区 館林邑楽地区 館林地区 千代田

日 月日＼科別 産婦人科 耳鼻科 内 科外科 明和地区

2 月 17 日
根岸医院大神医院 記念病院合(72)3155 最上医院 竹越医院

曜 ff (72)3262 合 (62)2200 神尾医院合(75)1288 ff(74)3763 合 (84)3137

2 月 24 日
古屋病院川田（耳）医院 後藤内科合(72)0134 館林医院 館林地区と

当
合 (63)616| 合 (72)3314 ゆたか医院合(73)7308 合 (74)2112 同じです。 し 、 す存ま

3 月 3 日
浜野病院川村医院 上野医院合(72)3330 寺内医院 館林地区と

番
合 (88)5678 合 (72) 1337 森下医院合(73) 7776 合 (72)3031 同じです。 の

3 月 10 日
横田医院川田医院 清河堂医院合(72)3070 礫川堂医院 小西医院 訂りでて ; て1 

医
合 (72)0255 ff (72) 3724 安楽岡医院合(72)0572 ff(74)0184 ff(86)2261 

3 月 17 日
真中医院小倉医院 新橋病院合(75)3011 永寿堂医院 館林地区と

fl (72) 1630 合 (72)0606 大石医院合(74) 2362 合 (72)4469 同じです。

三。00

（
矢
島
・
2

歳
3

カ
月
）

石t〗

JI I 魯

逹亙

也ゃ

入

疇

1 月の

救急車出動回数

●交通事故 4 件

●急病 8 件

●その他 1 件

●計 13 件

f•つや

〇達也くん…「ウルトラマン、ファイブマン、
それに仮面ノリダー、ほくはこれが大好き。

これを見ていればごきげんなんだ。」

0 あ田さん…「元気が良くて、追いかけ回す

のがやっとなほどわんぱく坊主です。のびの

びとたくましく育ってほしいですね。」

〔淳ー・富士子さんの二男〕

※広報係では「わが家の華」の登場者を募集して
います。どしどしご一報ください。

村
で
は
昨
年
、
村
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
、
活
性
化
の
一
環
と
し
て
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
を
広
く
村
民
の
皆
様
か
ら
募

集
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
村
民
百
二
十
七
人
の
方

か
ら
百
七
十
四
点
の
応
募
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、

「花薦る豊かな福祉

明和村」

など 10編

村の

キャッチフレーズ決まる。

(

0

)

 

役
場
職
員
も
一
人
一
点
以
上
を
提
出
、

村
民
の
も
の
と
合
わ
せ
て
二
百
六
十
六

点
か
募
り
ま
し
た
。

そ
れ
を
特
産
品
・
イ
メ
ー
ジ
関
連
に

区
分
、
絞
り
込
み
、
村
議
会
議
員
・
区

長
ら
に
ご
協
力
（
協
議
検
討
）
い
た
だ

【
特
産
物
(
0
8
)関係
】

◎
梨
と
巨
峰
の
里
明
和
村

◎
梨
と
シ
ク
ラ
メ
ン
の
里
明
和
村

◎
シ
ク
ラ
メ
ン
・
梨
と
巨
峰
の
里
明
和
村

0

巨
峰
の
里
明
和
村

0

梨
の
里
明
和
村

0

シ
ク
ラ
メ
ン
の
里
明
和
村

【
イ
メ
ー
ジ
（
印
象
）
関
係
】

◎
活
力
と
う
る
お
い
の
あ
る
明
和
村

◎
花
薫
る
豊
か
な
福
祉
明
和
村

◎
心
が
ふ
れ
あ
う
ほ
の
ほ
の
明
和

◎
群
馬
の
玄
関
緑
の
明
和

※
な
お
、
作
者
名
の
な
い
も
の

組
合
せ
た
も
の
で
す
。

野
村
正
人
・
作

室
井
知
子
・
作

牛
久
保
正
和
・
作

奈
良
京
子
・
作

印
に
つ
い
て
は
、
何
編
か
を

金
子
順
子
・
作

小
田
木
邦
夫
・
作

小
田
木
邦
夫
・
作

き
、
次
の
十
編
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に
決
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は

近
く
村
内
の
要
所
／
＼
‘
に
立
看
板
と
し

て
お
目
見
え
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

1
1

あ
く
や
み
I
I

真機小金関佐石柿齋須篠
田村林子口藤倉沼藤藤木氏

恵ぇ
聡壱尚ら美叶衣ぇ 修研阻里＇） 拓を梨＇）名
美瑶か穂味刈悠＇口人と允塁奈弓豆未咋少さ

師高一裕 栄利宏 征澄保
男久雄之始治昭行博幸雄讐

三二長長ニニニ長二長長続
女男女女男男男女男男女柄

田藤八野新榎瀬野今小
島野田本井本下中成暮氏

金藤
倉は は啓卓と次＝し名
吉る雪る吉夫り郎面ん

年
齢
世
帯
主

7
6
壽
司

8
9
惣
五
郎

7
7
宗
次
郎

8
5
進

4
8
晏
子

7
9
直
次

7
1
長
松

7
8
比
呂
志

8
3
泰
博

9
2
弘

お
め
で
た

C
□
 南川下千下中新中江斗地

大江津江 合
島俣黒井黒谷里谷口田区

后沿沿％4 %2 %沿沿％ ｾ ]店

新斗下田梅矢川田上江大地
合江 江佐

里田黒島原島俣島黒口貫区

泊 ½o ¼沿元沿昂％ ％属％閥

ー
お
め
で
だ
I
I

`<
お
く
や
み
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第354号 平成 3 年 3 月 10 日 (2) 

4月フ＇日
群馬県議会議員選挙
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｛
第
1
2
回
統
一
地
方
選
挙
。
{
­

｛
四
月
七
H

⑪
は
、
群
馬
県
議
会
議
｛

~
員
選
挙
の
投
票
日
で
す
。
今
後
の
~

｛
県
政
の
方
向
を
決
め
る
大
切
な
選
｛

｛
挙
、
私
た
ち
の
貴
重
な
一
票
を
県
｛

｛
政
に
生
か
し
ま
し
ょ
う
。
―

i

I
I

ふ
る
さ
と
の
未
来
を
担
う
~

あ
な
た
の
一
票
I
i
{

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

'

 

投 票所（表一①）
第 第 第 第 第 第 第 投
7 6 5 4 3 2 1 示西

< < 百悶 悶長 旦長 冦旦 百且 区

名

入 儡ヽ ヽ [ 悶 上

ぶ田ケ 江
ベロヽ

言
の

裏ロヽ
9屯,.、ヽ 投

羹 鳳 の

非』 ] 履の

闊
裔貰 鯰 ‘珪’‘‘ 示茜

の 江
の

履 ロ 鳳 区
の

昌鳳 域の

履
大 西 農 商 東 下

佐
構

江 投小 改 小
工

芦只 善 黒
体 f本 示せ

東 セ 集
コ円 ン

ムコ＝
二円

光
夕

荷 h斤

寺 館 I 館 館 杓斤

投
票
所

1
1

（
表
ー
①
）

投
票
時
間
1
1

午
前
7
時
か
ら
午
後
6
時
ま
で

開
票
所

1
1

一
ヵ
所
（
明
和
村
役
場
）

開
票

1
1

即
日
、
午
後
7
時
か
ら

選
挙
人
名
簿
の
選
挙
時
登
録
1
1

登
録
基

準
日
は
、
平
成
3

年
3

月
2
8
日
。
た
だ

し
年
齢
は
選
挙
期
日
に
よ
り
ま
す
。

投
票
が
て
き
る
人
1
1

昭
和
4
6
年
4
月
8

日
以
前
に
出
生
し
た
人
で
、
平
成
2
年

1
2
月
2
8
日
以
前
(
1
2
月
2
8
日
付
で
転
入

届
を
し
た
人
を
含
む
）
か
ら
、
明
和
村

内
に
引
き
続
き
住
所
を
有
し
、
住
民
基

本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

投
票
所
入
場
券
1
1

各
地
区
の
区
長
を
通

じ
て
各
戸
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。

も
し
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る

資
格
が
あ
る
の
に
入
場
券
が
届
か
な
い

人
は
早
め
に
村
選
挙
管
理
委
員
会
（
役

場
内
）
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▽
入
口
↓
入
場
券
提
出
（
受
付
．

名
簿
対
象
）
↓
投
票
用
紙
受
領
（
用

紙
交
付
）
↓
記
載
（
記
載
台
）
↓
投

票
（
投
票
箱
へ
）
↓
出
口

代
理
投
票

印
か
ん

身
体
が
不
自
由
で
あ
っ
た
り
し
て
、

自
分
で
字
を
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
人

は
投
票
所
で
係
員
に
申
出
て
い
た
だ
け

投
票
順
序

不
在
者
投
票

投
票
日
の
当
H

、
投
票
区
の
区
域
外

で
仕
事
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

り
、
や
む
を
得
な
い
用
務
や
事
故
の
た

め
、
投
票
区
の
区
域
外
に
で
か
け
て
不

在
に
な
る
予
定
、
病
気
や
出
産
な
ど
自

分
で
投
票
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
と

予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、
不
在
者
投
票

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
不
在
者
投
票

か
で
き
る
期
間
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

0
期
間
1
1
3

月
2
9
日
か
ら
4
月
6
日
。

い
ず
れ
も
午
前
8

時
3
0
分
か
ら
午
後

5
時
。

®
場
所
1
1

明
和
村
役
場
（
特
設
不
在
者

投
票
所
）

蒼
も
ち
も
の
1
1

入
場
券
、

開
票
は
、

即
日

投
票
午
前

7

時

地区別有権者数 (H2.9.2現在）

地区名
有権者数

男 女 計

斗合田 146 145 291 

下江黒 131 121 252 

上江黒 196 204 400 

千津井 221 225 446 

江 口 237 240 477 

田 島 219 205 424 

南大島 456 460 916 

新 里 374 393 767 

中 ベロ 300 285 585 

梅 原 318 333 651 

JI I 俣 152 158 310 

須 賀·‘‘ 182 196 378 

大 輪 338 342 680 

入ヶ谷 44 46 90 

矢 島 255 267 522 

大佐貰 212 216 428 

合計 3,781 3,836 7,617 

郵便による投票ができる人（表ー A)

¥ 両下肢、体幹、
心臓、じん臓、呼吸

器、ほうこう、直腸、
移動機能の障害

小腸の機能の障害

身体障害者福祉法
1 級または 2 級 H汲または 3 級

による身体障害者

戦傷病者特別援護 特別項症から第 特別項症から第 3

法による戦傷病者 2 項症まで 項症まで

身
体
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
人
は
郵

便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
郵
便
投
票
が
で
き
る
人
は

身
体
障
害
者
手
帳
が
交
付
さ
れ
て
い
る

人
、
又
は
戦
傷
病
者
手
帳
を
交
付
さ
れ

て
い
る
人
で
、
そ
の
傷
害
の
程
度
が
一

定
の
基
準
に
あ
て
は
ま
る
人
に
限
り
ま

す
。
（
表
I
A
)

郵
便
で
投
票
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か

じ
め
選
挙
管
理
委
員
会
に
申
請
し
て
、

I
I郵

便
投
票
証
明
書
“
の
交
付
を
受
け
て
お

き
、
そ
の
証
明
書
を
添
え
て
投
票
用
紙

を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
期
間
も

考
慮
し
て
早
め
に
し
ま
し
ょ
う
。

郵
便
に
よ
る

不
在
者
投
票

れ
ば
代
理
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。



(3) 平成 3 年 3 月 10 日 第 354号

! きれいな選挙で明るい政治 : 

'------------------------------------------------------" 

有
権
者
の
注
目
を
集
め
る
た
め
に

自
動
車
を
何
台
も
つ
ら
ね
た
り
、
隊

有
権
者
の
家
を
た
ず
ね
て
、
投
票

を
依
頼
し
た
り
、
又
は
投
票
を
さ
せ

な
い
よ
う
に
依
頼
す
る
よ
う
な
行
為

は
、
「
戸
別
訪
問
」
と
し
て
す
べ
て
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
場
合
「
戸
別
」
と
は
、
必
ず

し
も
有
権
者
宅
に
限
ら
ず
会
社
や
工

場
も
含
ま
れ
ま
す
。

＊
気
勢
を
張
る
行
為

玄
戸
別
訪
問

『
)
ん
な
選
挙
運
動
は
]

違
反
と
な
り
ま
す

選
挙
あ
れ
、

列
を
組
ん
で
往
来
し
た
り
、
ま
た
、

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
た
り
、
チ
ン
ド

ン
屋
を
雇
う
な
ど
、
選
挙
運
動
の
た

め
の
気
勢
を
張
る
行
為
は
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

＊
人
気
投
票
の
公
表

当
選
人
を
予
想
す
る
人
気
投
票
の

途
中
経
過
や
結
果
に
つ
い
て
、
公
表

す
る
こ
と
は
全
面
的
に
禁
じ
ら
れ
て

い
ま
す
。
新
聞
、
雑
誌
は
も
と
よ
り
、

ポ
ス
タ
ー
、
ビ
ラ
な
ど
、
公
表
の
方

法
が
な
ん
で
あ
れ
、
い
っ
さ
い
禁
止

で
す
。

こ
ん
な
投
票
は
]

〖
無
効
で
す

◎
投
票
用
紙
以
外
の
用
紙
、
た
と
え

ば
、
入
場
券
や
普
通
の
紙
や
名
剌
な

ど
に
候
補
者
の
氏
名
を
書
い
て
投
票

し
た
も
の

◎
二
人
以
上
の
候
補
者
の
氏
名
を
書

い
た
も
の

◎
候
補
者
の
氏
名
の
ほ
か
に
、
余
計

な
こ
と
を
書
い
た
も
の
。
▼
た
と
え

ば
氏
名
を
、
〇
や
「
」
（
）
印
な
ど
で

囲
ん
だ
も
の
▼
氏
名
の
下
に
「
へ
」
「
え
」

「
さ
ん
へ
」
な
ど
と
書
い
た
も
の

◎
候
補
者
の
氏
名
を
自
書
し
な
い
も

の
。
た
と
え
は
ゴ
ム
印
を
使
用
し
た

も
の
。

こ
れ

( 

-' ―
第
1
1
6
回
国
会
で
、
「
公
職
選

一
挙
法
」
の
一
部
が
改
正
さ
れ

ー
ま
し
た
（
平
2
年
2
月

1

日

ー
施
行
）
。
金
の
か
か
ら
な
い
政

―
治
の
実
現
と
選
挙
の
公
正
の

r
1
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I

ー

1

会
費
制
で
な
い
会
合
に

招
待
さ
れ
だ
場
合
に

実
費
程
度
の
金
銭
で
あ
つ
て
も

置
い
て
帰
る
こ
と
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す

結
婚
披
露
宴
に

政
治
家
本
人
が
出
席
し
て
出
す

結
婚
の
祝
儀
は

罰
則
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
が

事
前
に
届
け
る
こ
と
は

罰
則
の
対
象
と
な
り
ま
す

I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
1
9
1
9
9
9
9
1
1
1
1
1
1
1
1
_
J
 

7
 一

確
保
の
た
め
寄
附
の
禁
止
規
一

一
定
な
ど
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
一

ー
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
ー

＿
す
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
ー

一
し
ま
す
。

｀
ー
'
,
l

、
一

ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
と
各
種
大
会
へ

差
し
入
れ
を
す
る
こ
と
は

い
か
な
る
名
義
で
あ
つ
て
も

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

葬
式
や
通
夜
に
あ
い
て

政
治
家
本
人
が

出
席
し
て
出
す
香
典
は

罰
則
の
対
象
に
は

な
り
ま
せ
ん
が
金
銭
以
外
は

罰
則
の
対
象
と
な
り
ま
す

政
治
家
に
祭
り
の
寄
附
を

要
求
す
る
こ
と
も
禁
止
で
す

政
治
家
に
寄
附
を

勧
誘
・
要
求
す
る
こ
と
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

後
援
団
体
が
花
輪
・
香
典
を

出
す
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す

花
輪
を
贈
る
こ
と

あ
歳
暮
や
お
中
元
を
贈
る
こ
と

祭
り
の
寄
附
を
す
る
こ
と

ご
近
所
へ
、
あ
祝
い
を
す
る
こ
と

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

後
援
団
体
が

町
内
の
運
動
会
な
ど
に

あ
祝
い
を
出
す
こ
と
は

禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す

政
治
家
は
答
礼
の
だ
め
の

自
筆
の
も
の
を
除
い
て

年
賀
状
・
暑
中
見
舞
状
な
ど

時
候
の
あ
い
さ
つ
状
を

出
す
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
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受賞あめでとう
既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
三
三
八
万
九
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
二
七
億
九
一
四
万
五
千
円
に
し

ま
し
た
。
※
（
）
は
補
正
後
の
総
額

〔
歳
入
〕
I
I

▽
地
方
交
付
税
…
一

八
八
万
九
千
円
（
七
億
九
、
0
三
二
万
八

平
成
―
一
年
度

般
会
計
補
正

第 1 回

村議会臨時会

新井幹ーさん

（田島）

早川リツさん

（大輪）

館
林
交
通
安
全
協
会
役
員
と
し
て
、

長
年
、
悲
惨
な
交
通
事
故
・
違
反
防
止

の
た
め
活
躍
、
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
年
交
通
安
全
功
労
者

群
馬
県
知
事
感
謝
状

1皇
-•ゴー•••I 

小林政介さん

（下江黒）

平
成
三
年
第
＿
回
村
議
会
臨
時
会
は
二
月
十
六
日
開

か
れ
特
別
職
等
の
諸
結
与
条
例
の
一
部
改
正
な
と
村
長

提
出
議
案
四
件
に
つ
い
て
審
議
し
、
い
す
れ
も
原
案
と

あ
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
だ
。
主
な
内
容
を
あ
知
ら
せ

し
ま
す
。

千
円
）
▽
寄
附
金
…
一
五

0
万
円
（
ニ

六
0
}
I

円
）

〔
歳
廿
〕
I
I

▽
議
会
費
：
・
九
三
万

五
千
円
報
酬
改
定
等
に
伴
う
追
加
（
五
、

六
四
四
万
七
千
円
）
▽
総
務
費
：
・
七
三

万
七
千
円
給
与
改
定
に
伴
う
追
加
（
三

億
七
、
六
四
七
万
五
千
円
）
▽
教
育
費
…

一
七
一
万
七
千
円
給
与
改
定
に
伴
う
追

加
及
び
図
書
購
入
費
（
三
億
七
、
六
九
九

万
五
千
円
）

I I 

の野
たで各
び活氏
の躍と
表さも
彰れ長
.‘年

感そに
謝のわ
と功た
な績り
つが‘
た認そ
もめれ
のらぞ
でれれ
す‘の
゜こ分

I I 

特
別
職
等
の
各
種

報
酬
（
給
料
）
改
定

特
別
職
等
お
よ
び
各
種
報
酬
（
給
料
）

か
次
の
と
お
り
改
定
と
な
り
ま
す
。
（
こ

れ
は
明
和
村
特
別
職
等
報
酬
審
議
会
の

答
申
を
受
け
て
提
案
さ
れ
た
も
の
で
平

成
元
年
一
月
以
来
の
改
定
で
す
）
。

〔
改
定
と
な
る
主
な
も
の
〕

議
長

2
6万
2

千
円
(
2
3万
1

千
円
）

副
議
長

1
8万
8

千
円
(
1
6万
6

千
円
）

常
任
委
員
長1
8万
0

千
円
(
1
5万
9

千
円
）

議
員
1
7
万

5

千
円
(
1
5万
5

千
円
）

村
長

6
6万
0
千
円
(
6
0万円
）

助
役

5
4万
3
千
円

(
4
9万5
千
円
）

収
入
役

5
1万
1

千
円
(
4
6万5
千
円
）

教
育
長

5
0万
4

千
円
(
4
6万円
）

※
月
額
、
平
成
3
年
1

月

1
日
適
用

全
国
民
生
委
員
・
児
童
委
員
会

協
議
会
長
表
彰

両
氏
と
も
長
年
に
わ
た
り
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
と
し
て
社
会
福
祉
の
増

進
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

---•一て興
・ーノ‘‘

t．一ご協こ
—→---:1 議の
ー会ほ 1 豊かな

ど
る 、 むらづくり

ず 長矢

』｀〖
表彰4一三口 n : ;~□□1〖□7ご9 す：すた動中 のク研に 会非づ付づ 研同のに落をぐ 名献の けく区振ん
゜もが心両促 l 究取ーを農くしく中修育調伴座もる両誉し活こまり長興・
の実に地進ルをり方開家り収りでな苗理う談りみ地あた性れし推ー協区
でり展区にを行組‘きのそ穫をもど‘方転会こで区る団化はた進は議長
す‘開と努開いみ南好人ば゜推矢を簿法作をんそとも体‘農゜協‘会―
゜こしもめく ‘‘大評やに自進島推記の物はだれものを豊業 議群＾と
おのた‘まなまい島を関チ分゜地進講研のじ活ぞ‘で対か分 会馬会南
めた‘リしどたろ地博係ャたグ区し習究推め動れ区す象な野 長県長大
でびこ l た一‘ん区し者レちルはま会会進‘をの長゜にむを 一知‘島
とのれダ゜層家なはまをンで 1 ‘し‘‘‘米展地を 表ら中 力~事森農
う名等 l の庭品‘し招ジ粉プ転た先家その開域中 彰づ心 ら＾尻業
ご誉ーの 農菜種家た待‘を単作゜進庭の需 住心 すくに 表県茂＾
ざと連区 業園を庭゜し近引位で 地菜収給 に るり‘ 彰むさ生
いなの長 意コ作菜 試在きでそ 視園穫関゜特地 大に地 をらん芭
まつ活を 欲ン付園 食の手作ば 察共物係集色域 変貢域 受づ．

群
馬
県
知
事
表
彰

矢
島

. 
南
大
島

が‘
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テ
ニ
ス
コ
ー
ト
利
用
者
は

忘
れ
ず
登
録
を

総
合
運
動
場
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
現

在
登
録
利
用
し
て
い
る
方
で
、
四
月

以
降
続
け
て
利
用
し
た
い
方
は
更
新

手
続
き
を
、
ま
た
新
規
利
用
者
も
登

録
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
更
新
登
録
1
1
3

月
中

＊
新
規
登
録
1
1
3

月
か
ら
随
時

食
利
用
会
費
1
1
2
0
0
0

円

＊
申
込
み
1
1

社
会
体
育
館
へ

ス
ポ
ー
ツ
団
体
は

登
録
を

利
根
川
総
合
運
動
場
、
社
会
体
育

館
、
小
・
中
学
校
の
校
庭
を
利
用
さ

れ
る
ス
ポ
ー
ツ
団
体
は
登
録
が
必
要

で
す
。
こ
れ
等
の
施
設
は
、
皆
様
に

公
平
円
滑
に
利
用
い
た
だ
く
た
め
代

表
者
会
議
を
次
の
と
お
り
開
き
、
そ

の
席
上
で
登
録
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問合せは

社会体育館へ（合84-4626)

左から BG 賞の篠木信冶・男子優勝の飯塚正弘・女子優勝の阿部利江さん

＊
期
日

1
1
3

月

2
0日
午
後
7

時

＊
会
場

1
1

中
央
公
民
館
会
議
室

＊
対
象

1
1
1
0
人
以
上
で
構
成
さ
れ
て

い
る
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
（
成
人
の
監
督

者
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
）
。

※
詳
し
く
は
社
会
体
育
館
に
お
問
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

二
月
二
十
六
日
、
明
和
村
ゴ
ル
フ
会

（
体
育
協
会
）
の
コ
ン
ペ
が
板
倉
ゴ
ル
フ

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
般
男
子
の
部
、

一
般
女
子
の
部
の
二
部
門
で
総
数
百
二

十
二
名
が
日
頃
の
練
習
成
果
を
競
い
ま

し
た
。 コ

ン
ペ
に
1
2
2
人
が
参
加

明
和
村
ゴ
ル
フ
会

(
1
0位）

そ
の
結
果
、
一
般
男
子
で
は
飯
塚

正
弘
さ
ん
（
江
口
）
が
、
一
般
女
子

で
は
阿
部
利
江
さ
ん
（
大
輪
）
が
優

勝
、
ま
た
、
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞
に
は

篠
木
信
治
さ
ん
が
輝
き
祝
福
を
受
け

ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
上
位
入
賞

は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

〔
敬
称
略
〕

10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 
ィ立イ立イ立イ立イ立 イ立イ立イ立イ立イ立
II II II II II,--,. II II II II II 
石新森多新※篠渡荒神飯
村井尻田井篠木辺木田塚

木
一昭広芳さ信 義博正

正男彦一雄ん治勇介史弘
B 

90 90 91 91 93 G 76 102 84 84 78 f 
賞

74 74 74 74 73 獲 73 72 72 70 70 ネ
ノ日

・・・・ 1守.....ツ

44228'" —/6 0 0 8 8 ト

グ
ロ
ス
ネ
，
ト

1

位
1
1

阿
部
利
江

1
0
6
7
8
.
4

2

位
1
1

峯
崎
京
子

1
2
5
8
0
.
6

3

位
1
1

小
川
光
代

1
1
3
8
3
.
o

※
各
部
門
と
も
同
点
の
場
合
、

高
年
齢
者
が
上
位
と
な
り
ま
す
。

言
葉
尻
や
や
気
に
な
り
し
を
ふ
と
思
ふ

厨
に
明
日
の
と
ぎ
汁
流
す柿

沼
ま
つ

紫
陽
花
の
花
咲
く
季
と
又
な
り
ぬ
病
棟

の
窓
に
亡
父
と
仔
ち
し
日奈

良
原
き
く
の

酒
の
座
を
目
顔
で
抜
け
し
宵
た
け
て
筑

波
を
背
な
の
重
き
月
見
ゆ江

森
政
美

師
の
君
の
如
何
に
お
在
す
か
こ
ほ
ろ
ぎ

の
草
の
繁
み
に
暗
き
て
や
ま
ざ
り

瀬
下
一
江

ご
き
ぶ
り
と
雑
草
減
り
し
を
時
に
言
は

る
都
内
の
駅
に
四
年
過
ぐ
れ
ば

立
岡
正
夫

か
ほ
や
が
沼

＿
文
芸

こほろぎ

短歌会 坂上卓男くん

（中谷）

坂
上
卓
男
く
ん
入
選

中
谷
の
坂
上
卓
男
君
（
西
小
一
）
が

昨
年
行
わ
れ
た
毎
日
新
聞
社
主
催
、
郵

政
省
な
ど
後
援
の
第
7

回
全
国
年
賀
は

全
国
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル

奈
良

照
子
ヽ

泉
田
政
子

新
春
に
揃
ふ
笑
顔
で
乾
杯
の
声
も
晴
や

は
ら
か
ら

か
兄
妹
の
宴

遠
富
士
支
部

一し
年おん
ためね
< てさん

おと
] 

入選作品

が
き
コ
ン
ク
ー
ル
で
毎
日
準
大
賞
に
入

賞
し
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
全
国
で
十
九
点
、
郵
政
大

臣
、
毎
日
特
別
大
賞
な
ど
に
次
ぐ
上
位

に
ラ
ン
ク
す
る
名
誉
あ
る
賞
。
全
国
で

総
数
約
三
万
点
の
応
募
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
部
門
で
九
千
人
余
り
が
入
賞
し

ま
し
た
。

覚
め
ぬ
ま
ま
麻
酔
の
中
に
何
思
ふ
奇
蹟

を
秘
め
て
看
取
る
夫
の
姿野本

み
ね
子

つ
つ
ま
し
く
生
き
む
運
命
か
遅
れ
咲
く

黄
菊
は
し
き
り
霜
に
耐
へ
を
り

原
口
美
津
子

初
椀
の
甘
夏
柑
は
ず
っ
し
り
と
手
答
ヘ

あ
れ
ど
酸
味
や
や
増
す福

田
初
江

物
資
な
き
時
代
に
育
ち
し
捨
て
難
き
衣

類
防
虫
剤
レ
ヂ
に
追
加
す原

口
文
江

巾
広
き
人
波
上
る
階
段
を
多
難
の
災
除

念
じ
て
登
り
ぬ
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久 ヅ

邑楽9B老人クラフ芸能大合
棄翡老人クラフ至絡目韮会 ・ 邑案郭社含揖祉協韮合

＼、？
とi',9,9
ビ'riし． r

邑
楽
郡
内
の
老
人
ク
ラ
ブ
員
が
一
堂
に
会
し
た
「
芸

能
大
会
」
が
二
月
十
四
日
、
村
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
町
村
代
表
の
人
た
ち
百
十
六
人
が
寸
劇
、

舞
踊
、
民
謡
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
多
種
に
わ
た
り
個
性

豊
か
な
自
慢
の
芸
を
披
露
。
い
ま
で
は
め
っ
た
に
見

ら
れ
な
い
「
里
神
楽
（
ひ
ょ
っ
と
こ
）
」
や
安
来
節
は

ユ
ニ
ー
ク
な
振
り
で
会
場
の
人
た
ち
を
爆
笑
の
う
ず

に
さ
そ
い
拍
手
か
っ
さ
い
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
ク
ラ
ブ
員
の
幅
広
い
親
睦
と
交
流
を

目
的
に
郡
内
会
場
を
、
持
ち
回
り
で
毎
年
開
か
れ
好

評
を
博
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
の
一
っ
で
す
。

' .rｷ 

祝

ヨ

ー

に
」
ー

` 

大
人
へ
の
第
一
歩
ー
。
誇
り
と
責
任

を
自
覚
し
て
も
ら
お
う
と
、
中
学
二
年

生
百
七
十
人
を
対
象
に
二
月
四
日
、
村

少
年
立
春
式
が
中
央
公
民
館
で
開
か
れ

ま
し
た
。
（
教
育
委
員
会
主
催
）

村
長
、
村
議
会
議
長
、
館
林
警
察
署

長
の
祝
辞
に
続
き
、
上
級
の
三
年
生
代

表
、
杉
山
智
亮
君
が
激
励
の
こ
と
ば
、

対
し
て
二
年
生
代
表
の
寺
内
修
平
君
が

「
り
っ
ぱ
な
式
を
や
っ
て
い
た
だ
き
感
激

で
す
。
自
分
の
行
動
に
誇
り
と
責
任
を

持
ち
社
会
に
役
立
て
る
よ
う
が
ん
ば
り

ま
す
」
と
力
強
く
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

式
終
了
後
、
森
尻
光
昭
・
蓮
見
享
・
丸

山
幸
男
•
福
島
武
さ
ん
の
本
村
出
身
弁

護
士
を
招
き
「
中
学
生
活
を
考
え
る
」

を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
十
二
月
、
大
佐
貰
地
内
に
オ
ー

プ
ン
し
た
館
林
信
用
金
庫
明
和
支
店
の

店
内
ロ
ビ
ー
に
、
切
り
絵
や
書
道
作
品

が
展
示
さ
れ
、
訪
ず
れ
た
人
た
ち
か
ら

「
銀
行
と
い
う
と
か
た
い
イ
メ
ー
ジ
が
強

い
の
か
一
般
的
。
こ
う
い
う
の
が
あ
る

と
心
が
落
ち
つ
き
和
ご
み
ま
す
ね
」
と

好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。

藤
野
支
店
長
は
「
こ
れ
は
特
別
、
入

賞
作
品
と
か
い
う
も
の
で
な
く
、
こ
の

地
域
の
小
グ
ル
ー
プ
、
愛
好
家
の
人
た

ち
の
作
品
な
ん
で
す
。
当
店
は
地
域
に

密
着
し
た
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
開
店

し
た
ば
か
り
で
す
の
で
、
地
域
の
人
に

い
ろ
い
ろ
お
教
え
い
た
だ
か
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
の
で
よ
ろ
し
く
お
顧
い
し

ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
東
・
中
・
西
の
三
保
育

園
に
そ
れ
ぞ
れ
高
さ
7
m
、
周
囲
1
6
m

ほ
ど
の
木
製
の
す
べ
り
台
付
ジ
ャ
ン
グ

ル
遊
具
か
設
置
さ
れ
園
児
を
喜
ば
せ
て

い
ま
す
。

園
児
ら
は
思
わ
ぬ
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
大

は
し
ゃ
ぎ
、
「
ほ
く
か
先
だ
、
私
よ
」
「
は

い
、
ケ
ン
カ
し
な
い
で
順
番
に
使
う
ん

で
す
よ
」
と
保
母
に
と
が
め
ら
れ
な
が

ら
、
さ
っ
そ
く
登
降
し
た
り
、
す
べ
っ

た
り
笑
み
、
い
っ
ぱ
い
で
利
用
し
て
い

ま
し
た
。

こ
れ
は
昨
年
、
村
に
前
助
役
の
関
口

浅
次
さ
ん
（
梅
原
）
か
六
十
万
円
、
前

収
入
役
の
宮
沢
恒
雄
さ
ん
（
須
賀
）
か

五
十
万
円
を
寄
付
さ
れ
た
財
で
設
置
し

た
も
の
で
す
。

あ
り
か
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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二
月
、
東
・
中
・
西
の
そ
れ
ぞ
れ
の
保
育
園

で
園
児
に
よ
る
「
お
ゆ
う
ぎ
発
表
会
」
が
中
央

公
民
館
を
会
場
に
行
わ
れ
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

こ
の
発
表
会
は
、
園
児
の
一
年
間
の
成
長
ぶ

り
を
披
露
す
る
も
の
で
例
年
卒
園
（
進
園
）
間

近
い
こ
の
時
期
に
開
か
れ
る
年
間
行
事
で
は
最

大
級
の
も
の
。

，
こ
の
日
も
父
母
や
近
在
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た

ち
が
観
賞
。
ま
た
、
村
内
の
独
り
暮
ら
し
の
人

た
ち
五
十
人
ほ
ど
も
招
待
を
受
け
、
お
ゆ
う
ぎ
、

寸
劇
、
小
体
操
な
ど
に
「
か
わ
い
い
ね
」
を
連

発
、
感
心
し
、
わ
が
孫
か
の
よ
う
に
目
を
細
め

熱
い
拍
手
を
送
り
ま
し
た
。

二
月
十
七
日
、
「
上
江
黒
遺
跡
」
（
上

江
黒
四
百
六
十
番
地
の
1

周
辺
）
の
現

地
説
明
会
に
地
区
周
辺
の
人
た
ち
な
ど

数
十
人
が
訪
ず
れ
、
原
田
恒
弘
県
文
化

財
保
護
課
長
補
佐
の
説
明
に
熱
心
に
耳

を
傾
け
ま
し
た
。

こ
の
遺
跡
は
、
出
土
し
た
土
器
か
ら

古
墳
時
代
の
も
の
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

隅
に
柱
穴
が
あ
る
六
軒
分
の
住
居
跡
や
、

ほ
ぼ
完
全
な
形
の
三

O
c
mほ
ど
の
球
形

の
つ
ほ
と
か
め
の
二
個
体
が
出
土
、
ま

た
、
集
落
と
か
豪
族
の
館
な
ど
を
外
界

か
ら
区
別
す
る
も
の
か
、
用
水
路
な
ど

の
目
的
で
造
ら
れ
た
も
の
か
と
見
ら
れ

る
大
小
の
溝
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
調
査
で
は
遺
跡
の
ご
く
一
部

分
に
つ
い
て
確
認
調
査
を
行
っ
た
も
の

で
全
体
を
知
る
こ
と
は
困
難
と
し
な
が

ら
も
関
係
者
は
、
私
た
ち
明
和
の
人
々

の
遠
い
祖
先
の
様
子
を
知
る
手
掛
か
り

を
得
た
こ
と
は
大
変
貴
重
な
こ
と
、
さ

ら
に
出
土
品
等
の
分
析
調
査
を
重
ね
村

の
ル
ー
ツ
を
解
明
し
た
い
と
ロ
マ
ン
を

か
き
た
て
て
い
ま
す
。

こ
の
遺
跡
の
存
在
は
村
誌
に
は
紹
介

さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
本
格
的
な
調
査

は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回

道
路
改
良
等
に
伴
い
一
部
を
発
掘
調
査

し
た
も
の
で
し
た
。
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ロ こ

在
宅
の
障
害
者
等
が
外
出
時
に
タ
ク

シ
ー
を
利
用
す
る
場
合
、
料
金
の
一
部

を
補
助
す
る
「
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
」

を
、
地
区
の
民
生
委
員
を
通
し
て
次
の

と
お
り
交
付
し
ま
す
。

◇
対
象
者

①
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
・
2
級
の
方

②
療
育
手
帳
の
障
害
程
度
が
A

の
方

③
7
0
歳
以
上
の
一
人
ぐ
ら
し
世
帯

④
7
0
歳
以
上
と
他
方
が
6
5
歳
以
上
の
二

人
ぐ
ら
し
世
帯

⑤
母
子
家
庭
世
帯

※
①
②
に
つ
い
て
は
自
動
車
税
、
軽
自

動
車
税
の
滅
免
を
受
け
て
い
な
い
方

③
④
⑤
に
つ
い
て
は
四
輪
自
動
車
を

所
有
し
て
い
な
い
世
帯

◇
補
助
額

0

運
賃
の
基
本
料
金
（
初
乗
り
料
金
）

（
現
在
は
五
四
0
円
）

ぁ
す
み
で
す
か

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
申
請

◇
利
用
券
の
交
付

0

対
象
者
1
人
に
年
間
2
4
枚

（
年
の
途
中
申
請
は
月
割
交
付
）

◇
利
用
方
法

0

タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
に
身
体
障
害
者

手
帳
を
見
せ
、
利
用
券
を
1
枚
渡
し
て

く
だ
さ
い
。

◇
利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー

0

川
俣
タ
ク
シ
ー
、
館
林
無
線
タ
ク
シ

ー
共
同
配
車
セ
ン
タ
ー
加
盟
社
（
多
々

良
タ
ク
シ
ー
、
館
林
合
同
タ
ク
シ
ー
、

つ
つ
じ
タ
ク
シ
ー
）
、
矢
島
タ
ク
シ
ー
、

す
み
れ
タ
ク
シ
ー
、
朝
日
タ
ク
シ
ー

な
お
、
3
月
中
に
利
用
券
を
交
付
し

ま
す
が
、
申
請
し
た
方
で
利
用
券
が
届

か
な
い
場
合
や
ま
だ
申
請
し
て
い
な
い

方
は
地
区
の
民
生
委
員
ま
た
は
住
民
課

福
祉
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

こ
の
制
度
は
、
心
身
に
障
害
が
あ
る

た
め
に
、
独
立
自
活
す
る
こ
と
が
困
難

な
人
を
扶
養
し
て
い
る
保
護
者
が
、
そ

の
生
存
中
に
毎
月
一
定
の
掛
金
を
納
め
、

万
一
の
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
、
残
さ
れ

た
心
身
障
害
者
に
終
身
一
定
の
年
金
を

支
給
す
る
制
度
で
す
。

◇
加
入
で
き
る
保
護
者

0

県
内
に
住
所
が
あ
る
こ
と

0

特
別
な
疾
病
障
害
を
有
し
な
い
こ
と

0

年
齢
が
6
5
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
（
特

に
今
年
4
月
1
日
で
6
5
歳
に
な
る
大
正

1
4
年
4
月
2
日
か
ら
大
正
1
5
年
4
月
1

日
ま
で
の
方
は
3

月
3
1
日
ま
で
に
加
入

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
）

◇
心
身
障
害
者
の
範
囲

扶掛

養け

共

済安

制 lじ＼

度

4
月
か
ら
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
送

迎
バ
ス
運
行
日
が
次
の
よ
う
に
変
わ
り

ま
す
。

な
お
、
南
大
島
地
区
の
停
留
場
所
に

栗
原
康
雄
さ
ん
前
、
江
口
地
区
の
停
留

場
所
に
新
井
一
雄
さ
ん
前
が
加
わ
り
ま

す
。 老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

バ
ス
利
用
の
皆
さ
ん
へ

◎掛金表

加入時の年齢 掛金月額

3 5 歳未満 1, 4 0 0 円

3 5 歳以上 4 0 歳未満 1, 9 0 0 円

4 0 歳以上 4 5 歳未満 2, 6 0 0 円

4 5 歳以上 5 0 歳未満 3, 2 0 0 円

5 0 歳以上 5 5 歳未満 4, 1 0 0 円

5 5歳以上 6 0 歳未満 5, 3 0 0 円

6 0 歳以上 6 5 歳未満 6, 8 0 0 円

①
精
神
薄
弱
者

②
身
体
障
害
者
の
1
級
か
ら
3
級
の
方

③
精
神
ま
た
は
身
体
に
永
続
的
な
障
害

を
有
す
る
方
で
、
そ
の
障
害
程
度
が
①

②
と
同
程
度
の
方

◇
年
金
の
支
給

0
1

口
月
々
2
万
円

0
2

口
1
1
4
万
円

◇
掛
金
左
表
の
と
お
り

※
詳
し
く
は
、
住
民
課
へ
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

総
務
課
へ
。

平
成
3

年
度
・
4
年
度
の
建
設
工
事
、

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
物
品
等
の
入
札
参

加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
（
指
名
参
加
願
）
を
し
て
く

だ
さ
い
。
用
紙
は
、
建
設
省
統
一
様
式

（
経
営
事
項
審
査
結
果
通
知
書
が
必
要
）

と
し
、
受
付
は
3

月
1
日
面
か
ら
2
0
日

困
ま
で
（
郵
送
可
）

※
申
請
、
問
合
せ
は
、

入
札
参
加
指
名
願

3

月

2
0日
ま
で
受
付

て

◇
火
・
土
曜
日
1
1

川
俣
、
須
賀
、
大
輪
、

入
ヶ
谷
、
矢
島
、
大
佐
貰

◇
水
・
日
曜
日
1
1

上
江
黒
、
下
江
黒
、

斗
合
田
、
南
大
島

◇
金
曜
日
1
1

田
島
、
千
津
井
、
江
口
、

梅
原
、
中
谷

お
間
違
え
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

※
詳
し
く
は
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
6

闘
4
9
2
6
)
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◇
日
時

1
1
3

月
2
2
日
面
午
前
1
0
時

か
ら
正
午
午
後
1
時
か
ら
3
時

◇
場
所

1
1

保
健
セ
ン
タ
ー

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

今
一
月
の
納
め

国
民
年
金
、
水
道
使
用
料
で
す
。

納
期
限
は
3

月
2
9
日
で
す
。

期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

0
野
本
長
松
さ
ん
（
千
津
井
）
は
三
万
円

®
田
島
弘
さ
ん
（
南
大
島
）
は
二
十
万
円

奎
安
見
智
尋
さ
ん
（
新
里
）
は
二
十
万
円

0
荒
川
篤
範
さ
ん
（
須
賀
）
は
十
万
円

0
福
島
正
さ
ん
（
北
海
道
）
は
二
十
万
円

圏
落
合
徳
一
さ
ん
（
須
賀
）
は
五
万
円

0
池
浦
一
雄
さ
ん
（
川
俣
）
は
二
万
円
｀

そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
と
、
村
社
会
福
祉
協
議

会
（
奉
仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

※相談希望者は予約してください。

0 
0 0 0 0 0 4 村

すま゜ 申に込申対内場日の月の 木寸

贔込み みII 象II i 所II 時II 相談 ] 4 佃のヽH、
く 4 明明 4 日

はだ月 [ [ 室 月 士月料総＇しさ：以1 魯- 晶10 面は法
ヘ賞ら項 和閲g 10 律
百^ 芯f以 午靡 H 相
3 り付 時がで談

1 ̀  し 1 相談11 すま 午後にす。
一切の 1 応
りで 時 じ

[ 9 ま
す

゜
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村

12 日

16 日

22 日

II 

II 

の ぅ ご き

II 

25 B 

26 B 

28 B 

3 月

9 • 10 日 公民館まつり（芸能発

表・軽スポーツ等）

村議会定例会(19 日まで）

明中卒業式

土地開発公社理事会

村商工推進協議会

農用地利用増進事業推進協

議会

農業委員会

幼稚園卒園式

東・西小学校卒業式

保育園卒園式

月
日
日
日
日

4

6

7

8

9

 

保育園入園式

県議会議員選挙投票日

小・中学校入学式

幼稚園入園式

自
分
の
資
産
を

縦
覧
し
て
み
ま
せ
ん
か

土
地
は
、
国
民
生
活
そ
の
他
の
諸
活

動
に
と
っ
て
、
そ
の
基
盤
と
な
る
限
ら

れ
た
貴
重
な
資
源
で
す
。
こ
の
土
地
に

つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方
を
理
解
し

て
も
ら
う
こ
と
が
「
土
地
月
間
」
の
目

的
で
す
。
ま
た
、
こ
の
期
間
の
行
事
と

し
て
「
地
価
評
価
無
料
相
談
会
」
が
次

の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

◇
日
時

1
1
4

月
4

日
困
午
前

1
0時

か
ら
午
後
4
時
ま
で

◇
場
所

1
1

桐
生
倶
楽
部
（
桐
生
市
）

※
詳
し
く
は
、
県
庁
土
地
対
策
課
（

6

0
2
7
2

閲
1
1
1
1

内
線
2
3
3

4
)
へ
お
問
合
せ
く
だ
い
。

固
定
資
産
課
税
台
帳
は
土
地
、
家
屋

な
ど
所
有
資
産
に
応
じ
て
賦
課
の
基
準

と
な
る
大
切
な
も
の
で
す
。
こ
の
機
会

勉
強
意
欲
の
あ
る
方
に

あ
す
す
め
し
ま
す

地
価
評
価
無
料
相
談
会

「

4

月
は
土
地
月
閻

L

に
自
分
の
所
有
資
産
を
確
か
め
て
み
て

は
い
か
が
で
す
か
。

◇
縦
覧
期
間
1
1
4

月
1

日
囲
1
2
0日
由

そ
の
際
、
台
帳
登
録
価
格
な
ど
に
不

服
が
あ
る
場
合
は
、
4
月
3
0
日
ま
で
に

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
（
税
務
課
）

に
申
出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
本
年
度
は
6

ヵ
所
の
標
準
地

の
価
格
を
公
開
し
ま
す
。

縦
覧
期
間
中
、
縦
覧
者
に
お
見
せ
し

ま
す
の
で
、
係
員
に
お
申
出
く
だ
さ
い
。

◇
公
開
期
間
1
1
4

月
3
0
日
因1
5

月

1
5

日
困

※
詳
し
く
は
、

だ
さ
い
。

税
務
課
へ
お
問
合
せ
く

通
信
制

県
立
桐
生
女
子
高
校
で
は
、

の
生
徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

男
女
共
学
の
普
通
科
で
年
齢
に
関
係

な
く
入
学
で
き
ま
す
。

通
信
制
は
、
月
2
回

（
隔
週
の
H

曜
す゚ま

) 
＇
しぁも合場るな-) 

~' 
更変てのすで定予※

 

忘れすに．！予防注射と登録
平成 3 年度の狂犬病予防注射と登録を次の日程で

行います。お近くの会場で必ず受けてください。

犬はつないで飼いましょう．I

◇登録手数料…2,100円◇注射料…2,440円

◇済票交付手数料…460円 合計…5,000 円

実施月日 時 間 場 所

午前 9:00~1000 斗合田集落センター

4 月 4 B （木）
午前10·30~11.30 東 部 児 童 館

午後 1·00~2:00 江 ロ 集 ム本 所

午後 2'30~3:30 田 島 出 荷 所

午前 9:00~10:00 館林農協佐貫支所

4 月 5 日（金： 午前10·30~11:30 大輪転作促進研修施設

午後 1·00~3:00 矢 島 公 民 館

4 月 6 日（士） 午前，． 00~11'30 役 場 裏 庭

午前g·oo~1000 梅原集落センター

4 月 8 日（月） 午前10.30~11'30 中 父ロ 教 学 院

午後 100~3:00 南大島農構改善センター

午前 9.00~10·00 東 部 児 童 館

4 月 19 日（金） 午前10'30~11:30 館林農協佐貫支所

午後1. 00~3.00 役 場 裏 庭

4 月 20 日（士） 午前 9.00~11.30 役 場 裏 庭

日
）
登
校
す
れ
ば
よ
い
の
で
、
働
き
な

が
ら
学
ぽ
う
と
す
る
人
や
家
庭
の
主
婦

な
ど
に
は
最
適
な
勉
強
方
法
で
、
学
費

も
わ
ず
か
し
か
か
か
り
ま
せ
ん
。

勉
強
意
欲
の
あ
る
人
達
の
入
学
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

◇
受
付

1
1
3

月
5

日
閲
か
ら
4

月
5

日
⑥
ま
で

※
詳
し
く
は
、
当
校
（

C
o
2
7
7
⑫

2
1
8
2
)

へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

元
年
2
月
か
ら

1
1月
に
製
造
さ
れ
た

ナ
シ
ョ
ナ
ル
全
自
動
洗
濯
機
の
中
で
、

下
表
の
機
種
の
洗
濯
機
の
排
水
マ
グ
ネ

ッ
ト
の
一
部
が
、
発
煙
を
生
じ
、
場
合

に
よ
っ
て
は
発
火
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

あ
な
だ
の
洗
濯
機
は

大
丈
夫
で
す
か

機種名 製造番号（全機種共通）

NA-F45X2 
平成元年 2 月～ 9 月製

923500001~993699999 
NA-F45X3 

NA-F45Y2 
平成元年10月製

901500001~903699999 
NA-F45Y3 

NA-F45Z2 
平成元年11 月製

9Nl500001~9N3699999 

す
の
で
、
お
手
持
ち
の
洗
濯
機
を
確
認

の
う
え
、
お
買
い
求
め
の
販
売
店
、
ま

た
は
松
下
電
器
産
業
腕
（
フ
リ
ー
ダ
イ

ャ
ル
6
0
1
2
0
_
2
8
1
|
4
0
0
)

ヘ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

0
と
き

1
1
3

月

1
4日
巾
午
前

1
0時
1

午
後
3
時

0

と
こ
ろ

1
1

館
林
市
役
所

交
通
事
故
相
談

0
と
き

1
1
4

月
4

日
困
午
前

1
0時
1

午
後
3

時

0

と
こ
ろ

1
1

館
林
市
役
所

年
金
相
談

0
と
き

1
1
3

月

1
5日
命
午
前

1
0時
1

午
後
3
時

0

と
こ
ろ

1
1

役
場
会
議
室

人
権
・
行
政
・
心
配
ご
と
相
談

0
と

き

1
1
3
月

2
0日
困

4
月

2
日
因
午
前
9
時
3
0
分
i
l
o

時
3
0
分
受
付

0

と
こ
ろ

1
1

保
健
セ
ン
タ
ー

健
康
相
談

0
と
き

1
1
4

月

1
1日
困
午
後

1

時
1
2

時
受
付

0

と
こ
ろ

1
1

保
健
セ
ン
タ
ー

乳
児
健
診

※無断転用はやめましょう。農地を農地以外（宅地など）に転用する場合は農業委員会の許可が必要です。



第354号 平成 3 年 3 月 10 日 (10) 
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一
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寸
．
月
数
数

一
木
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帯
虚
男
女

—
世
人
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r
‘
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‘
,
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眉
'
I
,
`
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ー
ー
ー
ー
ー
1
ー
ー
り
し
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し
i
i
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い、 地区 館林邑楽地区 館林地区 千代田 ※ 

日 月日＼科別 産婦人科 耳鼻科 内 科外科 明和地区 て］

3 月 17 日
真中医院小倉医院 新橋病院合(75)3011 永寿堂医院 館林地区と 予か羹な

曜 合 (72) 1630 ff (72) 0606 大石医院合(74)2362 合 (72)4469 同じです。
; 倉畠

3 月 24 日
白沢医院大神医院 海宝医院 竹越医院

当
合 (72) 1600 合 (62)2200 堀越医院合(73)4151 合 (74)0811 ff(84)3137 

3 月 31 日
落合医院川田（耳）医院 新橋病院 館林地区と

合 (72)3160 合 (72)3314 田内医院合(72)3855 合 (75)3011 同じです。
番

ん話・時ま
4 月 7 日

根岸医院川村医院 岡田医院 館林地区と

医
合 (72)3262 合 (72) 1337 須田医院合(72)0862 合 (72)3163 同じです。

ロで、；で今
4 月 14 日

古屋病院川田医院 大塚医院合(72)0176 慶友病院 小西医院

ff (63)616| 合 (72)3724 ゆたか医院合(73)7308 合 (72)6000 合 (86)2261

田子福祉のつとい、100人の輪

~23回邑奈郡母子栢祉町充い

’’’`- ｷ--. -、、

ヽ

‘ヽ、会場風景
ヽ

‘-
·~ー------------------------

` ア5フ下救急車出動回数
●交通事故 6 件

●急病 8 件

●その他 1 件

●計 15 件

春
休
み
は
、
進
学
・
就
職
な
ど
に
よ

る
生
活
環
境
の
変
化
や
開
放
感
か
ら
非

行
に
走
っ
た
り
家
出
を
し
た
り
す
る
少

年
が
多
く
な
り
ま
す
。
万
引
き
や
オ
ー

ト
バ
イ
・
自
転
車
を
盗
む
と
い
っ
た
も

の
か
ら
、
粗
暴
・
凶
悪
な
犯
罪
ま
で
、

数
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

少
年
を
取
り
巻
く
環
境
に
つ
い
て
も

暴
力
団
に
よ
る
シ
ン
ナ
ー
な
ど
の
密
売

や
、
少
女
売
春
な
ど
の
少
年
福
祉
を
害

す
る
犯
罪
が
依
然
と
し
て
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。
昨
年
の
三
月
中
に
警
察
が
発
見

し
、
保
護
し
た
家
出
少
年
は
五
千
九
百

八
十
一
人
に
も
な
り
、
そ
の
う
ち
九
人

に
一
人
が
窃
盗
な
ど
の
非
行
に
走
り
、

二
十
五
人
に
一
人
が
犯
罪
の
被
害
に
遭

っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
女
子
の
場
合
は

十
六
人
に
一
人
が
売
春
を
さ
せ
ら
れ
た

り
、
覚
せ
い
剤
を
打
た
れ
た
り
す
る
な

ど
の
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
想
像
を
絶
す
る
も
の
が
あ

る
の
で
す
。
家
庭
の
愛
情
が
揺
れ
動
く

子
供
の
心
を
し
っ
か
り
と
支
え
、
子
供

を
非
行
や
家
出
か
ら
守
り
ま
す
。

こ
れ
を
機
に
、
も
う
一
度
家
庭
環
境

の
再
点
検
を
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

「
邑
楽
郡
母
子
福
祉
の
つ
ど
い
」
が

二
月
二
十
四
日
、
村

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
ま
し
た
。

諸
事
情
で
一
家
の

柱
を
欠
き
、
社
会
的
、

経
済
的
に
不
安
定
な

状
態
に
あ
る
人
た
ち

お
よ
そ
百
人
、
村
か

ら
も
三
十
世
帯
余
の

人
た
ち
が
参
加
、
相

互
の
親
ぱ
く
を
図
り

ま
し
た
。
席
上
、
優

良
母
子
家
庭
表
彰
（
九

人
）
、
母
子
福
祉
推
進

に
援
助
く
だ
さ
っ
た

人
た
ち
の
表
彰
（
五

人
）
も
行
わ
れ
ま
し

子
供
の
非
行
・
家
出
防
止
は
家
庭
か
ら

伸
び
る
芽
に
、
‘

愛
t
希
望
t
\

艤
し
さ
t
\
‘

こ
。t
 来賓

と
し
て
、
明
和
村
長
、
邑
楽
福

祉
事
務
所
長
ら
多
数
が
出
席
し
「
そ
れ

ぞ
れ
の
家
庭
で
苦
難
を
の
り
越
え
ら
れ
、

心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。
今
後
も
一

層
、
母
子
福
祉
の
向
上
に
努
め
た
い
と

存
じ
ま
す
。
皆
様
も
が
ん
ば
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
激
励
。

終
了
後
、
み
ん
な
で
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
の
落
語
、
映
画
を
楽
し
み
ま
し
た
。

村
内
の
表
彰
者
は
次
の
方
々
で
す
。

0
優
良
母
子
家
庭
表
彰

▽
奈
良
昭
子
（
新
里
）

▽
松
本
千
賀
恵
（
大
輪
）

〇
母
子
家
庭
自
立
協
力
者
感
謝
状

▽
野
ロ
タ
カ
（
斗
合
田
）

〔
敬
称
略
〕

2 月の

少
年
非
行
防
止
・
家
出
少
年
発
見
保
護
活
動
強
化
月
間

関原西関小丸新
口島野口田山井氏

木
大闘月t彰計か里惰賢瞭昇名
祐］美み恵美啜吋認輔］

贋馴巴武博開西］
長長長長長長三続
男女女女女男男柄

大池岡安森福荒落
久直安見田島川合氏

保夏サよき明好冨名
幸郎卜しせ ー治

76 85 89 89 91 75 79 77 : 

三一利智由い篤徳世
一帯

郎雄郎尋男よ範ー主

江川南新上南須須地
大江大

口俣島甲黒島賀賀区

% % 弧 % % % % % り喜

ー
あ
く
や
み
I
I

江上新江新上田地
江江

ロ＇黒里口里黒島区

％弧％凡％兄％闘

1
1

あ
め
で
だ
I
I

お
め
で
た

臼
`<

お
く
く
や
み
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